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はじめに

このマニュアルの内容 このマニュアルでは、Ultra Light C および Ultra Light C++ のプログラ

ミング・インタフェースについて説明します。Ultra Light を使用する

と、ハンドヘルド、モバイル、埋め込みデバイスに対してデータベー
ス・アプリケーションを開発、配備できます。

対象読者 このマニュアルは、Ultra Light リレーショナル・データベースのパ

フォーマンス、リソース効率、堅牢性、セキュリティを利用してデー
タを格納、同期することを目的とする C および C++ アプリケーショ

ン開発者を対象にしています。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
SQL Anywhere Studio のマニュアル

このマニュアルは、SQL Anywhere のマニュアル・セットの一部です。

この項では、マニュアル・セットに含まれる各マニュアルと使用法に
ついて説明します。

SQL Anywhere 
Studio のマニュアル

SQL Anywhere Studio のマニュアルは、各マニュアルを 1 つの大きな

ヘルプ・ファイルにまとめたオンライン形式、マニュアル別の PDF 
ファイル、および有料の製本版マニュアルで提供されます。SQL 
Anywhere Studio のマニュアルは、次の分冊マニュアルで構成されて

います。

•    『SQL Anywhere Studio の紹介』   このマニュアルでは、SQL 
Anywhere Studio のデータベース管理と同期テクノロジの概要に

ついて説明します。また、SQL Anywhere Studio を構成する各部

分について説明するチュートリアルも含まれています。

•    『SQL Anywhere Studio 新機能ガイド』   このマニュアルは、

SQL Anywhere Studio のこれまでのリリースのユーザを対象とし

ています。ここでは、製品の今回のリリースと以前のリリース
で導入された新機能をリストし、アップグレード手順を説明し
ています。

•    『Adaptive Server Anywhere データベース管理ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースおよびデータベース・サーバの実
行、管理、設定について説明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースの設計と作成の方法、データのイ
ンポート・エクスポート・変更の方法、データの検索方法、ス
トアド・プロシージャとトリガの構築方法について説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL リファレンス・マニュアル』   
このマニュアルは、Adaptive Server Anywhere で使用する SQL 言
語の完全なリファレンスです。また、Adaptive Server Anywhere 
のシステム・テーブルとシステム・プロシージャについても説
明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere プログラミング・ガイド』   このマ

ニュアルでは、C、C++、Java プログラミング言語を使用して

データベース・アプリケーションを構築、配備する方法につい
xii



て説明します。Visual Basic や PowerBuilder などのツールのユー

ザは、それらのツールのプログラミング・インタフェースを使
用できます。また、Adaptive Server Anywhere ADO.NET データ・

プロバイダについても説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SNMP Extension Agent ユーザーズ・

ガイド』   このマニュアルでは、Adaptive Server Anywhere SNMP 
Extension Agent を SNMP 管理アプリケーションとともに使用で

きるように設定して、Adaptive Server Anywhere データベースを

管理できるようにする方法を説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージ』   このマニュ

アルでは、Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージの完全

なリストを、その診断情報とともに説明します。

•    『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』   このマニュア

ルでは、Adaptive Server Anywhere データベースのセキュリティ

機能について説明します。Adaptive Server Anywhere 7.0 は、米国

政府から TCSEC (Trusted Computer System Evaluation Criteria) の 
C2 セキュリティ評価を授与されています。このマニュアルに

は、Adaptive Server Anywhere の現在のバージョンを、C2 基準を

満たした環境と同等の方法で実行することを望んでいるユーザ
にとって役に立つ情報が含まれています。

•    『Mobile Link 管理ガイド』   このマニュアルでは、モバイル・

コンピューティング用の Mobile Link データ同期システムについ

てあらゆる角度から説明します。このシステムによって、
Oracle、Sybase、Microsoft、IBM の単一データベースと、

Adaptive Server Anywhere や Ultra Light の複数データベースの間

でのデータ共有が可能になります。

•    『Mobile Link クライアント』   このマニュアルでは、Adaptive 
Server Anywhere リモート・データベースと Ultra Light リモー

ト・データベースの設定を行い、これらを同期させる方法につ
いて説明します。

•    『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、Mobile Link のサーバによって開始される同期に

ついて説明します。サーバによって開始される同期とは、統合
データベースから同期の開始を可能にする Mobile Link の機能で

す。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
•    『Mobile Link チュートリアル』   このマニュアルには、Mobile 
Link アプリケーションの設定と実行を行う方法を説明する

チュートリアルがいくつか用意されています。

•    『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、

Mobile Link QAnywhere について説明します。Mobile Link 
QAnywhere は、従来のデスクトップ・クライアントやラップ

トップ・クライアントだけでなく、モバイル・クライアントや
無線クライアント用のメッセージング・アプリケーションの開
発と展開を可能にするメッセージング・プラットフォームです。

•    『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの ODBC ドラ

イバ』   このマニュアルでは、Mobile Link 同期サーバから、また

は Adaptive Server Anywhere リモート・データ・アクセスによっ

て、Adaptive Server Anywhere 以外の統合データベースにアクセ

スするための ODBC ドライバの設定方法について説明します。

•    『SQL Remote ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、モ

バイル・コンピューティング用の SQL Remote データ・レプリ

ケーション・システムについて、あらゆる角度から説明します。
このシステムによって、Adaptive Server Anywhere または 
Adaptive Server Enterprise の単一データベースと Adaptive Server 
Anywhere の複数データベースの間で、電子メールやファイル転

送などの間接的リンクを使用したデータ共有が可能になります。

•    『SQL Anywhere Studio ヘルプ』   このマニュアルには、Sybase 
Central や Interactive SQL、その他のグラフィカル・ツールに関

するコンテキスト別のヘルプが含まれています。これは、製本
版マニュアル・セットには含まれていません。

•    『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』   このマニュ

アルは、Ultra Light 開発者を対象としています。ここでは、Ultra 
Light データベース・システムの概要について説明します。ま

た、すべての Ultra Light プログラミング・インタフェースに共

通する情報を提供します。

•    Ultra Light のインタフェースに関するマニュアル   各 Ultra Light 
プログラミング・インタフェースには、それぞれに対応するマ
ニュアルを用意しています。これらのインタフェースは、RAD 
xiv



( ラピッド・アプリケーション開発 ) 用の Ultra Light コンポーネ

ントとして提供されているものと、C、C++、Java 開発用の静的

インタフェースとして提供されているものがあります。

このマニュアル・セットの他に、PowerDesigner と InfoMaker には、独

自のオンライン・マニュアル ( 英語版 ) がそれぞれ用意されています。

マニュアルの形式 SQL Anywhere Studio のマニュアルは、次の形式で提供されています。

•    オンライン・マニュアル   オンライン・マニュアルには、

SQL Anywhere Studio の完全なマニュアルがあり、

SQL Anywhere ツールに関する印刷マニュアルとコンテキスト

別のヘルプの両方が含まれています。オンライン・マニュアル
は、製品のメンテナンス・リリースごとに更新されます。これ
は、最新の情報を含む最も完全なマニュアルです。

Windows オペレーティング・システムでオンライン・マニュア

ルにアクセスするには、[ スタート ] － [ プログラム ] － [SQL 
Anywhere 9] － [ オンライン・マニュアル ] を選択します。オンラ

イン・マニュアルをナビゲートするには、左ウィンドウ枠で 
HTML ヘルプの目次、索引、検索機能を使用し、右ウィンドウ

枠でリンク情報とメニューを使用します。

UNIX オペレーティング・システムでオンライン・マニュアルに

アクセスするには、SQL Anywhere のインストール・ディレクト

リに保存されている HTML マニュアルを参照してください。

•    PDF 版マニュアル   SQL Anywhere の各マニュアルは、Adobe 
Acrobat Reader で表示できる PDF ファイルで提供されています。

PDF 版マニュアルは、オンライン・マニュアルまたは Windows 
の [ スタート ] メニューから利用できます。

•    製本版マニュアル   製本版マニュアルをご希望の方は、ご購入い

ただいた販売代理店または弊社営業担当までご連絡ください。
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表記の規則

この項では、このマニュアルで使用されている書体およびグラフィッ
ク表現の規則について説明します。

SQL 構文の表記規

則

SQL 構文の表記には、次の規則が適用されます。

•    キーワード   SQL キーワードはすべて次の例に示す ALTER 
TABLE のように大文字で表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    プレースホルダ   適切な識別子または式で置き換えられる項目

は、次の例に示す owner や table-name のように表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    繰り返し項目   繰り返し項目のリストは、次の例に示す column-
constraint のように、リストの要素の後ろに省略記号 ( ピリオド 
3 つ …) を付けて表します。

ADD column-definition [ column-constraint, … ]

複数の要素を指定できます。複数の要素を指定する場合は、各
要素間をカンマで区切る必要があります。

•    オプション部分   文のオプション部分は角カッコで囲みます。

RELEASE SAVEPOINT [ savepoint-name ]

この例では、角カッコで囲まれた savepoint-name がオプション

部分です。角カッコは入力しないでください。

•    オプション   項目リストから 1 つだけ選択するか、何も選択しな

くてもよい場合は、項目間を縦線で区切り、リスト全体を角
カッコで囲みます。

[ ASC | DESC ]

この例では、ASC と DESC のどちらか 1 つを選択しても、どち

らも選択しなくてもかまいません。角カッコは入力しないでく
ださい。
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•    選択肢   オプションの中の 1 つを必ず選択しなければならない場

合は、選択肢を中カッコで囲み、縦棒で区切ります。

[ QUOTES { ON | OFF } ]

QUOTES オプションを使用する場合は、ON または OFF のどち

らかを選択する必要があります。角カッコと中カッコは入力し
ないでください。

グラフィック・アイ
コン

このマニュアルでは、次のアイコンを使用します。

•    クライアント・アプリケーション

•    Sybase Adaptive Server Anywhere などのデータベース・サーバ

•    データベース。高度な図では、データベースとデータベースを

管理するデータ・サーバの両方をこのアイコンで表します。
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表記の規則
•    レプリケーションまたは同期のミドルウェア。ソフトウェアの

これらの部分は、データベース間のデータ共有を支援します。
たとえば、Mobile Link 同期サーバ、SQL Remote Message Agent 
などがあげられます。

•    プログラミング・インタフェース

API
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CustDB サンプル・データベース

Mobile Link と Ultra Light のマニュアルでは、多くの例で Ultra Light の
サンプル・データベースが使用されています。

Ultra Light サンプル・データベースのリファレンス・データベース

は、custdb.db という名前のファイルに保存され、SQL Anywhere ディ

レクトリのサブディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB に置かれてい

ます。全面的にこのデータベースを使用して構築したアプリケーショ
ンも提供されています。

サンプル・データベースは、あるハードウェア販売会社の販売管理
データベースです。データベースには、この販売会社の顧客、製品、
営業戦力に関する情報が入っています。

次の図は、CustDB データベース内のテーブルと、各テーブル間の関

係を示しています。

ULOrderIDPool

pool_order_id integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULCustomer

cust_id          integer
cust_name        varchar(30)
last_modified       timestamp

ULProduct

prod_id          integer
price          integer
prod_name       varchar(30)

ULOrder

order_id              integer
cust_id              integer
prod_id              integer
emp_id              integer
disc              integer
quant              integer
notes              varchar(50)
status              varchar(20)
last_modified        timestamp

ULEmployee

emp_id            integer
emp_name         varchar(30)
last_download    timestamp

ULEmpCust

emp_id           integer
cust_id           integer
action            char(1)
last_modified      timestamp

ULCustomerIDPool

pool_cust_id            integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULIdentifyEmployee

emp_id integercust_id = cust_id

emp_id = emp_id

emp_id = emp_id

emp_id = pool_emp_id

prod_id = prod_id

cust_id = cust_id

emp_id = pool_emp_id
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詳細情報の検索／フィードバックの提供
詳細情報の検索／フィードバックの提供

詳細情報の検索 詳しい情報やリソース ( コード交換など ) については、iAnywhere 
Developer Network (http://www.ianywhere.com/developer/) を参照してく

ださい。

ご質問がある場合や支援が必要な場合は、次に示す iAnywhere 
Solutions ニュースグループのいずれかにメッセージをお寄せくださ

い。

ニュースグループにメッセージをお送りいただく際には、ご使用の 
SQL Anywhere Studio バージョンのビルド番号を明記し、現在発生し

ている問題について詳しくお知らせくださいますようお願いいたしま
す。バージョン情報は、コマンド・プロンプトで dbeng9 -v と入力し

て確認できます。

ニュースグループは、ニュース・サーバ forums.sybase.com にありま

す ( ニュースグループにおけるサービスは英語でのみの提供となりま

す )。以下のニュースグループがあります。

•    sybase.public.sqlanywhere.general

•    sybase.public.sqlanywhere.linux

•    sybase.public.sqlanywhere.mobilink

•    sybase.public.sqlanywhere.product_futures_discussion

•    sybase.public.sqlanywhere.replication

•    sybase.public.sqlanywhere.ultralite

•    ianywhere.public.sqlanywhere.qanywhere

ニュースグループに関するお断り
iAnywhere Solutions は、ニュースグループ上に解決策、情報、または

意見を提供する義務を負うものではありません。また、システム・オ
ペレータ以外のスタッフにこのサービスを監視させて、操作状況や可
用性を保証する義務もありません。
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iAnywhere Solutions のテクニカル・アドバイザとその他のスタッフ

は、時間のある場合にかぎりニュースグループでの支援を行います。
こうした支援は基本的にボランティアで行われるため、解決策や情報
を定期的に提供できるとはかぎりません。支援できるかどうかは、ス
タッフの仕事量に左右されます。

フィードバック このマニュアルに関するご意見、ご提案、フィードバックをお寄せく
ださい。

マニュアルに関するご意見、ご提案は、SQL Anywhere ドキュメン

テーション・チームの iasdoc@ianywhere.com 宛てに電子メールでお寄

せください。このアドレスに送信された電子メールに返信はいたしま
せんが、お寄せいただいたご意見、ご提案は必ず読ませていただきま
す。

マニュアルまたはソフトウェアについてのフィードバックは、上記の
ニュースグループを通してお寄せいただいてもかまいません。
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第 １ 部 概要

第 1 部では、C/C++ プログラマを対象に Ultra Light の概要

について説明します。
1
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第 1章 

C/C++ 開発者用 Ultra Light の概要

この章の内容 この章では、Ultra Light for C/C++ について説明します。ここでは、

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light へよ

うこそ」で説明した Ultra Light の機能について理解していることを前

提としています。

Ultra Light for C/C++ を使用したアプリケーションの作成の詳細につい

ては、「Ultra Light C/C++ インタフェースの共通機能」 129 ページを参

照してください。

Ultra Light for C/C++ の概要のチュートリアルについては、「チュート

リアル：C++ コンポーネントを使用したアプリケーションの構築」 
179 ページを参照してください。
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Ultra Light と C/C++ プログラミング言語
Ultra Light と C/C++ プログラミング言語

C と C++ は、小型デバイスを対象とした Ultra Light 開発者に次のよう

な利益を提供します。

•    堅牢なリレーショナル・データベース・ストア

•    C または C++ の優れた機能、効率、柔軟性

•    Windows CE、Palm OS、Windows XP プラットフォームへの配備

Ultra Light データベースの機能の詳細については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light データベース」を参照

してください。

Ultra Light プログラミング・インタフェースは動的または静的です。

静的インタフェースと動的インタフェースには異なる利点と制限事項
があります。また、これらは開発モデルも異なります。

C++ を使用する Ultra Light 開発者には、いくつかのオプションが用意

されています。

•    Ultra Light C++ コンポーネント

•    Embedded SQL ( 静的インタフェース )

•    静的型 C++ API ( 静的インタフェース )

•    ODBC プログラミング・インタフェース ( コンポーネント・イン

タフェース )

C を使用する Ultra Light 開発者は、Embedded SQL または ODBC を使

用する必要があります。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「コンポーネントと静的インタフェースの選択」を参照してください。

C++ コンポーネントの利点と制限事項

Ultra Light for C++ コンポーネントの利点と制約は次のとおりです。
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     第 1 章   C/C++ 開発者用 Ultra Light の概要
•    動的 SQL   Ultra Light C++ コンポーネントは、動的 SQL へのア

クセスを提供し、開発可能なアプリケーションの範囲を広げま
す。動的 SQL を使用すると、SQL 文を実行時に定義できます。

一方、静的インタフェース (Embedded SQL や静的型 C++ API な
ど ) を使用する場合、すべての SQL 文をコンパイル時に指定す

る必要があります。

•    開発モデル   Ultra Light C++ コンポーネントを使用する場合、

Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して Ultra Light データベー

スを作成できます。また、前処理は必要ありません。一方、
Embedded SQL および静的型 C++ API インタフェースでは、アプ

リケーションのコンパイル前に前処理の作業が必要です。さら
に、Adaptive Server Anywhere リファレンス・データベースを構

築することも必要になります。

•    効率性   テーブル数の少ないデータベースでは、静的型インタ

フェースで開発されたアプリケーションは、コンポーネント型
のインタフェースで開発されたアプリケーションよりも占有容
量が少なくて済みます。しかし、より複雑なスキーマのデータ
ベースでは、静的型インタフェースのこの利点はなくなります。

•    マルチプロセッサのサポート   Ultra Light C++ コンポーネント 
API によって、複数のアプリケーションの接続をサポートする 
Ultra Light ランタイム・エンジンの使用が可能です。

熟練の開発者であれば、Ultra Light C++ コンポーネント API の機能と

静的型 C++ API や Embedded SQL の機能とを組み合わせることができ

ます。

詳細については、「Ultra Light C/C++ インタフェースの結合」 132 ペー

ジを参照してください。

静的型 C++ API の利点と制限事項

Ultra Light には、静的開発モデル ( 静的型 C++ インタフェースはこの

うちの 1 つ ) と Ultra Light コンポーネントの 2 つ以外にも、いくつか

のプログラミング・インタフェースが用意されています。静的型 
C++ API の利点と制約の多くは、Embedded SQL のものと同じです。

静的型 C++ API には、次のような利点があります。
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Ultra Light と C/C++ プログラミング言語
• 専有容量の小さいデータベース 静的型 C++ API は各アプリ

ケーションに合わせてコンパイルされた Ultra Light データ

ベース・エンジンを使用するため、データベースの占有容量
は、特にテーブルの数が少ない場合、通常の Ultra Light コン

ポーネントを使用する場合に比べて小さくなります。テーブ
ルの数が多くなると、この利点もなくなります。

• ハイパフォーマンス C および C++ アプリケーションの優れた

パフォーマンスと生成コードの最適化 ( データ・アクセス計

画など ) とを統合することで、静的型 C++ API によるアプリ

ケーション開発を効率化します。

• さまざまな SQL をサポート 静的型 C++ API では、さまざま

な種類の SQL を開発アプリケーションに使用できます。

静的型 C++ API には、次のような制約があります。

• C または C++ の知識が必要 C や C++ のプログラミング知識

がない場合は、Ultra Light が提供する別のインタフェースを

使用できます。Ultra Light コンポーネントには、複数の一般

的なプログラミング言語とツールのインタフェースが用意さ
れています。

• 複雑な開発モデル Ultra Light データベース・スキーマを保持

するリファレンス・データベースを使用し、さらに開発アプ
リケーションに合わせた API を生成する必要がある場合、静

的型 C++ API による開発プロセスは複雑なものになります。

Ultra Light コンポーネントを使用すると、開発プロセスは極

めて単純なものなります。

• 設計時に SQL を指定する必要がある コンパイル時に定義さ

れた SQL 文しかアプリケーションに組み込むことができませ

ん。Ultra Light コンポーネントでは、SQL 文をいつでも動的

に組み込むことができます。

開発モデルは、個々のプロジェクトの要件やプログラマのスキルと経
験を考慮して選定してください。
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静的型 C++ アプリケーションの開発

静的型 C++ Ultra Light アプリケーションを開発するときは、リファレ

ンス・データベースから生成されたプログラミング・インタフェース
を使用します。これらのアプリケーションを開発するには、C または 
C++ のプログラミング言語に精通していることが必要です。

静的型 C++ Ultra Light アプリケーションの開発プロセスは、次のとお

りです。

1. データベースを設計します。

Ultra Light データベースにインクルードするテーブルとインデッ

クスを含む Adaptive Server Anywhere リファレンス・データベース

を準備します。

2. SQL 文をデータベースに追加します。

アプリケーションに使用する SQL 文をリファレンス・データ

ベースに追加する必要があります。

3. アプリケーションの API を生成します。

Ultra Light ジェネレータを使って、開発するアプリケーションの 
API を生成します。

4. アプリケーションを作成します。

アプリケーション・コードのデータ・アクセス機能は、生成した 
API からの関数呼び出しを使用します。

5. .cpp ファイルをコンパイルします。

生成した .cpp ファイルは、他の .cpp ファイルと同じようにコンパ

イルできます。

6. .cpp ファイルをリンクします。

コンパイルしたファイルは、Ultra Light ランタイム・ライブラリ

にリンクする必要があります。
7
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開発プロセスの詳細な説明については、『Ultra Light C/C++ ユーザー

ズ・ガイド』 > 「静的型 C++ API アプリケーションの構築」を参照し

てください。

Embedded SQL の利点と制約

Ultra Light には、静的型開発モデル (Embedded SQL はこのうちの 1 つ
) と Ultra Light コンポーネントの 2 つ以外にも、いくつかのプログラ

ミング・インタフェースが用意されています。Embedded SQL の利点

と制約の多くは、Ultra Light 静的型 C++ API のものと同じです。

Embedded SQL には、次のような利点があります。

• 専有容量の小さいデータベース Embedded SQL は各アプリ

ケーションに合わせてコンパイルされた Ultra Light データ

ベース・エンジンを使用するため、データベースの占有容量
は、特にテーブルの数が少ない場合、通常 Ultra Light コン

ポーネントを使用する場合に比べて小さくなります。テーブ
ルの数が多くなると、この利点もなくなります。

• ハイパフォーマンス C および C++ アプリケーションの優れた

パフォーマンスと生成コードの最適化 ( データ・アクセス計

画など ) とを統合することで、Embedded SQL によるアプリ

ケーション開発を効率化します。

• さまざまな SQL をサポート Embedded SQL では、さまざま

な種類の SQL を開発アプリケーションに使用できます。

Embedded SQL には、次のような制約があります。

• C または C++ の知識が必要 C や C++ のプログラミング知識

がない場合は、Ultra Light が提供する別のインタフェースを

使用できます。Ultra Light コンポーネントには、複数の一般

的なプログラミング言語とツールのインタフェースが用意さ
れています。

• 複雑な開発モデル Ultra Light データベース・スキーマを保持

するリファレンス・データベースを使用し、さらにソース・
コード・ファイルを前処理する必要がある場合、
8
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Embedded SQL による開発プロセスは複雑なものになります。

Ultra Light コンポーネントを使用すると、開発プロセスは極

めて単純なものなります。

• 設計時に SQL を指定する必要がある コンパイル時に定義さ

れた SQL 文しかアプリケーションに組み込むことができませ

ん。Ultra Light コンポーネントでは、SQL 文をいつでも動的

に組み込むことができます。

開発モデルは、個々のプロジェクトの要件やプログラマのスキルと経
験を考慮して選定してください。

Embedded SQL アプリケーションの開発

Embedded SQL アプリケーションを開発するときは、SQL 文に標準の 
C または C++ ソース・コードを混在させます。Embedded SQL アプリ

ケーションを開発するには、C または C++ のプログラミング言語に精

通していることが必要です。

Embedded SQL アプリケーションの開発プロセスは、次のとおりです。

1. データベースを設計します。

Ultra Light データベースにインクルードするテーブルとインデッ

クスを含む Adaptive Server Anywhere リファレンス・データベース

を準備します。

2. 通常 .sqc という拡張子の付いた Embedded SQL ソース・ファイル

にソース・コードを記述します。

ソース・コードにデータ・アクセスが必要な場合は、「EXEC 
SQL」のプレフィクスが付いた、実行する SQL 文を使用します。

次に例を示します。

EXEC SQL SELECT price, prod_name
             INTO :cost, :pname
             FROM ULProduct
             WHERE prod_id= :pid;
 if((SQLCODE==SQLE_NOTFOUND)||(SQLCODE<0)) {
         return(-1);
 }
9
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3. .sqc ファイルの前処理を行います。

SQL Anywhere Studio に装備された SQL プリプロセッサ (sqlpp) を
使用して、.sqc ファイルを読み込み、Adaptive Server Anywhere リ
ファレンス・データベースにアクセスし、.c または .cpp ファイル

を生成します。これらのファイルには Ultra Light ランタイム・ラ

イブラリへの関数呼び出しが格納されています。

4. 生成した .c または .cpp ファイルをコンパイルします。

生成した .c または .cpp ファイルは、他の .c または .cpp ファイル

と同じようにコンパイルできます。

5. コンパイルした .c または .cpp ファイルをリンクします。

コンパイルしたファイルは、Ultra Light ランタイム・ライブラリ

にリンクする必要があります。

Embedded SQL の開発プロセスの詳細については、「Embedded SQL ア
プリケーションの構築」 118 ページを参照してください。
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     第 1 章   C/C++ 開発者用 Ultra Light の概要
システムの稼働条件とサポートされるプラット
フォーム

開発プラットフォー
ム

Ultra Light C++ を使用してアプリケーションを開発するには、以下が

必要です。

•    Microsoft Windows NT/2000/XP

•    サポートされる C/C++ コンパイラ

ターゲット・プラッ
トフォーム

Ultra Light C/C++ は、次のターゲット・プラットフォームをサポート

しています。

•    Windows CE 3.0 以降または Palm OS 3.5 以降。

詳細については、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 開発プ

ラットフォーム」と『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 
ターゲット・プラットフォーム」を参照してください。
11



Ultra Light C++ のアーキテクチャ
Ultra Light C++ のアーキテクチャ

Ultra Light C++ コンポーネント・インタフェースは、uliface.h ヘッダ・

ファイルに定義されます。

•    DatabaseManager   アプリケーションごとに 1 つの 
DatabaseManager オブジェクトを作成します。

•    Connection   各 Connection オブジェクトは、Ultra Light データ

ベースとの接続を表します。Connection オブジェクトは 1 つま

たは複数作成できます。

•    Table   Table オブジェクトは、データベース内のデータへのアク

セスを提供します。

•    PreparedStatement、ResultSet、ResultSetSchema   これらの動的 
SQL オブジェクトを使って、動的 SQL 文の作成、クエリの記

述、INSERT、UPDATE、および DELETE 文の実行、およびプロ

グラムによるデータベースの結果セットの制御ができます。

•    SyncParms   SyncParms オブジェクトを使用して、Ultra Light 
データベースを Mobile Link 同期サーバと同期させます。

『API リファレンス』はオンライン・マニュアルで提供されています。

API リファレンスへのアクセスの詳細については、「Ultra Light C++ コ
ンポーネント API リファレンス」 275 ページを参照してください。
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第 ２ 部 アプリケーション開発

第 2 部では、Ultra Light C/C++ プログラミングにおける開

発上の注意について説明します。
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第 2章 

Ultra Light C++ コンポーネントを使用したア

プリケーションの開発

この章の内容 この章では、Ultra Light C++ コンポーネントを使用してアプリケー

ションを開発する方法について説明します。

チュートリアルについては、「チュートリアル：C++ コンポーネント

を使用したアプリケーションの構築」 179 ページを参照してください。
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Ultra Light ネームスペースの使用
Ultra Light ネームスペースの使用

Ultra Light C++ コンポーネント・インタフェースには、

UltraLite_Connection クラスや UltraLite_DatabaseManager クラスのよう

に、名前に UltraLite_ というプレフィクスが付いているクラスのセッ

トがあります。これらの各クラスのほとんどの関数は、文字列 _iface 
が追加された基本となるインタフェースからの関数を実装していま
す。たとえば、UltraLite_Connection クラスは 
UltraLite_Connection_iface からの関数を実装しています。

明示的に Ultra Light ネームスペースを使用するときは、省略名を使用

して各クラスを参照できます。Ultra Light ネームスペースを使用して

いる場合は、UltraLite_Connection オブジェクトとして接続を宣言する

のではなく、次のように Connection オブジェクトとして接続を宣言で

きます。

using namespace UltraLite;
 ULSqlca sqlca;
 sqlca.Initialize();
 DatabaseManager * dbMgr = 
ULInitDatabaseManager(sqlca);
 Connection *  conn = UL_NULL;

このアーキテクチャの結果として、この章のコード・サンプルでは 
DatabaseManager、Connection、TableSchema などと記述されています

が、それぞれ UltraLite_DatabaseManager_iface、
UltraLite_Connection_iface、UltraLite_TableSchema_iface へのリンクに

よって詳細を参照できます。
16



     第 2 章   Ultra Light C++ コンポーネントを使用したアプリケーションの開発
Ultra Light データベース・スキーマ

データベース・スキーマとは、データベースを記述するものです。
データベース・スキーマは、データベース内のテーブル、インデック
ス、キー、パブリケーションの集合であり、それらの間のすべての関
係を示します。

Ultra Light データベースのスキーマを直接変更しないでください。代

わりに、スキーマ (.usm) ファイルを作成し、アプリケーションに組み

込まれた Ultra Light 関数を呼び出すことによって、そのファイルから

データベース・スキーマをアップグレードします。

スキーマ・ファイルは、データベース作成時の初期にデータベースの
構造を指定するためにも使用されます。

Ultra Light データベース・スキーマ・ファイルの作成

Ultra Light スキーマ・ペインタまたは ulinit ユーティリティを使用し

て、Ultra Light スキーマ・ファイルを作成できます。

•    Ultra Light スキーマ・ペインタ   Ultra Light スキーマ・ペインタ

は、Ultra Light スキーマ・ファイルの作成と編集に使用するグラ

フィカル・ユーティリティです。

スキーマ・ペインタを起動するには、[ スタート ] － [ プログラ

ム ] － [SQL Anywhere 9] － [Ultra Light] － [Ultra Light Schema 
Painter] を選択するか、Windows エクスプローラでスキーマ・

ファイル (.usm) をダブルクリックします。

Ultra Light スキーマ・ペインタの使用方法の詳細については、

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「レッスン 
1：Ultra Light データベース・スキーマの作成」を参照してくだ

さい。

•    ulinit ユーティリティ   Adaptive Server Anywhere データベース管

理システムがある場合は、ulinit コマンド・ライン・ユーティリ

ティを使用して Ultra Light スキーマ・ファイルを生成できます。
17



Ultra Light データベース・スキーマ
ulinit ユーティリティの使用の詳細については、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「ulinit ユーティリティ」を

参照してください。

データベース・スキーマのアップグレード

既存のデータベース構造を変更するには、UpgradeSchemaFromFile メ
ソッドを使用します。ほとんどの場合、データの消失は起こりませ
ん。ただし、カラムを削除したり、カラムのデータ型が互換性のない
型に変更された場合は、データの消失が起こる場合があります。

例 次のコードで、新規スキーマ・ファイルが適用されます。

// issue a commit before applying a new schema 
 // if there are any uncommitted transactions 
 conn->Commit();
 conn->UpgradeSchemaFromFile( 
   UL_TEXT("schema_file=genup01b.usm") ) );

詳細については、「UpgradeSchemaFromFile 関数」 298 ページを参照し

てください。
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     第 2 章   Ultra Light C++ コンポーネントを使用したアプリケーションの開発
データベースへの接続

Ultra Light アプリケーションをデータベースに接続しないと、データ

を操作できません。この項では、Ultra Light データベースに接続する

ための方法について説明します。サンプルのコードは、Sam-
ples¥UltraLite¥CustDB に格納されています。

Connection オブ

ジェクトの使用

次に示す Connection オブジェクトのプロパティは、アプリケーション

のグローバルな動作を管理します。

•    コミット動作   Ultra Light C++ コンポーネントには、オートコ

ミット・モードはありません。各トランザクションの後には 
Connection.Commit 文を指定します。

詳細については、「トランザクションの管理」 38 ページを参照し

てください。

•    ユーザ認証   Grant と Revoke の接続許可メソッドを使用すると、

アプリケーションのユーザ ID とパスワードをデフォルト値の 
DBA と SQL から別の値に変更できます。各アプリケーション

は、最大 4 つのユーザ ID を保持できます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「Ultra Light のユーザ認証」および「ユーザの認証」 42
ページを参照してください。

•    同期   Connection オブジェクトから、同期を管理するオブジェク

トのセットにアクセスできます。

詳細については、「データの同期」 44 ページを参照してくださ

い。

•    テーブル   Ultra Light テーブルには、Connection オブジェクトの

メソッドを使用してアクセスします。

詳細については、「テーブル API を使用したデータへのアクセ

ス」 30 ページを参照してください。

•    準備文   動的 SQL 文の実行を処理し、結果セットをナビゲー

ションするために、オブジェクトのセットが提供されています。
19



データベースへの接続
詳細については、「動的 SQL を使用したデータへのアクセス」 24
ページを参照してください。

Connection オブジェクトの詳細については、「クラス 
UltraLite_Connection」 284 ページ を参照してください。

❖ Ultra Light データベースに接続するには、次の手順に従い

ます。

1 Ultra Light ネームスペースを使用します。

Ultra Light ネームスペースを使用すると、C++ コンポーネン

ト・インタフェースでクラスの省略名を使用できます。

using namespace UltraLite;

2 DatabaseManager オブジェクトと ULSqlca (Ultra Light SQL 
Communications Area) を作成し、初期化します。ULSqlca は、

アプリケーションとデータベースの間の通信を処理する構造
体です。

DatabaseManager オブジェクトは、オブジェクト階層のルート

にあります。DatabaseManager オブジェクトは、1 つのアプリ

ケーションに 1 つだけ作成します。多くの場合、

DatabaseManager オブジェクトは、アプリケーションに対して

グローバルに宣言するのが最も効果的です。

ULSqlca sqlca;
 sqlca.Initialize();
 DatabaseManager * dbMgr = 
ULInitDatabaseManager(sqlca);

詳細については、「クラス UltraLite_DatabaseManager_iface」 
305 ページ を参照してください。

Palm OS の場合は、ULEnableFileDB や 
ULEnablePalmRecordDB を呼び出す前に、

ULInitDatabaseManager を呼び出してください。Palm データ・

ストアや仮想ファイル・システムを使用するためのデータ
ベース・ストアが設定されます。詳細については、『Ultra 
20
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Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ULEnablePalmRecordDB 
関数」および 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 

「ULEnableFileDB 関数」を参照してください。

3 Connection オブジェクトを宣言します。

ほとんどのアプリケーションは、Ultra Light データベースへ

の単一接続を使用し、接続を開いたままにしておきます。複
数の接続が必要なのは、マルチスレッド・データ・アクセス
の場合だけです。そのため、Connection オブジェクトは、ア

プリケーションに対してグローバルに宣言するのが最も効果
的です。

Connection *  conn = UL_NULL;

詳細については、「クラス UltraLite_Connection_iface」 286 ペー

ジ を参照してください。

4 既存のデータベースへの接続を開きます。または、指定の
データベース・ファイルが存在しない場合は、新しいデータ
ベースを作成します。

ほとんどの Ultra Light アプリケーションは、データベース・

ファイルではなくスキーマ・ファイルを配備し、最初の接続
時に Ultra Light にデータベース・ファイルを作成させます。

次のコードは、既存のデータベースへの接続を試みます。
データベース・ファイルが存在しない場合は、アプリケー
ションがデータベース・ファイルを作成します。

// specify the location of the database file
 static ul_char * parms = "file_name=mydata.udb";
 ULValue lp( parms );
 conn = dbMgr->OpenConnection( sqlca, lp );
 if( sqlca.GetSQLCode() == 
   SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND ) {
   static ul_char * parms = 
UL_TEXT("schema_file=mydata.usm")
   UL_TEXT(";file_name=mydata.udb");
   ULValue lp( parms );
   conn = dm->CreateAndOpenDatabase( sqlca, lp );
21



データベースへの接続
   if( sqlca.GetSQLCode() < SQLE_NOERROR ){
     printf( "Open failed with sql code: %d.¥n" ,
     sqlca.GetSQLCode() );
   }
 }

詳細については、「OpenConnection 関数」 306 ページおよび 
「CreateAndOpenDatabase 関数」 305 ページを参照してくださ

い。

例 次のコードは、Ultra Light データベース mydata.udb への接続を開きま

す。

#include "uliface.h"
 using namespace UltraLite; 
 static ul_char *  parms =
 UL_TEXT( ";file_name=tutcustomer.udb"  )
 UL_TEXT( ";schema_file=tutcustomer.usm" );
 ULSqlca sqlca;
 DatabaseManager * dm   = UL_NULL;
 Connection *   conn   = UL_NULL;
 sqlca.Initialize();
 dm = ULInitDatabaseManager( sqlca );
 if( dm == UL_NULL ){
    // You may have mismatched UNICODE vs. ANSI 
runtimes.
    return 1;
 }
 ULValue  lp( parms );
 conn = dm->OpenConnection( sqlca, lp );
 if( sqlca.GetSQLCode() == 
     SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND ) {
    conn = dm->CreateAndOpenDatabase( sqlca, lp );
    if( sqlca.GetSQLCode() < SQLE_NOERROR ) {
       printf( "Open failed with sql code: %d.¥n" , 
       sqlca.GetSQLCode() );
       return NULL;
    }  else {
       printf( "Connected to a new database.¥n" );
    }
 } else {
    printf( "Connected to an existing database.¥n" );
 }
 return( conn );
22
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マルチスレッド・ア
プリケーション

Connection オブジェクトと、このオブジェクトから作成されるすべて

のオブジェクトは、それぞれ単一のスレッドで使用してください。ア
プリケーションが Ultra Light データベースにアクセスするのに複数の

スレッドを必要とする場合は、スレッドごとに個別の接続が必要で
す。
23



動的 SQL を使用したデータへのアクセス
動的 SQL を使用したデータへのアクセス

Ultra Light アプリケーションは、動的 SQL またはテーブル API を使用

してテーブル・データにアクセスできます。この項では、動的 SQL 
を使用したデータ・アクセスについて説明します。

テーブル API の使用方法については、「テーブル API を使用したデー

タへのアクセス」 30 ページを参照してください。

この項では、動的 SQL を使用して次の操作を行う方法について説明

します。

•    ローの挿入、削除、更新

•    結果セットのローの取得

•    結果セットのローのスクロール

この項では、SQL 言語そのものについては説明しません。動的 SQL 
機能の詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガ

イド』 > 「動的 SQL」 を参照してください。

SQL 操作に必要な一連の操作の概要については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「動的 SQL の使用」を参照してくだ

さい。

データ操作：INSERT、UPDATE、DELETE

Ultra Light では、SQL データ操作言語の操作を実行できます。これら

の操作は、PreparedStatement クラスのメンバである ExecuteStatement 
メソッドを使用して実行します。

詳細については、「クラス UltraLite_PreparedStatement」 318 ページ を参

照してください。
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準備文でのパラメータの使用
Ultra Light では、? 文字を使用してクエリのパラメータを示します。

INSERT、UPDATE、DELETE では必ず、各 ? は準備文での並び順を

参照します。たとえば、最初の ? は 1、2 番目の ? は 2、のようになり

ます。

❖ ローを挿入するには、次の手順に従います。

1 PreparedStatement を宣言します。

PreparedStatement * prepStmt;

詳細については、「PrepareStatement 関数」 293 ページを参照し

てください。

2 SQL 文を PreparedStatement オブジェクトに割り当てます。

ULValue sqltext( 
     "INSERT INTO MyTable(MyColumn) values (?)" );
 prepStmt = conn->PrepareStatement( sqltext );

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

次のコードは、文字列パラメータを示します。

ULValue newValue( "string-value" );
 prepStmt->SetParameter( 1, newValue );

4 文を実行します。

戻り値は、文に影響されたローの数を示します。

ul_s_long rowsInserted;
 rowsInserted = prepStmt->ExecuteStatement();

5 変更内容をコミットします。

conn->Commit();
25
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❖ ローを更新するには、次の手順に従います。

1 PreparedStatement を宣言します。

PreparedStatement * prepStmt;

2 文を PreparedStatement オブジェクトに割り当てます。

ULValue sqltext(
    "UPDATE MyTable SET MyColumn1 = ? WHERE 
MyColumn2 = ?" );
 prepStmt = conn->PrepareStatement( sqltext );

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

ULValue newValue( new-value );
 ULValue oldValue( old-value );
 stmt->SetParameter( 1, newValue );
 stmt->SetParameter( 2, oldValue );

4 文を実行します。

long rowsUpdated = prepStmt->ExecuteStatement();

5 変更をコミットします。

conn->Commit();

❖ ローを削除するには、次の手順に従います。

1 PreparedStatement を宣言します。

PreparedStatement * prepStmt;

2 PreparedStatement オブジェクトに文を割り当てます。

ULValue sqltext(
    "DELETE FROM MyTable WHERE MyColumn = ?" );
 prepStmt = conn->PrepareStatement( sqltext );

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

ULValue deleteValue( old-value );
 prepStmt->SetParameter( 1, deleteValue );
26
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4 文を実行します。

long rowsDeleted = prepStmt->ExecuteStatement();

5 変更をコミットします。

conn->Commit();

データ検索：SELECT

SELECT 文を使用すると、データベースから情報を取り出すことがで

きます。SELECT 文を実行すると、PreparedStatement.ExecuteQuery メ
ソッドは ResultSet オブジェクトを返します。

詳細については、「クラス UltraLite_PreparedStatement_iface」 319 ペー

ジ を参照してください。

❖ SELECT 文を実行するには、次の手順に従います。

1 新しい準備文と結果セットを作成します。

PreparedStatement * prepStmt;

2 準備文を新しく作成した PreparedStatement オブジェクトに割

り当てます。

ULValue sqltext( "SELECT MyColumn FROM MyTable" );
 prepStmt = conn->PrepareStatement( sqltext );

3 文を実行します。

以下のコードでは、SELECT のクエリ結果に文字列が含まれ

ています。これはコマンド・プロンプトへ出力されます。

#define MAX_NAME_LEN     100
 ULValue mycol;
 ResultSet * rs = stmt->ExecuteQuery();
 rs->BeforeFirst();
 while( rs->Next() ){
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動的 SQL を使用したデータへのアクセス
    char mycol[ MAX_NAME_LEN ];
    val = rs->Get( 1 );
    val.GetString( mycol, MAX_NAME_LEN );
    printf( "mycol= %s¥n", mycol );
 }

動的 SQL 結果セットのナビゲーション

ResultSet オブジェクトに関連したメソッドを使用して、結果セット内

をナビゲーションすることができます。

結果セット・オブジェクトは、結果セットをナビゲーションする次の
メソッドを提供します。

• AfterLast() 最後のローの後に移動します。

• BeforeFirst() 最初のローの前に移動します。

• First() 最初のローに移動します。

• Last() 最後のローに移動します。

• Next() 次のローに移動します。

• Previous() 前のローに移動します。

• Relative( offset ) 現在のローを基準にして、オフセットが指定

した数だけローを移動します。オフセット値を正の値で指定
すると、現在の結果セットのカーソル位置から前方に移動し
ます。負の値で指定すると後方に移動します。オフセット値
が 0 の場合、カーソルは移動しませんが、ロー・バッファが

再配置されます。

詳細については、「クラス UltraLite_ResultSet_iface」 323 ページ を参照

してください。

結果セット・スキーマの説明

ResultSet.GetSchema メソッドを使用すると、カラム名、カラムの総

数、カラム・スケール、カラム・サイズ、カラム SQL 型など、結果

セットに関する情報を取得できます。
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例 次のサンプル・コードは、ResultSet.GetSchema メソッドを使用して、

スキーマ情報をコンソール・ウィンドウに表示する方法を示していま
す。

ResultSetSchema * rss = rs->GetSchema();
 ULValue val;
 char name[ MAX_NAME_LEN ];
 for( int i = 1;
      i <= rss->GetColumnCount();
      i++ ){
    val = rss->GetColumnName( i );
    val.GetString( name, MAX_NAME_LEN );
    printf( "id= %d, name= %s ¥n", i, name );
 }

詳細については、「GetSchema 関数」 323 ページを参照してください。
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テーブル API を使用したデータへのアクセス

Ultra Light アプリケーションは、動的 SQL またはテーブル API を使用

してテーブル・データにアクセスできます。この項では、テーブル 
API を使用したデータ・アクセスについて説明します。

動的 SQL については、「動的 SQL を使用したデータへのアクセス」 24
ページ を参照してください。

この項では、テーブル API を使用して次の操作を行う方法について説

明します。

•    テーブルのローのスクロール

•    現在のローの値へのアクセス

•    find メソッドと lookup メソッドを使用したテーブルのローの検

索

•    ローの挿入、削除、更新

テーブルのローのナビゲーション

Ultra Light C++ コンポーネントは、幅広いナビゲーション作業を行う

ために、テーブルをナビゲーションする複数のメソッドを提供しま
す。

テーブル・オブジェクトは、テーブルをナビゲーションする次のメ
ソッドを提供します。

• AfterLast() 最後のローの後に移動します。

• BeforeFirst() 最初のローの前に移動します。

• First() 最初のローに移動します。

• Last() 最後のローに移動します。

• Next() 次のローに移動します。

• Previous() 前のローに移動します。
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• Relative( offset ) 現在のローを基準にして、オフセットが指定

した数だけローを移動します。オフセット値を正の値で指定
すると、現在のテーブルのカーソル位置から前方に移動しま
す。負の値で指定すると後方に移動します。オフセット値が 
0 の場合、カーソルは移動しませんが、ロー・バッファが再

配置されます。

詳細については、「クラス UltraLite_Table_iface」 338 ページ を参照し

てください。

例 次のサンプル・コードは、MyTable テーブルを開き、各ローの 
MyColumn カラムの値を表示します。

Table * t = conn->openTable( "MyTable" );
 ul_column_num colValue = 
    t->GetSchema()->GetColumnID( "MyColumn" );
 while ( t->Next() ){
    char lname[ MAX_NAME_LEN ];
    printf( "%s¥n", colValue );
 }

テーブル・オブジェクトを開くと、テーブルのローがアプリケーショ
ンに公開されます。デフォルトでは、ローはプライマリ・キー値の順
に並んでいますが、テーブルを開くときにインデックスを指定すると
特定の順序でローにアクセスできます。

例 次のコード・フラグメントは、ix_col インデックスで順序付けられた 
MyTable テーブルの最初のローに移動します。

ULValue table_name( "MyTable" )
 ULValue index_name( "ix_col" )
 Table * t = 
    conn->OpenTableWithIndex( table_name, index_name );
 t.moveFirst();

詳細については、「クラス UltraLite_Table_iface」 338 ページ を参照し

てください。
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Ultra Light のモードの使用

Ultra Light モードは、バッファ内の値の使用目的を指定します。Ultra 
Light には、デフォルト・モードに加えて、次の 4 つの操作モードが

あります。

•    挿入モード   Insert メソッドを呼び出すと、バッファ内のデータ

が新しいローとしてテーブルに追加されます。

•    更新モード   Update メソッドを呼び出すと、現在のローがバッ

ファ内のデータに置き換えられます。

•    検索モード   いずれかの find メソッドが呼び出されたときに、

バッファ内のデータに正確に一致する値のローを検索します。

•    ルックアップ・モード   いずれかの lookup メソッドが呼び出さ

れたときに、バッファ内のデータと一致するか、それより大き
い値のローを検索します。

現在のローの値へのアクセス

Table オブジェクトは、次のいずれかの位置に常に置かれています。

•    テーブルの最初のローの前

•    テーブルのいずれかのローの上

•    テーブルの最後のローの後ろ

Table オブジェクトがローの上に置かれている場合は、そのデータ型

に適したメソッド・セットを使用して、各カラムの値を取得したり、
変更したりできます。

カラム値の取得 Table オブジェクトは、カラム値を取得するメソッド・セットを提供

します。これらのメソッドは、カラム ID を引数として取ります。

例 次のコード・フラグメントは、lname カラムの値を取得します。この

カラムの値は文字列です。
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ULValue val;
 char lname[ MAX_NAME_LEN ];
 val = t->Get( lname_col_id );
 val.GetString( lname, MAX_NAME_LEN );

次のコードは、cust_id カラムの値を取得します。このカラムの値は整

数です。

int id = (int)(t->Get( id_col_id );

カラム値の変更 値を取り出すメソッド以外に、値を設定するメソッドもあります。値
を設定するメソッドは、カラム ID と値を引数として取ります。

例 たとえば、次のコードは、lname カラムの値を Kaminski に設定しま

す。

ULValue lname_col( "fname" );
 ULValue v_lname( "Kaminski" );
 t->Set( lname_col, v_lname );

これらのプロパティへの値の割り当てによって、データベース内の
データの値が変更されることはありません。現在の位置がテーブルの
最初のローの前でも、テーブルの最後のローの後ろであっても、プロ
パティに値を割り当てることができます。ただし、これらの位置に現
在のローが置かれている場合に、たとえば、変数へのプロパティの割
り当てなどによって、データにアクセスしようとするとエラーになり
ます。

// This code is incorrect
 t.BeforeFirst();
 id = t.Get( cust_id );

値のキャスト 選択するメソッドは、割り当てるデータ型に一致させてください。
データ型に互換性がある場合は、Ultra Light が自動的にデータベース

のデータ型をキャストするため、getString メソッドを使用して整数値

を文字列変数にフェッチしたりできます。
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find と lookup を使用したローの検索

Ultra Light には、データを操作するための操作モードがいくつかあり

ます。これらのモードのうちの 2 つ ( 検索モードとルックアップ・

モード ) は、検索に使用されます。Table オブジェクトには、テーブ

ル内の特定のローを検索するために、これらのモードに対応するメ
ソッドがあります。

注意
Find メソッドと Lookup メソッドを使用して検索されるカラムは、

テーブルを開くのに使用されたインデックスにあることが必要です。

•    find メソッド   Table オブジェクトを開いたときに指定したソー

ト順に基づいて、指定された検索値と正確に一致する最初の
ローに移動します。検索値が見つからない場合は、最初のロー
の前、または最後のローの後ろに位置設定されます。

•    lookup メソッド   Table オブジェクトを開いたときに指定した

ソート順に基づいて、指定された検索値と一致するか、それよ
り大きい値の最初のローに移動します。

❖ ローを検索するには、次の手順に従います。

1 検索モードまたはルックアップ・モードを開始します。

モードを開始するには、テーブル・オブジェクトのメソッド
を呼び出します。たとえば、次のコードは検索モードを開始
します。

t.FindBegin();

2 検索値を設定します。

検索値は、現在のローの値を設定することで設定します。こ
れらの値の設定は、データベースではなく、現在のローを保
持しているバッファにのみ影響します。たとえば、次のコー
ドは、バッファ内の値を Kaminski に設定します。
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ULValue lname_col = t->GetSchema()->GetColumnID( 
"lname" );
 ULValie v_lname( "Kaminski" );
 t.Set( lname_col, v_lname );

3 ローを検索します。

適切なメソッドを使用して検索を実行します。たとえば、次
の指示は、現在のインデックスで指定された値と正確に一致
する最初のローを検索します。

マルチカラム・インデックスの場合、最初のカラムの値が常
に使用され、ほかのカラムは省略できます。

tCustomer.FindFirst();

4 ローの次のインスタンスを検索します。

適切なメソッドを使用して検索を実行します。検索操作の場
合は、FindNext() でインデックス内のパラメータの次のイン

スタンスを検索します。ルックアップ操作では、MoveNext() 
で次のインスタンスを検索します。

詳細については、「クラス UltraLite_Table_iface」 338 ページ を参照し

てください。

ローの更新

次の手順では、ローを更新します。

❖ ローを更新するには、次の手順に従います。

1 更新するローに移動します。

テーブルをスクロールするか、find メソッドと lookup メソッ

ドを使用してテーブルを検索し、ローに移動できます。

2 更新モードを開始します。

たとえば、次の指示は、t 上で更新モードを開始します。

t.BeginUpdate();
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3 更新するローの新しい値を設定します。たとえば、次の指示
は、バッファ内の id カラムを 3 に設定します。

t.SetInt( id, 3 );

4 Update を実行します。

t.Update();

更新操作が終了すると、更新したローが現在のローになります。
Table オブジェクトを開いたときに指定したインデックスのカラム値

を変更した場合は、現在のローは不確定です。

Ultra Light C++ コンポーネントは、conn->Commit() を使用してコ

ミットしないかぎり、データベースに変更内容をコミットしません。
詳細については、「トランザクションの管理」 38 ページを参照してく

ださい。

警告
ローのプライマリ・キーを更新しないでください。代わりに、ローを
削除して新しいローを追加してください。

ローの挿入

ローの挿入手順は、ローの更新手順とほぼ同じです。ただし、挿入操
作の場合は、テーブル内のローをあらかじめ指定する必要はありませ
ん。テーブルへのローの挿入順序に意味はありません。

例 次のコード・フラグメントでは、新しいローが挿入されます。

t.InsertBegin();
 t.SetInt( id, 3 );
 t.SetString( lname, "Carlo" );
 t.Insert();
 t.Commit();

カラムの値を設定しない場合、そのカラムにデフォルト値があるとき
はデフォルト値が使用されます。カラムにデフォルトがない場合は、
次のいずれかのエントリが追加されます。

•    NULL 入力可能なカラムの場合は NULL
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•    NULL 入力不可の数値カラムの場合は 0

•    NULL 入力不可の文字カラムの場合は空の文字列

•    明示的に値を NULL に設定するには、setNull メソッドを使用し

ます。

更新操作の場合は、コミットを実行したときに、永続的な記憶領域の
データベースに挿入が適用されます。AutoCommit モードでは、insert 
メソッドの一部としてコミットが実行されます。

ローの削除

ローの削除手順は、ローの挿入や更新よりも簡単です。挿入モードや
更新モードに対応する削除モードはありません。

次の手順は、ローを削除します。

❖ ローを削除するには、次の手順に従います。

1 削除するローに移動します。

2 Table.Delete() メソッドを実行します。

t.Delete();
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トランザクションの管理

Ultra Light でのトランザクション管理の補足情報については、『Ultra 
Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「トランザクション処

理、リカバリ、バックアップ」を参照してください。

Ultra Light C++ コンポーネントは、オートコミット・モデルをサポー

トしません。トランザクションが明示的に完了する必要があります。

❖ トランザクションをコミットするには、次の手順に従いま

す。

• Connection.Commit() 文を実行します。

❖ トランザクションをロールバックするには、次の手順に従

います。

• Connection.Rollback() 文を実行します。

詳細については、「クラス UltraLite_Connection_iface」 286 ページ を参

照してください。
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スキーマ情報へのアクセス

API のオブジェクトは、テーブル、カラム、インデックス、同期パブ

リケーションを表します。各オブジェクトには、そのオブジェクトの
構造情報へアクセスするための GetSchema メソッドがあります。

API によるスキーマの変更はできません。スキーマに関する情報の取

得のみが可能です。

スキーマの修正については、「データベース・スキーマのアップグ
レード」 18 ページを参照してください。

次のスキーマ・オブジェクトと情報にアクセスできます。

•    DatabaseSchema   データベース内のテーブルの数と名前、日付

と時刻のフォーマットなどのグローバル・プロパティを公開し
ます。

DatabaseSchema オブジェクトを取得するには、

Connection.GetSchema を使用します。

詳細については、「GetSchema 関数」 290 ページを参照してくだ

さい。

•    TableSchema   このテーブル内のカラムとインデックスの数と名

前。

TableSchema オブジェクトを取得するには、Table.GetSchema を
使用します。

詳細については、「GetSchema 関数」 342 ページを参照してくだ

さい。

•    IndexSchema   インデックス内のカラムに関する情報。インデッ

クスには直接に対応するデータがないため、個別の Index クラス

はなく、IndexSchema クラスのみが存在します。

IndexSchema オブジェクトを取得するには、

TableSchema.GetIndex、TableSchema.GetOptimalIndex、または 
TableSchema.GetPrimaryKey メソッドを呼び出します。
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詳細については、「クラス UltraLite_Table_iface」 338 ページ を参

照してください。

•    PublicationSchema   パブリケーションに含まれるテーブルとカ

ラムのリスト。パブリケーションもスキーマのみで構成されて
いるため、Publication オブジェクトは存在しません。

PublicationSchema オブジェクトを取得するには、

DatabaseSchema.TableSchema.GetPublicationSchema メソッドを呼

び出します。

詳細については、「GetSchema 関数」 342 ページを参照してくだ

さい。
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エラー処理

データベース操作が終わるたびに、エラーをチェックしてください。
ULSqlca オブジェクトのメソッドを使用してチェックできます。たと

えば、LastCodeOK() を使って操作が成功したかどうかをチェックし

ます。また、GetSQLCode() は SQLCode の数値を返します。値の意味

については、『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server Anywhere 
SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」を参照してくださ

い。

Ultra Light では、明示的なエラー処理に加えて、エラー・コールバッ

ク関数をサポートしています。コールバック関数を登録すると、エ
ラーが発生するたびに関数が呼び出されます。コールバック関数がア
プリケーション・フローを制御することはありませんが、すべてのエ
ラーを通知することができるため、アプリケーションの開発中は特に
効果的です。コールバックの使用については、「チュートリアル：
C++ コンポーネントを使用したアプリケーションの構築」 179 ページ

を参照してください。

コールバック関数のサンプルについては、「ULRegisterErrorCallback の
コールバック関数」 248 ページと 「ULRegisterErrorCallback 関数」 259
ページを参照してください。

Ultra Light C++ コンポーネントによってスローされるエラー・コード

のリストについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server 
Anywhere SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」を参照し

てください。

詳細については、「クラス ULSqlca」 276 ページ を参照してください。
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ユーザの認証

新しいユーザは既存の接続から追加します。Ultra Light のすべての

データベースは、デフォルトのユーザ ID DBA とパスワード SQL を
使用して作成されるため、まずは初期ユーザとして接続します。

ユーザ ID の変更はできません。ユーザを 1 人追加して既存のユーザ

を削除します。Ultra Light ではデータベースごとにユーザ ID が 4 つま

で許可されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light のユーザ認証」を参照してください。

❖ ユーザを追加する、または既存のユーザのパスワードを変

更するには、次の手順に従います。

1 DBA 権限のあるユーザとしてデータベースに接続します。

2 Connection.GrantConnectTo メソッドを使用し、希望するパス

ワードでユーザに接続権限を付与します。

新規ユーザを追加する場合も、既存のユーザのパスワードを
変更する場合も、この手順は同じです。

詳細については、「クラス UltraLite_Connection_iface」 286 ペー

ジ を参照してください。

❖ 既存のユーザを削除するには、次の手順に従います。

1 DBA 権限のあるユーザとしてデータベースに接続します。

2 Connection.RevokeConnectFrom メソッドを使用して、ユーザ

の接続権限を取り消します。
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データの暗号化

Ultra Light C++ コンポーネントを使用して、Ultra Light データベース

を暗号化したり、難読化したりできます。

補足情報については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「Ultra Light データベースの暗号化」を参照してください。

暗号化 暗号化を使用してデータベースを作成するには、接続文字列に key 接
続パラメータを指定することによって、暗号化キーを指定します。
CreateAndOpenDatabase メソッドを呼び出すと、データベースが作成

され、指定されたキーで暗号化されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「EncryptionKey 接続パラメータ」を参照してください。

UltraLite_Connection.ChangeEncryptionKey メソッドを使用して新しい

暗号化キーを指定することで、暗号化キーを変更できます。

詳細については、「クラス UltraLite_Connection_iface」 286 ページ を参

照してください。

データベースが暗号化された後は、データベースへの接続で正しい暗
号化キーを指定する必要があります。そうしないと、接続は失敗しま
す。

難読化 データベースを難読化するには、作成パラメータとして obfuscate=1 
を指定します。

データベースの暗号化の詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light データベースの暗号化」を参照

してください。
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データの同期

SQL Anywhere Studio 9.0 のユーザは、Ultra Light アプリケーションを

統合データベースと同期できます。同期には、SQL Anywhere Studio 
に付属の Mobile Link 同期ソフトウェアが必要です。

この項では、同期の概要について簡単に説明し、Ultra Light C++ コン

ポーネントのユーザにとって特に関心があるいくつかの機能について
説明します。

同期の詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light ク
ライアント」および 『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light 同期

パラメータ」を参照してください。

Ultra Light C++ コンポーネントは、TCP/IP、HTTP、HTTPS 通信によ

る同期をサポートします。同期は、Ultra Light アプリケーションに

よって開始されます。いずれの場合でも、接続オブジェクトのメソッ
ドとプロパティを使用して同期を制御します。

注意
HTTPS または TCP/IP 上の暗号化を使用して同期するには、別途ライ

センスを取得できるセキュリティ・オプションが必要です。このオプ
ションのご注文については、ご購入いただいた販売代理店または弊社
営業担当までご連絡ください。

詳細については、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「SQL Anywhere 
Studio へようこそ」を参照してください。
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アプリケーションのコンパイルとリンク

ランタイム・ライブラリのセットは、いくつかのプラットフォームで 
Ultra Light C++ コンポーネントを使用する場合に使用できます。この

ライブラリには、Windows CE と Windows XP 用に、複数のプロセス

に同一のデータベースへのアクセスを許可するデータベース・エンジ
ンが用意されています。

ランタイム・ライブラリは、SQL Anywhere インストール環境の 
UltraLite¥palm、UltraLite¥ce、UltraLite¥win32 の各サブディレクトリにあ

ります。

Palm OS のランタイム・ライブラリは次のとおりです。

• ulrt.lib 静的ライブラリ。これは UltraLite¥palm¥68k¥lib¥cw にあ

ります。

Windows CE ライブラリは UltraLite¥ce¥<platform> ディレクトリにあり

ます。なお、プラットフォームは arm、386、mips、emulator のいずれ

かです。Windows CE の場合は、静的ライブラリと動的ライブラリの

両方が提供されます。

• ulrt9.dll ユニコード文字セットのダイナミック・リンク・ラ

イブラリ。このライブラリを使用するには、アプリケーショ
ンをインポート・ライブラリ UltraLite¥ce¥<plat-
form>¥lib¥ulimp.lib にリンクします。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを必ず指定してください。

/DUNICODE /DUL_USE_DLL

• ulrt.lib ユニコード文字セットの静的ライブラリ。これは 
UltraLite¥ce¥<platform>¥lib¥ にあります。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを指定してください。

/DUNICODE
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• ulrtc.lib ユニコード文字セットの静的ライブラリは、複数の

プロセスに単一の Ultra Light データベースへのアクセスを可

能にする Ultra Light エンジンとともに使用します。これは 
UltraLite¥ce¥<platform>¥lib¥ にあります。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを指定してください。

/DUNICODE

Windows XP のラン

タイム・ライブラリ

UltraLite¥win32¥386 ディレクトリには、Windows CE 以外の Windows 
オペレーティング・システム用のライブラリが含まれています。次の
ライブラリがあります。

• ulrt9.dll ANSI 文字セットのダイナミック・リンク・ライブラ

リ。このライブラリを使用するには、アプリケーションをイ
ンポート・ライブラリ UltraLite¥win32¥386¥ulimp.lib にリンクし

ます。このライブラリを使用して作成したデータベースは、
Windows CE がユニコードを採用しているため、Windows CE 
デバイスには配備できません。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを指定してください。

/DUL_USE_DLL

• ulrtw9.dll ユニコード文字セットのダイナミック・リンク・ラ

イブラリ。このライブラリを使用するには、アプリケーショ
ンをインポート・ライブラリ UltraLite¥win32¥386¥ulimpw.lib に
リンクします。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを指定してください。

/DUNICODE /DUL_USE_DLL

• ulrtcw9.dll ユニコード文字セットのダイナミック・リンク・

ライブラリは、複数のプロセスに単一の Ultra Light データ

ベースへのアクセスを可能にする Ultra Light エンジンととも

に使用します。このライブラリを使用するには、アプリケー
ションをインポート・ライブラリ 
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UltraLite¥win32¥386¥ulimpcw.lib にリンクします。このライブラ

リを使用して作成したデータベースには、Ultra Light エンジ

ンと DLL の配布が必要です。

このライブラリをリンクする場合は、次のコンパイル・オプ
ションを必ず指定してください。

/DUNICODE /DUL_USE_DLL

Ultra Light エンジンについては、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light エンジンの使用」を参照

してください。
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第 3章 

静的型 C++ API を使用したアプリケーション

の開発

この章の内容 この章では、Ultra Light 静的型 C++ API を使用してアプリケーション

を開発する方法について説明します。このインタフェースは、Ultra 
Light データベース内の定義済みのクエリやテーブルをオブジェクト

として表し、SQL を使用せずにそれらのオブジェクトをアプリケー

ションから操作できるメソッドを提供します。
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概要
概要

この章では、静的型 C++ API を使用して Ultra Light アプリケーション

を記述、構築する開発者が注意しなければならない点について説明し
ます。

この章の内容 この章には以下の情報があります。

•    アプリケーションで使用するデータ・アクセス機能に関する情

報

「アプリケーションの機能の定義」 51 ページを参照してくださ

い。

•    リファレンス・データベースからの C++ API クラスの生成に関

する情報

「Ultra Light C++ クラスの生成」 70 ページを参照してください。

•    Ultra Light C++ API アプリケーションのコンパイルとリンクに関

する注意

「アプリケーションのコンパイルとリンク」 71 ページを参照して

ください。

始める前に C++ API を使った開発プロセスは、他の Ultra Light 開発モデルと似て

います。この章は、Ultra Light 開発プロセスについての知識があるこ

とを前提としています。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light 静的インタフェースの使用」を参照してください。
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アプリケーションの機能の定義

Ultra Light アプリケーションに含める SQL 文と Ultra Light データベー

ス自体の構造を定義するには、使用するアプリケーション用にリファ
レンス・データベースに SQL 文を追加します。

プロジェクトの定義

Ultra Light ジェネレータを実行すると、特定の「プロジェクト」にあ

るすべての SQL 文のクラス定義が書き出されます。プロジェクトは、

リファレンス・データベースに定義された名前です。これは、アプリ
ケーションの SQL 文をグループ化します。複数のプロジェクトを定

義することにより、1 つのリファレンス・データベースに複数のアプ

リケーションの SQL 文を保管できます。

プロジェクトの作成については、『Ultra Light データベース・ユー

ザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light プロジェクトの作成」を参照してく

ださい。

プロジェクト定義を削除するには、ul_delete_project ストアド・プロ

シージャを使用します。

プロジェクトに文を追加する

Ultra Light プロジェクトへの SQL 文の追加については、『Ultra Light 
データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light プロジェクトに 
SQL 文を追加する」を参照してください。

プレースホルダの使用と、Ultra Light で使用する SQL 文の作成に関す

る他の機能については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガ

イド』 > 「Ultra Light SQL 文の記述」を参照してください。

Ultra Light テーブルの定義

ジョインを実行しないのであれば、アプリケーション実行プログラム
のサイズに厳しい制約がある場合は、Ultra Light アプリケーションに

対してクエリの代わりにテーブルを定義できます。
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リファレンス・データベースにパブリケーションを作成することに
よって、静的型 C++ API アプリケーションで使用するデータベースの

サブセットを定義します。パブリケーションは、Ultra Light アプリ

ケーションに含めるテーブルとそのカラムのセットを定義します。パ
ブリケーションの使用は Ultra Light にとってあくまでも便宜的なもの

であり、SQL Remote または Mobile Link 同期との接続を意味するも

のではありません。

パブリケーションによって、ユーザがサブクエリとパラメータを使っ
て取得するローの条件を指定できます。これらのデバイスは、Ultra 
Light で使用するパブリケーションを作成するときには使用できませ

ん。Ultra Light クラスの定義では、テーブルとそのカラムのセットの

み使用します。

テーブルかクエリか

テーブル定義またはクエリ定義を使用して、Ultra Light データベース

に含めるデータとそのデータに対して実行する操作の範囲を定義する
こともできます。

アプリケーションを定義するには、SQL 文とプロジェクトを使用する

アプローチが一般的です。このアプローチは、大規模なエンタープラ
イズ・アプリケーションで最も多く使用されます。テーブル定義は、
次のような場合に便利です。

•    アプリケーションが一度に 1 つのテーブルのデータにしかアク

セスしない場合。テーブル定義を使ってジョインを定義するこ
とはできません。

•    メモリの容量に厳しい制限がある場合。テーブル定義は構造が

より簡明であるため、生成されるコードはクエリの場合より短
くなります。

静的型 C++ API アプリケーションのデータベース機能の定義

静的型 C++ API アプリケーションは、クラス階層にない関数を使用

することがあります。これらの関数は、データベース・ストレージや
アクセス設定などを制御します。次の関数があります。
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•    「ULEnableFileDB 関数」 253 ページ

•    「ULRegisterSchemaUpgradeObserver 関数」 263 ページ

•    「ULEnablePalmRecordDB 関数」 256 ページ

•    「ULEnableStrongEncryption 関数」 257 ページ

•    「ULEnableUserAuthentication 関数」 258 ページ

データベース・ストレージの他の特性は、UL_STORE_PARMS マクロ

を使用して設定します。詳細については、「UL_STORE_PARMS マク

ロ」 270 ページを参照してください。
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データベースへの接続

ULData オブジェクトは、データベース・オブジェクト内のデータを

アプリケーションで使用可能にします。Ultra Light データベースに接

続したり、データを操作したりするためには、事前に ULData::Open() 
を呼び出す必要があります。

ULData::Open() メソッドは、記憶領域とデータベースのアクセス・パ

ラメータ ( ファイル名、キャッシュ・サイズ、予約サイズ ) を定義す

るパラメータを指定して呼び出すことができます。

ULData オブジェクトを開くと、データベース上で接続を開くことが

できます。接続を開くには、ULConnection::Open() メソッドを使用し

ます。このメソッドには、ULData オブジェクトの参照と接続を確立

する接続パラメータのセットを指定します。1 つのデータベースで複

数の接続を使用できます。接続を確立すると、アプリケーションで使
用されているテーブルまたは文を定義する ULStatement、
ULResultSet、または ULTable オブジェクトが生成されるので、これ

らのオブジェクトを開き、データの操作に使用できます。

ULConnection オブジェクトは、データとの対話方法の一般的な特性

を定義します。

同期は ULConnection オブジェクトを使って実行されます。Mobile 
Link サーバとのデータ同期は Synchronize メソッドを使って実行しま

す。
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データへのアクセス

各テーブルまたはクエリはクラスによって表されます。テーブルやク
エリのローにアクセスや修正を行う API は、SQL「カーソル」を基に

しています。これは、テーブルやクエリの位置を示すポインタです。

カーソルは次の位置を持つことができます。

•    最初のローの前   この位置の値は 0 です。これは、テーブルまた

はクエリを開いたときのカーソル位置です。

•    ローの上   テーブルまたはクエリにローが n 行ある場合、カーソ

ル位置 1 ～ n がそれぞれのローに対応します。

•    最後のローの後   この位置の値は (n + 1) です。

オブジェクトのローからローへ移動するには、そのオブジェクトの 
Next() や Previous() などのメソッドを使用します。

Palm Computing 
Platform の開発者

Palm Computing Platform 用のアプリケーションを開発する場合は、こ

れらのオブジェクトを使用する方法について他にもいくつか留意しな
ければならない点があります。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「ネットワーク・プ

ロトコルの選択」を参照してください。

ローの順序付け

オブジェクトのローの順序はオブジェクトを開いたときに決まりま
す。デフォルトでは、テーブルはプライマリ・キーによって順序付け
られます。Ultra Light ジェネレータは、オブジェクト定義の列挙を追

加します。この列挙では、各メンバがリファレンス・データベースの
テーブルの各インデックス ( プライマリ・キーは Primary) に対応しま

す。この列挙のメンバを指定することにより、オブジェクト内のロー
の順序を制御できます。

ローが現在の位置ではなくなるようにローを更新すると、カーソルの
現在のローがそのローに移動します。

たとえば、値 A、B、C、E が入った単一カラムのオブジェクトがある

とします。
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•    カーソルがロー B ( 位置 2) にあるときに、値を D に変更すると、

そのローは C と E の間に移動し ( 位置 3 となる )、カーソルの現

在のローが位置 3 に変わります。

ローを挿入した場合、現在位置はそのローに移動しません。
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ユーザの認証

新しいユーザは既存の接続から追加します。Ultra Light のすべての

データベースは、デフォルトのユーザ ID DBA とパスワード SQL を
使用して作成されるため、まずは初期ユーザとして接続します。

ユーザ ID の変更はできません。ユーザを 1 人追加して既存のユーザ

を削除します。Ultra Light ではデータベースごとにユーザ ID が 4 つま

で許可されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light のユーザ認証」を参照してください。

❖ ユーザ認証を有効にするには、次の手順に従います ( 静的型 
C++ API の場合 )。

1 ulapi.cpp のコンパイル時に、コンパイラ指令 
UL_ENABLE_USER_AUTH を定義します。

2 ULEnableUserAuthentication を呼び出してからデータベース

を開きます。次に例を示します。

ULData db;
 ...
 ULEnableUserAuthentication( &sqlca );
 db.open();
 ...

次のサンプル・コードは、静的型 C++ API Ultra Light アプリケーショ

ンのユーザ管理と認証を実行します。

完全なサンプルは、SQL Anywhere ディレクトリの Sam-
ples¥UltraLite¥apiauth サブディレクトリにあります。次のコードは 
Samples¥UltraLite¥apiauth¥sample.cpp の一部です。

ULEnableUserAuthentication( &sqlca );
 db.Open() ;
    if( conn.Open( &db,
                   UL_TEXT( "dba" ),
                   UL_TEXT( "sql" ) ) ){
       // prompt for new user ID and password
       printf("Enter new user ID and password¥n" );
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       scanf( "%s %s", uid, pwd );
       if( conn.GrantConnectTo( uid, pwd ) ){
          // new user added, remove dba
          conn.RevokeConnectFrom( UL_TEXT("dba") );
       }
       conn.Close();
    }
    // regular connection
    printf("Enter user ID and password¥n" );
    scanf( "%s %s", uid, pwd );
    if( conn.Open( &db, uid, pwd )){
    ...

このコードでは、次のタスクを実行します。

1. データベースのオブジェクトを開いて、データベースの機能を開
始する。

2. デフォルトのユーザ ID とパスワードを使用して接続する。

3. 接続に成功したら、新しいユーザを追加する。

4. 新しいユーザが追加されたら、Ultra Light データベースから DBA 
を削除する。

5. 切断する。更新されたユーザ ID とパスワードがデータベースに

追加される。

6. 更新されたユーザ ID とパスワードを使用して接続する。

詳細については、「GrantConnectTo メソッド」 385 ページおよび

「RevokeConnectFrom メソッド」 390 ページを参照してください。
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データの暗号化

Ultra Light 静的型 C++ API を使用して、Ultra Light データベースを暗

号化したり、難読化したりできます。

補足情報については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「Ultra Light データベースの暗号化」を参照してください。

暗号化 Ultra Light データベースは、最初の接続時に作成されます。Ultra Light 
データベースを暗号化するには、暗号化キーを指定してから最初の接
続を行います。最初の接続時に、指定したキーを使用することでデー
タベースが暗号化されます。以降の接続では、指定したキーと暗号化
キーが照合され、一致しない場合は接続が失敗します。

❖ Ultra Light データベースを高度に暗号化するには、次の手

順に従います。

1 暗号化モジュールをロードします。

ULEnableStrongEncryption を呼び出してからデータベースを

開きます。

ULData::Open を呼び出してデータベースを開きます。

2 暗号化キーを指定します。

パラメータ名 key を指定して UL_STORE_PARMS マクロを定

義します。

#define UL_STORE_PARMS "key=a secret key"

ほとんどのパスワードと同様、最善の方法は、簡単には推測
できないキー値を選択することです。キーの長さは任意です
が、短いと推測されやすいため、一般的には長い方が適して
います。また、数字、文字、特殊文字を組み合わせると、
キーは推測されにくくなります。

キーにはセミコロンを含めないでください。キー自体を引用
符で囲まないでください。
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データの暗号化
引用符もキーの一部とみなされてしまいます。データベース
を起動するたびに、キーを指定してください。キーを忘れた
場合はデータベースにまったくアクセスできなくなります。

詳細については、「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページを

参照してください。

3 間違ったキーを使用して暗号化されたデータベースを開こう
としてみてください。

暗号化されたデータデースを開こうとして、間違ったキーが
渡されると、db_init が ul_false を返し、SQLCODE -840 が設

定されます。

暗号化キーの変更 データベースの暗号化キーは変更できます。既存のキーを使用してア
プリケーションをデータベースに接続してから、変更を行ってくださ
い。

❖ Ultra Light データベースの暗号化キーを変更するには、次

の手順に従います。

• 引数として新しいキーを指定して、ULChangeEncryptionKey 
関数を呼び出します。

この関数は、古いキーを使用してアプリケーションをデータ
ベースに接続してから呼び出します。

詳細については、「ULChangeEncryptionKey 関数」 451 ページ

を参照してください。

難読化 ❖ Ultra Light データベースを難読化するには、次の手順に従

います。

• 生成されたデータベースをコンパイルするときに、

UL_ENABLE_OBFUSCATION コンパイラ指令を定義します。

詳細については、「UL_ENABLE_OBFUSCATION マクロ」 269
ページを参照してください。
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データの同期

多くの Ultra Light アプリケーションにとって、同期は重要な機能で

す。この項では、アプリケーションに同期の機能を追加する方法を説
明します。

Ultra Light アプリケーションを統合データベースの最新状態と同期す

る論理は、アプリケーション自体にはありません。統合データベース
に格納されている同期スクリプトは、Mobile Link 同期サーバと Ultra 
Light ランタイム・ライブラリとともに、変更のアップロード時に変

更をどのように処理するかを制御し、ダウンロードする変更はどれか
を決定します。

概要 同期ごとの詳細は、同期パラメータのセットによって制御されます。
これらのパラメータは、構造体 (C/C++) に収集された後、関数呼び出

しの引数として渡され、同期が行われます。このメソッドの概要は、
どの開発モデルでも同じです。

❖ アプリケーションに同期を追加するには、次の手順に従い

ます。

1 同期構造体を初期化します。

詳細については、「同期パラメータの初期化」 108 ページを参

照してください。

2 アプリケーションのパラメータ値を割り当てます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light 
同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプション」
を参照してください。

3 同期関数を呼び出し、構造体またはオブジェクトを引数とし
て指定します。

詳細については、「同期を呼び出す」 63 ページを参照してくだ

さい。

同期するときに、コミットされていない変更がないことを確認してく
ださい。詳細については、「同期の前に変更をコミットする」 64 ペー

ジを参照してください。
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同期パラメータ 同期の定義は、同期パラメータのセットを介して制御されます。これ
らのパラメータの詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 

「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプ

ション」を参照してください。

同期パラメータの初期化

同期パラメータは、C/C++ 構造体に保管されます。

C/C++ の場合、構造体のメンバは、初期化時に完全に定義されていな

いことがあります。構造体のメンバの初期値にパラメータを設定し、
特別な関数を呼び出します。同期パラメータは、Ultra Light ヘッダ・

ファイル ulglobal.h で宣言された構造体で定義されます。

同期パラメータの完全なリストについては、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「Ultra Light 同期パラメータ」を参照してください。

❖ 同期パラメータを初期化するには、次の手順に従います ( 静
的型 C++ API の場合 )。

• Connection オブジェクトで InitSynchInfo() メソッドを呼び出

します。次に例を示します。

auto ul_synch_info synch_info;
 conn.InitSynchInfo( &synch_info );

同期パラメータの設定

次のコードは、TCP/IP の同期を開始します。Mobile Link ユーザ名は 
50、パスワードは空、スクリプト・バージョンは custdb です。

Mobile Link 同期サーバはアプリケーション (localhost) と同じマシ

ンで実行されており、デフォルトのポート (2439) を使用しています。
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auto ul_synch_info synch_info;
 conn.InitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT( "50" );
 synch_info.version = UL_TEXT( "custdb" );
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.stream_parms =
    UL_TEXT("host=localhost");
 conn.Synchronize( &synch_info );

同期を呼び出す

同期を呼び出す方法は、ターゲット・プラットフォームと同期スト
リームによって細かく異なります。

同期処理が機能するのは、Ultra Light アプリケーションを実行するデ

バイスが同期サーバと通信できる場合だけです。プラットフォームに
よっては、デバイスを、クレードルに置くかまたはケーブルを使用し
てサーバ・コンピュータに接続して、物理的に接続する必要がありま
す。同期が実行できない場合には、アプリケーションにエラー処理
コードを追加する必要があります。

❖ 同期を呼び出すには、次の手順に従います (TCP/IP、
HTTP、または HTTPS ストリームの場合 )。

• Connection.InitSynchInfo() を呼び出して同期パラメータを初

期化し、Connection.Synchronize() を呼び出して同期を行いま

す。「Synchronize メソッド」 393 ページを参照してください。

❖ 同期を呼び出すには、次の手順に従います 
(HotSync の場合 )。

• Connection.InitSynchInfo を呼び出して同期パラメータを初期

化し、ULSetSynchInfo を呼び出して同期を管理してからアプ

リケーションを終了します。

詳細については、「ULSetSynchInfo 関数」 476 ページを参照し

てください。

HotSync 同期は、アプリケーションの範囲外で管理されます。
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同期呼び出しでは、その同期固有の情報が記述されたパラメータの
セットを保持している構造体が必要です。使用される特定のパラメー
タは、ストリームによって異なります。

同期の前に変更をコミットする

Ultra Light データベースは、同期のときに変更をコミットしないでお

くことはできません。Ultra Light データベースを同期しようとした時

点で、コミットされていないトランザクションが接続にあると、同期
は失敗し、例外がスローされ、
SQLE_UNCOMMITTED_TRANSACTIONS エラーが設定されます。こ

のエラー・コードは、Mobile Link 同期サーバ・ログにも表示されま

す。

ダウンロード専用同期の詳細については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「Download Only 同期パラメータ」を参照してください。

アプリケーションへの初期データの追加

Ultra Light アプリケーションは、一般的に、使用前にデータが必要で

す。同期でアプリケーションにデータをダウンロードできます。アプ
リケーションが最初に実行されたとき、他のアクションが行われる前
に必要なデータがすべてダウンロードされるように、アプリケーショ
ンに論理を追加できます。

開発のヒント
アプリケーションを段階別に開発すると、エラーが発見しやすくなり
ます。プロトタイプの開発中に、テストとデモンストレーションを目
的としたデータを得るため、一時的に INSERT 文をアプリケーション

に記述します。プロトタイプが正常に動作するようになったら、同期
を有効にして、一時的に使用した INSERT 文を削除します。

同期の開発に関するヒントについては、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「開発のヒント」を参照してください。
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同期のモニタとキャンセル

この項では、Ultra Light のアプリケーションからの同期をモニタした

りキャンセルしたりする方法について説明します。

•    同期の進行状況のモニタや、同期のキャンセルに使用する API。

•    使用するアプリケーションに追加可能なインタフェースを実装

する進行状況インジケータ・コンポーネント。

同期のモニタ •    同期構造体 (ul_synch_info) の observer メンバのコールバック関

数の名前を指定します。

•    同期関数かメソッドを呼び出して同期を開始する。

•    Ultra Light が、同期のステータスが変更するたびに呼び出される

コールバック関数を呼び出す。次の項では同期のステータスに
ついて説明します。

同期ステータス情報の処理

同期をモニタするコールバック関数が、ul_synch_status 構造体をパ

ラメータとしてとります。

ul_synch_status 構造体には次のようなメンバが含まれます。

ul_synch_state    state;
 ul_u_short        tableCount;
 ul_u_short        tableIndex;
    struct {
       ul_u_long   bytes;
       ul_u_short  inserts;
       ul_u_short  updates;
       ul_u_short  deletes;
     }       sent;
     struct {
       ul_u_long   bytes;
       ul_u_short  inserts;
       ul_u_short  updates;
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データの同期
       ul_u_short  deletes;
     }       received;
 p_ul_synch_info   info;
 ul_bool           stop;
 

• state 以下のステータスのいずれかを表します。

• UL_SYNCH_STATE_STARTING 同期アクションはまだ

開始されていません。

• UL_SYNCH_STATE_CONNECTING 同期ストリームは構

築されていますが、まだ開かれていません。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_HEADER 同期ストリー

ムはすでに開かれており、ヘッダが送信されようとして
います。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_TABLE テーブルが送信

されています。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_DATA スキーマ情報また

はデータが送信されています。

• UL_SYNCH_STATE_FINISHING_UPLOAD アップロー

ド処理が完了し、コミットが実行されています。

• UL_SYNCH_STATE_RECEIVING_UPLOAD_ACK アッ

プロードが完了したという確認が受信されています。

• UL_SYNCH_STATE_RECEIVING_TABLE テーブルが受

信されています。

• UL_SYNCH_STATE_RECEIVING_DATA スキーマ情報ま

たはデータが受信されています。

• UL_SYNCH_STATE_COMMITTING_DOWNLOAD ダウ

ンロード処理が完了し、コミットが実行されています。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_DOWNLOAD_ACK ダウ

ンロードが完了したという確認が送信されています。

• UL_SYNCH_STATE_DISCONNECTING 同期ストリーム

が閉じようとしています。
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• UL_SYNCH_STATE_DONE 同期は正常に完了しました。

• UL_SYNCH_STATE_ERROR 同期は完了しましたが、エ

ラーが発生しました。

同期処理の概要については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「同期処理」を参照してください。

• tableCount 同期中のテーブルの数を返します。テーブルごと

に送信と受信のフェーズがあります。したがって、この数は
同期されるテーブルの数より多い場合があります。

• tableIndex アップロード処理またはダウンロード処理される

現在のテーブルは 0 から開始されます。この数値は、すべて

のテーブルが同期されるのではない場合には、値を省略する
ことがあります。

• info ul_synch_info 構造体へのポインタ。

• sent.inserts これまでにアップロードされた挿入済みローの

数。

• sent.updates これまでにアップロードされた更新済みローの

数。

• sent.deletes これまでにアップロードされた削除済みローの

数。

• sent.bytes これまでにアップロードされたバイト数。

• received.inserts これまでにダウンロードされた挿入済みロー

の数。

• received.updates これまでにダウンロードされた更新済みロー

の数。

• received.deletes これまでにダウンロードされた削除済みロー

の数。

• received.bytes これまでにダウンロードされたバイト数。
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データの同期
• stops 同期を中断するには、このメンバを true に設定します。

SQL 例外の SQLE_INTERRUPTED が設定され、通信エラーが

発生したかのように同期が停止します。observer は、適切な

クリーンアップを実行するように、常に  DONE または 
ERROR のステータスで呼び出されます。

• getUserData ユーザ・データ・オブジェクトを返します。

• getStatement 同期を呼び出した文を返します。文は Ultra Light 
内部の文であり、このメソッドを実際に使用することはほと
んどありませんが、完了のために含まれています。

• getErrorCode 同期ステータスが ERROR に設定されていると

きに、診断エラー・コードを返すメソッドです。

• isOKToContinue cancelSynchronization が呼び出されると、

false に設定されます。それ以外の場合は true です。

例 次の例は、ごく簡単な observer 関数を示しています。

extern void __stdcall ObserverFunc(
     p_ul_synch_status status )
 {
     printf( "UL_SYNCH_STATE is %d: ",
             status->state );
     switch( status->state ) {
         case UL_SYNCH_STATE_STARTING:
         printf( "Starting¥n");
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_CONNECTING:
         printf( "Connecting¥n"  );
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_SENDING_HEADER:
         printf( "Sending Header¥n" );
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_SENDING_TABLE:
         printf( "Sending Table %d of %d¥n",
                 status->tableIndex + 1,
                 status->tableCount );
         break;
 ...

この observer 関数では、2 つのテーブルが同期されたときに次のよう

な出力が生成されます。
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UL_SYNCH_STATE is 0: Starting
 UL_SYNCH_STATE is 1: Connecting
 UL_SYNCH_STATE is 2: Sending Header
 UL_SYNCH_STATE is 3: Sending Table 1 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 3: Sending Table 2 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 4: Receiving Upload Ack
 UL_SYNCH_STATE is 5: Receiving Table 1 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 5: Receiving Table 2 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 6: Sending Download Ack
 UL_SYNCH_STATE is 7: Disconnecting
 UL_SYNCH_STATE is 8: Done

CustDB の例 observer 関数の例は CustDB サンプル・アプリケーションに含まれて

います。CustDB を使った実装では、同期の進捗状況を示すダイアロ

グが表示されます。ユーザはそのダイアログで同期をキャンセルする
ことができます。ユーザ・インタフェース・コンポーネントは 
observer 関数のプラットフォームを指定します。

CustDB サンプル・コードは、SQL Anywhere ディレクトリのサブ

ディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB にあります。observer 関数は 
CustDB ディレクトリのプラットフォーム固有のサブディレクトリに

保管されています。
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静的型 C++ API アプリケーションの構築

この項の項目は、次のとおりです。

•    「Ultra Light C++ クラスの生成」 70 ページ

•    「アプリケーションのコンパイルとリンク」 71 ページ

コンパイル用の makefile を含む、小さなサンプル・アプリケーション

をいくつか用意しています。これらのアプリケーションは、
Samples¥UltraLite ディレクトリのサブディレクトリに保存されていま

す。

Ultra Light C++ クラスの生成

ジェネレータは、データベース内のパブリケーションからテーブル・
クラスを生成し、ul_add_statement ストアド・プロシージャで追加さ

れた SQL 文からクエリ・クラスを生成して、出力を次のファイルに

書き込みます。

•    filename.hpp このファイルには生成されたインタフェースのプロ

トタイプが収められています。このファイルを調べて、アプリ
ケーションで使用する API を決定します。

•    filename.cpp このファイルにはインタフェースのソースが収めら

れています。このファイルは見る必要はありません。

•    filename.h このファイルには Ultra Light が必要とする内部定義が

収められています。このファイルは見る必要はありません。

•    ここで、filename は ulgen コマンド・ラインに指定された名前で

す。

アプリケーションのクラスを定義するために、プロジェクト内のクエ
リ、パブリケーション、またはその両方のいずれを使用する場合で
も、Ultra Light ジェネレータの 1 回の実行ですべてのコードを生成し

てください。
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❖ パブリケーション用の Ultra Light コードを生成するには、

次の手順に従います。

• -u コマンド・ライン・スイッチでパブリケーション名を指

定して Ultra Light ジェネレータを実行します。次に例を示し

ます。

ulgen -c "uid=dba;pwd=sql" -t c++ -u pubName -f 
filename

❖ Ultra Light プロジェクトの Ultra Light コードを生成するに

は、次の手順に従います。

• -j コマンド・ライン・スイッチでプロジェクト名を指定して 
Ultra Light ジェネレータを実行します。次に例を示します。

ulgen -c "uid=dba;pwd=sql" -t c++ -j projectname -f 
filename

❖ プロジェクトとパブリケーションの両方の Ultra Light コー

ドを生成するには、次の手順に従います。

• プロジェクト名とパブリケーション名を指定して Ultra Light 
ジェネレータを実行します。次に例を示します。

ulgen -c "uid=dba;pwd=sql" -t c++ -j projectname -u 
pubname -f filename

Ultra Light ジェネレータの詳細については、『Ultra Light データベー

ス・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light ジェネレータ」を参照して

ください。

アプリケーションのコンパイルとリンク

Ultra Light アプリケーションをコンパイルするときには、コンパイラ

が必要なすべてのファイルを見つけられるようにしてください。

•    生成されたソース・ファイル   プロジェクト内の API が記述さ

れた生成ファイルを含めます。これには、生成された .cpp ファ

イル、h ファイル、.hpp ファイルが含まれます。
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•    Ultra Light ヘッダ・ファイル   Ultra Light ヘッダ・ファイルを見

つけられるようにコンパイラを設定します。

これらのヘッダ・ファイルは、Adaptive Server Anywhere インス

トール・ディレクトリの h ディレクトリ内にインストールされ

ています。

•    Ultra Light c ファイル   Ultra Light API ファイル ulapi.cpp を見つ

けられるようにリンカを設定します。

このファイルは、Adaptive Server Anywhere インストール・ディ

レクトリの src サブディレクトリにインストールされています。

•    ライブラリまたはインポート・ライブラリ   ターゲット・プラッ

トフォーム用の Ultra Light ランタイム・ライブラリ、または 
Ultra Light ランタイム DLL を使用する場合は、Ultra Light イン

ポート・ライブラリを見つけられるようにコンパイラを設定し
ます。

これらのファイルは、Adaptive Server Anywhere インストール・

ディレクトリの UltraLite サブディレクトリにインストールされ

ています。各ターゲット・プラットフォームごとに対応する
ディレクトリがあり、1 つのプラットフォームに複数のプロセッ

サがある場合は、それぞれに固有のサブディレクトリがありま
す。

コンパイル・オプションが含まれているサンプル・アプリケーション
については、Samples¥UltraLite¥apitutorial 内のファイルを参照してくだ

さい。
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第 4章 

Embedded SQL を使用したアプリケーション

の開発

この章の内容 この章では、Embedded SQL Ultra Light アプリケーション用のデー

タ・アクセス・コードの記述方法について説明します。

始める前に この章は、Ultra Light 開発プロセスについての基礎知識があることを

前提としています。概要については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light 静的インタフェースの使用」を

参照してください。

リファレンス情報については、「Embedded SQL API リファレンス」 
445 ページを参照してください。

SQL プリプロセッサの詳細については、『ASA プログラミング・ガイ

ド』 > 「SQL プリプロセッサ」を参照してください。
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概要
概要

次に、ごく簡単な Embedded SQL プログラムを示します。このプログ

ラムは、従業員 195 の姓を更新し、変更をコミットします。

#include <stdio.h>
 EXEC SQL INCLUDE SQLCA;
 main( )
 {
    db_init( &sqlca );
    EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO error;
    EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";
    EXEC SQL UPDATE employee
       SET emp_lname = 'Plankton'
       WHERE emp_id = 195;
    EXEC SQL COMMIT;
    EXEC SQL DISCONNECT;
    db_fini( &sqlca );
    return( 0 );
    error:
       printf( "update unsuccessful: sqlcode = %ld¥n",
          sqlca.sqlcode );
       return( -1 );
 }

実際に使用するプログラムと比べてかなり簡単な内容ですが、この例
では、次のような、Embedded SQL アプリケーションにおける共通事

項が示されています。

•    各 SQL 文には、キーワード EXEC SQL のプレフィクスが付いて

いる。

•    各 SQL 文は、セミコロンで終わる。

•    標準の SQL では実装されていない Embedded SQL 文がある。

INCLUDE SQLCA 文はその一例です。

•    Embedded SQL では、特定のタスクを実行するためにライブラリ

関数が提供される。関数 db_init と db_fini は、その例として挙

げられます。
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データの処理をする
前に

前述の例では、初期化に必要な文が定義されています。初期化に必要
な文は、データベースのデータを処理する前に挿入しなければなりま
せん。

1. 次のコマンドを使用して、「SQLCA (SQL Communication Area)」
を定義します。

EXEC SQL INCLUDE SQLCA;

この定義は、最初の Embedded SQL 文でなければならないため、

通常はインクルード・リストの最後に記述します。

アプリケーションに複数の .sqc ファイルがある場合は、各ファイ

ルにこの行を含めます。

2. 最初のデータベース処理として、db_init という名前の Embedded 
SQL「ライブラリ関数」を呼び出さなければなりません。この関

数は、Ultra Light ランタイム・ライブラリを初期化します。この

呼び出しの前に実行できるのは、Embedded SQL の定義文だけで

す。

詳細については、「db_init 関数」 447 ページを参照してください。

3. CONNECT 文を使用して、データベースに接続します。

終了の準備 この例では、終了の準備に必要となる呼び出しの順序も示していま
す。

1. 未処理の変更をコミットまたはロールバックします。

2. データベースを切断します。

3. db_fini というライブラリ関数を呼び出して、SQL の作業を終了し

ます。

データベースの変更をコミットせずに終了すると、コミットされてい
ない操作は、自動的にロールバックされます。

エラー処理 この例では、SQL と C コード間の対話はまったくありません。C コー

ドはフロー制御だけを行います。WHENEVER 文はエラー・チェック

に使用されています。エラー・アクション ( この例では GOTO) は、

いずれかの SQL 文がエラーを発生させた後に実行されます。
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概要
Embedded SQL プログラムの構造

Embedded SQL 文は、必ず、EXEC SQL で始まり、セミコロン (;) で終

わります。Embedded SQL 文の途中に、通常の C 言語のコメントを記

述できます。

Embedded SQL を使用する C プログラムでは、ソース・ファイル内の

どの Embedded SQL 文よりも前に、必ず次の文を置きます。

EXEC SQL INCLUDE SQLCA;

C プログラムで実行する最初の Embedded SQL 文は CONNECT 文にし

ます。使用しているアプリケーションに Ultra Light ユーザ認証が組み

込まれていない場合は、この CONNECT 文は無視されます。

Embedded SQL アプリケーションでの Ultra Light ユーザ認証について

は、「ユーザの認証」 102 ページと 『Ultra Light データベース・ユー

ザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light のユーザ認証」を参照してください。

Embedded SQL コマンドには C プログラム・コードを生成しないもの

や、データベースとのやりとりをしないものもあります。このような
コマンドは、CONNECT 文の前に記述できます。よく使われるのは、

INCLUDE 文と、エラー処理を指定する WHENEVER 文です。
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SQLCA (SQL Communication Area) の初期化

「SQLCA (SQL Communication Area)」とは、アプリケーションと

データベースの間で、統計情報とエラーをやりとりするのに使用され
るメモリ領域です。SQLCA は、アプリケーションとデータベース間

の通信リンクのハンドルとして使用されます。データベースとやりと
りするデータベース・ライブラリ関数には、SQLCA が明示的に渡さ

れます。また、Embedded SQL 文でも必ず暗黙のうちに渡されます。

生成コードには、グローバル SQLCA 変数が 1 つ定義されています。

プリプロセッサは、このグローバル SQLCA 変数の外部参照を生成し

ます。外部参照の名前は sqlca、型は SQLCA です。実際のグローバ

ル変数は、インポート・ライブラリ内で宣言されています。

SQLCA は、インストール・ディレクトリの h サブディレクトリにあ

る、sqlca.h ヘッダ・ファイルで定義されています。

アプリケーションでデータベースを操作するには、SQLCA (EXEC SQL 
INCLUDE SQLCA;) を宣言した後、db_init を呼び出して SQLCA を渡す

ことによって SQL Communication Area を初期化する必要があります。

db_init( &sqlca );

SQLCA にはエ

ラー・コードが入る

SQLCA を参照すると、特定のエラー・コードの検査ができます。

データベースへの要求がエラーを起こすと、フィールド sqlcode にエ

ラー・コードが入ります ( 次の項を参照 )。sqlcode などの SQLCA の
フィールドを参照するために、C マクロが定義されています。

SQLCA のフィールド

SQLCA のフィールドの意味を次に示します。

•    sqlcaid   SQLCA 構造体の ID として文字列 SQLCA が格納される 
8 バイトの文字フィールド。このフィールドはデバッグ時にメモ

リの中身を見るとき役立ちます。

•    sqlcabc   long integer。SQLCA 構造体の長さ (136 バイト ) が入り

ます。
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•    sqlcode   long integer。データベースが検出した要求エラーのエ

ラー・コードが入ります。エラー・コードの定義はヘッダ・
ファイル sqlerr.h にあります。エラー・コードは、0 ( ゼロ ) は成

功、正は警告、負はエラーを示します。

SQLCODE マクロを使用してこのフィールドに直接アクセスでき

ます。

エラー・コードのリストについては、『ASA エラー・メッセー

ジ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参照してください。

•    sqlerrml   sqlerrmc フィールドの情報の長さ。

Ultra Light アプリケーションでは、このフィールドは使用されま

せん。

•    sqlerrmc   エラー・メッセージに挿入する 1 つ以上の文字列。エ

ラー・メッセージにプレースホルダ文字列 (%1) があると、この

フィールドの文字列と置換されます。

Ultra Light アプリケーションでは、このフィールドは使用されま

せん。

•    sqlerrp   予約。

•    sqlerrd   long integer の汎用配列。

•    sqlwarn   予約。

Ultra Light アプリケーションでは、このフィールドは使用されま

せん。

•    sqlstate   SQLSTATE ステータス値。

Ultra Light アプリケーションでは、このフィールドは使用されま

せん。
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データベースへの接続

Embedded SQL アプリケーションから Ultra Light データベースに接続

するには、SQLCA を初期化した後、コードに EXEC SQL CONNECT 
文を指定します。

CONNECT 文は、次の 2 つの形式のいずれかを指定します。

EXEC SQL CONNECT "user-name" IDENTIFIED BY "password";

EXEC SQL CONNECT 
 USING "uid=user-name;pwd=password;dbf=database-filename";

1 番目の構文では、起動パラメータが UL_STORE_PARMS で提供され

ることが前提です。詳細については、「UL_STORE_PARMS マクロ」 
270 ページを参照してください。

2 番目の構文では、UL_STORE_PARMS の設定が無視され、データ

ベース起動パラメータ ( 特にファイル名 ) が明示的に指定されます。

CONNECT 文の詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュア

ル』 > 「CONNECT 文 [ESQL] [Interactive SQL]」 を参照してください。

複数の接続の管理

アプリケーションの中で複数のデータベース接続を使用する場合、複
数の SQLCA を使用することもできれば、1 つの SQLCA で複数の接

続を管理することもできます。

❖ アプリケーションで複数の SQLCA を管理するには、次の

手順に従います。

1 プログラムで使用する各 SQLCA は db_init を呼び出して初期

化し、最後に db_fini を呼び出してクリーンアップします。

詳細については、「db_init 関数」 447 ページを参照してくださ

い。
79
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2 Embedded SQL 文の SET SQLCA を使用して、SQL プリプロ

セッサにデータベース要求で別の SQLCA を使用することを

伝えます。通常は、次のような文を使用します。

EXEC SQL SET SQLCA 'task_data->sqlca';

このような文をプログラムの先頭かヘッダ・ファイルに置い
て、SQLCA 参照がタスク独自のデータを指すようにします。

この文はコードをまったく生成しないので、パフォーマンス
に影響を与えません。この文はプリプロセッサ内部の状態を
変更して、指定の文字列で SQLCA を参照するようにします。

SQLCA の作成については、『ASA SQL リファレンス・マニュ

アル』 > 「SET SQLCA 文 [ESQL]」 を参照してください。

1 つの SQLCA の使

用

複数の SQLCA を使用する代わりに、1 つの SQLCA で、データベー

スへの複数の接続を管理できます。

各 SQLCA はアクティブな接続、つまり現在の接続を持ちますが、そ

の接続は変更が可能です。コマンドを実行する前に、SET 
CONNECTION 文でコマンドの実行対象となる接続を指定します。

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「SET 
CONNECTION 文 [Interactive SQL] [ESQL]」 を参照してください。
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ホスト変数の使用

Embedded SQL アプリケーションでは、ホスト変数を使用してデータ

ベースに値を送ったり、データベースから値を受け取ります。ホスト
変数とは、SQL プリプロセッサが認識する C 変数です。

ホスト変数の宣言

ホスト変数は、「宣言セクション」に定義します。通常の C 変数宣言

を BEGIN DECLARE SECTION 文と END DECLARE SECTION 文で囲

むことで、ホスト変数を宣言します。

ホスト変数を SQL 文で使用するときは、変数名にコロン (:) をプレ

フィクスとして付けなければなりません。これは、SQL プリプロセッ

サが、SQL 文の中で他の識別子とホスト変数を区別するためです。

ホスト変数は、どの SQL 文でも値定数の代わりに使用できます。

データベース・サーバがこのコマンドを実行すると、ホスト変数の値
がホスト変数から読み込まれたり、逆にホスト変数に書き込まれたり
します。ホスト変数をテーブル名やカラム名の代わりに使用すること
はできません。

SQL プリプロセッサは、宣言セクションの外では C 言語コードをス

キャンしません。変数の初期化は宣言セクション内で行うことも可能
ですが、typedef 型と構造体は使用できません。

例 INSERT コマンドでホスト変数を使用するサンプル・コードです。プ

ログラム側で変数に値を設定してから、データベースに挿入していま
す。

/* Declare fields for personal data. */
 EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    long employee_number = 0;
    char employee_name[50];
    char employee_initials[8];
    char employee_phone[15];
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;
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 /* Fill variables with appropriate values. */
 /* Insert a row in the database. */
 EXEC SQL INSERT INTO Employee
    VALUES (:employee_number, :employee_name,
       :employee_initials, :employee_phone );

Embedded SQL のデータ型

プログラムとデータベース・サーバ間で情報を転送するには、それぞ
れのデータについてデータ型を設定します。ホスト変数は、サポート
される任意のデータ型について作成できます。

ホスト変数として使用できる C のデータ型は非常に限られています。

また、ホスト変数の型には、対応する C の型がないものもあります。

sqlca.h ヘッダ・ファイルで定義したマクロは、VARCHAR、
FIXCHAR、BINARY、DECIMAL、または SQLDATETIME 型のホスト

変数を宣言するのに使用できます。これらのマクロは次のように使用
します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    DECL_VARCHAR( 10 ) v_varchar;
    DECL_FIXCHAR( 10 ) v_fixchar;
    DECL_BINARY( 4000 ) v_binary;
    DECL_DECIMAL( 10, 2 ) v_packed_decimal;
    DECL_DATETIME v_datetime;
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;

プリプロセッサは宣言セクション内のこれらのマクロを認識し、変数
を適切な型として処理します。

次のデータ型が、Embedded SQL プログラミング・インタフェースで

サポートされます。

•    16 ビット符号付き整数。

short int i;
 unsigned short int i;

•    32 ビット符号付き整数。

long int l;
 unsigned long int l;
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•    4 バイト浮動小数点数。

float f;

•    8 バイト浮動小数点数。

double d;

•    パック 10 進数。

DECL_DECIMAL(p,s)
 typedef struct TYPE_DECIMAL {
    char array[1];
 } TYPE_DECIMAL;

•    ブランクが埋め込まれ、NULL で終了された文字列。

char a[n]; /* n > 1 */
 char *a; /* n = 2049 */

C 言語の配列には NULL ターミネータが必要であるため、

char a[n] データ型は、CHAR(n - 1)SQL データ型にマップされ

ます。SQL データ型は、n - 1 文字まで保持できます。

char のポインタ、WCHAR、TCHAR
SQL プリプロセッサでは、char のポインタは 2049 バイトの文字

配列を指しており、この文字配列が 2048 文字と NULL ターミ

ネータを十分に保持できるとみなされます。つまり、char* デー

タ型は、CHAR(2048) SQL 型にマップされます。この制限を超

えると、アプリケーションによるメモリ破損が発生する場合が
あります。16 ビット・コンパイラの場合、単純に 2049 バイトを

確保するとプログラムのスタック・オーバフローを引き起こす
こともあります。この問題を避けるため、宣言した配列を必要
に応じて関数のパラメータとして使用し、SQL プリプロセッサ

に配列のサイズを通知するようにしてください。WCHAR と 
TCHAR も char と同じように機能します。

•    NULL で終了された UNICODE、またはワイド文字列。

文字ごとに 2 バイトの領域を占有するため、UNICODE 文字を含

めることができます。
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WCHAR a[n]; /* n > 1 */

•    システムに依存し、NULL で終了された文字列。

UNICODE を使用するシステム (Windows CE など ) では、

TCHAR の文字セットは WCHAR と同じです。それ以外の場合、

TCHAR は char と同じです。TCHAR データ型は、どちらかのシ

ステムで文字列を自動的にサポートするように設計されていま
す。

TCHAR a[n]; /* n > 1 */

•    ブランクが埋め込まれた固定長文字列。

char a; /* n  = 1 */
 DECL_FIXCHAR(n) a; /* n >= 1 */

•    2 バイトの長さフィールドを持つ可変長文字列。

データベース・サーバに情報を渡す場合は、長さフィールドを
設定します。データベース・サーバから情報をフェッチする場
合は、サーバが長さフィールドを設定します ( 埋め込みは行わ

れません )。

DECL_VARCHAR(n) a; /* n >= 1 */
 typedef struct VARCHAR {
    unsigned short int len;
    TCHAR array[1];
 } VARCHAR;

•    2 バイトの長さフィールドを持つ可変長バイナリ・データ。

データベース・サーバに情報を渡す場合は、長さフィールドを
設定します。データベース・サーバから情報をフェッチする場
合は、サーバが長さフィールドを設定します。

DECL_BINARY(n) a; /* n >= 1 */
 typedef struct BINARY {
    unsigned short int len;
    unsigned char array[1];
 } BINARY;

•    タイムスタンプの各部分に対応するフィールドを持つ 
SQLDATETIME 構造体。
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DECL_DATETIME a;
 typedef struct SQLDATETIME {
    unsigned short year; /* e.g., 1999 */
    unsigned char month; /* 0-11 */
    unsigned char day_of_week; /* 0-6, 0 = Sunday 
*/
    unsigned short day_of_year; /* 0-365 */
    unsigned char day; /* 1-31 */
    unsigned char hour; /* 0-23 */
    unsigned char minute; /* 0-59 */
    unsigned char second; /* 0-59 */
    unsigned long microsecond; /* 0-999999 */
 } SQLDATETIME;

SQLDATETIME 構造体は、型が DATE、TIME、TIMESTAMP (
または、いずれかの型に変換できるもの ) のフィールドを取り

出すのに使用できます。アプリケーションは、日付に関して独
自のフォーマットで処理をすることがありますが、この構造体
を使ってデータをフェッチすると、以後の操作が簡単になりま
す。この構造体の中のデータをフェッチすると、プログラマは
このデータを簡単に操作できます。また、型が DATE、TIME、
TIMESTAMP のフィールドは、文字型であれば、どの型でも

フェッチと更新が可能です。

SQLDATETIME 構造体を介してデータベースに日付、時刻、ま

たはタイムスタンプを入力しようとすると、day_of_year と 
day_of_week メンバは無視されます。

詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 「データ

ベース・オプション」の DATE_FORMAT、TIME_FORMAT、
TIMESTAMP_FORMAT、DATE_ORDER の各データベース・オ

プションを参照してください。これらのオプションは、Ultra 
Light プログラムの実行中には設定できませんが、プログラムの

生成に使用したリファレンス・データベースでの設定と同じ値
が使用されます。

•    DT_LONGVARCHAR   長い可変長文字データ。マクロによっ

て、構造体が次のように定義されます。
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#define DECL_LONGVARCHAR( size )         ¥
   struct { a_sql_uint32    array_len;    ¥
            a_sql_uint32    stored_len;   ¥
            a_sql_uint32    untrunc_len;  ¥
            char            array[size+1];¥
          }

32 K を超えるデータには、DECL_LONGVARCHAR 構造体を使

用できます。このように大きいデータの場合は、全体を一度に
フェッチする方法と、GET DATA 文を使用して分割してフェッ

チする方法があります。また、サーバに対しても、全体を一度
に送信する方法と、SET 文を使用してデータベース変数に追加

することで分割して送信する方法があります。データは、null 
で終了しません。

typedef struct BINARY {
   unsigned short int len;
   char array[1];
 } BINARY;

•    DT_LONGBINARY   長いバイナリ・データ。マクロによって、

構造体が次のように定義されます。

#define DECL_LONGBINARY( size )          ¥
   struct { a_sql_uint32    array_len;    ¥
            a_sql_uint32    stored_len;   ¥
            a_sql_uint32    untrunc_len;  ¥
            char            array[size];  ¥
          }

32 K を超えるデータには、DECL_LONGBINARY 構造体を使用

できます。このように大きいデータの場合は、全体を一度に
フェッチする方法と、GET DATA 文を使用して分割してフェッ

チする方法があります。また、サーバに対しても、全体を一度
に送信する方法と、SET 文を使用してデータベース変数に追加

することで分割して送信する方法があります。

これらの構造体は sqlca.h ファイルに定義されています。VARCHAR 
型、BINARY 型、TYPE_DECIMAL 型は、データ保管領域が長さ 1 の
文字配列のため、ホスト変数の宣言には向いていませんが、動的な変
数の割り付けや他の変数を何度も割り当てるのには有用です。
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データベースの 
DATE 型と TIME 
型

データベースのさまざまな DATE 型と TIME 型に対応する、

Embedded SQL インタフェースのデータ型はありません。これらの型

は、SQLDATETIME 構造体または文字列を使用してフェッチと更新を

行います。

データベースの LONG VARCHAR 型と LONG BINARY 型に対応する、

Embedded SQL インタフェースのデータ型はありません。

ホスト変数の使用法

ホスト変数は次の場合に使用できます。

•    SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE 文で数値定数または文字

列定数を記述できる場所。

•    SELECT または FETCH 文の INTO 句。

•    CONNECT、DISCONNECT、SET CONNECT 文では、ユーザ ID、

パスワード、接続名、データベース環境名の代わりにホスト変
数を使用できる。

ホスト変数は、テーブル名、カラム名の代わりには使用できません

ホスト変数のスコープ

ホスト変数の宣言セクションは、C 変数を宣言できる通常の場所であ

れば、C の関数のパラメータの宣言セクションも含め、どこにでも記

述できます。C 変数は通常のスコープを持っています ( 定義されたブ

ロック内で使用可能 )。ただし、SQL プリプロセッサは C コードをス

キャンしないため、C ブロックを重視しません。

プリプロセッサはす
べてのホスト変数を
グローバルとみなす

SQL プリプロセッサから見ると、ホスト変数はその宣言に従って、

ソース・モジュールに対してグローバルに認識されています。2 つの

ホスト変数が同じ名前を持つことはできません。この規則の例外とし
て、2 つのホスト変数が同じ型 ( 必要な長さを含む ) の場合、同じ名

前を持つことができます。

ホスト変数ごとにユニークな名前を付けることが最善の方法であると
いえます。
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ホスト変数の使用
例 •    SQL プリプロセッサは C コードを解析できません。そのため、

ホスト変数がどこで宣言されたかにかかわらず、宣言に従って
グローバルに認識されているとみなします。

// Example demonstrating poor coding
 EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    long emp_id;
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 long getManagerID( void )
 {
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
       long manager_id = 0;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
    EXEC SQL SELECT manager_id
             INTO :manager_id
             FROM employee
             WHERE emp_number = :emp_id;
    return( manager_number );
 }
 void setManagerID( long manager_id )
 {
    EXEC SQL UPDATE employee
             SET manager_number = :manager_id
             WHERE emp_number = :emp_id;
 }

このコードは、setManagerID 内の文を処理するとき、SQL プリプロ

セッサが getManagerID 内の宣言に依存しているので、機能はするもの

のわかりにくくなっています。このコードを次のように書き換えま
す。

// Rewritten example
 #if 0
    // Declarations for the SQL preprocessor
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
       long emp_id;
       long manager_id;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 #endif
 long getManagerID( long emp_id )
 {
    long manager_id = 0;
    EXEC SQL SELECT manager_id
             INTO :manager_id
             FROM employee
             WHERE emp_number = :emp_id;
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    return( manager_number );
 }
 void setManagerID( long emp_id, long manager_id )
 {
    EXEC SQL UPDATE employee
             SET manager_number = :manager_id
             WHERE emp_number = :emp_id;
 }

SQL プリプロセッサは、これらの指令を無視するため、#if 指令にあ

るホスト変数の宣言を調べます。それに対し、プロシージャ内の宣言
は、DECLARE SECTION 内にないため、無視されます。これとは逆

に、C コンパイラは #if 指令内の宣言を無視し、プロシージャ内の宣

言を使用します。

これらの宣言が機能するのは、同じ名前を持つ変数が同じ型を持つよ
うに宣言されているときだけです。

ホスト変数で式を使用する

ホスト変数は単純な名前でなければならないため、SQL プリプロセッ

サはポインタや参照式を認識しません。たとえば、次の文では、SQL 
プリプロセッサがドット演算子を理解しないため、正しく機能しませ
ん。同じ構文が、SQL では違う意味を持ちます。

// Incorrect statement:
 EXEC SQL SELECT LAST sales_id INTO :mystruct.mymember;

上記の構文は使用できませんが、次の方法で式を使用できます。

•    SQL 宣言セクションを #if 0 プリプロセッサ指令で囲む。SQL プ
リプロセッサはプリプロセッサ指令を無視するため、この宣言
を読み込み、残りのモジュールで使用します。

•    マクロをホスト変数と同じ名前で定義する。#if 指令があるため 
C コンパイラからは SQL 宣言セクションが見えず、競合が起き

ません。マクロがホスト変数と同じ型であると評価されること
を確認してください。

次のコードでは、SQL プリプロセッサから host_value 式を隠す方法が

示されています。
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ホスト変数の使用
EXEC SQL INCLUDE SQLCA;
 #include <sqlerr.h>
 #include <stdio.h>
 typedef struct my_struct {
    long     host_field;
 } my_struct;
 #if 0
    // Because it ignores #if preprocessing directives,
    // SQLPP reads the following declaration.
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
       long    host_value;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 #endif
 // Make C/C++ recognize the 'host_value' identifier
 // as a macro that expands to a struct field.
 #define host_value my_s.host_field

SQLPP プロセッサは条件付きコンパイルの指令を無視するため、

host_value は long ホスト変数として扱われ、その後ホスト変数として

使用されたときにその名前を生成します。C/C++ コンパイラはこの生

成されたファイルを処理し、このように名前が使用されている場合に
は my_s.host_field に置き換えます。

前述の宣言を使用した状態で、次のように host_field にアクセスでき

ます。

void main( void )
 {
    my_struct      my_s;
    db_init( &sqlca );
    EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";
    EXEC SQL DECLARE my_table_cursor CURSOR FOR
       SELECT int_col FROM my_table order by int_col;
    EXEC SQL OPEN my_table_cursor;
    for( ; ; ) {
       // :host_value references my_s.host_field
       EXEC SQL FETCH NEXT AllRows INTO :host_value;
       if( SQLCODE == SQLE_NOTFOUND ) {
          break;
       }
       printf( "%ld¥n", my_s.host_field );
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    }
    EXEC SQL CLOSE my_table_cursor;
    EXEC SQL DISCONNECT;
    db_fini( &sqlca );
 }

同じ方法で、他の lvalue をホスト変数として使用できます。

•    ポインタの間接参照

*ptr
 p_struct->ptr
 (*pp_struct)->ptr

•    配列参照

my_array[ i ]

•    任意の複雑な lvalue

C++ でのホスト変数の使用

ホスト変数を C++ クラスで使用する場合も、同じような状況が発生

します。一般に、クラスを別のヘッダ・ファイルで宣言すると便利で
す。たとえば、このヘッダ・ファイルには、次のような my_class の
宣言が含まれています。

typedef short a_bool;
 #define  TRUE  ((a_bool)(1==1))
 #define  FALSE ((a_bool)(0==1))
 public class {
    long  host_member;
    my_class();    // Constructor
    ~my_class();      // Destructor
    a_bool FetchNextRow( void );
       // Fetch the next row into host_member
 } my_class;

この例では、各メソッドは、Embedded SQL ソース・ファイルに実装

されます。簡単な変数だけがホスト変数として使用されます。あるク
ラスのデータ・メンバへのアクセスに、前の項で説明した方法を使用
できます。
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ホスト変数の使用
EXEC SQL INCLUDE SQLCA;
 #include "my_class.hpp"
 #if 0
    // Because it ignores #if preprocessing directives,
    // SQLPP reads the following declaration.
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
       long  this_host_member;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 #endif
 // Macro used by the C++ compiler only.
 #define this_host_member this->host_member
 my_class::my_class()
 {
    EXEC SQL DECLARE my_table_cursor CURSOR FOR
       SELECT int_col FROM my_table order by int_col;
    EXEC SQL OPEN my_table_cursor;
 }
 my_class::~my_class()
 {
    EXEC SQL CLOSE my_table_cursor;
 }
 a_bool my_class::FetchNextRow( void )
 {
    // :this_host_member references this->host_member
    EXEC SQL FETCH NEXT AllRows INTO :this_host_member;
    return( SQLCODE != SQLE_NOTFOUND );
 }
 void main( void )
 {
    db_init( &sqlca );
    EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";
    {
       my_class mc; // Created after connecting.
       while( mc.FetchNextRow() ) {
          printf( "%ld¥n", mc.host_member );
       }
    }
    EXEC SQL DISCONNECT;
    db_fini( &sqlca );
 }

この例では、SQL プリプロセッサに this_host_member を宣言しま

すが、マクロで C++ がこの宣言を this->host_member に変換しま

す。この変換が行われないと、プリプロセッサはこの変数の型を知る
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ことができません。C/C++ コンパイラは通常重複した宣言を黙認しま

せん。#if 指令は、2 番目の宣言をコンパイラから隠しますが、SQL 
プリプロセッサからは見える状態を保ちます。

複数の宣言は便利ですが、各宣言が同じ型に同じ変数名を割り当てる
ようにしてください。プリプロセッサは、C 言語を完全に解析するこ

とができないため、宣言に従ってホスト変数がグローバルに認識され
ているとみなします。

インジケータ変数の使用

「インジケータ変数」とは、特定のホスト変数に関する補足的な情報
を保持する C 変数のことです。ホスト変数は、データのやりとりをす

るときに使用できます。NULL 値を扱うには、インジケータ変数を使

用します。

インジケータ変数は、short int 型のホスト変数です。NULL 値を検出

したり指定したりするため、SQL 文では通常のホスト変数の直後にイ

ンジケータ変数を記述します。

例 •    たとえば、次の INSERT 文では、:ind_phone がインジケータ変数

です。

EXEC SQL INSERT INTO Employee
    VALUES (:employee_number, :employee_name,
    :employee_initials, :employee_phone:ind_phone 
);

インジケータ変数の
値

次の表は、インジケータ変数の使用法をまとめたものです。

インジ
ケータの
値

データベースに渡
す値

データベースから受け取る値

0 ホスト変数値 NULL でない値をフェッチした値

-1 NULL 値 NULL 値をフェッチした値
93



ホスト変数の使用
NULL を扱うためのインジケータ変数

SQL での NULL を同じ名前の C 言語の定数と混同しないでください。

SQL 言語では、NULL は属性が不明であるか情報が適切でないかのい

ずれかを表します。C 言語の定数は、メモリのロケーションをポイン

トしていないポインタ値を表します。

Adaptive Server Anywhere のマニュアルで使用されている NULL の場

合は、上記のような SQL データベースを指します。C 言語の定数を

指す場合は、null ポインタ ( 小文字 ) のように表記されます。

NULL は、カラムに定義されるどのデータ型の値とも同じではありま

せん。したがって、NULL 値をデータベースに渡したり、結果に 
NULL を受け取ったりするためには、通常のホスト変数のほかに何か

が必要です。このために使用されるのが、「インジケータ変数」です。

NULL を挿入する

場合のインジケータ
変数

INSERT 文は、次のようにインジケータ変数を含むことができます。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
 short int employee_number;
 char employee_name[50];
 char employee_initials[6];
 char employee_phone[15];
 short int ind_phone;
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 /* set values of empnum, empname,
    initials, and homephone */
 if( /* phone number is known */ ) {
    ind_phone =  0;
 } else {
    ind_phone = -1; /* NULL */
 }
 EXEC SQL INSERT INTO Employee
    VALUES (:employee_number, :employee_name,
    :employee_initials, :employee_phone:ind_phone );

インジケータ変数の値が -1 の場合は、NULL が書き込まれます。値

が 0 の場合は、employee_phone の実際の値が書き込まれます。
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NULL をフェッチ

する場合のインジ
ケータ変数

インジケータ変数は、データをデータベースから受け取るときにも使
用されます。この場合は、NULL 値がフェッチされた ( インジケータ

が負 ) ことを示すために使用されます。NULL 値がデータベースから

フェッチされたときにインジケータ変数が渡されない場合は、
SQLE_NO_INDICATOR エラーが発生します。

エラーと警告は SQLCA 構造体で返されます。詳細については、

「SQLCA (SQL Communication Area) の初期化」 77 ページを参照してく

ださい。
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データのフェッチ
データのフェッチ

ESQL でデータをフェッチするには SELECT 文を使用します。これに

は 2 つの場合があります。

1. SELECT 文がローを返さないか、1 つだけローを返す場合。

2. SELECT 文が複数のローを返す可能性がある場合。

1 つのローのフェッチ

「シングル・ロー・クエリ」がデータベースから取り出すローの数は
多くても 1 つだけです。シングル・ロー・クエリの SELECT 文では、

INTO 句が select リストの後、FROM 句の前にきます。INTO 句には、

select リストの各項目の値を受け取るホスト変数のリストを指定しま

す。select リスト項目と同数のホスト変数を指定してください。ホス

ト変数と一緒に、結果が NULL であることを示すインジケータ変数も

指定できます。

SELECT 文が実行されると、データベース・サーバは結果を取り出し

て、ホスト変数に格納します。

•    クエリが複数のローを選択すると、データベース・サーバは 
SQLE_TOO_MANY_RECORDS エラーを返す。

•    クエリがローを選択しなかった場合、警告 SQLE_NOTFOUND が
返される。

エラーと警告は SQLCA 構造体で返されます。詳細については、

「SQLCA (SQL Communication Area) の初期化」 77 ページを参照してく

ださい。

例 たとえば、次のコードは従業員テーブルから正しくローをフェッチで
きた場合は 1 を、ローが存在しない場合は 0 を、エラーが発生した場

合は -1 を返します。
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EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    long int    emp_id;
    char        name[41];
    char        sex;
    char        birthdate[15];
    short int   ind_birthdate;
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;
 int find_employee( long employee )
 {
    emp_id = employee;
    EXEC SQL SELECT emp_fname || ' ' || emp_lname,
          sex, birth_date
       INTO :name, :sex, birthdate:ind_birthdate
       FROM "DBA".employee
       WHERE emp_id = :emp_id;
    if( SQLCODE == SQLE_NOTFOUND ) {
       return( 0 ); /* employee not found */
    } else if( SQLCODE < 0 ) {
       return( -1 ); /* error */
    } else {
       return( 1 ); /* found */
    }
 }

複数ローのフェッチ

「カーソル」は、結果セットに複数のローがあるクエリからローを取
り出すために使用されます。カーソルは、SQL クエリ結果セットのた

めのハンドルつまり識別子であり、結果セット内の位置を示します。

カーソルの概要については、『ASA プログラミング・ガイド』 > 
「カーソルを使用した操作」を参照してください。

❖ ESQL でカーソルを管理するには、次の手順に従います。

1 DECLARE 文を使って、特定の SELECT 文のためのカーソル

を宣言します。

2 OPEN 文を使って、カーソルを開きます。

3 FETCH 文を使用して、一度に 1 つのローをカーソルから取り

出します。
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データのフェッチ
•    警告 SQLE_NOTFOUND が返されるまで、ローをフェッ

チします。

エラー・コードと警告のコードは、SQL Communication 
Area 構造体で定義される変数 SQLCODE で返されます。

4 CLOSE 文を使ってカーソルを閉じます。

Ultra Light アプリケーションのカーソルは、常に WITH HOLD オプ

ションを使用して開かれます。自動的に閉じられることはありませ
ん。CLOSE 文を使用して、各カーソルを明示的に閉じます。

次は、簡単なカーソル使用の例です。

void print_employees( void )
 {
    int status;
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    char name[50];
    char sex;
    char birthdate[15];
    short int ind_birthdate;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
    /* 1. Declare the cursor. */
    EXEC SQL DECLARE C1 CURSOR FOR
       SELECT emp_fname || ' ' || emp_lname,
                sex, birth_date
       FROM "DBA".employee
       ORDER BY emp_fname, emp_lname;
    /* 2. Open the cursor. */
    EXEC SQL OPEN C1;
    /* 3. Fetch each row from the cursor. */
    for( ;; ) {
       EXEC SQL FETCH C1 INTO :name, :sex,
             :birthdate:ind_birthdate;
       if( SQLCODE == SQLE_NOTFOUND ) {
          break; /* no more rows */
       } else if( SQLCODE < 0 ) {
          break; /* the FETCH caused an error */
       }
       if( ind_birthdate < 0 ) {
          strcpy( birthdate, "UNKNOWN" );
       }
       printf( "Name: %s Sex: %c Birthdate:
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                %s¥n",name, sex, birthdate );
    }
    /* 4. Close the cursor. */
    EXEC SQL CLOSE C1;
 }

FETCH 文の詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 
> 「FETCH 文 [ESQL] [SP]」 を参照してください。

カーソル位置 カーソルは、次のいずれかの位置にあります。

•    ローの上

•    最初のローの前

•    最後のローの後

0

1

2

3

n-2

n-1

n

n+1

-n-1

-n

-n+1

n+2

-3

-2

-1

0
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データのフェッチ
カーソル内のローの
順序

カーソル内のローの順序を制御するには、そのカーソルを定義する 
SELECT 文に ORDER BY 句を含めます。この句を省略すると、ロー

の順序が制御できなくなります。

明示的に順序を定義しない場合は、SQLE_NOTFOUND が返される前

に一度だけ、フェッチごとに各ローが結果セットに返されます。

カーソル内のローの順序
カーソルに特定の順序が必要な場合は、カーソルの定義で SELECT 文
に ORDER BY 句を含めます。この句がない場合は、順序は制御でき

ず、順序が毎回異なる可能性があります。

カーソルの再配置 カーソルを開くと、最初のローの前に置かれます。FETCH 文が自動

的にカーソル位置を進めます。最後のローより後で FETCH 文を実行

しようとすると、SQLE_NOTFOUND エラーが発生します。これは、

ローの連続処理を完了するための信号として利用できます。

カーソルはクエリ結果の先頭または末尾を基準にした絶対位置に再配
置できます。また、カーソルの現在位置を基準にした相対位置にも移
動できます。カーソルの現在位置のローを更新または削除するため
に、UPDATE ( 位置付け ) 文と DELETE ( 位置付け ) 文があります。先

頭のローの前か、末尾のローの後にカーソルがある場合、
SQLE_NOTFOUND エラーが返されます。

明示的な位置付けを行って予期しない結果が出るのを避けるには、そ
のカーソルを定義する SELECT 文に ORDER BY 句を含めます。

カーソルにローを挿入するには、PUT 文を使用します。

更新後のカーソル位
置

開かれたカーソルがアクセスしている情報を変更した場合は、その
ローをもう一度フェッチして表示するのが最適な方法です。単一の
ローの表示にカーソルが使用されている場合は、FETCH RELATIVE 0 
が現在のローを再度フェッチします。現在のローが削除されていた場
合は、次のローがカーソルからフェッチされます。ローがこれ以上な
い場合は、SQLE_NOTFOUND が返されます。

テンポラリ・テーブルがカーソルに使用されている場合、基本となる
テーブルに挿入されたローは、カーソルが閉じられて再び開かれるま
でまったく表示されません。プログラマにとって、通常、SQL プリプ

ロセッサが生成したコードを検査したり、テンポラリ・テーブルが使
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用される条件に精通していたりしないかぎり、SELECT 文にテンポラ

リ・テーブルが含まれているかどうかを検出するのは困難です。
ORDER BY 句で使用されるカラムにインデックスを設定することに

よって、通常はテンポラリ・テーブルを回避できます。

テンポラリ・テーブルの詳細については、『ASA SQL ユーザーズ・ガ

イド』 > 「クエリ処理中のワーク・テーブルの使用」を参照してくだ

さい。

非テンポラリ・テーブルに対する挿入、更新、削除は、カーソル位置
に影響を及ぼすことがあります。Ultra Light では、新しくローにデー

タが挿入されたり、ローが新しく削除されてデータがなくなったりし
ている場合には、その後の FETCH 操作に影響を及ぼします。これは、

テンポラリ・テーブルが使用されていない場合、カーソル・ローを一
度に 1 つだけ表示するためです。( 一部の ) ローが単一のテーブルか

ら選択されている簡単な例では、挿入または更新されたローが 
SELECT 文の選択基準を満たす場合、そのローはカーソルの結果セッ

トに表示されます。同様に、結果セットに表示されたローが新しく削
除されると、そのローは結果セットに表示されなくなります。
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ユーザの認証

新しいユーザは既存の接続から追加します。Ultra Light のすべての

データベースは、デフォルトのユーザ ID DBA とパスワード SQL を
使用して作成されるため、まずは初期ユーザとして接続します。

ユーザ ID の変更はできません。ユーザを 1 人追加して既存のユーザ

を削除します。Ultra Light ではデータベースごとにユーザ ID が 4 つま

で許可されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light のユーザ認証」を参照してください。

静的インタフェースの場合は、ユーザ認証機能を有効にしてから、
ユーザの追加、ユーザの削除、パスワードの変更を行うようにしてく
ださい。Palm OS において、ユーザが別のアプリケーションから元の

アプリケーションに戻るたびにユーザ認証を行う必要がある場合は、
PilotMain ルーチンを使用してユーザとパスワード情報のためのプロ

ンプトを組み込んでください。

❖ ユーザ認証を有効にするには、次の手順に従います 
(Embedded SQL の場合 )。

• ULEnableUserAuthentication を呼び出してから db_init を呼び

出します。次に例を示します。

app(){
    ...
    ULEnableUserAuthentication( &sqlca );
    db_init( &sqlca );
    ...

db_init の呼び出しは、アプリケーションでのすべてのデータ

ベース・アクティビティに先行する動作です。

次のサンプル・コードは、Embedded SQL Ultra Light アプリケーショ

ンのユーザ管理と認証を実行します。

ユーザ認証の例 完全なサンプルは、SQL Anywhere ディレクトリの Sam-
ples¥UltraLite¥esqlauth サブディレクトリにあります。次のコードは 
Samples¥UltraLite¥esqlauth¥sample.sqc の一部です。
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//Embedded SQL
 app() {
    ...
 /* Declare fields */
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
       char uid[31];
       char pwd[31];
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;
    ULEnableUserAuthentication( &sqlca );
    db_init( &sqlca );
    ...
    EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";
    if( SQLCODE == SQLE_NOERROR ) {
       printf("Enter new user ID and password¥n" );
       scanf( "%s %s", uid, pwd );
       ULGrantConnectTo( &sqlca,
          UL_TEXT( uid ), UL_TEXT( pwd ) );
       if( SQLCODE == SQLE_NOERROR ) {
          // new user added: remove DBA
          ULRevokeConnectFrom( &sqlca, UL_TEXT("DBA") );
       }
       EXEC SQL DISCONNECT;
    }
    // Prompt for password
     printf("Enter user ID and password¥n" );
     scanf( "%s %s", uid, pwd );
     EXEC SQL CONNECT :uid IDENTIFIED BY :pwd;

このコードでは、次のタスクを実行します。

1. ULEnableUserAuthentication を呼び出してユーザ認証機能を有効

にする。

2. db_init を呼び出してデータベースの機能を開始する。

3. デフォルトのユーザ ID とパスワードを使用して接続する。

4. 接続に成功したら、新しいユーザを追加する。

5. 新しいユーザが追加されたら、Ultra Light データベースから DBA 
を削除する。

6. 切断する。更新されたユーザ ID とパスワードがデータベースに

追加される。
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7. 更新されたユーザ ID とパスワードを使用して接続する。

詳細については、「ULGrantConnectTo 関数」 463 ページおよび 
「ULRevokeConnectFrom 関数」 472 ページを参照してください。
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データの暗号化

Ultra Light Embedded SQL を使用して、Ultra Light データベースを暗号

化したり、難読化したりできます。

補足情報については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「Ultra Light データベースの暗号化」を参照してください。

暗号化 Ultra Light データベースは、最初の接続時に作成されます。Ultra Light 
データベースを暗号化するには、暗号化キーを指定してから最初の接
続を行います。最初の接続時に、指定したキーを使用することでデー
タベースが暗号化されます。以降の接続では、指定したキーと暗号化
キーが照合され、一致しない場合は接続が失敗します。

❖ Ultra Light データベースを高度に暗号化するには、次の手

順に従います。

1 暗号化モジュールをロードします。

ULEnableStrongEncryption を呼び出してからデータベースを

開きます。

db_init を呼び出してデータベースを開きます。

2 暗号化キーを指定します。

パラメータ名 key を指定して UL_STORE_PARMS マクロを定

義します。

#define UL_STORE_PARMS "key=a secret key"

ほとんどのパスワードと同様、最善の方法は、簡単には推測
できないキー値を選択することです。キーの長さは任意です
が、短いと推測されやすいため、一般的には長い方が適して
います。また、数字、文字、特殊文字を組み合わせると、
キーは推測されにくくなります。

キーにはセミコロンを含めないでください。キー自体を引用
符で囲まないでください。
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引用符もキーの一部とみなされてしまいます。データベース
を起動するたびに、キーを指定してください。キーを忘れた
場合はデータベースにまったくアクセスできなくなります。

詳細については、を参照してください。

3 間違ったキーを使用して暗号化されたデータベースを開こう
としてみてください。

暗号化されたデータデースを開こうとして、間違ったキーが
渡されると、db_init が ul_false を返し、SQLCODE -840 が設

定されます。

暗号化キーの変更 データベースの暗号化キーは変更できます。既存のキーを使用してア
プリケーションをデータベースに接続してから、変更を行ってくださ
い。

❖ Ultra Light データベースの暗号化キーを変更するには、次

の手順に従います。

• 引数として新しいキーを指定して、ULChangeEncryptionKey 
関数を呼び出します。

この関数は、古いキーを使用してアプリケーションをデータ
ベースに接続してから呼び出します。

詳細については、「ULChangeEncryptionKey 関数」 451 ページ

を参照してください。

難読化 ❖ Ultra Light データベースを難読化するには、次の手順に従

います。

• 生成されたデータベースをコンパイルするときに、

UL_ENABLE_OBFUSCATION コンパイラ指令を定義します。

詳細については、「UL_ENABLE_OBFUSCATION マクロ」 269
ページを参照してください。
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アプリケーションへの同期の追加

多くの Ultra Light アプリケーションにとって、同期は重要な機能で

す。この項では、アプリケーションに同期の機能を追加する方法を説
明します。

Ultra Light アプリケーションを統合データベースの最新状態と同期す

る論理は、アプリケーション自体にはありません。統合データベース
に格納されている同期スクリプトは、Mobile Link 同期サーバと Ultra 
Light ランタイム・ライブラリとともに、変更のアップロード時に変

更をどのように処理するかを制御し、ダウンロードする変更はどれか
を決定します。

概要 同期ごとの詳細は、同期パラメータのセットによって制御されます。
これらのパラメータは、構造体に収集された後、関数呼び出しの引数
として渡され、同期が行われます。このメソッドの概要は、どの開発
モデルでも同じです。

❖ アプリケーションに同期を追加するには、次の手順に従い

ます。

1 同期パラメータが格納された構造体を初期化します。

詳細については、「同期パラメータの初期化」 108 ページを参

照してください。

2 アプリケーションのパラメータ値を割り当てます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light 
同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプション」
を参照してください。

3 同期関数を呼び出し、構造体またはオブジェクトを引数とし
て指定します。

詳細については、「同期を呼び出す」 109 ページを参照してく

ださい。

同期するときに、コミットされていない変更がないことを確認してく
ださい。詳細については、「同期の前に変更をコミットする」 64 ペー

ジを参照してください。
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同期パラメータ 同期の定義は、同期パラメータのセットを介して制御されます。これ
らのパラメータの詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 

「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプ

ション」を参照してください。

同期パラメータの初期化

同期パラメータは、構造体に格納されます。

構造体のメンバは、初期化時に完全に定義されないことがあります。
構造体のメンバの初期値にパラメータを設定し、特別な関数を呼び出
します。同期パラメータは、Ultra Light ヘッダ・ファイル ulglobal.h で
宣言された構造体で定義されます。

同期パラメータの完全なリストについては、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「同期パラメータ」を参照してください。

❖ 同期パラメータを初期化するには、次の手順に従います 
(Embedded SQL の場合 )。

• ULInitSynchInfo 関数を呼び出します。次に例を示します。

auto ul_synch_info synch_info;
 ULInitSynchInfo( &synch_info );

同期パラメータの設定

次のコードは、TCP/IP の同期を開始します。Mobile Link ユーザ名は 
Betty Best、パスワードは TwentyFour、スクリプト・バージョンは 
default です。Mobile Link 同期サーバはホスト・マシン 
test.internal で実行されており、ポート 2439 を使用しています。
108



     第 4 章   Embedded SQL を使用したアプリケーションの開発
auto ul_synch_info synch_info;
 ULInitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT("Betty Best");
 synch_info.password = UL_TEXT("TwentyFour");
 synch_info.version = UL_TEXT("default");
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.stream_parms =
    UL_TEXT("host=test.internal;port=2439");
 ULSynchronize( &sqlca, &synch_info );

次のコードは、Palm Computing Platform 上のアプリケーション用で

す。これは、ユーザがアプリケーションを終了したときに呼び出され
ます。これによって HotSync 同期が実行されます。この場合の Mobile 
Link ユーザ名は 50、パスワードは空、スクリプト・バージョンは 
custdb です。HotSync コンジットは、TCP/IP を利用して、Mobile 
Link 同期サーバと通信します。Mobile Link 同期サーバはコンジット 
(localhost) と同じマシンで実行され、デフォルトのポート (2439) を
使用しています。

auto ul_synch_info synch_info;
 ULInitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.name = UL_TEXT("Betty Best");
 synch_info.version = UL_TEXT("default");
 synch_info.stream = ULConduitStream();
 synch_info.stream_parms =
    UL_TEXT("stream=tcpip;host=localhost");
 ULSetSynchInfo( &sqlca, &synch_info );

同期を呼び出す

同期を呼び出す方法は、ターゲット・プラットフォームと同期スト
リームによって細かく異なります。

同期処理が機能するのは、Ultra Light アプリケーションを実行するデ

バイスが同期サーバと通信できる場合だけです。プラットフォームに
よっては、デバイスを、クレードルに置くかまたはケーブルを使用し
てサーバ・コンピュータに接続して、物理的に接続する必要がありま
す。同期が実行できない場合には、アプリケーションにエラー処理
コードを追加する必要があります。
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❖ 同期を呼び出すには、次の手順に従います (TCP/IP、
HTTP、または HTTPS ストリームの場合 )。

• ULInitSynchInfo を呼び出して同期パラメータを初期化し、

ULSynchronize を呼び出して同期を行います。

❖ 同期を呼び出すには、次の手順に従います 
(HotSync の場合 )。

• ULInitSynchInfo を呼び出して同期パラメータを初期化し、

ULSetSynchInfo を呼び出して同期を管理してからアプリケー

ションを終了します。

詳細については、「ULSetSynchInfo 関数」 476 ページを参照し

てください。

同期呼び出しでは、その同期固有の情報が記述されたパラメータの
セットを保持している構造体が必要です。使用される特定のパラメー
タは、ストリームによって異なります。

同期の前に変更をコミットする

Ultra Light データベースは、同期のときに変更をコミットしないでお

くことはできません。Ultra Light データベースを同期しようとした時

点で、コミットされていないトランザクションが接続にあると、同期
は失敗し、例外がスローされ、
SQLE_UNCOMMITTED_TRANSACTIONS エラーが設定されます。こ

のエラー・コードは、Mobile Link 同期サーバ・ログにも表示されま

す。

ダウンロード専用同期の詳細については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「Download Only 同期パラメータ」を参照してください。
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アプリケーションへの初期データの追加

Ultra Light アプリケーションは、一般的に、使用前にデータが必要で

す。同期でアプリケーションにデータをダウンロードできます。アプ
リケーションが最初に実行されたとき、他のアクションが行われる前
に必要なデータがすべてダウンロードされるように、アプリケーショ
ンに論理を追加できます。

開発のヒント
アプリケーションを段階別に開発すると、エラーが発見しやすくなり
ます。プロトタイプの開発中に、テストとデモンストレーションを目
的としたデータを得るため、一時的に INSERT 文をアプリケーション

に記述します。プロトタイプが正常に動作するようになったら、同期
を有効にして、一時的に使用した INSERT 文を削除します。

同期の開発に関するヒントについては、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「開発のヒント」を参照してください。

同期通信エラーの処理

次のサンプル・コードは、Embedded SQL アプリケーションから通信

エラーを処理する方法を示しています。

 if( psqlca->sqlcode == SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR ) {
      printf( "  Stream error information:¥n"
              "    stream_id         = 
%d¥t(ss_stream_id)¥n"
              "    stream_context    = 
%d¥t(ss_stream_context)¥n"
              "    stream_error_code = 
%ld¥t(ss_error_code)¥n"
              "    error_string      = ¥"%s¥"¥n"
              "    system_error_code = %ld¥n",
      (int)info.stream_error.stream_id,
      (int)info.stream_error.stream_context,
      (long)info.stream_error.stream_error_code,
      info.stream_error.error_string,
      (long)info.stream_error.system_error_code );
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SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR は、通信エラーを表す一般的な

エラー・コードです。特定のエラーに関する詳細な情報は、
stream_error 同期パラメータのメンバを使用して、アプリケーション

に渡されます。

Ultra Light のサイズを小さくするために、ランタイムによるレポート

は、メッセージではなく数値で行われます。数値の意味については、
「stream_error 同期パラメータ」 534 ページを参照してください。

同期のモニタとキャンセル

この項では、Ultra Light のアプリケーションからの同期をモニタした

りキャンセルしたりする方法について説明します。

•    同期の進行状況のモニタや、同期のキャンセルに使用する API。

•    使用するアプリケーションに追加可能なインタフェースを実装

する進行状況インジケータ・コンポーネント。

同期のモニタ •    同期構造体 (ul_synch_info) の observer メンバのコールバック関

数の名前を指定します。

•    同期関数かメソッドを呼び出して同期を開始する。

•    Ultra Light が、同期のステータスが変更するたびに呼び出される

コールバック関数を呼び出す。次の項では同期のステータスに
ついて説明します。

次のコードは、Embedded SQL アプリケーションでこのタスクのシー

ケンスをどのように実装できるかを示しています。

ULInitSynchInfo( &info );
 info.user_name = m_EmpIDStr;
 ...
 //The info parameter of ULSynchronize() contains
 // a pointer to the observer function
 info.observer = ObserverFunc;
 ULSynchronize( &sqlca, &info );
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同期ステータス情報の処理

同期をモニタするコールバック関数が、ul_synch_status 構造体をパ

ラメータとしてとります。

ul_synch_status 構造体には次のようなメンバが含まれます。

ul_synch_state    state;
 ul_u_short        tableCount;
 ul_u_short        tableIndex;
    struct {
       ul_u_long   bytes;
       ul_u_short  inserts;
       ul_u_short  updates;
       ul_u_short  deletes;
     }       sent;
     struct {
       ul_u_long   bytes;
       ul_u_short  inserts;
       ul_u_short  updates;
       ul_u_short  deletes;
     }       received;
 p_ul_synch_info   info;
 ul_bool           stop;
 

• state 以下のステータスのいずれかを表します。

• UL_SYNCH_STATE_STARTING 同期アクションはまだ

開始されていません。

• UL_SYNCH_STATE_CONNECTING 同期ストリームは構

築されていますが、まだ開かれていません。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_HEADER 同期ストリー

ムはすでに開かれており、ヘッダが送信されようとして
います。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_TABLE テーブルが送信

されています。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_DATA スキーマ情報また

はデータが送信されています。
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• UL_SYNCH_STATE_FINISHING_UPLOAD アップロー

ド処理が完了し、コミットが実行されています。

• UL_SYNCH_STATE_RECEIVING_UPLOAD_ACK アッ

プロードが完了したという確認が受信されています。

• UL_SYNCH_STATE_RECEIVING_TABLE テーブルが受

信されています。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_DATA スキーマ情報また

はデータが受信されています。

• UL_SYNCH_STATE_COMMITTING_DOWNLOAD ダウ

ンロード処理が完了し、コミットが実行されています。

• UL_SYNCH_STATE_SENDING_DOWNLOAD_ACK ダウ

ンロードが完了したという確認が送信されています。

• UL_SYNCH_STATE_DISCONNECTING 同期ストリーム

が閉じようとしています。

• UL_SYNCH_STATE_DONE 同期は正常に完了しました。

• UL_SYNCH_STATE_ERROR 同期は完了しましたが、エ

ラーが発生しました。

同期処理の概要については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「同期処理」を参照してください。

• tableCount 同期中のテーブルの数を返します。テーブルごと

に送信と受信のフェーズがあります。したがって、この数は
同期されるテーブルの数より多い場合があります。

• tableIndex アップロード処理またはダウンロード処理される

現在のテーブルは 0 から開始されます。この数値は、すべて

のテーブルが同期されるのではない場合には、値を省略する
ことがあります。

• info ul_synch_info 構造体へのポインタ。

• sent.inserts これまでにアップロードされた挿入済みローの

数。
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• sent.updates これまでにアップロードされた更新済みローの

数。

• sent.deletes これまでにアップロードされた削除済みローの

数。

• sent.bytes これまでにアップロードされたバイト数。

• received.inserts これまでにダウンロードされた挿入済みロー

の数。

• received.updates これまでにダウンロードされた更新済みロー

の数。

• received.deletes これまでにダウンロードされた削除済みロー

の数。

• received.bytes これまでにダウンロードされたバイト数。

• stop 同期を中断するには、このメンバを true に設定します。

SQL 例外の SQLE_INTERRUPTED が設定され、通信エラーが

発生したかのように同期が停止します。observer は、適切な

クリーンアップを実行するように、常に  DONE または 
ERROR のステータスで呼び出されます。

• getUserData ユーザ・データ・オブジェクトを返します。

• getStatement 同期を呼び出した文を返します。文は Ultra Light 
内部の文であり、このメソッドを実際に使用することはほと
んどありませんが、完了のために含まれています。

• getErrorCode 同期ステータスが ERROR に設定されていると

きに、診断エラー・コードを返すメソッドです。

• isOKToContinue cancelSynchronization が呼び出されると、

false に設定されます。それ以外の場合は true です。

例 次の例は、ごく簡単な observer 関数を示しています。
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extern void __stdcall ObserverFunc(
     p_ul_synch_status status )
 {
     printf( "UL_SYNCH_STATE is %d: ",
             status->state );
     switch( status->state ) {
         case UL_SYNCH_STATE_STARTING:
         printf( "Starting¥n");
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_CONNECTING:
         printf( "Connecting¥n"  );
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_SENDING_HEADER:
         printf( "Sending Header¥n" );
         break;
     case UL_SYNCH_STATE_SENDING_TABLE:
         printf( "Sending Table %d of %d¥n",
                 status->tableIndex + 1,
                 status->tableCount );
         break;
 ...

この observer 関数では、2 つのテーブルが同期されたときに次のよう

な出力が生成されます。

UL_SYNCH_STATE is 0: Starting
 UL_SYNCH_STATE is 1: Connecting
 UL_SYNCH_STATE is 2: Sending Header
 UL_SYNCH_STATE is 3: Sending Table 1 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 3: Sending Table 2 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 4: Receiving Upload Ack
 UL_SYNCH_STATE is 5: Receiving Table 1 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 5: Receiving Table 2 of 2
 UL_SYNCH_STATE is 6: Sending Download Ack
 UL_SYNCH_STATE is 7: Disconnecting
 UL_SYNCH_STATE is 8: Done

CustDB の例 observer 関数の例は CustDB サンプル・アプリケーションに含まれて

います。CustDB を使った実装では、同期の進捗状況を示すダイアロ

グが表示されます。ユーザはそのダイアログで同期をキャンセルする
ことができます。ユーザ・インタフェース・コンポーネントは 
observer 関数のプラットフォームを指定します。
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CustDB サンプル・コードは、SQL Anywhere ディレクトリのサブ

ディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB にあります。observer 関数は 
CustDB ディレクトリのプラットフォーム固有のサブディレクトリに

保管されています。
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Embedded SQL アプリケーションの構築

この項では、Ultra Light Embedded SQL アプリケーションの一般的な

構築プロシージャについて説明します。アプリケーションに .sqc ファ

イルが 1 つしかない場合は、簡単な修正を使用することができます。

詳細については、「単一のファイルを使用する構築プロシージャ」 122
ページを参照してください。

この項は、Embedded SQL の開発モデルを全般的に理解している人を

対象にしています。詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light 静的インタフェースの使用」を

参照してください。

単一の Embedded SQL ファイルを使用するか、複数の Embedded SQL 
ファイルを使用するかによって、2 通りの構築方法があります。

一般的な構築手順

サンプル・コード このプロセスを使用する makefile は、Samples¥UltraLite¥ESQLSecurity 
ディレクトリに保存されています。そのサンプルを構築するには、個
別にライセンスを取得できるトランスポート・レイヤ・セキュリ
ティ・オプションが必要です。

トランスポート・レイヤ・セキュリティ・オプションの取得について
は、弊社営業担当までご連絡ください。

プロシージャ 次の図は、Ultra Light Embedded SQL アプリケーションを構築する手

順を表しています。ソース・ファイルに加えて、アプリケーションで
使用するテーブルとインデックスを含むリファレンス・データベース
が必要です。
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❖ Ultra Light Embedded SQL アプリケーションを構築するに

は、次の手順に従います。

1 リファレンス・データベースを指定して、Adaptive Server 
Anywhere パーソナル・データベース・サーバを起動します。

2 各 Embedded SQL ソース・ファイルに SQL プリプロセッサを

実行します。

SQL プリプロセッサは sqlpp コマンドライン・ユーティリ

ティです。SQL プリプロセッサは Ultra Light 開発プロジェク

トで次の 2 つの機能を実行します。
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C 
C++ 
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SQL 

 C

 C++

preprocess

 sqlpp

Ultra Light
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•    Embedded SQL ファイルの前処理を実行し、アプリケー

ションにコンパイルする C ファイルを生成します。

•    Ultra Light ジェネレータが使用できるように、SQL 文を

リファレンス・データベースに追加します。

警告
sqlpp は出力ファイルをその内容に関係なく上書きします。出力

ファイルの名前が、どのソース・ファイルの名前とも一致してい
ないことを確認してください。sqlpp は、デフォルトでは、ソー

ス・ファイルのサフィックスを .c に変更して出力ファイル名を作

成します。一致するファイル名があるかどうかはっきり分からな
い場合は、ソース・ファイルの名前に従って出力ファイルの名前
を明示的に指定してください。

sqlpp の -c コマンド・ライン・オプションを使用してリファ

レンス・データベースに接続し、-p コマンド・ライン・オプ

ションを使用してプロジェクト名を指定します。プロジェク
ト内の各 Embedded SQL ファイルには、同じプロジェクト名

を使用してください。

SQL プリプロセッサの詳細については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「SQL プリプロセッサ」を

参照してください。

プロジェクトについては、『Ultra Light データベース・ユー

ザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light プロジェクトの作成」を参照

してください。

3 Ultra Light ジェネレータを実行します。

このジェネレータは Embedded SQL ファイルの前処理中に収

集された情報を分析します。ジェネレータは追加コードを準
備し、新しい C ソース・ファイルを書き出します。この手順

は、使用するリファレンス・データベースによって異なりま
す。

コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

ulgen -"c "connection-string" options
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options は、プロジェクトの詳細により異なります。

Ultra Light ジェネレータのコマンド・ラインによって動作が

カスタマイズされます。次のコマンド・ライン・スイッチは
特に重要です。

•    -c   リファレンス・データベースに接続するための接続

文字列を指定します。

Adaptive Server Anywhere の接続文字列については、

『ASA データベース管理ガイド』 > 「接続パラメータ」

を参照してください。

•    -f   出力ファイル名を指定します。

•    -j   Ultra Light プロジェクト名を指定します。

Ultra Light ジェネレータのオプションの詳細については、

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra 
Light ジェネレータ」を参照してください。

4 C または C++ の各 ソース・ファイルを、選択したターゲッ

ト・プラットフォームに合わせてコンパイルします。次の
ファイルを含めます。

•    SQL プリプロセッサが生成した各 C ファイル

•    Ultra Light ジェネレータが作成した C ファイル

•    アプリケーションを構成する追加の C または C++ ソー

ス・ファイル

5 これらすべて のオブジェクト・ファイルを Ultra Light ランタ

イム・ライブラリとともにリンクします。

例 •    プロジェクトに store.sqc と display.sqc という名前の 2 つの 
Embedded SQL ソース・ファイルがあるとします。次のコマンド

を使用して、プロジェクトに salesdb という名前を与え、この 2 
つを処理できます ( コマンドはそれぞれ 1 行に入力 )。

sqlpp -c "uid=dba;pwd=sql" -p salesdb store.sqc
 sqlpp -c "uid=dba;pwd=sql" -p salesdb display.sqc
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この 2 つのコマンドは、それぞれ store.c ファイルと display.c 
ファイルを生成します。また、Ultra Light アナライザが使用する

情報をリファレンス・データベースに保管します。

単一のファイルを使用する構築プロシージャ

この項は、Embedded SQL の開発モデルを全般的に理解している人を

対象にしています。詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light 静的インタフェースの使用」を

参照してください。

次の条件を満たしていれば、単一のファイルの構築プロシージャを使
用できます。

•    トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用してない。

•    同期にパブリケーションを使用するつもりはない。

•    Ultra Light プロジェクトの名前を指定する必要がない。

•    複数の Embedded SQL ソース・ファイルがある。

これらの条件を満たしていない場合は、一般的な構築プロセスを使用
する必要があります。手順については、「Embedded SQL アプリケー

ションの構築」 118 ページを参照してください。

次の図は、Ultra Light データベース・アプリケーションを単一のファ

イルで構築する手順を表しています。ソース・ファイルに加えて、ア
プリケーションで使用するテーブルとインデックスを含むリファレン
ス・データベースが必要です。
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❖ Ultra Light アプリケーションを構築するには、次の手順に

従います (Embedded SQL ファイルが 1 つの場合 )。

1 リファレンス・データベースを指定して、Adaptive Server 
Anywhere パーソナル・データベース・サーバを起動します。

2 SQL プリプロセッサを使用した Embedded SQL ソース・ファ

イルの前処理
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SQL プリプロセッサは sqlpp コマンドライン・ユーティリ

ティです。SQL プリプロセッサは Ultra Light ジェネレータを

自動的に実行し、生成された C/C++ ソース・ファイルにコー

ドを追加します。この手順は、使用するリファレンス・デー
タベースとデータベース・サーバによって異なります。

sqlpp の -c コマンド・ライン・オプションを使用して、リ

ファレンス・データベースに接続します。単一ファイルを使
用する構築プロシージャでは、SQL プリプロセッサのコマン

ド・ラインでプロジェクトを指定しないでください。

sqlpp のパラメータのリストについては、『ASA プログラミン

グ・ガイド』 > 「SQL プリプロセッサ」を参照してください。

3 C または C++ ソース・ファイルを、選択したターゲット・プ

ラットフォームに合わせてコンパイルします。次のファイル
を含めます。

•    SQL プリプロセッサが生成した C ファイル

•    アプリケーションを構成する追加の C/C++ ソース・ファ

イル

4 これらすべて のオブジェクト・ファイルを Ultra Light ランタ

イム・ライブラリとともにリンクします。

例 •    アプリケーションには、store.sqc という名前の Embedded SQL 
ソース・ファイルが 1 つ だけ含まれています。次のコマンドを

使用してこのファイルを処理できます。プロジェクト名は指定
しません。このコマンドにより、SQL プリプロセッサが store.c 
ファイルを記述します。

sqlpp -c "uid=dba;pwd=sql" store.sqc

また、プリプロセッサは自動的に Ultra Light ジェネレータを実

行します。アナライザはアプリケーション・データベースを実
装する追加の C/C++ コードを生成します。このコードは自動的

に store.c ファイルに追加されます。
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開発ツールを Embedded SQL 開発用に設定する

多くの開発ツールは依存モデルを使用しています。これは makefile と
して表現されることもあり、ソース・ファイルのタイムスタンプが、
ターゲット・ファイル ( ほとんどの場合、オブジェクト・ファイル ) 
のタイムスタンプと比較され、ターゲット・ファイルを再生成すべき
かどうかが決定されます。

Ultra Light の開発では、開発プロジェクトで SQL 文が変更されると、

生成コードを再生成する必要があります。SQL 文はリファレンス・

データベースに保存されるため、個々のソース・ファイルのタイムス
タンプには変更が反映されません。

この項では、Ultra Light アプリケーション開発、特に SQL プリプロ

セッサと Ultra Light ジェネレータを依存ベースの構築環境に追加する

方法について説明します。Visual C++ に関する特殊な指示もありま

す。また、これらを開発ツールとして使用するには修正する必要もあ
ります。

Metrowerks CodeWarrior 用の Ultra Light プラグインは、Palm Computing 
Platform の開発者に、ここで説明するテクニックを自動的に提供しま

す。このプラグインについては、「Metrowerks CodeWarrior で Ultra 
Light アプリケーションを開発する」 139 ページを参照してください。

また、非常に単純なプロジェクトの詳細を説明したチュートリアルに
ついては、「チュートリアル：Embedded SQL を使用したアプリケー

ションの構築」 215 ページを参照してください。

SQL 前処理 まず、SQL プリプロセッサを実行する命令を開発ツールに追加する手

順について説明します。

❖ Embedded SQL 前処理を依存ベースの開発ツールに追加す

るには、次の手順に従います。

1 .sqc ファイルを開発プロジェクトに追加します。

開発ツールには、「開発プロジェクト」が定義されています。
これは、Ultra Light ジェネレータが使用する Ultra Light プロ

ジェクト名とは異なります。
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2 各 .sqc ファイルのカスタム構築規則を追加します。

•    カスタム構築規則により SQL プリプロセッサを実行して

ください。Visual C++ の場合、構築規則には次のコマン

ドを含めてください ( すべて 1 行に入力 )。

"%asany9%¥win32¥sqlpp.exe" -q -o WINNT
         -c connection-string -p project-name
         $(InputPath) $(InputName).c

ここで、asany9 は、SQL Anywhere インストール・ディ

レクトリを指す環境変数です。connection-string はリ

ファレンス・データベースとの接続を確立します。
project-name は Ultra Light プロジェクトの名前です。

Windows 以外のプラットフォームの実行プログラムを生

成する場合は、WINNT ではなく、適切な設定を選択し

てください。

SQL プリプロセッサのコマンド・ラインの詳細について

は、『ASA プログラミング・ガイド』 > 「SQL プリプロ

セッサ」を参照してください。

•    コマンドの出力を $(InputName).c に設定します。

3 sqc ファイルをコンパイルし、生成された .c ファイルを開発

プロジェクトに追加します。

生成されたファイルはソース・ファイルではありませんが、
プロジェクトに追加する必要があります。これは、依存性と
構築のオプションを設定できるようにするためです。

4 生成された .c ファイルごとに、プリプロセッサの定義を設定

します。

•    [全般 ] または [プリプロセッサ ] で、[プリプロセッサ ] の
定義に UL_USE_DLL を追加します。

•    [ プリプロセッサ ] に $(asany9)¥h と、インクルード・パス

に必要なインクルード・フォルダを、カンマで区切った
リストとして追加します。
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Ultra Light コード

の生成

次に、Ultra Light コード生成を開発ツールに追加する手順について説

明します。

❖ Ultra Light コード生成を依存ベースの開発環境に追加する

には、次の手順に従います。

1 ダミー・ファイルを開発プロジェクトに追加します。

uldatabase.ulg などの名前のファイルを、生成したファイルと

同じディレクトリに追加します。

2 このファイルの構築規則が、Ultra Light ジェネレータ・コマ

ンド・ラインになるように設定します。

Visual C++ では、次のフォームのコマンドを使用します ( す
べて 1 行に入力 )。

"%asany9%¥win32¥ulgen.exe" -q -c "connection-string" 
$(InputName) $(InputName).c

ここで、asany9 は、SQL Anywhere インストール・ディレク

トリを指す環境変数です。connection-string はリファレン

ス・データベースとの接続を確立します。InputName は Ultra 
Light プロジェクトの名前です。この名前は、テキスト・ファ

イル名のルートと一致するようにしてください。出力は 
$(InputName).c です。

3 ダミー・ファイルがプリプロセッサの出力ファイルに依存す
るよう設定します。

Visual C++ では、カスタム構築ページの [ 依存関係 ] をクリッ

クし、SQL プリプロセッサが生成する .c ファイルの名前を入

力します。

これにより、Visual C++ は必要な Embedded SQL ファイルを

すべて前処理した後に、Ultra Light ジェネレータを実行しま

す。

4 ダミー・ファイルをコンパイルして、Ultra Light データベー

スを実装する .c ファイルを生成します。
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5 生成された Ultra Light データベース・ファイルをプロジェク

トに追加し、その C/C++ 設定を変更します。

6 Ultra Light インポート・ライブラリをオブジェクト / ライブラ

リ モジュールのリストに追加します。

Visual C++ で、プロジェクト設定を表示し、[ リンク ] タブを

選択して、次の行を Windows 開発環境の [ オブジェクト / ラ
イブラリ モジュール ] リストに追加します。

$(asany9)¥ultralite¥win32¥386¥lib¥ulimp.lib

その他のターゲット・デバイスでは、適切なインポート・ラ
イブラリを選択してください。

7 リファレンス・データベースで SQL 文を変更した場合は、ダ

ミー・ファイルを使用してタイムスタンプを更新し、Ultra 
Light ジェネレータが強制的に実行されるようにします。
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第 5章 

Ultra Light C/C++ インタフェースの共通機能

この章の内容 この章では、Ultra Light C/C++ インタフェースに共通する開発の問題

について説明します。また、同じアプリケーションでインタフェース
を混在させる方法についても説明します。
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SQLCA (SQL Communication Area) の概要

すべての Ultra Light C/C++ インタフェースは、同じ Ultra Light ランタ

イム・エンジンを使用します。したがって、各インタフェースは同じ
基本機能にアクセスします。

また、どの Ultra Light C/C++ インタフェースでも、Ultra Light ランタ

イムとアプリケーションとの間でデータをマーシャリングさせるの
に、同じ基本データ構造体を共有しています。このデータ構造体が、
SQLCA (SQL Communication Area) です。各 SQLCA には現在の接続が

あり、別々のスレッドが共通の SQLCA を共有することはできませ

ん。

次の処理を実行してから、データベースに接続してください。

•    SQLCA の初期化。アプリケーションと Ultra Light ランタイムと

の通信に備えます。

•    データ・ストア特性の設定とエラー・コールバック関数の登録。

関数のリストについては、「Ultra Light C/C++ 共通 API リファレ

ンス」 247 ページを参照してください。

•    データベースの起動。この処理は、接続を開く処理の一部とし

て実行されることがあります。

次の関数は、これらのタスクを同じように実行します。

タスク インタフェース 関数

SQLCA の初期化 Embedded SQL db_init

静的型 C++ API ULData::Initialize

C++ コンポーネント ULSqlca::Initialize

SQLCA の初期化とデー

タベースの起動

Embedded SQL db_init
 
db_start_database

静的型 C++ API ULData::Open
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データベースの作成

Ultra Light でデータベースを作成するには、スキーマ定義が必要で

す。生成コードを使用する静的インタフェースの場合、スキーマ定義
は生成コードの中に含まれています。Ultra Light C++ コンポーネント

の場合、スキーマ定義は外部のスキーマ・ファイルに含まれていま
す。

次の接続プリミティブは生成コードのデータベース・スキーマを理解
し、スキーマに一致するデータベースを作成します。

•    db_start_database (Embedded SQL)

•    ULData::Open ( 静的型 C++ API)

•    EXEC SQL CONNECT 文 (Embedded SQL)

C++ コンポーネントにとって生成コードは必要ないので、生成コード

のデータベース・スキーマを参照することはありません。静的アプリ
ケーションに C++ コンポーネント・コードを追加する場合は、生成

コードのデータベース・スキーマを理解できるいずれかのプリミティ
ブを使用して、データベースを起動します。外部スキーマ・ファイル
がなければ、C++ コンポーネントの 
DatabaseManager::CreateAndOpenDatabase() メソッドを使用してデータ

ベースを起動することはできません。

データベース名の明
示指定

各インタフェースは、データベースに対してそれぞれ異なるデフォル
ト・ファイル名を使用します。このため、インタフェースを混在させ
る場合は、データベースを作成したり接続したりするときに、常に
データベースの名前を明示的に指定するのが効果的です。この操作
は、DBN 接続パラメータを使用して行います。

C++ コンポーネント UltraLite_DatabaseMan
ager の接続関数の一部

としてデータベースを
起動する

タスク インタフェース 関数
131



Ultra Light C/C++ インタフェースの結合
Ultra Light C/C++ インタフェースの結合

1 つのアプリケーションの中で、個々の C/C++ インタフェースを組み

合わせて使用できます。さまざまな理由で、このような操作が望まれ
ます。次に例を示します。

•    新しい Ultra Light C++ コンポーネントの機能を、既存の静的イン

タフェース・アプリケーションに追加する。

•    静的インタフェースでのみサポートされる SQL 文と一緒に動的 
SQL の機能を含める。

生成されたデータ
ベース・スキーマの
使用

インタフェースを組み合わせて使用する場合、静的コードは外部ファ
イルに格納されているデータベース・スキーマにアクセスできないた
め、データベース・スキーマは、静的インタフェースの生成コードで
定義する必要があります。C++ コンポーネント機能と静的インタ

フェース機能を混在させる場合は、静的インタフェースを使用して
データベースを起動してください。つまり、ULData::StartDatabase ( 静
的型 C++ API の場合 ) または db_start_database (Embedded SQL の場合 ) 
を使用してデータベースを起動するということです。

単純な混在 静的インタフェース・アプリケーションに動的 SQL または他の C++ 
コンポーネント機能を追加する最も簡単な方法は、2 つの機能セット

で個別の SQLCA と個別の接続を使用する方法です。一方の SQLCA 
と接続が C++ コンポーネント・コードを使用し、動的 SQL クエリを

実行する一方で、他方の SQLCA と接続が静的インタフェース機能を

使用します。この方法の場合、静的インタフェース・コードと C++ 
コンポーネントの間の調整は必要ありません。個別の接続に関わる
オーバヘッドは最小限で済みます。

インタフェースを混在させるこの方法での唯一の制約は、同じトラン
ザクションで動的 SQL と静的文の両方を使用できないことです。

SQLCA の共有 同じトランザクションで静的 SQL と動的 SQL の文を使用するには、

インタフェースの間で 1 つの接続を共有する必要があります。接続を

共有するには、SQLCA を共有しなければなりません。SQLCA を共有

するが、接続は異なるというアプリケーションを記述することもでき
ます。
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❖ 1 つの SQLCA を共有するには、次の手順に従います。

1 Ultra Light C++ コンポーネントの ULSqlca オブジェクトを使

用して、SQLCA を宣言します。

//Declare a SQLCA using C++ Component
 ULSqlca    MySqlca;

2 このオブジェクトを使用するのに、静的インタフェースを設
定します。

Embedded SQL の場合

//Set the embedded SQL SQLCA
 EXEC SQL SET SQLCA "MySqlca.GetCA()";

静的型 C++ API の場合

ULData MyData
 MyData.Initialize( MySqlca.GetCA() );

3 SQLCA を 1 回だけ初期化します。

Ultra Light C++ コンポーネントの ULSqlca::Initialize() メソッド

または db_init を使用します。次の例では、C++ コンポーネン

トの初期化を使用しています。

//Initialize the SQLCA
 MySqlca.Initialize();

4 データベースを起動します。

最初の接続時に、内部生成されたスキーマを使用してデータ
ベースを作成できるように、静的コンポーネントからデータ
を起動してください。

Embedded SQL の場合

db_start_database( );

静的型 C++ API の場合

MyData.StartDatabase( );
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C++ コンポーネントの接続と静的インタフェースの接続を別々に使用

できます。これらの接続は、同じ SQLCA を共有します。1 つの接続

を共有するには、さらに別の手順を実行します。

❖ 1 つの接続を共有するには、次の手順に従います。

1 前の手順で説明されているように、アプリケーションが 1 つ
の SQLCA を共有していることを確認します。

2 Ultra Light C++ コンポーネントを使用して、接続を管理しま

す。

DatabaseManager::OpenConnection メソッドと 
Connection::Release メソッドを使用して、接続を開いたり閉じ

たりします。静的インタフェースの接続メカニズムは使用し
ないでください。

OpenConnection が戻ると、接続は SQLCA の現在の接続とな

り、その後、Embedded SQL または静的型 C++ API 文で使用

できます。
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Ultra Light データベースのデフラグメンテーション

Ultra Light の記憶領域は、空き領域を効率的に再使用するように設計

されているので、通常の状況では明示的なデフラグメンテーションは
必要ありません。この項では、Ultra Light データベースのデフラグメ

ンテーションを明示的に実行するテクニックについて説明します。こ
のテクニックは、領域要件が極端に厳しいアプリケーションで使用し
ます。

Ultra Light には、データベースの一部分をデフラグメントするデフラ

グメンテーション・ステップ関数が用意されています。データベース
全体のデフラグメンテーションを 1 回で行うには、ul_true が返される

までデフラグメンテーション・ステップ関数をループで呼び出しま
す。この処理は負荷が高くなる可能性があります。また、エラーを検
出するために SQLCODE をチェックしてください ( ここでのエラー

は、通常はファイル I/O エラーになります )。

明示的なデフラグメンテーションは、アプリケーションの制御下で、
そのアイドル時間に徐々に行われます。それぞれのステップは、小さ
な処理です。

詳細については、「ULStoreDefragFini 関数」 265 ページ、

「ULStoreDefragInit 関数」 266 ページ、「ULStoreDefragStep 関数」 267
ページを参照してください。

❖ Ultra Light データベースをデフラグメントするには、次の

手順に従います。

1 p_ul_store_defrag_info 情報ブロックを取得します。次に例を

示します。

p_ul_store_defrag_info     DefragInfo;
 //...
 db_init( &sqlca );
 DefragInfo = ULStoreDefragInit( &sqlca );

2 アイドル時間中に、UlStoreDefragStep を呼び出して、データ

ベースの一部をデフラグメントします。次に例を示します。

ULStoreDefragStep( &sqlca, DefragInfo );
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3 完了したら、デフラグメンテーション・ブロックを破棄しま
す。次に例を示します。

ULStoreDefragFini( &sqlca, DefragInfo );

例 この Embedded SQL サンプルでは、デフラグメンテーションは、アプ

リケーション制御下でアイドル時間中に徐々に行われます。デフラグ
メンテーションのそれぞれのステップは、小さな処理です。

p_ul_store_defrag_info     DefragInfo;
 
 idle()
 {
    for( i = 0; i < DEFRAG_IDLE_STEPS; i++ ){
       ULStoreDefragStep( &sqlca, DefragInfo );
       if( SQLCODE != SQLE_NOERROR ) break;
    }
 }
 
 main()
 {
    db_init( &sqlca );
    DefragInfo = ULStoreDefragInit( &sqlca );
    //
    // main application code,
    // calls idle() when appropriate...
    //
    ULStoreDefragFini( &sqlca, DefragInfo );
    db_fini( &sqlca );
 }

データベース全体のデフラグメンテーションを 1 回で行うには、

ul_true が返されるまで ULStoreDefragStep をループで呼び出します。

この処理は負荷が高くなる可能性があります。また、ファイル I/O エ
ラーなどのエラーを検出するために、SQLCODE をチェックしてくだ

さい。
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第 6章 

Palm Computing Platform 用 Ultra Light アプリ

ケーションの開発

この章の内容 この章では、Palm Computing Platform 用アプリケーションの開発に固

有の、開発、配備、同期の詳細について説明します。
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概要
概要

この章では、Palm Computing Platform に固有の Ultra Light 開発機能に

ついて説明します。

開発環境 Ultra Light Palm アプリケーションは、次のいずれかの開発環境を使用

して構築できます。

•    Metrowerks CodeWarrior バージョン 8 または 9 (Embedded SQL、
静的型 C++ API、または Ultra Light C++ コンポーネント

を使用 )。

「Metrowerks CodeWarrior で Ultra Light アプリケーションを開発

する」 139 ページを参照してください。

CodeWarrior には Palm SDK が含まれています。ターゲットとす

る特定のデバイスによって異なりますが、この開発ツールに含
まれている Palm SDK をより新しいバージョンにアップグレード

することをおすすめします。

サポートされているプラットフォームのリストについては、
『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 開発プラット

フォーム」および 『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 
ターゲット・プラットフォーム」を参照してください。

•    AppForge MobileVB (Ultra Light MobileVB コンポーネントを使用 )

『『Ultra Light for MobileVB ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light 
for MobileVB ユーザーズ・ガイド」』を参照してください。

ターゲット・プラッ
トフォーム

サポートされているターゲット・オペレーティング・システムのリス
トについては、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light ターゲッ

ト・プラットフォーム」を参照してください。

参照 サポートされる各ホスト・プラットフォームに関する情報など、Palm 
の開発環境の一般的な情報については、Palm Computing Platform 
Development Zone Web site を参照してください。

サポートされる開発環境の詳細については、『SQL Anywhere Studio の
紹介』 > 「Ultra Light 開発プラットフォーム」を参照してください。
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Metrowerks CodeWarrior で Ultra Light アプリケー

ションを開発する

Metrowerks CodeWarrior バージョン 8 と 9 は、Ultra Light C++ コンポー

ネント、静的型 C++ API、Embedded SQL を使用する Palm Computing 
Platform アプリケーションの開発用にサポートされているプラット

フォームです。

Ultra Light アプリケーションの構築を容易にするために CodeWarrior 
プラグインが提供されています。このプラグインは、
UltraLite¥Palm¥68k¥cwplugin ディレクトリに保存されています。

この項では、CodeWarrior を使用した Ultra Light アプリケーションの

開発方法について説明します。Palm Computing Platform に向けた 
CodeWarrior プログラミングの知識があることを前提とします。

Ultra Light plug-in for CodeWarrior のインストール

Ultra Light plug-in for CodeWarrior のファイルは、Ultra Light のインス

トール中にディスクにコピーされますが、プラグインは、追加のイン
ストール手順を実行しなければ使用できません。

❖ Ultra Light plug-in for CodeWarrior をインストールするに

は、次の手順に従います。

1 CodeWarrior バージョン 8 または 9 を実行中であることを確認

します。Metrowerks の Web サイトから CodeWarrior 用のパッ

チを取得できます。

2 コマンド・プロンプトで、SQL Anywhere ディレクトリの 
UltraLite¥palm¥68k¥cwplugin サブディレクトリに移動します。

3 install.bat を実行して、適切なファイルを CodeWarrior インス

トール・ディレクトリにコピーします。install.bat ファイルは、

次の 2 つの引数を取ります。

•    CodeWarrior ディレクトリ
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•    CodeWarrior バージョン

たとえば、次のコマンド ( すべて 1 行に入力 ) を実行すると、

CodeWarrior 9 のプラグインがデフォルトの CodeWarrior イン

ストール・ディレクトリにインストールされます。

install "c:¥Program Files¥Metrowerks¥CodeWarrior for 
Palm OS Platform 9.0" r9

パスにスペースが入っている場合は、ディレクトリ全体を二
重引用符で囲んでください。

CodeWarrior プラグ

インのアンインス
トール

uninstall.bat というファイルもあります。このファイルは、install.bat と
同じように使用して、CodeWarrior から Ultra Light プラグインをアン

インストールできます。

CodeWarrior で Ultra Light プロジェクトを作成する

❖ CodeWarrior で Ultra Light プロジェクトを作成するには、

次の手順に従います。

1 CodeWarrior を起動します。

2 新規プロジェクトを作成します。

a. CodeWarrior メニューから [ ファイル ] － [ 新規 ] を選択し

ます。タブのあるダイアログが表示されます。

b. [ プロジェクト ] タブの [Palm OS アプリケーション・ス

テーショナリ ] を選択します。

c. [ プロジェクト ] タブで、プロジェクト名と場所も選択し

ます。[OK] をクリックします。

3 Ultra Light ステーショナリを選択します。

Ultra Light プラグインによって、ステーショナリ・リストに

次の選択肢が追加されます。

◆ Palm OS Ultra Light C++ API アプリケーション
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◆ Palm OS Ultra Light C++ コンポーネント・アプリケーショ

ン
◆ Palm OS Ultra Light ESQL アプリケーション

使用する開発モデルを選択して [OK] をクリックすると、プロ

ジェクトが作成されます。

ステーショナリは、Embedded SQL では標準の C ステーショ

ナリ、静的型 C++ API と C++ コンポーネントでは標準の 
C++ ステーショナリです。ほぼ空のソース・ファイルが入っ

ています。

4 Embedded SQL または静的型 C++ API を使用している場合は、

プロジェクトのターゲット設定を行います。

C++ コンポーネントを使用している場合は、これらの設定は

無視されます。

a. プロジェクト・ウィンドウ (.mcp) で [ ターゲット ] タブを

選択し、ツールバーの [ 設定 ] アイコンをクリックしま

す。[ プロジェクト設定 ] ウィンドウが開きます。

b. 左ウィンドウ枠にあるツリーで [ ターゲット ] － [Ultra 
Light プリプロセッサ ] を選択します。使用するリファレ

ンス・データベースなどのプロジェクト設定を入力でき
ます。

前処理 Embedded SQL プロジェクトを構築する場合、Ultra Light プロジェク

トによって sqlpp と ulgen ユーティリティが呼び出されて、すべての 
.sqc ファイルが .c または .cpp ファイルに変換され、データベース・

コードが生成されます。

C++ API プロジェクトを構築する場合、Ultra Light プラグインによっ

て ulgen が呼び出されて、Ultra Light API ファイルとデータベース・

コードが生成されます。

C++ コンポーネントの場合は前処理が不要なため、ターゲット設定は

無視されます。

また、Embedded SQL と静的型 C++ API の場合は、プラグインによっ

て、ヘッダやランタイム・ライブラリなど Ultra Light の必須ファイル

へのパスが検索パスに追加されます。
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既存の CodeWarrior プロジェクトを Ultra Light アプリケーションに変

換する

Ultra Light プラグインを CodeWarrior にインストールした場合は、既

存のプロジェクトを開くときに、そのプロジェクトを変換するかどう
かを確認するプロンプトが表示されます。この変換では、
CodeWarrior が SQL プリプロセッサのデフォルト設定を完了し、設定

内容をプロジェクト・ファイルに保存します。これによって SQL プ
リプロセッサを使用しないプロジェクトが悪影響を受けることはあり
ません。さらにプロジェクトを SQL プリプロセッサの呼び出しを自

動的に行うように変換するには、次の手順を実行する必要がありま
す。

1. .sqc ファイルと .ulg ファイルのファイル・マッピング・エントリ

を [ ターゲット設定 ] の [ ファイル・マッピング ] パネルに追加し

ます。

これらのファイルのタイプは TEXT であり、コンパイラは Ultra 
Light Preprocessor です。これらのファイルでは、フラグの
チェックをすべてはずしてください。

2. Embedded SQL アプリケーションでは、SQL プリプロセッサに

よって生成されたすべての .cpp ファイルを [ ファイル ] ビューか

ら削除します。これらのファイルは、.sqc ファイルが構築される

ときに自動的に生成され、再び追加されます。

3. 静的型 C++ API アプリケーションでは、.ulg ダミー・ファイルを

ダーティとしてマークし、[Ultra Light ファイル ] フォルダを削除

します。

Ultra Light plug-in for CodeWarrior の使用

Embedded SQL と静的型 C++ API の場合、Ultra Light plug-in for 
CodeWarrior は、Ultra Light の前処理手順 (Ultra Light ジェネレータを

実行し、Embedded SQL アプリケーションの場合は SQL プリプロセッ

サを実行する ) を CodeWarrior コンパイル・モデルに統合します。こ

れにより、必要なときに SQL プリプロセッサと Ultra Light ジェネ

レータを確実に実行できます。
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Ultra Light プロジェクト名または生成されたデータベースの名前を変

更した場合は、[Ultra Light ファイル ] フォルダを削除してください。

これにより、生成済みのファイルが再度生成されます。ファイル名の
衝突を回避するために、生成されたデータベース名に .sqc ファイル名

と同じ名前を使用しないでください。

静的型 C++ API Ultra Light プロジェクト内の SQL 文を変更したり、静

的型 C++ API プロジェクトで使用されているパブリケーションを変更

したりする場合は、ダミーの .ulg ファイルを手動で操作して、Ultra 
Light ジェネレータの実行を要求します。

プラグインが実行するタスクの概要については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「開発ツールを静的 Ultra Light 開発

用に設定する」を参照してください。

プレフィクス・ファ
イルの使用

「プレフィクス・ファイル」は、Metrowerks CodeWarrior プロジェクト

のすべてのソース・ファイルにインクルードする必要があるヘッダ・
ファイルです。プレフィクス・ファイルは、SQL Anywhere Studio の
インストール環境にある h サブディレクトリの ulpalmos.h を使用して

ください。この設定は CodeWarrior プラグインによって自動的に行わ

れます。

独自のプレフィクス・ファイルがある場合は、ulpalmos.h をインク

ルードします。ulpalmos.h ファイルには、Ultra Light Palm アプリケー

ションに必要なマクロが定義されているほか、Ultra Light に必要な 
CodeWarrior コンパイラのオプションが設定されています。

注意 Ultra Light プラグインによって開発環境が拡張モード用に設定される

ことはありませんが、拡張モード・アプリケーションを構築すること
は可能です。詳細については、「拡張モード・アプリケーションの構
築」 145 ページを参照してください。

ULSecureCerticomTLSStream 関数または ULSecureRSATLSStream 関数

を使用して、暗号化された同期を実装する場合は、ulrsa.lib または 
ulecc.lib を CodeWarrior プロジェクトに追加する必要があります。

CodeWarrior を使用した CustDB サンプル・アプリケーションの構築

CustDB は簡単な販売管理アプリケーションです。
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サンプルのデータベース・スキーマの図については、「CustDB サンプ

ル・データベース」 xix ページを参照してください。

このアプリケーション用のファイルは、SQL Anywhere ディレクトリ

の Samples¥UltraLite¥CustDB サブディレクトリにあります。汎用ファ

イルは CustDB ディレクトリにあります。CodeWarrior for Palm 
Computing Platform 固有のファイルは、次のロケーションにあります。

•    cwcommon   CodeWarrior の全バージョンに共通するファイル

•    cw8   CodeWarrior 8 または CodeWarrior 9 用のファイル

この項では、CodeWarrior 9 を使用した CustDB アプリケーションの構

築方法について説明します。CodeWarrior 8 を使用した場合も、プロセ

スはほとんど同じです。

❖ CodeWarrior を使用して CustDB サンプル・アプリケー

ションを構築するには、次の手順に従います。

1 CodeWarrior IDE を起動します。

2 CustDB プロジェクト・ファイルを開きます。

•    [ ファイル ] － [ 開く ] を選択します。

•    SQL Anywhere ディレクトリのプロジェクト・ファイル 
Samples¥UltraLite¥custdb¥cw8¥custdb.mcp を開きます。

3 ターゲット・アプリケーション (custdb.prc) を構築するには、

[ プロジェクト ] － [ 作成 ] を選択します。

Ultra Light プラグインを使用して、アプリケーションの設定をカスタ

マイズできます。詳細については、「Metrowerks CodeWarrior で Ultra 
Light アプリケーションを開発する」 139 ページを参照してください。
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拡張モード・アプリケーションの構築

CodeWarrior は、「拡張モード」というコード生成モードをサポートし

ています。このモードを使用すると、グローバル・データのメモリの
使い方が向上します。CodeWarrior バージョン 9 を使用している場合

は、A5 ベースのジャンプ・テーブルで拡張モードを使用できます。

このモードを使用するには、Ultra Light ランタイム・ライブラリの特

定のバージョンを指定する必要があります。拡張モードには、次のラ
ンタイム・ライブラリを指定します。

ultralite¥palm¥68k¥lib¥cw9_a4a5jt¥ulrt.lib

拡張モードは、グローバル・データの 64 KB の制限を超える大規模な

アプリケーションで役立つ場合があります。拡張モードの制限は、
HotSync を使用しないと暗号化された同期を使用できないことです。

これは、Ultra Light の同期セキュリティ・ライブラリでは拡張モード

が使用されないためです。

Ultra Light プラグ

インの使用

UltraLite plug-in for CodeWarrior は、拡張モード・ライブラリをアプリ

ケーションに追加しません。

拡張モード・アプリケーションを Ultra Light プラグインから構築する

には、拡張モード・ランタイム・ライブラリを通常のランタイム・ラ
イブラリにコピーするのが最も簡単です。

❖ Ultra Light プラグインから拡張モード・ランタイム・ライ

ブラリを使用するには

1 標準のランタイム・ライブラリをバックアップします。

ファイル ultralite¥palm¥68k¥lib¥cw¥ulrt.lib を安全な場所にコ

ピーしてください。

2 拡張モード・ランタイム・ライブラリを通常のランタイム・
ライブラリにコピーします。

ultralite¥palm¥68k¥lib¥cw9_a4a5jt¥ulrt.lib を 
ultralite¥palm¥68k¥lib¥cw¥ulrt.lib にコピーしてください。

Ultra Light プラグインが、必要なパス、ヘッダ、ランタイム・

ライブラリを CW プロジェクトに追加します。
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3 更新された Ultra Light ソフトウェアをインストールした場合

は、上記の手順を繰り返します。

更新ファイルを Ultra Light ソフトウェアにインストールする

と、新しい標準モードのライブラリが、使用している拡張
モード・ランタイム・ライブラリにコピーされます。拡張
モード・ランタイム・ライブラリを使用するために、上記の
手順を繰り返してください。
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Ultra Light Palm アプリケーションの状態の保存

接続を閉じるのではなくサスペンドしてアプリケーションを閉じる場
合は、テーブルとカーソルの状態を保存できます。

現在の状態は、テーブルが閉じられていなくて、接続オブジェクトが
閉じられていない場合にのみ保存されます。つまり、状態を維持する
ためには、接続オブジェクトを閉じずにアプリケーションを終了す
る、接続オブジェクトを定義しているルーチンを終了せずにアプリ
ケーションを終了する、または接続オブジェクトの変数に何も代入し
なかったり NULL を代入したりせずにアプリケーションを終了する必

要があります。

Ultra Light アプリケーションを終了し、別のアプリケーションに切り

替えるときは、開いているカーソルとテーブルの状態が保存されま
す。

1. ユーザがアプリケーションに戻ったら、適切な open メソッドを

呼び出します。

•    静的型 C++ API の場合は、次の関数を呼び出します。

◆ ULData::Open
◆ ULEnablePalmRecordDB または ULEnableFileDB
◆ ULConnection::Open

•    Embedded SQL の場合は、次の関数を呼び出します。

◆ db_init
◆ ULEnablePalmRecordDB または ULEnableFileDB
◆ EXEC SQL CONNECT

•    C++ コンポーネントの場合は、次の関数を呼び出します。

◆ ULSqlca.Initialize
◆ ULInitDatabaseManager
◆ ULEnablePalmRecordDB または ULEnableFileDB
◆ OpenDatabase
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2. SQLCODE が SQLE_CONNECTION_RESTORED であることを

チェックすることによって、接続が正しくリストアされたことを
確認します。

3. 生成された結果セット・クラスのインスタンスを含むカーソル・
オブジェクトについては、次のいずれかを実行できます。

•    ユーザが別のアプリケーションに切り替えたときにオブ

ジェクトが必ず閉じるようにし、そのオブジェクトが次に
必要となったときに Open を呼び出します。このオプショ

ンを選択した場合、現在の位置はリストアされません。

•    ユーザが別のアプリケーションに切り替えたときにオブ

ジェクトを閉じないで、そのオブジェクトへのアクセスが
次に必要となったときに Reopen を呼び出します。現在の

位置は保持されますが、ユーザが他のアプリケーションを
使用している間、このアプリケーションのメモリ使用量が
増加します。

4. 生成されたテーブル・クラスのインスタンスを含め、テーブル・
オブジェクトでは位置を保存することはできません。ユーザが別
のアプリケーションに切り替える前にテーブル・オブジェクトを
閉じ、それらのオブジェクトが必要となったときに Open を呼び

出す必要があります。テーブル・オブジェクトに Reopen は使用

しないでください。

接続を閉じると、コミットされていないトランザクションはロール
バックされます。接続オブジェクトを閉じないことで未処理のトラン
ザクションは保存されるため ( コミットされません )、アプリケー

ションが再起動したときにそれらのトランザクションが表示され、コ
ミットしたりロールバックしたりできます。また、コミットされてい
ない変更は同期されません。

Ultra Light Palm アプリケーションの状態のリストア

Palm OS 上でアプリケーションが再起動すると、アプリケーションの

前回のシャットダウン時に明示的に閉じられなかったカーソルやテー
ブルの状態がリストアされます。
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マルチセグメント・アプリケーションの構築

Palm Computing Platform 用のアプリケーション・コードは、「セグメ

ント」に分割します。CodeWarrior では、これらのセグメントのサイ

ズは最大 64 KB です。この項では、セグメントへのコード割り当てを

管理する方法について説明します。

Ultra Light アプリケーションには、次の種類のコードが含まれていま

す。

•    ユーザ定義コード   アプリケーション・コード。SQL プリプロ

セッサによって生成された .cpp ファイルも含まれます。

•    SQL 文用の生成コード   SQL 文を実行するために Ultra Light ア
ナライザによって生成されたコード。

•    データベース・スキーム用の生成コード   データベース・テーブ

ルを表すために Ultra Light アナライザによって生成されたコー

ド。

•    ランタイム・ライブラリ   Ultra Light ランタイム・ライブラリ

は、マルチセグメント・コードとしてコンパイルされます。
Ultra Light ランタイム・ライブラリ用に、ULRTn と ULRTnn の
フォームのセグメント名が予約されています。

マルチセグメント・アプリケーションの構築は、Palm Computing 
Platform 用のアプリケーション開発における一般的な特徴です。これ

は、Ultra Light の使用に関係ありません。ここでは、開発ツールを使

用したマルチセグメント・アプリケーションの開発について、多少の
知識があることを前提とします。ユーザ定義コードは、他の標準的な 
Palm アプリケーションと同じです。ユーザ定義コードをセグメント

に割り当てるときの注意事項については、「ユーザ定義コードのセグ
メントへの割り当て」 152 ページを参照してください。

生成コードは、次の方法でセグメントに分割できます。

•    マルチセグメント・コードの生成を有効にし、セグメントの割

り当てを Ultra Light アナライザにデフォルトの方法で行わせる。

詳細については、「マルチセグメント・コード生成の有効化」 150
ページを参照してください。
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•    マルチセグメント・コードの生成を有効にし、セグメントを自

分で明示的に割り当てる。

詳細については、「セグメントの明示的な割り当て」 151 ページ

を参照してください。

マルチセグメント・コード生成の有効化

この項では、Ultra Light アナライザで、デフォルト・スキームを使用

してマルチセグメント・コードを生成する方法について説明します。
セグメントに対するコードの割り当てを、セグメントに関数を明示的
に割り当てることによってカスタマイズすることもできます。詳細に
ついては、「セグメントの明示的な割り当て」 151 ページを参照してく

ださい。

生成コードのセグメントを有効にするには、マクロを定義します。

❖ マルチセグメント・コードの生成を有効にするには、次の

手順に従います。

• 次の内容の CodeWarrior プロジェクト用プレフィクス・ファ

イルを定義します。

#define UL_ENABLE_SEGMENTS
 #include "ulpalmos.h"

詳細については、「UL_ENABLE_SEGMENTS マクロ」 269
ページを参照してください。

注意 マルチセグメント・コードの生成を有効にしたとき、Ultra Light アナ

ライザのデフォルトの動作は次のようになります。

•    生成されるスキーマ・コードは単一のセグメントに収められ、

ULSEGDB という名前のセグメントに割り当てられます。

•    C++ API では、生成される文コードは、ULSEGDEF という名前

のセグメントに割り当てられます。
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•    Embedded SQL では、生成される文コードは、.sqc ファイルに基

づいて生成された名前を持つセグメントに割り当てられます。
単一の .sqc ファイルのすべてのコードが、1 つのセグメントに

収められます。

セグメントの明示的な割り当て

この項では、SQL 文用の生成コードをセグメントに明示的に割り当て

る方法について説明します。最初に、「マルチセグメント・コード生
成の有効化」 150 ページの説明に従って、マルチセグメント・コード

の生成を有効にします。

セグメントの明示的な割り当てを行うには、バージョン 8 以降の標準

にアップグレードされたデータベースが必要です。

❖ 生成された文コードをセグメントに明示的に割り当てるに

は、次の手順に従います (Embedded SQL の場合 )。

• .sqc ファイルを別個のファイルに分割します。各 .sqc ファイ

ルに含まれる文用の生成コードは、それぞれ別々のセグメン
トに配置されます。

❖ 生成された文コードをセグメントに明示的に割り当てるに

は、次の手順に従います ( 静的型 C++ API の場合 )。

• 次のいずれかを行います。

•    文を割り当てるセグメントの名前を指定し、各 SQL 文に

対して ul_set_codesegment プロシージャを呼び出しま

す。

たとえば、次の文を実行すると、プロジェクト 
myproject 内の mystmt 文がセグメント MYSEG1 に割り

当てられます。

call ul_set_codesegment(
      'myproject', 'mystmt', 'MYSEG1' )
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詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザー

ズ・ガイド』 > 「ul_set_codesegment システム・プロシー

ジャ」を参照してください。

•    Sybase Central から、[Ultra Light プロジェクト ] フォルダ

を開きます。文を右クリックし、ポップアップ・メ
ニューから [ プロパティ ] を選択します。ボックスに

コードのセグメント名を入力します。

ユーザ定義コードのセグメントへの割り当て

ユーザ定義コードのセグメントへの割り当ては、Palm Computing 
Platform 用のアプリケーションをプログラミングするための標準的な

手順です。この項の目的は、Palm プログラマについて再確認するこ

とです。

❖ ユーザ定義コードをセグメントに割り当てるには、次の手

順に従います (CodeWarrior の場合 )。

• 次の行を .sqc ファイルまたは .cpp ファイルの適切な位置に追

加します。

#pragma segment segment-name

ここで、segment-name はセグメントのユニークな名前です。

これによって、各 #pragma 行より後のコードが強制的に別の

セグメントに割り当てられます。

最初のセグメント PilotMain と PilotMain 内で呼び出されるすべての関数は最初のセグメ

ントに入れてください。

必要であれば、起動コードの前に次のような形式の行を追加できま
す。

#pragma segment segment-name

ここで、segment-name は最初のセグメントの名前です。

プレフィクス・ファイルとセグメントの詳細については、Palm の開

発者用マニュアルを参照してください。
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Palm アプリケーションに HotSync 同期を追加する

HotSync 同期は、Ultra Light アプリケーションが閉じるときに行われ

ます。同期は HotSync によって開始されます。

HotSync を使用する場合は、アプリケーションを閉じる前に 
ULSetSynchInfo を呼び出して同期します。HotSync 同期には、

ULSynchronize や ULConnection.Synchronize は使用しないでくださ

い。

アプリケーションから HotSync 同期を呼び出すには、次の手順でコー

ドを追加します。

1. ul_synch_info 構造体を準備します。

2. ULSetSynchInfo 関数を呼び出し、ul_synch_info 構造体を引数とし

て提供します。

この関数は、ユーザが Ultra Light アプリケーションから別のアプ

リケーションに切り替えたときに呼び出されます。すべての処理
がコミットされていることを確認してから、db_fini または 
ULData.Close を呼び出してください。ul_synch_info.stream パラ

メータは無視されるので、設定する必要はありません。

次に例を示します。

//Static C++ API
 ul_synch_info info;
 ULInitSynchInfo( &info );
 info.stream_parms =
   UL_TEXT( "stream=tcpip;host=localhost" );
 info.user_name = UL_TEXT( "50" );
 info.version = UL_TEXT( "custdb" );
 
 ULSetSynchInfo( &sqlca, &info );
 
 if( !db.Close( ) ) {
   return( false );
 }

3. db_fini または ULData.Close を呼び出します。
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詳細については、「Ultra Light Palm アプリケーションの状態の保存」 
147 ページおよび『Mobile Link クライアント』 > 「同期パラメータ」

を参照してください。

Ultra Light アプリケーションの HotSync 同期には、Mobile Link 
HotSync コンジットが必要です。Palm アプリケーションの終了時にコ

ミットされていないトランザクションがあるときに同期を行った場
合、コンジットは、データベース内にコミットされていない変更があ
るため同期が失敗したとレポートします。

ストリーム・パラ
メータの指定

ul_synch_info 構造体の同期ストリーム・パラメータは、Mobile Link 
同期サーバとの通信を制御します。HotSync 同期では、Ultra Light ア
プリケーションは Mobile Link 同期サーバと直接通信しません。

HotSync コンジットと通信します。

同期ストリーム・パラメータを次のいずれかの方法で指定することに
よって、Mobile Link コンジットの動作を制御できます。

•    ULSetSynchInfo に渡される ul_synch_info の stream_parms メンバ

に必要な情報を提供します。

使用可能な値のリストについては、『Mobile Link クライアント』 
> 「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロトコルの

オプション」を参照してください。

•    stream_parms メンバに null 値を指定します。Mobile Link コン

ジットは自らが動作しているマシン上の ClientParms レジスト

リ・エントリを調べ、Mobile Link 同期サーバへの接続方法に関

する情報を見つけます。

レジストリ・エントリ内のストリームとストリーム・パラメー
タは、ul_synch_info 構造体の stream_parms フィールドと同じ

フォーマットで指定します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「HotSync 設定

の概要」を参照してください。

参照 Mobile Link HotSync コンジットの設定方法など、HotSync の設定につ

いては、『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link HotSync コン

ジットの設定」を参照してください。
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Palm アプリケーションに TCP/IP、HTTP、または 
HTTPS 通信による同期を追加する

この項では、Palm アプリケーションに TCP/IP、HTTP、または 
HTTPS 同期を追加する方法について説明します。

Ultra Light アプリケーションに同期を追加する一般的な方法について

は、「データの同期」 61 ページを参照してください。

Palm Computing 
Platform でのトラ

ンスポート・レイ
ヤ・セキュリティ

Metrowerks CodeWarrior で構築した Palm アプリケーションでは、トラ

ンスポート・レイヤ・セキュリティを使用できます。

トランスポート・レイヤ・セキュリティについては、『Mobile Link 管
理ガイド』 > 「Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティ」

を参照してください。

Palm デバイスとの同期に TCP/IP、HTTP、または HTTPS 通信を使用

する場合は、ul_synch_info 構造体の stream メンバを適切なストリー

ムに設定し、ULSynchronize または ULConnection.Synchronize を呼び

出します。

TCP/IP、HTTP、または HTTPS 通信による同期では、db_init または 
ULData.Initialize、db_fini または ULData.Close が、アプリケーション

終了時にアプリケーションのステータスを保存し、起動時にリストア
しますが、同期には関わりません。

アプリケーションを閉じる前に、ULSetSynchInfo を使用して 
ul_synch_info 構造体を引数として提供して、同期情報を設定します。

Palm デバイスからの TCP/IP、HTTP、または HTTPS による同期を使

用する場合は、ul_synch_info 構造体の stream_parms メンバに明示的

なホスト名または IP 番号を指定します。NULL を指定すると、デ

フォルトの localhost が使用されます。これは、ホストではなくデ

バイスを表します。

ul_synch_info 構造体については、『Mobile Link クライアント』 > 
「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプ

ション」を参照してください。
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Palm アプリケーションの配備

この項では、Palm アプリケーションの配備に関する次の事柄につい

て説明します。

•    アプリケーションの配備。

「アプリケーションの配備」 156 ページを参照してください。

•    Mobile Link HotSync 同期コンジットの配備。

「Mobile Link 同期コンジットの配備」 156 ページを参照してくだ

さい。

•    Ultra Light データベースの初期コピーの配備。

「Ultra Light データベースの配備」 157 ページを参照してくださ

い。

Ultra Light アプリケーションを他の Palm Computing Platform アプリ

ケーションと同じように Palm デバイスにインストールします。

アプリケーションの
配備

❖ アプリケーションを Palm デバイスにインストールするに

は、次の手順に従います。

1 Palm Desktop Organizer Software に含まれている [ インストー

ル ツール ] を開きます。

2 [ 追加 ] を選択し、コンパイル済みのアプリケーション (.prc 
ファイル ) を見つけます。

3 インストール ツールを閉じます。

4 HotSync を実行してアプリケーションを Palm デバイスにコ

ピーします。

Mobile Link 同期コ

ンジットの配備

HotSync 同期を使用するアプリケーションについては、各エンド・

ユーザがデスクトップ・マシンに Mobile Link 同期コンジットをイン

ストールしてください。
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Mobile Link 同期コンジットのインストール詳細については、『Mobile 
Link クライアント』 > 「Mobile Link HotSync コンジットの配備」を参

照してください。

Ultra Light データ

ベースの配備

アプリケーションをデータベースなしで配備した場合、データベース
は、アプリケーションから初めてアクセスされた時点で作成されま
す。その後、ユーザは最初の同期でデータの初期コピーをダウンロー
ドする必要があります。ULUtil ユーティリティを使用して、Ultra 
Light データベースを PC にバックアップできます。データが格納され

ている初期データベースとともに多数の Ultra Light データベースを配

備するには、初期同期を実行した後で Ultra Light データベースをバッ

クアップします。このデータベースを他のデバイスに配備すると、各
デバイスで初期同期を実行する必要がなくなります。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULUtil ユーティリティ」を参照してください。

また、HotSync 同期を使用する場合は、エンド・ユーザが各自のデス

クトップ・マシンに同期コンジットをインストールする必要がありま
す。

同期コンジットのインストールについては、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「Mobile Link HotSync コンジットの設定」を参照してください。

HotSync を使用してデータベースを配備する場合は、HotSync がデー

タベースに「バックアップ・ビット」を設定します。このバックアッ
プ・ビットが設定されると、同期のたびにデータベース全体がデスク
トップ・マシンにバックアップされます。この動作は、一般に Ultra 
Light データベースには適しません。Ultra Light アプリケーションが起

動すると、Palm データ・ストアでバックアップ・ビットが true に設

定されているかどうかが確認されます。設定されている場合はクリア
されます。設定されていない場合は変更されません。

バックアップ・ビットを true のままにするには、UL_STORE_PARMS 
にストア・パラメータ palm_allow_backup を設定します。

詳細については、「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページを参照して

ください。
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第 7章 

Windows CE 用 Ultra Light アプリケーション

の開発

この章の内容 この章では、Windows CE 固有の開発、配備、同期の詳細について説

明します。これらの指示は、一般的な開発プロセスについての知識が
あることを前提としています。これらの指示に基づいて、Ultra Light 
ソフトウェアに含まれる CustDB サンプル・アプリケーションを各プ

ラットフォーム上で構築します。
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概要
概要

この項では、Microsoft Windows CE で使用する Ultra Light アプリケー

ションの構築に関して説明します。

Windows CE での開発でサポートされるホスト・プラットフォームと

開発ツールのリストと、サポートされるターゲット Windows CE プ
ラットフォームのリストについては、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 

「Ultra Light 開発プラットフォーム」と『SQL Anywhere Studio の紹介』 
> 「Ultra Light ターゲット・プラットフォーム」を参照してください。

ほとんどの Windows CE ターゲット・プラットフォームのエミュレー

タで、アプリケーションをテストできます。

Windows CE 開発の

準備

Windows CE 用の開発環境として、コード記述に適しているのは、

Microsoft eMbedded Visual C++ 3.0 です。この開発環境は、Microsoft の 
eMbedded Visual Tools の一部です。

Microsoft eMbedded Visual C++ は、Microsoft Developer Network 
(MSDN) の http://www.microsoft.com/downloads/
search.aspx?displaylang=ja からダウンロードできます。

最初のアプリケー
ション

サンプルの eMbedded Visual C++ プロジェクトが、SQL Anywhere 
ディレクトリの下の Samples¥UltraLite¥CEStarter ディレクトリに格納

されています。ワークスペース・ファイルは、Sam-
ples¥UltraLite¥CEStarter¥ul_wceapplication.vcw です。

Ultra Light アプリケーション用に eMbedded Visual C++ を使用するに

は、プロジェクト設定を次のように変更してください。CEStarter アプ

リケーションの設定は、すでにそのように変更されています。

•    コンパイラの設定

•    インクルード・パスに $(ASANY9)¥h を追加します。

•    適切なコンパイラ指令を定義します。たとえば、eMbedded 
Visual C++ プロジェクトに対して UNDER_CE マクロを定

義してください。

•    リンカの設定
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•    "$(ASANY9)¥ultralite¥ce¥processor¥lib¥ulrt.lib" を追加します。

processor は、アプリケーションのターゲット・プロセッ

サです。

•    winsock.lib を追加します。

•    .sqc ファイルを次のように処理します (Embedded SQL の場合の

み )。

•    ul_database.sqc と ul_database.cpp をプロジェクトに追加し

ます。

•    .sqc ファイルに、次のカスタム・ビルドのステップを追加

します。

"$(ASANY9)¥win32¥sqlpp" -q -c 
"dsn=UltraLite 9.0 Sample" $(InputPath) 
ul_database.cpp

•    出力ファイルを ul_database.cpp に設定します。

•    ul_database.cpp のプリコンパイルされているヘッダの使用

を無効にします。

ランタイム・ライブラリをリンクする方法の選択

Windows CE はダイナミック・リンク・ライブラリをサポートしま

す。リンク時には、インポート・ライブラリを使って Ultra Light アプ

リケーションをランタイム DLL にリンクするか、それとも Ultra Light 
ランタイム・ライブラリを使ってアプリケーションを静的にリンクす
るか、いずれかの方法を選択できます。

ターゲット・デバイスに 1 つの Ultra Light アプリケーションがある場

合は、ライブラリを静的にリンクした方がメモリの使用量は少なくな
ります。ターゲット・デバイスに複数の Ultra Light アプリケーション

がある場合は、DLL を使用した方がメモリ使用量の点で経済的です。

Ultra Light アプリケーションを低速リンクでデバイスに繰り返しダウ

ンロードする場合は、初期ダウンロード後にダウンロードされる実行
プログラムのサイズを最小化するために、DLL を使うとよいでしょ

う。
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概要
❖ Ultra Light ランタイム DLL を使用してアプリケーションを

構築し配備するには、次の手順に従います。

1 コードを前処理してから、UL_USE_DLL で出力をコンパイル

します。

2 Ultra Light インポート・ライブラリを使用してアプリケー

ションをリンクします。

3 アプリケーションの実行プログラムと Ultra Light ランタイム 
DLL の両方をターゲット・デバイスにコピーします。
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CustDB サンプル・アプリケーションの構築

CustDB は簡単な販売管理アプリケーションです。CustDB は Adaptive 
Server Anywhere インストール・ディレクトリの Ultra Light の samples 
ディレクトリにあります。汎用ファイルは CustDB ディレクトリにあ

ります。Windows CE 用のファイルは CustDB の ce サブディレクトリ

にあります。

CustDB アプリケーションは、eMbedded Visual C++ 3.0 プロジェクトと

して提供されます。

サンプルのデータベース・スキーマの図については、「CustDB サンプ

ル・データベース」 xix ページを参照してください。

❖ CustDB サンプル・アプリケーションを構築するには、次の

手順に従います。

1 eMbedded Visual C++ を起動します。

2 使用する eMbedded Visual C++ のバージョンに対応した、次の

いずれかのプロジェクト・ファイルを開きます。

•    Samples¥UltraLite¥CustDB¥EVC¥EVCCustDB.vcp (eMbedded 
Visual C++ 3.0)

•    Samples¥UltraLite¥CustDB¥EVC40¥EVCCustDB.vcp 
(eMbedded Visual C++ 4.0)

3 [ ビルド ] － [Set Active Platform] を選択し、ターゲット・プ

ラットフォームを設定します。

•    選択するプラットフォームを設定します。

4 [ ビルド ] － [Set Active Configuration] を選択し、構成を選択し

ます。

•    選択するアクティブ構成を設定します。

5 Pocket PC x86em エミュレータ・プラットフォーム用の 
CustDB を構築する場合にかぎり、次の手順を実行します。
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•    [ プロジェクト ] － [Settings] を選択します。[Project 
Settings] ダイアログが表示されます。

•    [Link] タブの [Object/library modules] ボックスで、Ultra 
Light ランタイム・ライブラリ・エントリを、emulator 
ディレクトリではなく emulator30 ディレクトリに変更し

ます。

6 アプリケーションを構築します。

•    [F7] キーを押すか、[ ビルド ] － [Build EVCCustDB.exe] を
選択して、CustDB を構築します。

アプリケーションの構築が完了すると、eMbedded Visual 
C++ は自動的に、そのアプリケーションをリモート・デ

バイスにアップロードしようとします。

7 同期サーバを起動します。

•    Mobile Link 同期サーバを起動するには、[ プログラム ] － 
[SQL Anywhere 9] － [Mobile Link] － [ 同期サーバのサン

プル ] を選択します。

8 CustDB アプリケーションを実行します。

[CTRL + F5] キーを押すか、[ ビルド ] － [ 実行 CustDB.exe] を
選択します。

フォルダのロケーションと環境変数
サンプル・プロジェクトでは、可能なかぎり環境変数を使用していま
す。アプリケーションを正しく構築するために、プロジェクトの調整
が必要になることもあります。問題が発生した場合は、MS VC++ 
フォルダに足りないファイルがないかどうか調べ、適切なディレクト
リ設定を追加してみてください。

Embedded SQL の場合、構築プロセスでは、CustDB.sqc ファイルを 
CustDB.c ファイルに変換するときに、SQL プリプロセッサ sqlpp を使

用します。すべての Embedded SQL を 1 つのソース・モジュールに収

めることができる小規模の Ultra Light アプリケーションでは、1 つの

ステップで処理できるこの方法が便利です。規模の大きい Ultra Light 
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アプリケーションでは、sqlpp を数回にわたって呼び出し、その後に 
ulgen コマンドを 1 回実行して、カスタマイズされたリモート・デー

タベースを作成する必要があります。

詳細については、「Embedded SQL アプリケーションの構築」 118 ペー

ジを参照してください。
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永続的データの格納

Ultra Light データベースは Windows CE ファイル・システムに格納さ

れます。デフォルト・ファイルは ¥UltraLiteDB¥ul_<project>.udb です。

project は 8 文字にトランケートされます。この設定は、永続的保存

ファイルのフル・パス名を指定する file_name パラメータを使用して

上書きできます。

Ultra Light ランタイムは file_name パラメータへの代入を行いません。

ファイル名を有効化するためにディレクトリの作成が必要な場合は、
db_init を呼び出す前にディレクトリが作成されることをアプリケー

ション側で確認してください。

たとえば、フラッシュ・メモリ・ストレージ・カードを使用する場合
は、ストレージ・カードを検索し、そのストレージ・カードの名前の
前に、次のようにディレクトリ名を追加します。

file_name = "¥¥Storage Card¥¥My Documents¥¥flash.udb"

例 次のサンプル Embedded SQL コードは file_name パラメータを設定し

ます。

#undef UL_STORE_PARMS
 #define UL_STORE_PARMS UL_TEXT(
     "file_name=¥¥uldb¥¥my own 
name.udb;cache_size=128k" )
 ...
 db_init( &sqlca );
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Windows CE アプリケーションの配備

Windows CE 用の Ultra Light アプリケーションのコンパイルでは、

Ultra Light ランタイム・ライブラリを静的または動的にリンクできま

す。動的にリンクする場合は、目的のプラットフォーム用の Ultra 
Light ランタイム・ライブラリをターゲット・デバイスにコピーしま

す。

❖ Ultra Light ランタイム DLL を使用してアプリケーションを

構築し配備するには、次の手順に従います。

1 コードを前処理してから、UL_USE_DLL で出力をコンパイル

します。

2 Ultra Light インポート・ライブラリを使用してアプリケー

ションをリンクします。

3 アプリケーションの実行プログラムと Ultra Light ランタイム 
DLL の両方をターゲット・デバイスにコピーします。

Ultra Light ランタイム DLL は、SQL Anywhere ディレクトリ

の UltraLite¥ce サブディレクトリの下にある、チップの種類ご

とのディレクトリに保管されています。

Windows CE エミュレータ用の Ultra Light ランタイム DLL を配備する

には、DLL を Windows CE tools ディレクトリの適切なサブディレクト

リに置きます。次のディレクトリは、Pocket PC エミュレータ用のデ

フォルト設定です。

C:¥Program Files¥Windows CE Tools¥wce300¥MS Pocket PC¥
 emulation¥palm300¥windows

ActiveSync を使用するアプリケーションの配備

ActiveSync 同期を使用するアプリケーションを ActiveSync で登録し、

デバイスにコピーします。ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダもイ

ンストールします。
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詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「ActiveSync を使用す

るアプリケーションの配備」、『Mobile Link クライアント』 > 
「ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダのインストール」、『Mobile Link 
クライアント』 > 「ActiveSync で使用するアプリケーションの登録」

を参照してください。

アプリケーションに対するクラス名の割り当て

ActiveSync で使用するアプリケーションを登録するには、ウィンド

ウ・クラス名を指定します。クラス名の割り当ては開発時に行うの
で、その方法については、アプリケーション開発ツールのマニュアル
が主な情報源になります。

Microsoft Foundation Classes (MFC) ダイアログ・ボックスには、一般

的なクラス名である Dialog が指定され、システム内のすべてのダイ

アログで共有されます。この項では、MFC と eMbedded Visual C++ を
使用しているときに、アプリケーションに固有のクラス名を割り当て
る方法について説明します。

❖ eMbedded Visual C++ を使用して、MFC アプリケーション

にウィンドウ・クラス名を割り当てるには、次の手順に従
います。

1 デフォルトのクラスに基づいて、ダイアログ・ボックスのカ
スタム・ウィンドウ・クラスを作成して登録します。

アプリケーションの起動コードに、次のコードを追加します。
このコードを実行してから、ダイアログを作成します。

WNDCLASS wc;
 if( ! GetClassInfo( NULL, L"Dialog", &wc ) ) {
     AfxMessageBox( L"Error getting class info" );
 }
 wc.lpszClassName = L"MY_APP_CLASS";
 if( ! AfxRegisterClass( &wc ) ) {
     AfxMessageBox( L"Error registering class" );
 }

MY_APP_CLASS は、アプリケーションのユニークなクラス

名です。
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2 アプリケーションのメイン・ダイアログにするダイアログを
決めます。

MFC アプリケーション・ウィザードを使ってプロジェクトを

作成した場合、ダイアログ名は通常 CMyAppDlg です。

3 メイン・ダイアログのリソース ID を調べて記録しておきま

す。

リソース ID は、IDD_MYAPP_DIALOG のような、一般形式

の定数です。

4 アプリケーションの実行中は常にメイン・ダイアログが開か
れていることを確認します。

アプリケーションの InitInstance 関数に、次の行を追加しま

す。これにより、メイン・ダイアログ dlg を閉じたときにア

プリケーションも確実に閉じるようになります。

m_pMainWnd = &dlg;

詳細については、CWinThread::m_pMainWnd に関する 
Microsoft のマニュアルを参照してください。

アプリケーションの実行中にダイアログが閉じられてしまう
場合には、他のダイアログのウィンドウ・クラスも変更して
ください。

5 変更内容を保存します。

eMbedded Visual C++ が開いたままになっていれば、変更内容

を保存してプロジェクトとワークスペースを閉じます。

6 プロジェクトのリソース・ファイルを変更します。

•    ノートパッドなどのテキスト・エディタで、リソース・

ファイル ( 拡張子は .rc) を開きます。

メイン・ダイアログのリソース ID を見つけます。

•    メイン・ダイアログの定義を変更して、次の例のよう

に、新しいウィンドウ・クラスが使用されるようにしま
す。変更は、CLASS 行の追加だけです。
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IDD_MYAPP_DIALOG DIALOG DISCARDABLE  0, 0, 139, 
103
 STYLE WS_POPUP | WS_VISIBLE | WS_CAPTION
 EXSTYLE WS_EX_APPWINDOW | WS_EX_CAPTIONOKBTN
 CAPTION "MyApp"
 FONT 8, "System"
 CLASS "MY_APP_CLASS"
 BEGIN
        LTEXT   "TODO: Place dialog controls 
here.",IDC_STATIC,13,33,112,17
 END

MY_APP_CLASS は、前の手順で使用したウィンドウ・

クラスの名前です。

•    .rc ファイルを保存します。

7 eMbedded Visual C++ を再起動してプロジェクトをロードしま

す。

8 同期メッセージを取得するコードを追加します。

詳細については、「ActiveSync 同期の追加 (MFC の場合 )」 173
ページを参照してください。
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Windows CE での同期

Windows CE 上の Ultra Light アプリケーションは、以下のストリーム

を介して同期できます。

•    ActiveSync 「アプリケーションへの ActiveSync 同期の追加」 171
ページを参照してください。

•    TCP/IP 「Windows CE からの TCP/IP、HTTP、または HTTPS 同
期」 175 ページを参照してください。

•    HTTP 「Windows CE からの TCP/IP、HTTP、または HTTPS 同
期」 175 ページを参照してください。

Windows CE では、初期化のときに user_name パラメータと 
stream_parms パラメータを UL_TEXT() マクロで囲んでください。これ

は、コンパイル環境がユニコード・ワイド文字であるためです。

アプリケーションへの同期の追加については、「データの同期」 61
ページを参照してください。同期パラメータの詳細については、

『Mobile Link クライアント』 > 「同期パラメータ」を参照してくださ

い。

アプリケーションへの ActiveSync 同期の追加

ActiveSync は、Microsoft Windows CE ハンドヘルド・デバイス用の同

期ソフトウェアです。Ultra Light は ActiveSync バージョン 3.1 と 3.5 
をサポートしています。

この項では、ActiveSync をアプリケーションに追加する方法について

説明します。また、エンド・ユーザのマシン上の ActiveSync で使用す

るアプリケーションの登録方法についても説明します。

ActiveSync を使用する場合、同期を開始できるのは、ActiveSync 自体

だけです。デバイスがクレードルにある場合や、[ActiveSync] ウィン

ドウで同期コマンドが選択された場合に、ActiveSync は同期を自動的

に開始します。Mobile Link プロバイダは、アプリケーションを起動

し ( まだ動作していなかった場合 )、アプリケーションにメッセージ

を送ります。
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ActiveSync 同期の設定については、「ActiveSync を使用するアプリ

ケーションの配備」 167 ページを参照してください。

ActiveSync プロバイダは wParam パラメータを使用します。wParam 
の値 1 は、アプリケーションが ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダ

によって起動されたことを示します。同期の完了後、アプリケーショ
ンは自動的に停止しなければなりません。アプリケーションが 
ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダに呼び出されたときに、アプリ

ケーションがすでに動作していた場合、wParam の値は 0 になります。

アプリケーションが動作を継続する必要があれば、wParam パラメー

タを無視できます。

同期の追加方法は、Windows API を直接使用しているか、Microsoft 
Foundation Classes を使用しているかによって異なります。ここでは、

両方の開発モデルについて説明します。

ActiveSync 同期の追加 (Windows API の場合 )

直接 Windows API でプログラミングしている場合は、アプリケー

ションの WindowProc 関数を使用して、Mobile Link プロバイダからの

メッセージを処理します。メッセージを受信したかどうかを判断する
には、ULIsSynchronizeMessage 関数を使用します。

次の例は、メッセージの処理方法を示しています。

LRESULT CALLBACK WindowProc( HWND hwnd,
          UINT uMsg,
          WPARAM wParam,
          LPARAM lParam )
 {
   if( ULIsSynchronizeMessage( uMsg ) ) {
     DoSync();
     if( wParam == 1 ) DestroyWindow( hWnd );
     return 0;
   }
   switch( uMsg ) {
   // code to handle other windows messages
   default:
     return DefWindowProc( hwnd, uMsg, wParam, lParam );
   }
   return 0;
 }
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DoSync は実際に ULSynchronize を呼び出す関数です。

詳細については、「ULIsSynchronizeMessage 関数」 466 ページを参照し

てください。

ActiveSync 同期の追加 (MFC の場合 )

Microsoft Foundation Classes を使用してアプリケーションを開発して

いる場合は、メイン・ダイアログ・クラスかアプリケーション・クラ
スで同期メッセージを取得できます。ここでは、両方の方法について
説明します。

メッセージの通知用に、アプリケーションのカスタム・ウィンドウ・
クラス名を作成し、登録しておいてください。「アプリケーションに
対するクラス名の割り当て」 168 ページを参照してください。

❖ メイン・ダイアログ・クラスで ActiveSync 同期を追加する

には、次の手順に従います。

1 登録したメッセージを追加し、メッセージ・ハンドラを宣言
します。

メイン・ダイアログのソース・ファイルでメッセージ・マッ
プを検索します ( 名前は CMyAppDlg.cpp と同じ形式です )。次

の例のように、登録したメッセージを static を使用して追加

し、メッセージ・ハンドラを ON_REGISTERED_MESSAGE 
を使用して宣言します。

static UINT WM_ULTRALITE_SYNC_MESSAGE =
     ::RegisterWindowMessage( UL_AS_SYNCHRONIZE );
 BEGIN_MESSAGE_MAP(CMyAppDlg, CDialog)
         //{{AFX_MSG_MAP(CMyAppDlg)
         //}}AFX_MSG_MAP
     ON_REGISTERED_MESSAGE( 
WM_ULTRALITE_SYNC_MESSAGE,
         OnDoUltraLiteSync )
 END_MESSAGE_MAP()

2 メッセージ・ハンドラを実装します。
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次のシグニチャで、メイン・ダイアログ・クラスにメソッド
を追加します。ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダがアプリ

ケーションの同期を要求するときは、常にこのメソッドが自
動的に実行されます。このメソッドで、ULSynchronize を呼

び出してください。

LRESULT CMyAppDlg::OnDoUltraLiteSync(
     WPARAM wParam,
     LPARAM lParam
 );

この関数の戻り値は 0 にしてください。

同期メッセージの処理については、「ULIsSynchronizeMessage 
関数」 466 ページを参照してください。

❖ アプリケーション・クラスで ActiveSync 同期を追加するに

は、次の手順に従います。

1 アプリケーション・クラスのクラス・ウィザードを開きます。

2 [ メッセージ ] リストで、PreTranslateMessage を強調表示して 
[ 関数の追加 ] ボタンをクリックします。

3 [ コードの編集 ] ボタンをクリックします。

PreTranslateMessage 関数が表示されます。それを次のように

変更します。

BOOL CMyApp::PreTranslateMessage(MSG* pMsg)
 {
     if( ULIsSynchronizeMessage(pMsg->message) ) {
         DoSync();
         // close application if launched by provider
         if( pMsg->wParam == 1 ) {
             ASSERT( AfxGetMainWnd() != NULL );
             AfxGetMainWnd()->SendMessage( WM_CLOSE 
);
         }
         return TRUE;    // message has been 
processed
     }
     return CWinApp::PreTranslateMessage(pMsg);
 }
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DoSync は実際に ULSynchronize を呼び出す関数です。

同期メッセージの処理については、「ULIsSynchronizeMessage 
関数」 466 ページを参照してください。

Windows CE からの TCP/IP、HTTP、または HTTPS 同期

TCP/IP、HTTP、または HTTPS では、同期のタイミングをアプリケー

ションが制御します。ユーザが同期を要求できるように、通常、アプ
リケーションにはメニュー項目かユーザ・インタフェースが用意され
ます。

詳細については、「データの同期」 61 ページを参照してください。
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第 ３ 部 チュートリアル

第 3 部はチュートリアル形式で、簡単な Ultra Light アプリ

ケーションを開発する手順を理解します。
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第 8章 

チュートリアル：C++ コンポーネントを使用

したアプリケーションの構築

この章の内容 この章は、簡単な Ultra Light C++ コンポーネント・アプリケーション

を開発するプロセスについて理解していただくためのチュートリアル
です。
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概要
概要

このチュートリアルでは、Ultra Light C++ アプリケーションを開発す

るプロセスを説明します。アプリケーションは Windows オペレー

ティング・システム用に開発され、コマンド・プロンプトで実行され
ます。

このチュートリアルでは、テキスト・エディタを使用して C++ ファ

イルを編集します。Microsoft Visual Studio などの C++ 開発環境を使用

することもできます。

所要時間 このチュートリアルは、コードをコピーして貼り付ける場合、約 30 
分で終了します。自分でコードを入力する場合、これより長い時間が
必要です。

能力と経験 このチュートリアルは、次のことを前提にしています。

•    C++ プログラミング言語に精通している

•    C++ コンパイラがマシンにインストールされている

•    Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して、Ultra Light スキーマ

を作成する方法を知っている

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「レッスン 1：Ultra Light データベース・スキーマの作成」

を参照してください。

注意
このチュートリアルの同期に関する操作では、SQL Anywhere Studio 
が必要です。

目的 このチュートリアルの目的は、Ultra Light C++ コンポーネント・アプ

リケーションの開発プロセスについて、知識と経験を得ることです。
180



     第 8 章   チュートリアル：C++ コンポーネントを使用したアプリケーションの構築
レッスン 1 ：データベースへの接続

最初に、データベース・スキーマを作成します。次に、作成済みのス
キーマを使用して、データベースを作成する C++ アプリケーション

を記述、コンパイル、実行します。

❖ データベース・スキーマを作成するには、次の手順に従い

ます。

1 このチュートリアルで作成されるファイルを保存するディレ
クトリを作成します。

このチュートリアルの後半では、このディレクトリが 
c:¥tutorial¥cpp であることを前提に説明します。別の名前の

ディレクトリを作成した場合は、チュートリアルを通じて、
c:¥tutorial¥cpp の代わりにそのディレクトリを使用してくださ

い。

2 Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して、以下の特性を持

つデータベース・スキーマを新しいディレクトリに作成しま
す。

Ultra Light スキーマ・ペインタの使用方法の詳細については、

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「レッス

ン 1：Ultra Light データベース・スキーマの作成」を参照して

ください。

スキーマ・ファイルの名前 : tutcustomer.usm

テーブル名 : customer

カスタマのカラム :

カラム名
データ型 ( サ
イズ )

カラムの NULL 
値の許可

デフォルト値

id integer いいえ オートインクリメント

fname char (15) いいえ なし

lname char (20) いいえ なし
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プライマリ・キー : 降順 id

❖ Ultra Light データベースに接続するには、次の手順に従い

ます。

1 Microsoft Visual C++ で、[ ファイル ] － [ 新規作成 ] を選択し

ます。

2 [ ファイル ] タブで、[C++ ソース ファイル ] を選択します。

3 チュートリアル・ディレクトリに customer.cpp という名前で

ファイルを保存します。

4 Ultra Light ライブラリをインポートし、Ultra Light ネームス

ペースを使用します。

以下のコードを customer.cpp にコピーします。

#include "uliface.h"
 #include <stdio.h>
 #include <tchar.h>
 #include <assert.h>
 using namespace UltraLite;
 #define MAX_NAME_LEN 100
 ULSqlca Sqlca;

Ultra Light ネームスペースを使用してクラス宣言を簡素化す

る方法については、「Ultra Light ネームスペースの使用」 16
ページを参照してください。

5 データベースに接続するための接続パラメータを定義します。
この例では、パラメータはデータベース・ファイルとスキー
マ・ファイルのロケーションです。

city char (20) はい なし

phone char (12) はい 555-1234

カラム名
データ型 ( サ
イズ )

カラムの NULL 
値の許可

デフォルト値
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次のコードでは、これらのロケーションはハード・コードさ
れています。実際のアプリケーションでは、実行時にロケー
ションを指定します。また、これらの接続パラメータによっ
て満たされるのは開発環境の接続だけです。Windows CE デバ

イスでアプリケーションを実行するには、追加のパラメータ
が必要です。

以下のコードを customer.cpp にコピーします。

static ul_char const * ConnectionParms =
   UL_TEXT( "UID=DBA;PWD=SQL" )
   UL_TEXT( ";DBF=tutcustomer.udb" )
   UL_TEXT( ";schema_file=tutcustomer.usm" );

接続パラメータの詳細については、「クラス 
UltraLite_Connection_iface」 286 ページ を参照してください。

6 エラー処理のメソッドを定義します。

Ultra Light は、アプリケーションにエラーを通知するための

コールバック・メカニズムを備えています。

コールバック関数のサンプルを次に示します。

ul_error_action UL_GENNED_FN_MOD MyErrorCallBack(
     SQLCA *     sqlca,
     ul_error_kind    kind,
     ul_void *    user_data,
     ul_char *    message_parameter )
 {
     ul_error_action rc;
 
     (void) user_data;
     switch( kind ) {
     case UL_ERROR_KIND_MEDIA_REMOVED:
         // Not handled in this sample: Prompt user 
to re-insert media
         // (message_parameter contains the 
filename).
         rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; 
       // use UL_ERROR_ACTION_RETRY to retry
         break;
 
     case UL_ERROR_KIND_SQLCODE:
         switch( sqlca->sqlcode ){
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         // The following errors are used for flow 
control, and we don't want to
         // report them here:
         case SQLE_NOTFOUND:
         case SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND:
         break;
         case SQLE_CANNOT_ACCESS_SCHEMA_FILE:
         _tprintf( _TEXT( 

     "Error %ld: UltraLite schema file %s not 
found¥n" ), sqlca->sqlcode, message_parameter ); 
         break;
         case SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR:
         _tprintf( _TEXT( 

     "Error %ld: Communications error¥n" ), sqlca-
>sqlcode ); 
         break;
         default:
         _tprintf( _TEXT( 

     "Error %ld: %s¥n" ), sqlca->sqlcode, 
message_parameter ); 
         break;
         }
         rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; // N/A for 
SQLCODE kind, return ABORT
         break;
 
     default:
         // future error kinds
         assert( 0 );
         rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; // default 
action
         break;
     }
     return rc;
 }

Ultra Light では、2 つのエラーを使用してアプリケーションの

フローを制御しています。1 つは 
SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND エラーです。

このエラーは最初の接続時に通知され ( スキーマ・ファイル

が存在する場合のみ )、スキーマ・ファイルからデータベー
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スを作成することを、アプリケーションに対して要求すると
きに使用されます。もう 1 つの SQLE_NOTFOUND エラーは、

結果セットのループの終了をマークします。

エラー処理の詳細については、「エラー処理」 41 ページを参照

してください。

7 データベースの接続を開くメソッドを定義します。

データベース ファイルが存在しない場合は、SQLException が
スローされます。スキーマ・ファイルを使用して新しいデー
タベースが作成され、そのデータベースへの接続が確立され
ます。

データベース・ファイルが存在する場合は、接続が確立され
ます。

Connection * open_conn( DatabaseManager * dm ) {
   Connection * conn;
   conn = dm->OpenConnection( Sqlca, ConnectionParms 
);
   if( conn == NULL ) {
    if( Sqlca.GetSQLCode() == 
SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND ) {
     // The database doesn't exist yet -- create it 
using the schema file.
      conn = dm->CreateAndOpenDatabase( Sqlca, 
ConnectionParms );
      if( conn == NULL ) {
       handle_error( _TEXT("create database") );
      } else {
          _tprintf( _TEXT("Connected to a new 
database.¥n") );
      }
    } else {
      handle_error( _TEXT("open database") );
    }
   } else {
    _tprintf( _TEXT("Connected to an existing 
database.¥n") );
   }
   return conn;
 }

8 main() メソッドを実装します。
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この main メソッドでは、次のタスクを実行します。

•    DatabaseManager オブジェクトをインスタンス化します。

Ultra Light オブジェクトはすべて、DatabaseManager オブ

ジェクトから作成されます。

•    エラー処理関数を登録します。

•    データベースへの接続を開きます。

•    データベースとの接続を閉じ、データベース・マネー

ジャを終了します。

int main() {
   ul_char buffer[ 100 ];
   DatabaseManager * dm;
   Connection * conn;
   Sqlca.Initialize();
   ULRegisterErrorCallback(
     Sqlca.GetCA(), MyErrorCallBack,
     UL_NULL, buffer, 100 );
   dm = ULInitDatabaseManager( Sqlca );
   if( dm == UL_NULL ){
     //  You  may  have  mismatched  UNICODE  vs.  
ANSI  runtimes.
     Sqlca.Finalize();
     return 1;  
   }
   conn = open_conn( dm );
   if( conn == UL_NULL ){
     dm->Shutdown( Sqlca );
     Sqlca.Finalize();
     return 1;  
   }
   dm->Shutdown( Sqlca );
   Sqlca.Finalize();
   return 0;
 }

9 Customer クラスをコンパイルして、リンクします。

クラスのコンパイルに使用するメソッドは、コンパイラに
よって異なります。以下の手順は、makefile を使用して、

Microsoft Visual C++ コマンド・ライン・コンパイラを使用す

る場合です。
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•    コマンド・プロンプトから、チュートリアル・ディレク

トリを参照します。

•    makefile という名前の makefile を作成します。

•    makefile で、次のようにディレクトリをインクルード・

パスに追加します。

IncludeFolders= ¥
 /I"$(ASANY9)¥h"

•    makefile で、次のようにディレクトリをライブラリ・パ

スに追加します。

LibraryFolders= ¥
 /LIBPATH:"$(ASANY9)¥ultralite¥win32¥386¥lib"

•    makefile で、次のようにライブラリをリンカ・コマン

ド・ラインのオプションに追加します。

Libraries= ¥
 ulimp.lib

Ultra Light ランタイム・ライブラリ (ulimp.lib) は、ASCII 
コード版のライブラリです。ユニコード版 (ulimpw.lib) を
選択した場合は、コンパイラ・オプションに /
DUNICODE を追加してください。

•    この makefile で、以下のコンパイラ・オプションを 1 行
にすべて設定します。

CompileOptions=/c /nologo /W3 /Od /Zi /DWIN32 /
DUL_USE_DLL

•    makefile で、次のようにアプリケージョンのリンク命令

を追加します。

customer.exe: customer.obj
    link /NOLOGO /DEBUG customer.obj 
$(LibraryFolders) $(Libraries)

•    makefile で、次のようにアプリケーションのコンパイル

命令を追加します。
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customer.obj: customer.cpp
    cl $(CompileOptions) $(IncludeFolders) 
customer.cpp

•    ファイルの前処理バージョンを作成する命令を追加しま

す。この手順はデバッグ用です。

customer.i: customer.cpp
    cl $(CompileOptions) $(IncludeFolders) 
customer.cpp -P

•    makefile を次のように実行します。

nmake

customer.exe という実行ファイルが作成されます。

10 アプリケーションを実行します。

コマンド・プロンプトで、customer と入力します。
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レッスン 2 ：データベースへのデータの挿入

次の手順は、データベースにデータを追加する方法を示しています。

❖ データベースにローを追加するには、次の手順に従います。

1 以下のプロシージャを、customer.cpp の main メソッドの直前

に追加します。

このプロシージャでは、次のタスクを実行します。

•    connection->OpenTable() メソッドを使用してテーブ

ルを開きます。テーブルの操作を実行するには、Table 
オブジェクトを開いてください。

•    テーブルの必要なカラムの識別子を取得します。テーブ

ルのその他のカラムは NULL 値を受け入れるか、デフォ

ルト値を持つことができます。

•    テーブルが空の場合は、ローを 2 つ追加します。各ロー

を挿入するために、InsertBegin メソッドを使用して挿入

モードに変更し、必要な各カラムに値を設定し、挿入を
実行してデータベースにローを追加します。

commit メソッドは、オートコミットがオフの場合のみ

必要です。デフォルトでは、オートコミットは有効です
が、パフォーマンスを向上したり、複数操作トランザク
ションを行うために、オートコミットを無効にできま
す。

•    テーブルが空でない場合は、テーブルのロー数をレポー

トします。

•    Table オブジェクトを閉じます。

•    操作が完了したことを示すブール値が返されます。

bool do_insert( Connection * conn ) {
   Table * table = conn->OpenTable( 
UL_TEXT("customer") );
   if( table == NULL ) {
   return  false;
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   }
   if( table->GetRowCount() == 0 ) {
   _tprintf( UL_TEXT("Inserting two rows.¥n") );
      table->InsertBegin();
      table->Set( UL_TEXT("fname"), UL_TEXT("Penny") 
);
      table->Set( UL_TEXT("lname"), UL_TEXT("Stamp") 
);
      table->Insert();
      CHECK_ERROR();
   table->InsertBegin();
      table->Set( UL_TEXT("fname"), UL_TEXT("Gene") 
);
      table->Set( UL_TEXT("lname"), UL_TEXT("Poole") 
);
      table->Insert();
      CHECK_ERROR();
   conn->Commit();
      CHECK_ERROR();
   } else {
     _tprintf( UL_TEXT("The table has %lu rows¥n"),
   table->GetRowCount() );
   }
   table->Release();
   return true;
 }

2 作成した do_insert メソッドを呼び出します。

次の行を、main() メソッドの open_conn の呼び出しの直後に

追加します。

do_insert(conn);

3 nmake を実行してアプリケーションをコンパイルします。

4 コマンド・プロンプトで customer と入力してアプリケーショ

ンを実行します。
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レッスン 3 ：テーブルのローの選択

次の手順では、テーブルからローを取り出し、コマンド・ラインに出
力します。

❖ テーブルのローをリストするには、次の手順に従います。

1 以下のメソッドを customer.cpp に追加します。このメソッド

では、次のタスクを実行します。

•    Table オブジェクトを開きます。

•    カラム識別子を取得します。

•    現在の位置を、テーブル内にある最初のローの前に設定

します。

テーブルに対するすべての操作は、現在の位置で実行さ
れます。現在の位置は、最初のローの前、テーブルのい
ずれかのローの上、または最後のローの後ろです。この
例のように、デフォルトでは、ローはプライマリ・キー
値 (id) に基づいて順序付けられています。別の順序で

ローを並べ替えるには、Ultra Light データベースにイン

デックスを追加し、そのインデックスを使用してテーブ
ルを開きます。

•    各ローに対して、id と名前が書き出されます。ループ

は、最後のローの後に Next メソッドが false を返すまで

繰り返されます。

•    Table オブジェクトを閉じます。

bool do_select( Connection * conn ) {
   Table * table = conn->OpenTable( 
UL_TEXT("customer") );
   if( table == NULL ) {
   return false;
   }
   TableSchema * schema = table->GetSchema();
   if( schema == NULL ) {
     table->Release();
     return false;
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   }
   ul_column_num id_cid = schema->GetColumnID( 
UL_TEXT("id") );
   ul_column_num fname_cid = schema->GetColumnID( 
UL_TEXT("fname") );
   ul_column_num lname_cid = schema->GetColumnID( 
UL_TEXT("lname") );
   schema->Release();
   while( table->Next() ) {
     ul_char fname[ MAX_NAME_LEN ];
     ul_char lname[ MAX_NAME_LEN ];
     table->Get( fname_cid ).GetString( fname, 
MAX_NAME_LEN );
     table->Get( lname_cid ).GetString( lname,  
MAX_NAME_LEN );
     _tprintf( "id=%d, name=%s %s¥n", (int)table-
>Get( id_cid ), fname, lname );
   }
   table->Release();
   return true;
 }

2 次の行を、main() メソッドの insert メソッドの呼び出しの直

後に追加します。

do_select(conn);

3 nmake を実行してアプリケーションをコンパイルします。

4 コマンド・プロンプトで customer と入力してアプリケーショ

ンを実行します。
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レッスン 4 ：アプリケーションへの同期の追加

このレッスンでは、アプリケーションを、コンピュータ上で動作して
いる統合データベースに同期する方法について説明します。

次の手順では、アプリケーションに同期を追加し、Mobile Link 同期

サーバを起動し、アプリケーションを実行して同期します。

注意
このレッスンでは、SQL Anywhere Studio の一部である Mobile Link 同
期を使用します。このレッスンを実行するには、SQL Anywhere 
Studio をコンピュータにインストールしておきます。

前のレッスンで作成した Ultra Light データベースは、Ultra Light 9.0 サ
ンプル・データベースと同期します。Ultra Light 9.0 サンプル・データ

ベースの ULCustomer テーブルのカラムは、作成した Ultra Light デー

タベースの customer テーブルのカラムに対応します。

このレッスンは、Mobile Link 同期についての知識を持っていること

を前提としています。

❖ アプリケーションに同期を追加するには、次の手順に従い

ます。

1 以下のメソッドを customer.cpp に追加します。このメソッド

では、次のタスクを実行します。

•    同期ストリームを TCP/IP に設定します。同期は、

HTTP、ActiveSync、または HTTPS を使用しても実行で

きます。詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「Ultra Light クライアント」を参照してください。

•    スクリプト・バージョンを設定します。Mobile Link 同期

は、統合データベースに保存されているスクリプトに
よって制御されます。スクリプト・バージョンは、使用
するスクリプト・セットを識別します。
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•    Mobile Link 同期サーバが同期スクリプトを自動的に生成

できるように、sendColumnNames を true に設定します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「スクリ

プトの自動生成」を参照してください。

•    Mobile Link ユーザ名を設定します。この値は、Mobile 
Link 同期サーバでの認証に使用されます。アプリケー

ションによっては、Mobile Link のユーザ ID と Ultra 
Light データベースのユーザ ID を同じに設定しますが、

これらの ID はあくまでも別のものです。

•    download_only パラメータを true に設定します。デフォ

ルトでは、Mobile Link 同期は双方向です。このアプリ

ケーションでは、テーブルのローがサンプル・データ
ベースにアップロードされないように、ダウンロード専
用同期を使用します。

bool do_sync( Connection * conn ) {
   ul_synch_info info;
   conn->InitSynchInfo( &info );
   info.stream = ULSocketStream();
   info.version = UL_TEXT( "ul_default" );
   info.user_name = UL_TEXT( "sample" );
   info.send_column_names = true;
   info.download_only = true;
   if( !conn->Synchronize( &info ) ) {
   handle_error( _TEXT("synchronize") );
   return false;
   }
   return true;
 }

2 次の行を、main() メソッドの insert メソッドの呼び出しの直

後、select メソッドの呼び出しの前に追加します。

do_sync(conn);

3 nmake を実行してアプリケーションをコンパイルします。

❖ データを同期するには、次の手順に従います。

1 Mobile Link 同期サーバを起動します。
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コマンド・プロンプトから次のコマンドを実行します。

dbmlsrv9 -c "dsn=UltraLite 9.0 Sample" -v+ -zu+ -za

-zu+ と -za コマンド・ライン・オプションによって、ユーザ

の追加と同期スクリプトの生成が自動的に行われます。

これらのオプションの詳細については、『Mobile Link 管理ガ

イド』 > 「Mobile Link 同期サーバのオプション」を参照して

ください。

2 コマンド・プロンプトで customer と入力してアプリケーショ

ンを実行します。

Mobile Link 同期サーバのウィンドウでは、同期の進行状況を

示すステータス・メッセージが表示されます。同期が正しく
行われると、最後に「同期が完了しました。」というメッセージ
が表示されます。
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レッスン 5 ：Windows CE デバイスへの配備

次の手順は、Ultra Light C++ コンポーネント・アプリケーションを 
Windows CE デバイスに配備する方法を示しています。

❖ Windows CE デバイスに配備するには、次の手順に従いま

す。

1 デバイスとコンピュータが接続されていることを確認します。

2 デバイス上でファイル・エクスプローラを起動します。

[ スタート ] － [ プログラム ] － [ ファイル エクスプローラ ] 
を選択します。

3 Ultra Light ランタイムとアプリケーションを保存するディレ

クトリを作成します。

•    デバイスのルートに移動します。ルートは [ マイ デバイ

ス ] または [ マイ ポケット PC] です。

•    UltraLite という名前のディレクトリを作成します。

•    UltraLite ディレクトリを開き、lib と CustDB という名前

のサブディレクトリを作成します。

¥UltraLite¥lib は Ultra Light ランタイム・ファイルのロ

ケーションで、¥UltraLite¥CustDB はアプリケーションの

ロケーションです。

4 Ultra Light ランタイム・ファイルを Windows CE デバイスに

コピーします。

以上で、アプリケーションが Windows CE デバイスで実行で

きるようになりました。これでチュートリアルは完了です。
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第 9章 

チュートリアル：静的型 C++ API を使用した

アプリケーションの構築

この章の内容 この章は、静的型 C++ API を使用して Ultra Light アプリケーション開

発のプロセスについて理解していただくためのチュートリアルです。
ここでは簡単なアプリケーションの構築方法、およびアプリケーショ
ンに同期機能を追加する方法について説明します。
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Ultra Light 静的型 C++ API の概要

Ultra Light 静的型 C++ API を使用すると、Embedded SQL の代わりに 
API を使用して Ultra Light C/C++ プログラムを開発できます。この 
API は Embedded SQL と同じ機能を提供しますが、使用形式は C++ イ
ンタフェースに類似しています。

基本クラス Ultra Light C++ API は、Ultra Light アプリケーションの基本コンポー

ネントを示す一連の基本クラスから処理を開始します。基本テーブル
は次のとおりです。

•    ULData   Ultra Light データベースを表します。

•    ULConnection   Ultra Light データベースへの接続を表し、同期を

扱います。

•    ULCursor   生成されたテーブルや結果セットのオブジェクトに

よって使用されるメソッドを提供します。これにより、データ
へのアクセスやデータの変更ができるようになります。

•    ULTable   生成した結果セットのオブジェクトではなく、生成し

たテーブル・オブジェクトを使用するメソッドを表します。こ
のクラスは ULCursor を継承します。

•    ULResultSet   生成したテーブル・オブジェクトではなく、生成

した結果セットのオブジェクトを使用するメソッドを表します。
このクラスは ULCursor を継承します。ULCursor にある唯一の

メソッドを含むため、このクラスを独立して記述することはあ
りません。

•    ULStatement   INSERT 文や UPDATE 文のように、結果セットを

返さない文を表します。このクラスのすべてのメソッドが生成
されます。

生成されるクラス 各アプリケーションでは、Ultra Light ジェネレータにより、使用中の 
Ultra Light データベースについて記述する一連のクラスが書き出され

ます。

•    生成される結果セット・クラス   結果セットを返す SQL 文はそ

れぞれ、結果セットを参照し基本となるデータを修正するメ
ソッドとともにクラスによって表されます。
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•    生成されるテーブル・クラス   アプリケーションの各テーブル

は、クラスによって表されます。そのテーブルのメソッドを使
用して、テーブルのローを修正できます。

たとえば、Ultra Light ジェネレータは、Employee という名前の

テーブルに対して Employee という名前のクラスも生成します。

•    生成される文のクラス   結果セットを返さない SQL 文はそれぞ

れ、Execute メソッドを持つ簡単なクラスによって表されます。

データへのアクセス、データ修正、および統合データベースとの同期
を行うには、アプリケーションでこれらのクラスを使用します。

概要

このチュートリアルでは、Ultra Light 静的型 C++ API を使用した、簡

単なアプリケーションの構築方法について説明します。このアプリ
ケーションは Microsoft Visual C++ を使って開発した Windows コン

ソール・アプリケーションであり、Ultra Light 9.0 サンプル・データ

ベースの ULProduct テーブルに格納されているデータに対してクエリ

を実行します。

このチュートリアルでは、他の開発プラットフォームに慣れている
ユーザにもわかりやすいように、Visual C++ の設定を行うときに必要

な手順について説明します。これらの手順を応用して、アプリケー
ション開発を始めることができます。

チュートリアルでは、次のタスクを実行するアプリケーションを記述
し、構築します。

1. 単一テーブルからなる Ultra Light データベースに接続します。こ

のテーブルは、Ultra Light サンプル・データベースの ULProduct 
テーブルのサブセットです。

2. テーブルにローを挿入します。初期データは通常、統合データ
ベースと同期することで Ultra Light アプリケーションに追加され

ます。同期については、この章の後の方で追加します。

3. テーブルの最初のローを標準出力に書き出します。

アプリケーションを構築するには、次の手順を実行します。
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1. Adaptive Server Anywhere リファレンス・データベース内の Ultra 
Light データベースを設計します。

ここで、Ultra Light サンプル・データベース (CustDB) から単一の

テーブルを使用します。

2. Ultra Light ジェネレータを実行し、Ultra Light データベース用の 
API を生成します。

ジェネレータは C++ ファイルおよびヘッダ・ファイルを書き出し

ます。

3. アプリケーションの論理を実装するソース・コードを記述しま
す。

ここでは、ソース・コードを main.cpp とします。

4. アプリケーションをコンパイルしてリンクし、実行します。

それから、アプリケーションに同期を追加します。
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レッスン 1 ：はじめに

このチュートリアルでは、ソース・ファイルや実行可能ファイルを含
む一連のファイルを作成します。これらのファイルを格納するディレ
クトリを作成してください。また、Ultra Light サンプル・データベー

スのコピーを作成して、実際の作業はそのコピーで行い、オリジナル
のサンプル・データベースは他のプロジェクトでも使用できるように
保管しておいてください。

このチュートリアルで使用するファイルのコピーは、SQL Anywhere 
ディレクトリのサブディレクトリ Samples¥UltraLite¥APITutorial に保管

されています。

❖ チュートリアル・ディレクトリを準備するには、次の手順

に従います。

• 作成するファイルを格納するディレクトリを作成します。

チュートリアル後半では、このディレクトリが c:¥APITutorial 
であることを前提に説明します。

❖ サンプル・データベースのコピーを作成するには、次の手

順に従います。

• Ultra Light 9.0 サンプル・データベースのバックアップ・コ

ピーを作成し、チュートリアル・ディレクトリに保存します。
Ultra Light 9.0 サンプル・データベースは custdb.db ファイルで

す。このファイルは、SQL Anywhere インストール・ディレ

クトリのサブディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB にありま

す。このチュートリアルでは、オリジナルの Ultra Light 9.0 サ
ンプル・データベースを使用します。チュートリアル終了後
には、元のバージョンのサンプル・データベースを 
APITutorial ディレクトリから元の位置へコピーしなおします。
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レッスン 2 ：Ultra Light データベース・テンプレー

トの作成

このチュートリアルでは、Ultra Light 9.0 サンプル・データベース 
(CustDB) のオリジナル・コピーを、リファレンス・データベースとし

て使用します。APITutorial ディレクトリに置くコピーはバックアッ

プ・コピーになります。

「Ultra Light データベース・テンプレート」はテーブル・セットであ

り、テーブル内のカラムでもあります。これは Ultra Light データベー

スに含まれています。リファレンス・データベースにパブリケーショ
ンを作成して、Ultra Light データベース・テンプレートを作成しま

す。パブリケーションは、テーブルおよびカラムベースのテーブルの
サブセットをアセンブルする便利なデバイスです。SQL Remote また

は Mobile Link 同期に直接接続されることはありません。

また、SQL 文をリファレンス・データベースに追加して、Ultra Light 
データベースを定義できます。SQL 文によって、使用中の Ultra Light 
アプリケーションにおけるジョインおよび、より高度な機能を含める
ことができます。手順を簡易化するため、テーブルを定義して Ultra 
Light データベース・テンプレートを作成しましょう。

チュートリアルでは、SQL 文を使用して Ultra Light データベースを定

義します。

データベースへの SQL 文の追加方法の例については、「レッスン 1 ：
はじめに」 201 ページを参照してください。

❖ Ultra Light データベース・テンプレートを作成するには、

次の手順に従います。

1 Sybase Central を起動します。

2 Ultra Light 9.0 Sample データベースに接続します。

•    [ ツール ] － [ 接続 ] を選択します。

•    表示されたプラグインのリストから [Adaptive Server 
Anywhere 9] を選択します。
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•    [ 接続 ] ダイアログで、ODBC データ・ソースとして 
[Ultra Light 9.0 Sample] を選択します。

•    [OK] をクリックして接続します。

3 Ultra Light データベース内に格納するデータを説明したパブ

リケーションを作成します。

•    Sybase Central で、custdb データベースを開きます。

•    [パブリケーション ] フォルダを開きます。[ファイル ] － [
新規 ] － [ パブリケーション ] を選択します。

[ パブリケーション作成 ] ウィザードが表示されます。

•    パブリケーションに「ProductPub」という名前を付けま

す。

•    ULProduct テーブルをパブリケーションに追加します。

パブリケーションにはすべてのカラムを含めます。

•    パブリケーションを作成するには [完了 ] をクリックして

ください。

これで、Ultra Light データベース・テンプレートの設計が終了しまし

た。Sybase Central とデータベース・サーバーを実行させたまま、次

のレッスンに進んでください。
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レッスン 3 ：Ultra Light ジェネレータの実行

Ultra Light ジェネレータを使って、Ultra Light データベース・テンプ

レートに指定されているとおりに、Ultra Light データベースへのイン

タフェースを定義する C++ ファイルおよびヘッダ・ファイルを書き

出します。

❖ Ultra Light インタフェース・コードを生成するには、次の

手順に従います。

1 コマンド・プロンプトから、APITutorial ディレクトリに移動し

ます。

2 Ultra Light ジェネレータを、次の引数で実行します ( すべて 1 
行に入力 )。

ulgen -c "dsn=UltraLite 9.0 Sample" -t c++ -
u ProductPub -f ProductPubAPI

ジェネレータにより次のファイルが書き出されます。

•    ProductPubAPI.hpp   生成された API のプロトタイプ情

報を保有するファイルです。このファイルを調べて、ア
プリケーションで使用する API を決定します。

•    ProductPubAPI.cpp   インタフェースのソース情報を保

有するファイルです。このファイルは見る必要はありま
せん。

•    ProductPubAPI.h   Ultra Light が必要とする内部定義を保

有するファイルです。このファイルは見る必要はありま
せん。
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レッスン 4 ：アプリケーション・ソース・コードの

書き込み

以下の手順にしたがって、アプリケーションのソース・コードを含む 
C++ ソース・ファイルを作成します。このコードには、エラー・

チェックをはじめ、完全なアプリケーションに必要な機能は含まれて
いません。これは簡単なアプリケーションとして例示することを目的
に提供されるアプリケーションです。

ソース・コードは Samples¥UltraLite¥APITutorial¥sample.cpp で検索でき

ます。ただし、Insert 文のコメントを解除するためにファイルを編集

する必要が生じる場合もあります。

❖ アプリケーション・ソース・コードを記述するには、次の

手順に従います。

1 Microsoft Visual C++ で、[ ファイル ] － [ 新規作成 ] を選択し

ます。

2 [ ファイル ] タブで、[C++ ソース ファイル ] を選択します。

[OK] をクリックします。

3 次のソース・コードを APItutorial ディレクトリにあるファイ

ル sample.cpp にコピーして貼り付けます。

// (1) include headers
 #include <stdio.h>
 #include "ProductPubAPI.hpp"
 
 void main() {
     // (2) declare variables
     long price;
     ULData db;
     ULConnection conn;
     ULProduct productTable;
 
     // (3) connect to the UltraLite database
     db.Open() ;
         conn.Open( &db, "dba", "sql" );
     productTable.Open( &conn );
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レッスン 4 ：アプリケーション・ソース・コードの書き込み
     // (4) insert sample data
     productTable.SetProd_id( 1 );
     productTable.SetPrice( 400 );
     productTable.SetProd_name( "4x8 Drywall x100" 
);
     productTable.Insert();
 
     productTable.SetProd_id( 2 );
     productTable.SetPrice( 3000 );
     productTable.SetProd_name( "8' 2x4 Studs x1000" 
);
     productTable.Insert();
 
     // (5) Write out the price of the items
     productTable.BeforeFirst();
     while( productTable.Next() ) {
         productTable.GetPrice( price );
         printf("Price: %d¥n", price );
     }
 
     // (6) close the objects to finish
     productTable.Close();
     conn.Close();
     db.Close();
 }

説明 コード内で番号付けされたコメントは、このルーチンが実行する主な
タスクを示します。

1. ヘッダを含めます。

stdio.h のほかに、生成されたヘッダ・ファイル ProductPubAPI.hpp 
も組み込んで、Product テーブルを記述する生成クラスを追加する

必要があります。Ultra Light ヘッダ・ファイル ulapi.h がこのファ

イルに組み込まれます。

2. 変数を宣言します。

Ultra Light データベースは ULData クラスのインスタンスとして宣

言されます。データベースへの接続は ULConnection クラスのイ

ンスタンスです。これらのクラスは ulapi.h から組み込まれます。

このテーブルは、リファレンス・データベースのテーブル名から
生成された名前であるクラス ULProduct のインスタンスとして宣

言されます。
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3. データベースに接続します。

宣言された各オブジェクトを開き、データへのアクセスを確立し
ます。データベースを開くには引数を取りません。接続を確立す
るにはユーザ ID、パスワード、およびデータベース名が必要で

す。テーブルを開くには接続名が必要です。

4. サンプル・データを挿入します。

運用アプリケーションでは、同期によりデータをデータベースに
挿入します。実務上は、開発の初期段階において、いくつかのサ
ンプル・データを挿入し、最終段階で同期を行う手順が最適な方
法であるといえます。

ULProduct クラス内の各メソッドは、リファレンス・データベー

ス内のテーブル・カラムを表すユニークな名前を持っています。

このルーチンに同期を追加する方法については、「レッスン 6：ア

プリケーションへの同期の追加」 211 ページで説明します。

5. 各項目の価格を書き出します。

価格を取り出し、テーブルの各ローに書き出します。

6. オブジェクトを閉じます。

プログラムで使用するオブジェクトを閉じると、関連するメモリ
が開放されます。
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レッスン 5 ：アプリケーションの構築と実行
レッスン 5 ：アプリケーションの構築と実行

選択した開発ツールを使って、アプリケーションのコンパイルおよび
リンクを行います。この項では、Visual C++ を使用してコンパイルお

よびリンクを行う方法を説明します。サポートされる別の開発ツール
を使用する場合は、その開発ツールに応じて手順を読み替えてくださ
い。

1. デスクトップから通常の方法で Microsoft Visual C++ を起動しま

す。

2. Visual C++ を設定し、Ultra Light ヘッダ・ファイルおよびライブ

ラリ・ファイルが格納されているディレクトリを検索します。

[ ツール ] － [ オプション ] を選択し、[ ディレクトリ ] タブをク

リックします。[ 表示するディレクトリ ] ドロップダウン・メ

ニューの [ インクルード ファイル ] を選択します。次のディレク

トリを含めて、ヘッダ・ファイルにアクセスできるようにしま
す。

C:¥Program Files¥Sybase¥SQL Anywhere 9¥h

同じタブで、[ 表示するディレクトリ ] ドロップダウン・メ

ニューの [ ライブラリ ファイル ] を選択します。次のディレクト

リを含めて、Ultra Light ライブラリ・ファイルにアクセスできる

ようにします。

C:¥Program Files¥Sybase¥SQL Anywhere 
9¥ultralite¥win32¥386¥lib

[OK] をクリックして変更を送信します。

3. プロジェクト APITutorial を作成します ( ファイルを格納したディ

レクトリと同じ名前にしてください )。

•    [ ファイル ] － [ 新規作成 ] を選択します。[ 新規 ] ダイアログ

が表示されます。

•    [ プロジェクト ] タブで、[Win32 Console Application] を選択

します。

•    プロジェクト名 APITutorial を指定します。
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•    APITutorial ディレクトリをロケーションとして指定します。

•    [ 新規にワークスペースを作成 ] を選択し、[OK] をクリック

します。

•    [ 空のプロジェクト ] の作成を選択し、[ 終了 ] をクリックし

ます。

•    [ ワークスペース ] ウィンドウの [FileView] タブをクリック

します。tutorial ワークスペースは、APITutorial プロジェク

トだけで構成されます。[APITutorial ファイル ] をダブルク

リックすると、[Source Files]、[Header Files]、[Resource 
Files] という 3 つのディレクトリが表示されます。

4. プロジェクトを設定します。

•    [APITutorial ファイル ] を右クリックし、[ 設定 ] を選択しま

す。

[ プロジェクトの設定 ] ダイアログが表示されます。

•    [ 設定の対象 ] ドロップダウン・メニューから 
[ すべての構成 ] を選択します。

•    [ リンク ] タブをクリックします。次のランタイム・ライブ

ラリを [ オブジェクト / ライブラリ モジュール ] ボックス

に追加します。

ulimp.lib

•    [C/C++] タブをクリックします。[ カテゴリ ] ドロップダウ

ン・メニューから [ 一般 ] を選択します。次のコードを [
プリプロセッサの定義 ] リストに追加します。

__NT__,UL_USE_DLL

ここで、NT の両側にアンダースコアを付けてください 
(__NT__)。

•    [OK] をクリックして完了します。

5. プロジェクトに sample.cpp と ProductPubAPI.cpp を追加します。
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•    [ ソース ファイル ] フォルダを右クリックして、[ ファイルを

フォルダへ追加 ] を選択します。sample.cpp ファイルを指

定して [OK] をクリックします。[ ソース ファイル ] フォル

ダを開いて sample.cpp が格納されていることを確認しま

す。

•    生成された ProductPubAPI.cpp ファイルをプロジェクトに追

加する操作を繰り返します。

6. Ultra Light API の基本クラスを含むファイルをプロジェクトに追

加します。

•    [ ソース ファイル ] フォルダを右クリックして、[ ファイルを

フォルダへ追加 ] を選択します。SQL Anywhere ディレクト

リの src サブディレクトリにある ulapi.cpp を参照します。

[OK] をクリックします。

7. アプリケーションのコンパイルおよびリンクを行います。

•    [ 構築 ] － [APITutorial.exe を構築 ] を選択し、実行プログラ

ムをコンパイルしてリンクします。設定内容に応じて、実
行プログラム APITutorial.exe が APITutorial ディレクトリの 
Debug ディレクトリに作成されます。

8. アプリケーションを実行します。

•    [ 構築 ] － [APITutorial.exe を実行 ] を選択します。

コマンド・プロンプト・ウィンドウが表示され、製品テーブルの
製品価格がリストされます。

これで、簡単な Ultra Light アプリケーションを構築し、実行すること

ができました。次に、アプリケーションに同期を追加してみましょ
う。
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レッスン 6：アプリケーションへの同期の追加

Ultra Light アプリケーションは統合データベースとデータをやりとり

します。このレッスンでは、前項で作成した簡単なアプリケーション
に同期を追加します。さらに、出力を変更して、同期が行われたこと
を確認します。

同期を追加すると、実際にコードが単純化されます。main.cpp の初期

バージョンには次のコードが含まれています。これらのコードによ
り、Ultra Light データベースにデータが挿入されます。

productTable.SetProd_id( 1 );
 productTable.SetPrice( 400 );
 productTable.SetProd_name( "4x8 Drywall x100" );
 productTable.Insert();
 
 productTable.SetProd_id( 2 );
 productTable.SetPrice( 3000 );
 productTable.SetProd_name( "8' 2x4 Studs x1000" );
 productTable.Insert();

このコードは、アプリケーションにデータの初期セットを入力するた
めに含まれています。運用アプリケーションでは、一般に、ソース・
コードからデータの初期コピーは行わずに同期を実行します。

❖ アプリケーションに同期を追加するには、次の手順に従い

ます。

1 コードに同期情報の構造体を追加します。

•    // (2) declare variables の直後に、次の行を追加し

ます。

auto ul_synch_info synch_info;

この構造体は、同期を制御するパラメータを保持しま
す。

2 明示的な挿入を同期呼び出しに置き換えます。

•    上記にリストされた productTable メソッドを削除しま

す。
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•    その代わりに、次の行を追加します。

conn.InitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT( "50" );
 synch_info.version = UL_TEXT( "custdb 9.0" );
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.stream_parms =
     UL_TEXT("host=localhost");
 conn.Synchronize( &synch_info );

値 50 は、Mobile Link のユーザ名を示します。

文字列 custdb で、同期にはスクリプトのデフォルト・

バージョンを使用するように、Mobile Link に命令して

います。

ULSocketStream() は、アプリケーションに対して、

TCP/IP を介して同期をとるように命令しています。

host=localhost は、Mobile Link サーバのホスト名を指

定しています。ここでは現在のマシンの名前を指しま
す。

3 アプリケーションのコンパイルとリンクを行います。

•    [ 構築 ] － [APITutorial.exe を構築 ] を選択し、実行プログ

ラムをコンパイルしてリンクします。設定内容に応じ
て、実行プログラム APITutorial.exe が APITutorial ディレ

クトリの Debug ディレクトリに作成されます。

4 サンプル・データベースに対して実行する Mobile Link サーバ

を起動します。

APITutorial ディレクトリのコマンド・プロンプトで、次のコ

マンドを入力します。

start dbmlsrv9 -c "dsn=UltraLite 9.0 Sample"

5 アプリケーションを実行します。

[ 構築 ] メニューから [APITutorial.exe を実行 ] を選択します。

データを受信するため、アプリケーションを接続し、同期を
行います。コマンド・プロンプト・ウィンドウに情報が書き
出されます。この出力は、次のようになります。
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The ULData object is open
 Price: 400
 Price: 3000
 Price: 40
 Price: 75
 Price: 100
 Price: 400
 Price: 3000
 Price: 75
 Price: 40
 Price: 100
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サンプル・データベースのリストア
サンプル・データベースのリストア

チュートリアルを終了したら、再び使用できるように、サンプル・
データをリストアしてください。「レッスン 1 ：はじめに」 201 ページ

では、Ultra Light 9.0 サンプル・データベースのコピーを作成しまし

た。変更した custdb.db をそのコピーに置き換えてください。

❖ サンプル・データベースをリストアするには、次の手順に

従います。

1 チュートリアル用のディレクトリから SQL Anywhere ディレ

クトリのサブディレクトリ UltraLite¥Samples¥CustDB に、

custdb.db ファイルをコピーします。

2 同じディレクトリで、トランザクション・ログ・ファイル 
custdb.log を削除します。

これで、サンプル・データベースがオリジナルの状態にリストアされ
ました。
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第 10 章 

チュートリアル：Embedded SQL を使用した

アプリケーションの構築

この章の内容 この章は、eMbedded Visual C++ を使用して Embedded SQL Ultra Light 
アプリケーションを開発するプロセスについて理解していただくため
のチュートリアルです。

Ultra Light データベースの開発プロセスと補足情報の概要について

は、「Embedded SQL アプリケーションの開発」 9 ページを参照してく

ださい。

Embedded SQL Ultra Light アプリケーションの開発については、

「Embedded SQL を使用したアプリケーションの開発」 73 ページを参照

してください。

Embedded SQL の詳細については、「Embedded SQL API リファレンス」 
445 ページを参照してください。
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概要
概要

このチュートリアルでは、Embedded SQL ソース・ファイルを作成し、

そのソース・ファイルを使用して簡単な Ultra Light アプリケーション

を構築します。この Ultra Light アプリケーションはリモート・デバイ

スで実行できます。

このチュートリアルは、Microsoft eMbedded Visual Tools がインストー

ルされているマシンに、Ultra Light がすでにインストールされている

ことを前提としています。別の C/C++ 開発ツールを使用する場合は、

eMbedded Visual C++ の命令を使用する開発ツールの対応する命令に

変換する必要があります。

❖ チュートリアルの準備をするには、次の手順に従います。

• 作成するファイルを格納するディレクトリを作成します。

チュートリアル後半では、このディレクトリが c:¥tutorial¥ で
あることを前提に説明します。
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レッスン 1: eMbedded Visual C++ の設定

次のプロシージャは、Ultra Light 開発用に eMbedded Visual C++ を設定

します。追加のライブラリやインクルード・パスが必要になることが
あります。

❖ Ultra Light 開発用に eMbedded Visual C++ を設定するには、

次の手順に従います。

1 Microsoft eMbedded Visual C++ 3.0 を起動します。

[ スタート ] メニューから、[ プログラム ] － [Microsoft Visual 
Tools] － [eMbedded Visual C++ 3.0] を選択します。

2 Embedded SQL ヘッダ・ファイルと Ultra Light ライブラリ・

ファイルを適切なディレクトリで検索するように eMbedded 
Visual C++ を設定します。

a. [ ツール ] － [ オプション ] を選択します。

[ オプション ] ダイアログが表示されます。

b. [ ディレクトリ ] タブをクリックします。

c. ターゲットのプラットフォームと CPU の各組み合わせに

ついて

•    [ 表示するディレクトリ ] ドロップダウン・メニューの [
インクルード ファイル ] を選択します。次のディレク

トリをインクルードして、Embedded SQL ヘッダ・

ファイルにアクセスできるようにします。

C:¥Program Files¥Sybase¥SQL Anywhere 
9¥h

SQL Anywhere をデフォルト以外のディレクトリにイ

ンストールしている場合には、インストール・ディレ
クトリの ¥h サブディレクトリに置き換えます。
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•    [ 表示するディレクトリ ] ドロップダウン・メニューの [
ライブラリ ファイル ] を選択します。プラットフォー

ム固有のディレクトリにある Ultra Light ¥lib ディレクト

リをインクルードします。たとえば、Pocket PC エミュ

レータの場合は、次のように指定します。

C:¥Program 
Files¥Sybase¥SQL Anywhere 9¥UltraLite¥
ce¥emulator30¥lib

d. [OK] をクリックします。
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レッスン 2: Embedded SQL ソース・ファイルに記

述

次のプロシージャは、Ultra Light CustDB サンプル・データベースとの

接続を確立するサンプル・プログラムを作成し、クエリを実行しま
す。

❖ Embedded SQL Ultra Light サンプル・アプリケーションを

構築するには、次の手順に従います。

1 Microsoft eMbedded Visual C++ を起動します。

[ スタート ] － [ プログラム ] － [Microsoft eMbedded Visual 
Tools] － [eMbedded Visual C++] を選択します。

2 新しいワークスペース Ultra Light を作成します。

•    [ ファイル ] － [ 新規作成 ] を選択します。

•    [ ワークスペース ] タブをクリックします。

•    [ ブランク ワークスペース ] を選択します。ワークスペー

ス名 Ultra Light を指定し、このワークスペースを保存す

るロケーションとして C:¥tutorial を指定します。[OK] を
クリックします。

Ultra Light ワークスペースが [ ワークスペース ] ウィン

ドウに追加されます。

3 新規プロジェクト esql を作成し、Ultra Light ワークスペース

に追加します。

•    [ ファイル ] － [ 新規作成 ] を選択します。

•    [ プロジェクト ] タブをクリックします。

•    WCE Pocket PC 2002 アプリケーションを選択します。プ

ロジェクト名 esql を指定し、[ 現在のワークスペースへ

追加 ] を選択します。適用可能な CPU を選択します。

[OK] をクリックします。
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レッスン 2: Embedded SQL ソース・ファイルに記述
•    [ 空のプロジェクト ] の作成を選択し、[ 終了 ] をクリック

します。

プロジェクトが c:¥tutorial¥esql フォルダに保存されます。

4 ソース・ファイル sample.sqc を作成します。

•    [ ファイル ] － [ 新規 ] を選択します。

•    [ ファイル ] タブをクリックします。

•    [C++ ソース ファイル ] を選択します。

•    [ プロジェクトに追加 ] を選択し、ドロップダウンリスト

から esql を選択します。

•    ファイルの名前は sample.sqc とします。[OK] をクリック

します。

•    次のソース・コードをファイルにコピーします。

#include <stdio.h>
 #include <wingdi.h>
 #include <winuser.h>
 #include <string.h>
 #include "uliface.h"
 EXEC SQL INCLUDE SQLCA;
 int WINAPI WinMain( HINSTANCE hInstance, 
     HINSTANCE hPrevInstance, 
     LPSTR lpCmdLine, 
     int nShowCmd)
 {
     /* Declare fields */
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
         long pid=1;
         long cost;
         char pname[31];
     EXEC SQL END DECLARE SECTION;        
     /* Before working with data*/
     db_init(&sqlca);
     /* Connect to database */
     EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";
     /* Fill table with data first */
     EXEC SQL INSERT INTO ULProduct(
             prod_id, price, prod_name)
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         VALUES (1, 400, '4x8 Drywall x100');
     EXEC SQL INSERT INTO ULProduct (
             prod_id, price, prod_name)
         VALUES (2, 3000, '8''2x4 Studs x1000');
     EXEC SQL COMMIT;        
     /* Fetch row from database */
     EXEC SQL SELECT price, prod_name
             INTO :cost, :pname
             FROM ULProduct
             WHERE prod_id= :pid;
     /* Error handling.  If the row does not 
exist,
         or if     an error occurs, -1 is 
returned */
     if((SQLCODE==SQLE_NOTFOUND)||(SQLCODE<0)) 
{
         return(-1);
     }

/* Print query results */
     wchar_t query[100];
     wchar_t result[10];
     wchar_t wpname[31];
     mbstowcs(wpname, pname, 31);
     wcscpy(query, L"Product id: ");
     _ltow(pid, result, 10);
     wcscat(query, result);
     wcscat(query, L" Price: ");
     _ltow(cost, result, 10);
     wcscat(query, result);
     wcscat(query, L" Product name: ");
     wcscat(query, wpname);
     wcscpy(result, L"Result");
     MessageBox(NULL, query, result, MB_OK);
     /* Preparing to exit:
     rollback any outstanding changes and 
disconnect */
     EXEC SQL DISCONNECT;
     db_fini(&sqlca);
     return(0);
 }

•    ファイルを保存します。
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5 sample.sqc ソース・ファイルの設定を、SQL プリプロセッサ

を起動して、ソース・ファイルの前処理を実行するように設
定します。

•    [ ワークスペース ] ウィンドウで sample.sqc ファイルを右

クリックし、[ 設定 ] を選択します。

[Project Settings] ダイアログが表示されます。

•    [ 設定の対象 ] ドロップダウン・メニューから [ すべての

構成 ] を選択します。

•    [カスタム ビルド ] タブで、次の文を [コマンド ] ボックス

に入力します。文は、すべて 1 行に入力するようにして

ください。

次の文は、sample.sqc ファイルで SQL プリプロセッサ 
sqlpp を実行し、処理した出力を sample.cpp ファイルに

書き込みます。SQL プリプロセッサは、ソース・ファイ

ルの SQL 文を C/C++ に変換します。

"%asany9%¥win32¥sqlpp.exe" -q -o WINDOWS -c  
"dsn=Ultralite 9.0 Sample" $(InputPath) 
sample.cpp

SQL プリプロセッサの詳細については、『ASA プログラ

ミング・ガイド』 > 「SQL プリプロセッサ」を参照して

ください。

•    [ 出力 ] ボックスで sample.cpp を指定します。

•    [OK] をクリックして変更を送信します。

6 Adaptive Server Anywhere パーソナル・データベース・サーバ

を起動します。

データベース・サーバを起動すると、SQL プリプロセッサと 
Ultra Light アナライザの両方がリファレンス・データベース

にアクセスします。サンプル・アプリケーションは、CustDB 
サンプル・データベース custdb.db をリファレンス・データ

ベースと統合データベースとして使用します。
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次のように、custdb.db を含む Samples¥UltraLite¥CusDB ディレ

クトリからコマンド・ラインを使用してデータベース・サー
バを起動します。

dbeng9 custdb.db

[ スタート ] － [ プログラム ] － [SQL Anywhere 9] － [Ultra 
Light] － [Ultra Light のパーソナル・サーバのサンプル ] を選択

してもデータベース・サーバを起動できます。

7 sample.sqc ファイルの前処理を実行します。

サンプル・アプリケーションは、1 つのソース・ファイルだ

けで構成されているため、プリプロセッサは Ultra Light アナ

ライザを自動的に実行し、生成されたソース・ファイルにさ
らに C/C++ コードを追加します。

•    [ ワークスペース ] ウィンドウで sample.sqc を選択しま

す。[ ビルド ] － [ コンパイル sample.sqc] を選択します。

sample.cpp ファイルが作成され、tutorial¥esql フォルダに

保存されます。

8 プロジェクトに sample.cpp ファイルを追加します。

•    [ワークスペース] ウィンドウの [ソース ファイル] フォル

ダを右クリックして、[ ファイルをフォルダへ追加 ] を
選択します。

•    c:¥tutorial¥esql¥sample.cpp を参照し、[OK] をクリックし

ます。

sample.cpp ファイルが、[ ソース ファイル ] フォルダに

表示されます。

サンプル・プログラムの説明

サンプル・プログラムは簡単な内容ですが、データベースへのアクセ
スに使用する Embedded SQL ソース・ファイルに含まれる共通の要素

が含まれています。
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以下のリストに、このサンプル・プログラムの主な要素を解説しま
す。Embedded SQL Ultra Light アプリケーションを作成するときには、

この手順を参考にしてください。

1. 適切なヘッダ・ファイルを含めます。

サンプル・プログラムでは、標準的な I/O を使用します。そのた

め、stdio.h ヘッダ・ファイルはすでに含まれています。

2. SQLCA (SQL Communication Area) を定義します。

次のコマンドを使用します。

EXEC SQL INCLUDE SQLCA;

この定義は、最初の Embedded SQL 文として定義する必要がある

ため、インクルード・リストの最後に入れてください。

プレフィクス SQL 文
SQL 文は、キーワード EXEC SQL のプレフィクスで始め、セミ

コロンで終える必要があります。

3. 宣言セクションを作成して、ホスト変数を定義します。

ホスト変数はデータベース・サーバに値を送信したり、データ
ベース・サーバから値を受信したりするのに使用します。次のよ
うに、宣言セクションを記述します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
     long pid=1;
     long cost;
     char pname[31];    
 EXEC SQL END DECLARE SECTION;    

ホスト変数については、「ホスト変数の使用」 81 ページを参照し

てください。

4. Embedded SQL ライブラリ関数 db_init を呼び出して、Ultra Light 
ランタイム・ライブラリを初期化します。

次のように、この関数を呼び出します。
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db_init(&sqlca);

5. CONNECT 文を使用してデータベースに接続します。

Ultra Light サンプル・データベースに接続するには、ログイン・

ユーザ ID とパスワードを指定します。次に示すように、ユーザ 
ID DBA、パスワード SQL で接続します。

EXEC SQL CONNECT "DBA" IDENTIFIED BY "SQL";

6. データベース・テーブルにデータを挿入します。

アプリケーションを初めて起動するときには、データベース・
テーブルにデータは含まれていません。データは、リモート・
データベースを統合データベースと同期すると、テーブルに挿入
されます。それ以降、SELECT、UPDATE、DELETE コマンドを

実行できます。

同期機能を使用せずに、このサンプル・コードはデータをテーブ
ルに直接挿入します。Ultra Light 開発の初期段階では、データの

直接挿入は効率的な方法であるといえます。

同期機能を使用する場合、アプリケーションがクエリの実行に失
敗したときに、その原因が同期プロセスであるのか、プログラ
ム・エラーであるのかを判断できません。失敗の原因を突き止め
るのは困難な作業です。一方、同期機能を使用せず、ソース・
コードのデータをテーブルに直接挿入する場合、アプリケーショ
ンが失敗すると、失敗の原因はプログラム・エラーであることが
すぐにわかります。

プログラムに誤りがないかテストしたら INSERT 文を削除し、

ULSynchronize 関数の呼び出しに置き換えて、リモート・データ

ベースを統合データベースと同期します。

Ultra Light アプリケーションへの同期の追加については、「レッス

ン 4 ：アプリケーションへの同期の追加」 229 ページを参照して

ください。

7. SQL クエリを実行します。

サンプル・プログラムは、結果のローを 1 つ返す選択クエリを実

行します。結果は、定義済みのホスト変数 cost と pname に保

管されます。
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8. エラー処理を実行します。

サンプル・プログラムは、エラー・コード sqlcode を返す選択

要求を実行します。エラーが発生すると、このコードは負になり
ます。クエリ結果がない場合には、SQL_NOTFOUND が返されま

す。サンプル・プログラムは、-1 を返してこれらのエラーを処理

します。

9. データベースを切断します。

切断する前に、未処理のまま残っている変更をロールバックする
か、またはコミットしてください。

切断するには、次のように DISCONNECT 文を使用します。

EXEC SQL DISCONNECT;

10. ライブラリ関数 db_fini を呼び出して、SQL の作業を終了します。

db_fini(&sqlca);
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レッスン 3: Embedded SQL Ultra Light サンプル・

アプリケーションの構築

次のプロシージャは、前のレッスンで作成したソース・ファイル 
sample.cpp を使用して、Embedded SQL Ultra Light サンプル・アプリ

ケーションを作成します。

❖ Embedded SQL Ultra Light サンプル・アプリケーションを

構築するには、次の手順に従います。

1 Adaptive Server Anywhere パーソナル・データべース・サーバ

が実行中であることを確認します。

2 プロジェクトを設定します。

•    esql を右クリックし、[Settings] を選択します。

[Project Settings] ダイアログが表示されます。

•    [ Settings For] ドロップダウン・メニューの [All 
Configurations] を選択します。

•    [Link] タブをクリックして、以下のランタイム・ライブ

ラリを [Object/Library Modules] ボックスに追加します。

ulimp.lib

•    [C/C++] タブをクリックします。[Category] ドロップダウ

ン・メニューから [Preprocessor] を選択します。次の行

が [Preprocessor definitions] の定義に含まれていることを

確認してください。

__NT__

•    [OK] をクリックしてダイアログを閉じます。

3 実行プログラムを構築します。

•    [ ビルド ] － [Build esql.exe] を選択します。
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esql 実行プログラムが作成されます。設定内容に応じ

て、実行プログラムがチュートリアルのディレクトリ内
の Debug ディレクトリに作成されます。

4 アプリケーションを実行します。

•    [ ビルド ] － [ 実行 esql.exe] を選択します。

画面が表示され、product テーブルの最初のローがリス

トされます。
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レッスン 4 ：アプリケーションへの同期の追加

プログラムが正しく動作することをテストしたら、手動でデータを 
ULProduct テーブルに挿入したコードを、リモート・データベースと

統合データベースとを同期する命令に置き換えます。同期によって
テーブルにデータが入力されるので、引き続き選択クエリを実行する
ことができます。

TCP/IP を介する同期

TCP/IP のソケット接続を使用して、リモート・データベースを統合

データベースと同期できます。ULSocketStream() ストリームを使用

して、ULSynchronize を呼び出します。

CustDB 統合データベースと同期するには、従業員 ID を指定する必要

があります。この ID は、Mobile Link サーバに対する、アプリケー

ションのインスタンスを識別します。50、51、52、または 53 の中か

ら値を 1 つ選択できます。選択した値は、Mobile Link サーバによっ

て、ダウンロード内容の決定、同期ステータスの記録、同期中の割り
込みからのリカバリに使用されます。

ULSynchronize 関数の詳細については、「ULSynchronize 関数」 478 ペー

ジを参照してください。

同期機能を使用してサンプル・アプリケーションを実行する

sample.sqc に変更を加えたら、sample.sqc の前処理を実行し、esql.exe 
を再構築します。

❖ アプリケーションを同期するには、次の手順に従います。

1 Adaptive Server Anywhere のデータべース・サーバが実行中で

あることを確認します。

2 INSERT コマンドを削除し、次のコードを追加します。your-
pc を、使用するコンピュータの名前で置き換えます。
229



レッスン 4 ：アプリケーションへの同期の追加
auto ul_synch_info synch_info;
 ULInitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT("50");
 synch_info.version = UL_TEXT("custdb 9.0");
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.send_column_names = ul_true;
 synch_info.stream_parms = UL_TEXT("host=your-
pc;port=2439");
 ULSynchronize( &sqlca, &synch_info );

3 sample.sqc の前処理を実行します。

[ ビルド ] － [Compile] を選択して、変更したファイルを再コ

ンパイルします。メッセージが表示されたら、sample.cpp の
再ロードを選択します。

4 実行プログラムをビルドします。

[ ビルド ] － [Build esql.exe] を選択して、サンプル実行プログ

ラムをビルドします。

5 Mobile Link 同期サーバを起動します。

コマンド・プロンプトで、以下のコマンドを単一行で入力し
ても Mobile Link 同期サーバを起動できます。

dbmlsrv9 -c "DSN=UltraLite 9.0 Sample" -o ulsync.mls 
-vcr -x tcpip -za

6 アプリケーションを実行します。

•    [ ビルド ] － [ 実行 esql.exe] を選択して、サンプル・アプ

リケーションを実行します。

リモート・データベースは統合データベースと同期さ
れ、リモート・データベースのテーブルにデータが挿入
されます。サンプル・アプリケーションの選択クエリが
実行され、クエリ結果のローが画面に表示されます。
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チュートリアル：ODBC を使用したアプリ

ケーションの構築

この章の内容 この章では、Ultra Light ODBC アプリケーションの作成について説明

します。
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Ultra Light ODBC の概要
Ultra Light ODBC の概要

ODBC は、標準のデータベース・プログラミング・インタフェースで

す。Ultra Light では、ODBC インタフェースのサブセットと、同期を

行うための拡張機能をサポートしています。Ultra Light でサポートさ

れている関数のリストについては、「Ultra Light ODBC API リファレン

ス」 479 ページを参照してください。

この項では、簡単な Ultra Light ODBC アプリケーションの作成につい

て説明します。ODBC プログラミングについて詳しくは説明しませ

ん。ODBC のメイン・リファレンスは Microsoft の ODBC SDK マニュ

アルです。

Ultra Light ODBC では、ほかの C/C++ インタフェースと機能を共有し

ません。特に、「Ultra Light C/C++ 共通 API リファレンス」 247 ページ

にリストされている関数は、Ultra Light ODBC からは使用できませ

ん。
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レッスン 1 ：はじめに

このチュートリアルでは、ソース・ファイルや実行可能ファイルを含
む一連のファイルを作成します。これらのファイルを格納するディレ
クトリを作成してください。チュートリアル後半では、このディレク
トリが c:¥tutorial¥ulodbc であることを前提に説明します。別の名前を

選択する場合は、全体を通じてその名前を使用してください。

ODBC インタフェースは、特定の C/C++ コンパイラや開発環境には

依存しません。チュートリアルでは、Microsoft の nmake 構文の 
makefile を使用します。別の開発環境を使用している場合は、適切な

置き換えが必要です。

❖ 構築環境の作成とテスト

1 チュートリアル・ディレクトリ内の makefile ファイルに次の

コードを追加します。

IncludeFolders= /I"$(ASANY9)¥h"
 
 CompileOptions=/c /nologo /W3 /Od /Zi /DWIN32 /
DUL_USE_DLL
 
 LibraryFolders= ¥
 /LIBPATH:"$(ASANY9)¥ultralite¥win32¥386¥lib"
 
 Libraries= ulimp.lib
 
 LinkOptions=/NOLOGO /DEBUG 
 
 sample.exe: sample.obj
    link $(LinkOptions) sample.obj $(LibraryFolders) 
$(Libraries)
 
 sample.obj: sample.cpp
    cl $(CompileOptions) $(IncludeFolders) 
sample.cpp
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このオプションによって、ソース・ファイル sample.cpp が、

Windows の Ultra Light インポート・ライブラリ (ulimp.lib) を使

用して、実行プログラム sample.exe にコンパイルされます。

これは、SQL Anywhere インストール・ディレクトリとして定

義されている環境変数 ASANY9 に依存します。

2 チュートリアル・ディレクトリ内の sample.cpp ファイルに次

のコードを追加します。

#include "ulodbc.h"
 #include <stdio.h>
 #include <tchar.h>
 int main() {
     return 0;
 }

このアプリケーションは、呼び出しを行った環境に単に 0 を
返します。

3 sample.cpp のコンパイルとリンクを行います。

Microsoft コンパイラを使用している場合、コマンド・プロン

プトで nmake と入力して、アプリケーションのコンパイルと

リンクを行います。それ以外の場合は、開発環境に適したコ
マンドを使用します。

アプリケーションのコンパイルとリンクを行うことで、構築
環境が正しくセットアップされていることが確認されます。
これで、次に進む準備ができました。
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レッスン 2：Ultra Light データベース・スキーマ・

ファイルの作成

データベース・スキーマには、テーブル定義が格納されています。こ
のチュートリアルでは、簡単な 1 テーブルのデータベースを使用しま

す。これは、ほかの Ultra Light コンポーネント・チュートリアルで使

用されているスキーマと同じです。

この項では、Ultra Light スキーマ・ペインタを使用してスキーマ・

ファイルを作成できることを前提としています。

データベース・スキーマの作成の詳細については、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「レッスン 1：Ultra Light データ

ベース・スキーマの作成」を参照してください。

❖ データベース・スキーマの作成

• Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して、データベース・

スキーマを作成します。

Ultra Light スキーマ・ペインタを起動するには、[ スタート ] 
－ [ プログラム ] － [SQL Anywhere Studio 9] － [Ultra Light] － 
[Ultra Light Schema Painter] を選択します。

以下のようにスキーマを作成します。

• スキーマのファイル名 c:¥tutorial¥ulodbc¥customer.usm

• テーブル名 customer

• customer のカラム 

カラム名
データ型 ( サ
イズ )

カラムの NULL 
値の許可

デフォルト値

id integer いいえ オートインクリメント

fname char (15) いいえ なし

lname char (20) いいえ なし

city char (20) はい なし
235



レッスン 2：Ultra Light データベース・スキーマ・ファイルの作成
• プライマリ・キー 昇順 id

phone char (12) はい 555-1234

カラム名
データ型 ( サ
イズ )

カラムの NULL 
値の許可

デフォルト値
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レッスン 3：データベースへの接続

Ultra Light では、標準の ODBC プログラミング・メソッドを使用して

データベースに接続します。各アプリケーションには、Ultra Light と
の通信を管理する環境ハンドルと、特定の接続の接続ハンドルが必要
です。

❖ 環境ハンドルを割り当てるコードの記述

1 opendb 関数と closedb 関数を sample.cpp に追加します。

static SQLHANDLE opendb( void ){
     SQLRETURN retn;
     SQLHANDLE henv;
     retn = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_ENV, 
SQL_NULL_HANDLE, &henv );
     if( retn == SQL_SUCCESS ){
         _tprintf( "success in opendb: %d.¥n", retn 
);
         return henv;
     } else {
         _tprintf( "error in opendb: %d.¥n", retn );
         return henv;
     }
 }
 
 static void closedb( SQLHANDLE henv ){
     SQLRETURN retn;
     retn = SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_ENV, henv );
 }

これらの関数はデータベースに接続するのではなく、Ultra 
Light 機能を管理する環境ハンドル henv を単に割り当てます。

2 main() 関数から opendb と closedb を呼び出します。

sample.cpp 内の main() 関数を、次のように変更します。
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int main() {
     SQLHANDLE henv;
     henv = opendb();
     closedb( henv );
     return 0;
 }

3 アプリケーションのコンパイル、リンク、実行を行い、アプ
リケーションが正しく構築されたことを確認します。

この手順で呼び出されている関数の詳細については、
「SQLAllocHandle 関数」 480 ページと 「SQLFreeHandle 関数」 494 ペー

ジを参照してください。

次に、Ultra Light データベースに接続します。

❖ データベースとの接続のためのコードの作成

1 connect 関数と disconnect 関数を sample.cpp に追加します。

static SQLHANDLE connect ( SQLHANDLE henv ){
     SQLRETURN retn;
     SQLHANDLE hcon;
     retn = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_DBC, henv, 
&hcon );
     retn = SQLConnect( hcon
      , (SQLTCHAR*)UL_TEXT( 
          
"schema_file=customer.usm;dbf=customer.udb" )
      , SQL_NTS
      , (SQLTCHAR*)UL_TEXT( "dba" )
      , SQL_NTS
      , (SQLTCHAR*)UL_TEXT( "sql" )
      , SQL_NTS );
     if( retn == SQL_SUCCESS ){
         _tprintf( "success in connect: %d.¥n", retn 
);
         return hcon;
     } else {
         _tprintf( "error in connect: %d.¥n", retn );
         return hcon;
     }
 }
 
 static void disconnect( SQLHANDLE hcon, SQLHANDLE 
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henv ){
     SQLRETURN retn;
     retn = SQLDisconnect( hcon );
     retn = SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_DBC, hcon );
 }

2 main() 関数から connect と disconnect を呼び出します。

sample.cpp 内の main() 関数を、次のように変更します。

int main() {
     SQLHANDLE henv;
     SQLHANDLE hcon;
     henv = opendb();
     hcon = connect( henv );
     disconnect( hcon, henv );
     closedb( henv );
     return 0;
 }

3 アプリケーションのコンパイル、リンク、実行を行い、アプ
リケーションが正しく構築されたことを確認します。

Ultra Light データベース・ファイル customer.udb とテンポラ

リ・ファイル customer.~db が作成されていることを確認して

ください。

この手順で呼び出されている関数の詳細については、「SQLConnect 関
数」 484 ページと 「SQLDisconnect 関数」 488 ページを参照してくださ

い。

データベースに接続し、切断するアプリケーションができました。次
に、データベースにデータを追加します。
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レッスン 4：データベースへのデータの挿入

ODBC では、データベースの操作を行う関数のセットを提供します。

このレッスンでは、SQLExecDirect という最も簡単な文を使用します。

❖ データベースにデータを挿入するコードの記述

1 insert 関数を sample.cpp に追加します。

static ul_bool insert( SQLHANDLE hcon )
 {
     SQLRETURN retn;
     SQLHANDLE hstmt;
     retn = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_STMT, hcon, 
&hstmt );
     static const ul_char * sql = UL_TEXT( 
      "INSERT customer( id, fname, lname ) VALUES ( 
42, 'jane', 'doe' )" );
     retn = SQLExecDirect( hstmt, (SQLTCHAR*)sql, 
SQL_NTS );
     if( retn == SQL_SUCCESS ) {
         _tprintf( "success in insert.¥n" );
     } else {
         _tprintf( "error in insert: %d.¥n", retn );
     retn = SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_STMT, hstmt );
     hstmt = 0;
     }
     return retn == SQL_SUCCESS;
 }

2 main() 関数から insert を呼び出します。

sample.cpp 内の main() 関数を、次のように変更します。

int main() {
     SQLHANDLE henv;
     SQLHANDLE hcon;
     henv = opendb();
     hcon = connect( henv );
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     insert( hcon );
     disconnect( hcon, henv );
     closedb( henv );
     return 0;
 }

3 アプリケーションのコンパイル、リンク、実行を行い、アプ
リケーションが正しく構築されたことを確認します。

データの挿入が正しく行われたというメッセージが表示され
ていることを確認してください。

この手順で呼び出されている関数の詳細については、「SQLExecDirect 
関数」 490 ページを参照してください。
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レッスン 5：データベースのクエリ

クエリ結果セットを処理するために、ODBC では、文を準備してから

実行します。このレッスンでは、文を準備して実行し、結果を出力し
ます。

❖ データベースに対してクエリを実行するコードの記述

1 prepare 関数、execute 関数、fetch 関数を sample.cpp に追加し

ます。

static SQLHANDLE prepare( SQLHANDLE hcon ){
     SQLRETURN retn;
     SQLHANDLE hstmt;
     static const ul_char * sql = 
         UL_TEXT( "SELECT id, fname, lname FROM 
customer" );
     retn = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_STMT, hcon, 
&hstmt );
     retn = SQLPrepare( hstmt, (SQLTCHAR*)sql, 
SQL_NTS );
     if( retn == SQL_SUCCESS ) {
         _tprintf( "success in prepare.¥n" );
     } else {
         _tprintf( "error in prepare: %d.¥n", retn );
         retn = SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_STMT, hstmt 
);
         hstmt = 0;
     }
     return hstmt;
 }

prepare 関数は SQL 文を実行しません。

static ul_bool execute( SQLHANDLE hstmt )
 {
     SQLRETURN retn;
     retn = SQLExecute( hstmt );
     if( retn == SQL_SUCCESS ) {
         _tprintf( "success in execute.¥n" );
     } else {
         _tprintf( "error in execute: %d.¥n", retn );
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     retn = SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_STMT, hstmt );
     hstmt = 0;
     }
     return retn == SQL_SUCCESS;
 }

execute 関数はクエリを実行しますが、クライアント・アプリ

ケーションが直接使用できる結果セットは作成しません。ア
プリケーションは、結果セットから必要なローを明示的に
フェッチします。

static ul_bool fetch( SQLHANDLE hstmt )
 {
 #define NAME_LEN 20
     SQLCHAR      fName[NAME_LEN], lName[NAME_LEN];
     SQLINTEGER   id;
     SQLINTEGER      cbID = 0, cbFName = SQL_NTS, 
cbLName = SQL_NTS;
     SQLRETURN    retn;
 
     SQLBindCol( hstmt, 1, SQL_C_ULONG, &id, 0, 
&cbID );
     SQLBindCol( hstmt, 2, SQL_C_CHAR, 
                 fName, sizeof(fName), &cbFName );
     SQLBindCol( hstmt, 3, SQL_C_CHAR, 
                 lName, sizeof(lName), &cbLName );
     while ( ( retn = SQLFetch( hstmt ) ) != 
SQL_NO_DATA ){
         if (retn == SQL_SUCCESS || retn == 
SQL_SUCCESS_WITH_INFO){
             fName[ cbFName ] = '¥0';
             lName[ cbLName ] = '¥0';
             _tprintf( "%20s %d %20s¥n", fName, id, 
lName );
         } else {
             _tprintf ( "error while fetching: 
%d.¥n", retn );
             break;
         }
     }
     return retn == SQL_SUCCESS;
 }
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値は、カラムにバインドされている変数にフェッチされます。
文字列変数は、NULL ターミネータと一緒には返されません。

このため、出力時には NULL ターミネータが追加されます。

返された実際の文字列の長さは、SQLBindCol の最終パラメー

タで得られます。

2 main() 関数から prepare、execute、fetch を呼び出します。

sample.cpp 内の main() 関数を、次のように変更します。

int main() {
     SQLHANDLE henv;
     SQLHANDLE hcon;
     SQLHANDLE hstmt;
 
     henv = opendb();
     hcon = connect( henv );
     insert( hcon );
     hstmt = prepare( hcon );        
     execute( hstmt );
     fetch( hstmt );
     SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_STMT, hstmt );
     disconnect( hcon );
     closedb( henv );
     return 0;
 }

3 アプリケーションのコンパイル、リンク、実行を行い、アプ
リケーションが正しく構築されたことを確認します。

挿入したローが出力されていることを確認してください。

この手順で呼び出されている関数の詳細については、「SQLPrepare 関
数」 501 ページ、「SQLExecute 関数」 491 ページ、「SQLBindCol 関数」 
481 ページ、「SQLFetch 関数」 492 ページを参照してください。

これでチュートリアルが完了しました。
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第 ４ 部 API リファレンス

第 4 部では、Ultra Light C/C++ プログラミングに必要な 
API リファレンスを提供します。
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第 12 章 

Ultra Light C/C++ 共通 API リファレンス

この章の内容 この章では、Embedded SQL、静的型 C++ API、または C++ コンポー

ネント・インタフェースで使用する関数とマクロについて説明しま
す。これらの関数とマクロは、ODBC からは使用できません。

この章で説明するすべての関数は、SQLCA (SQL Communication Area) 
が必要です。詳細については、「Ultra Light C/C++ インタフェースの共

通機能」 129 ページを参照してください。
247



ULRegisterErrorCallback のコールバック関数
ULRegisterErrorCallback のコールバック関数

Ultra Light ランタイムがアプリケーションに通知するエラーを処理し

ます。

プロトタイプ ul_error_action UL_GENNED_FN_MOD error-callback-function(
 SQLCA * sqlca,
 ul_error_kind kind,
 ul_void * user_data,
 ul_char * buffer
 )

パラメータ • error-callback-function 関数の名前。ULRegisterErrorCallback 
に名前を指定します。「ULRegisterErrorCallback 関数」 259 ペー

ジを参照してください。

• sqlca SQLCA (SQL communication area) へのポインタ

SQLCA には、SQL コードが sqlca->sqlcode の形式で含ま

れています。エラー・パラメータは、すでに SQLCA から取

り出され、buffer に格納されています。

この sqlca ポインタは、アプリケーションの SQLCA を必ずし

も指しません。また、Ultra Light へのコールバックに使用す

ることはできません。これは、SQL コードをコールバックに

伝達するためにのみ使用します。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で 
sqlca として宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、

Sqlca.GetCA() メソッドを使用します。

• kind Ultra Light が通知しているエラーの種類。以下の定数の

いずれかを表します。

• UL_ERROR_KIND_MEDIA_REMOVED 現在の I/O 操作

を正しく行うためには、データベースが格納されている
メディア・カードを取り除き、再び挿入します。

この種類のエラーに対する一般的なアクションでは、メ
ディア・カードの挿入をユーザに要求します。
248



     第 12 章   Ultra Light C/C++ 共通 API リファレンス
この種類のエラーの場合、バッファにはデータベース・
ファイル名が保持されています。

• UL_ERROR_KIND_SQLCODE SQL エラー。SQLCA に
は、SQL コードが sqlca->sqlcode の形式で含まれていま

す。SQL コードとその意味は、『ASA エラー・メッセー

ジ』 > 「Adaptive Server Anywhere SQLCODE 順にリストし

たエラー・メッセージ」にリストされています。この種
類のエラーの場合、返されるエラー・アクションは無視
され、操作は常にキャンセルされます。

• user_data ULRegisterErrorCallback に提供されるユーザ・デー

タ。このデータが Ultra Light によって変更されることはあり

ません。コールバック関数はアプリケーション内の任意の位
置で通知されるため、user_data 引数がグローバル変数を作成

する代替の方法です。

• buffer コールバック関数を登録したときに指定されたバッ

ファ。バッファには、エラー・メッセージの代入パラメータ
を含む文字列が設定されます。Ultra Light をできるだけ小さ

くするために、Ultra Light では、エラー・メッセージ自体を

提供することはありません。代入パラメータは、個々のエ
ラーによって異なります。SQL エラーのエラー・パラメータ

については、『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース・

エラー・メッセージ」を参照してください。

戻り値 次のいずれかのアクションが返されます。

• UL_ERROR_ACTION_CANCEL エラーを引き起こした操作

をキャンセルします。

• UL_ERROR_ACTION_CONTINUE エラーを引き起こした操

作を無視して、実行を続けます。

• UL_ERROR_ACTION_DEFAULT エラー・コールバックがな

い場合と同じように動作します。この値は、
UL_ERROR_KIND_SQLCODE に特に適しています。

• UL_ERROR_ACTION_TRY_AGAIN エラーを引き起こした

操作を再び試みます。
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説明 この方法によるエラー処理の詳細については、
「ULRegisterErrorCallback 関数」 259 ページを参照してください。

参照 ◆ 「ULRegisterErrorCallback 関数」 259 ページ

◆ 『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server Anywhere 
SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」
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ULRegisterSchemaUpgradeObserver のコールバック

関数

Ultra Light データベース・スキーマのアップグレード時に、アプリ

ケーションによる進行状況を表示できます。

プロトタイプ ul_ret_void UL_GENNED_FN_MOD upgrade-callback-function(
 p_ul_schema_upgrade_status status
 )

パラメータ • upgrade-callback-function 関数の名前。

ULRegisterSchemaUpgradeObserver に名前を指定します。

• status スキーマ・アップグレード構造体へのポインタ。次の

ように定義されています。

typedef struct {
   ul_schema_upgrade_state state;
   ul_u_long               progress_counter;
   ul_u_long               final_progress_count;
   ul_u_long               upgrade_operations;
   ul_bool                 stop;
   ul_void *               user_data;
 }

ステータス・フィールドは次のとおりです。

• state 以下のいずれかを表します。

• UL_UPGRADE_STATE_STARTING アップグレードが開

始します。この段階では、ユーザは問題なく操作をキャ
ンセルできます。

• UL_UPGRADE_STATE_UPGRADING アップグレードが

進行中です。

• UL_UPGRADE_STATE_ABORT 修復可能なエラーの結

果、またはユーザ・アクションの結果として、スキーマ
のアップグレードがキャンセルされます。古いデータ
ベースは保持されます。
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• UL_UPGRADE_STATE_ERROR 致命的なエラーが発生

しました。データベースは使用不可能な状態です。

• UL_UPGRADE_STATE_DONE アップグレードが正常に

終了しました。

• progress_counter 現在までの進行状況を表す近似値。値は 0 
～ final_progress_count の間の数値で、完了したパーセンテー

ジをダイアログ・ボックスに表示できます。

• final_progress_count アップグレードが正常に終了したときの 
progress_counter の値。

• upgrade_operations アップグレードが進行している中で終了

した作業量の近似値。値は 0 から開始し、アップグレードの

進行に伴い増加します。progress_counter より頻繁に更新され

ます。ほかのスキーマ・アップグレードと比較するための相
対的な計測値として使用できます。

• stop UL_UPGRADE_STATE_STARTING の状態の場合、スキー

マのアップグレードをキャンセルするには、この値に ul_true 
を設定します。アプリケーションは、
UL_UPGRADE_STATUS_ABORT の状態で 2 番目のコール

バックを受け取ります。

Embedded SQL と静的型 C++ API の場合、接続操作は失敗し、

SQLCODE は SQLE_SCHEMA_UPGRADE_NOT_ALLOWED 
です。C++ コンポーネントの場合、UpgradeSchemaFromFile 
呼び出しは false を返し、SQLCODE には 
SQLE_SCHEMA_UPGRADE_NOT_ALLOWED が設定されま

す。

UL_UPGRADE_STATE_STARTING の状態でない場合に stop 
に ul_true を設定しても、stop 値は無視されます。

• user_data これは、ULRegisterSchemaUpgradeObserver または 
UpgradeSchemaFromFile に渡される user_data パラメータと同

じです。
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ULEnableFileDB 関数

Palm Computing Platform のバージョン 4.0 以降を実行するデバイスで

は、ファイルベースのデータ・ストアを使用します。

プロトタイプ void ULEnableFileDB( SQLCA * sqlca );

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、C++ コンポーネントと静

的型 C++ API アプリケーションの場合でも提供されます。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で sqlca と
して宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、Sqlca.GetCA() メ
ソッドを使用します。

説明 Palm 拡張カード上のファイルベースのデータ・ストアを使用するに

は、Ultra Light アプリケーションから ULEnableFileDB を呼び出し、

永続ストレージ・ファイル I/O モジュールをロードしてからデータ

ベースに接続します。

例 次の Embedded SQL コードは、ULEnableFileDB の使い方を示していま

す。

db_init( & sqlca );
 ULEnablePalmRecordDB( &sqlca );
 // connection code here
 if( SQLCODE == SQLE_CONNECTION_RESTORED ){
     // connection was restored
     // cursor is already open
 } else {
     // open cursor
 }

参照 「ULEnablePalmRecordDB 関数」 256 ページ
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ULEnableGenericSchema 関数 ( 旧式 )
新バージョンのアプリケーションを配備するときにデータベース・ス
キーマをアップグレードします。

旧式な機能
この文は使用されなくなりました。代わりに 
ULRegisterSchemaUpgradeObserver を使用します。

プロトタイプ void ULEnableGenericSchema( SQLCA * sqlca );

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、C++ API アプリケーショ

ンの場合でも提供されます。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で sqlca と
して宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、Sqlca.GetCA() メ
ソッドを使用します。

説明 新しい Ultra Light アプリケーションがデバイスに配備されると、Ultra 
Light はデフォルトで空のデータベースを再作成するため、新しいア

プリケーションが配備される前にデータベース内にあったデータは失
われます。ULEnableGenericSchema を呼び出すと、既存のデータベー

スが新しいアプリケーションのスキーマにアップグレードされます。

この関数は、C++ API アプリケーションと Embedded SQL アプリケー

ションで使用できます。この関数は、db_init または ULData.Open() の
前に呼び出してください。Palm Computing Platform は例外で、この場

合はアップグレードの前に必ずしもすべてのカーソルを閉じる必要は
ありません。Palm Computing Platform でのアップグレードの直後に、

LAUNCH_SUCCESS_FIRST 起動コードが返されます。

アップグレードの前にバックアップ
アップグレードを試行する前に、データベース・ファイルをコピーす
るか同期をとって、データをバックアップすることを強くおすすめし
ます。
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スキーマのアップグレード手順の詳細については、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「スキーマのアップグレード方法」

を参照してください。
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ULEnablePalmRecordDB 関数

Palm Computing Platform で稼働するデバイス上で、標準的なレコード

ベースのデータ・ストアを使用します。

プロトタイプ void ULEnablePalmRecordDB( SQLCA * sqlca );

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、C++ コンポーネントと 
C++ API アプリケーションの場合でも提供されます。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で sqlca と
して宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、Sqlca.GetCA() メ
ソッドを使用します。

説明 この関数は、C++ コンポーネント、C++ API アプリケーション、

Embedded SQL アプリケーションで使用できます。

例 次の Embedded SQL コードは、ULEnablePalmRecordDB の使い方を示

しています。

db_init( & sqlca );
 ULEnablePalmRecordDB( &sqlca );
 // connection code here
 if( SQLCODE == SQLE_CONNECTION_RESTORED ){
     // connection was restored
     // cursor is already open
 } else {
     // open cursor
 }

参照 「ULEnableFileDB 関数」 253 ページ
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ULEnableStrongEncryption 関数

Ultra Light データベースを高度に暗号化します。

プロトタイプ void ULEnableStrongEncryption( SQLCA * sqlca )

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、C++ コンポーネントと 
C++ API アプリケーションの場合でも提供されます。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で sqlca と
して宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、Sqlca.GetCA() メ
ソッドを使用します。

説明 この関数は、C++ API アプリケーションと Embedded SQL アプリケー

ションで使用できます。この関数は、db_init() または ULData.Open() 
の前に呼び出してください。

参照 「データの暗号化」 59 ページ
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ULEnableUserAuthentication 関数

Ultra Light アプリケーションでのユーザ認証を有効にします。

プロトタイプ void ULEnableUserAuthentication( SQLCA * sqlca );

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、C++ コンポーネントと 
C++ API アプリケーションの場合でも提供されます。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で sqlca と
して宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、Sqlca.GetCA() メ
ソッドを使用します。

説明 この関数を呼び出さなければ、Ultra Light データベースにアクセスす

るときにユーザ ID もパスワードも必要ありません。この関数を使用

して有効なユーザ ID とパスワードを指定します。Ultra Light データ

ベースは、認証された単一のユーザ ID DBA とともに作成されます。

このユーザ ID の初期パスワードは SQL です。

この関数は、C++ API アプリケーションと Embedded SQL アプリケー

ションで使用できます。この関数は、接続を開く前に呼び出されま
す。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light の
ユーザ認証」
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ULRegisterErrorCallback 関数

エラーを処理するコールバック関数を登録します。

プロトタイプ void ULRegisterErrorCallback (
     SQLCA *                            sqlca,
     ul_error_callback_fn          callback,
     ul_void *                             user_data,
     ul_char *                             buffer,
     size_t                                  len 
 )

パラメータ • sqlca SQLCA へのポインタ。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で 
sqlca として宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、

Sqlca.GetCA() メソッドを使用します。

• callback コールバック関数の名前。この関数のプロトタイプ

の詳細については、「ULRegisterErrorCallback のコールバック

関数」 248 ページを参照してください。

コールバック値に UL_NULL を指定すると、以前に登録した

コールバック関数が無効になります。

• user_data コールバック関数はアプリケーション内の任意の位

置から呼び出されるため、アクセスするコンテキスト情報は、
グローバルにアクセスできる必要があります。グローバル変
数の代わりに、このフィールドを使用して、関数がアクセス
するコンテキスト情報を提供できます。

提供するデータが Ultra Light によって変更されることはあり

ません。コールバック関数の起動時に、データが単に渡され
ます。

ここでデータ型を宣言し、コールバック関数内の適切なデー
タ型にキャストできます。たとえば、コールバック関数に次
の形式の行を指定できます。

MyContextType * context = (MyContextType *)user_data;
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• buffer NULL ターミネータを含む、エラー・メッセージの代

入パラメータが格納されている文字配列。Ultra Light をでき

るだけ小さくするために、Ultra Light では、エラー・メッ

セージ自体を提供することはありません。代入パラメータは、
個々のエラーによって異なります。SQL エラーのエラー・パ

ラメータについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 「データ

ベース・エラー・メッセージ」を参照してください。

バッファは、Ultra Light がアクティブな間、存在します。パ

ラメータ情報を受け取る必要がない場合は、UL_NULL を指

定します。

• len ul_char 文字単位のバッファの長さ。値が 100 であれば、

ほとんどの場合、エラー・パラメータを保持するのに十分な
長さです。バッファが小さすぎる場合、パラメータは問題な
くトランケートされます。

説明 この関数が呼び出されると、Ultra Light がエラーを通知するたびに、

ユーザ指定のコールバック関数が呼び出されます。このため、
SQLCA を初期化した直後に ULRegisterErrorCallback を呼び出してく

ださい。

このコールバック関数を使用するエラー処理では、発生するすべての
エラーがアプリケーションに通知されるため、開発中は特に効果的で
す。ただし、コールバック関数は実行フローを制御しないため、コー
ルバック関数がほかのエラー処理コードに置き換わることはありませ
ん。

例 次のコードは、Ultra Light C++ コンポーネント・アプリケーションの

コールバック関数を登録します。

int main(){
     ul_char buffer[100];
     DatabaseManager * dm;
     Connection * conn;
     Sqlca.Initialize();
     ULRegisterErrorCallback(
         Sqlca.GetCA(),
         MyErrorCallBack,
260



     第 12 章   Ultra Light C/C++ 共通 API リファレンス
         UL_NULL,
         buffer,
         100 );
     dm = ULInitDatabaseManager( Sqlca );
     ...

コールバック関数のサンプルを次に示します。

ul_error_action UL_GENNED_FN_MOD MyErrorCallBack(
     SQLCA *     sqlca,
     ul_error_kind    kind,
     ul_void *    user_data,
     ul_char *    message_parameter ){
     ul_error_action rc;
     (void) user_data;

    switch( kind ) {
     case UL_ERROR_KIND_MEDIA_REMOVED:
         // TODO: Prompt user to re-insert media
         // (message_parameter contains the filename).
         rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; // use 
UL_ERROR_ACTION_RETRY to retry
         break;

    case UL_ERROR_KIND_SQLCODE:
         switch( sqlca->sqlcode ){
         // The following errors are used for flow 
control, and we don't want to
         // report them here:
         case SQLE_NOTFOUND:
         case SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND:
             break;
         case SQLE_CANNOT_ACCESS_SCHEMA_FILE:
           _tprintf( 
            _TEXT( "Error %ld: UltraLite schema file %s 
not found¥n" ), 
            sqlca->sqlcode, 
            message_parameter ); 
            break;
         case SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR:
           _tprintf( 
            _TEXT( "Error %ld: Communications error¥n" 
), 
            sqlca->sqlcode ); 
            break;
         default:
            _tprintf( 
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              _TEXT( "Error %ld: %s¥n" ), 
              sqlca->sqlcode, 
              message_parameter ); 
              break;
         }

        rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; // ignored for SQL 
kind
         break;
     default:
         // future error kinds
         assert( 0 );
         rc = UL_ERROR_ACTION_ABORT; // default action
         break;
     }
     return rc;
 }

参照 ◆ 『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server Anywhere 
SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」

◆ 「ULRegisterErrorCallback のコールバック関数」 248 ページ
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ULRegisterSchemaUpgradeObserver 関数

プロトタイプ ul_ret_void ULRegisterSchemaUpgradeObserver (
 SQLCA * sqlca,
 ul_schema_upgrade_observer_fn  callback,
 ul_void * user_data
 );

パラメータ • sqlca SQLCA へのポインタ。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で 
sqlca として宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、

Sqlca.GetCA() メソッドを使用します。

• callback コールバック関数の名前。この関数のプロトタイプ

の詳細については、「ULRegisterErrorCallback のコールバック

関数」 248 ページを参照してください。

コールバック値に UL_NULL を指定すると、以前に登録した

コールバック関数が無効になります。

• user_data コールバック関数はアプリケーション内の任意の位

置から呼び出されるため、アクセスするコンテキスト情報は、
グローバルにアクセスできる必要があります。グローバル変
数の代わりに、このフィールドを使用して、関数がアクセス
するコンテキスト情報を提供できます。

提供するデータが Ultra Light によって変更されることはあり

ません。コールバック関数の起動時に、データが単に渡され
ます。

ここでデータ型を宣言し、コールバック関数内の適切なデー
タ型にキャストできます。たとえば、コールバック関数に次
の形式の行を指定できます。

MyContextType * context = (MyContextType *)user_data;

説明 スキーマのアップグレード処理には、時間がかかることがあります。
observer コールバックを使用してアップグレード処理をモニタし、エ

ンド・ユーザにフィードバックすることができます。たとえば、この
機能を使用すると、進行状況を示すパーセンテージをダイアログ・
ボックスに表示してユーザに提供できます。
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db_init (Embedded SQL) または ULData::Open ( 静的型 C++ API) の呼び

出し後、しかしデータベースに接続する前に 
ULRegisterSchemaUpgradeObserver を呼び出します。アップグレードは

接続操作の中で行われ、そのときに、登録されているコールバック関
数に対してコールバックが行われます。

C++ コンポーネントから ULRegisterSchemaUpgradeObserver を呼び出

せますが、Connection.UpgradeSchemaFromFile メソッドを使用しても

同じ操作ができます。アプリケーションが両方を呼び出した場合は、
ULRegisterSchemaUpgradeObserver が使用されます。

データベース・スキーマをアップグレードするアプリケーションの中
では、ULRegisterSchemaUpgradeObserver を呼び出してください。ユー

ザにフィードバックを提供しない場合は、コールバック関数として 
UL_NULL を渡します。ULRegisterSchemaUpgradeObserver を使用する

とアプリケーションのサイズが大幅に大きくなるため、アプリケー
ションがデータベース・スキーマをアップグレードしない場合は、
ULRegisterSchemaUpgradeObserver の呼び出しを省略できます。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light デー

タベース・スキーマのアップグレード」
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ULStoreDefragFini 関数

プロトタイプ ul_ret_void ULStoreDefragFini(
 SQLCA * sqlca,
 p_ul_store_defrag_info dfi );

説明 ULStoreDefragInit が返すデフラグメンテーション情報ブロックを破棄

する関数です。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

dfi   デフラグメンテーション情報のブロック。

参照 「Ultra Light データベースのデフラグメンテーション」 135 ページ

「ULStoreDefragInit 関数」 266 ページ
265



ULStoreDefragInit 関数
ULStoreDefragInit 関数

プロトタイプ p_ul_store_defrag_info ULStoreDefragInit( SQLCA * sqlca );

説明 この関数は、データベースのデフラグメンテーション状態を管理する
ためのデフラグメンテーション情報ブロックを初期化し返します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

検査結果 処理が正常に完了した場合には、デフラグメンテーション情報のブ
ロック p_ul_store_defrag_info を返します。メモリ不足などで処理が

正常に完了しなかった場合には、UL_NULL が返されます。

参照 「Ultra Light データベースのデフラグメンテーション」 135 ページ

「ULStoreDefragFini 関数」 265 ページ
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ULStoreDefragStep 関数

プロトタイプ ul_bool ULStoreDefragStep(
 SQLCA * sqlca
 p_ul_store_defrag_info dfi );

説明 この関数は 1 つのデータベースをデフラグメントします。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

dfi   デフラグメンテーション情報のブロック。

検査結果 記憶領域全体がデフラグメントされた場合には ul_true が返されます。

記憶領域全体がデフラグメントされない場合には、ul_false が返され

ます。

エラーが発生すると、SQLCODE が設定されます。

参照 「Ultra Light データベースのデフラグメンテーション」 135 ページ

「ULStoreDefragFini 関数」 265 ページ

「ULStoreDefragInit 関数」 266 ページ
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Ultra Light C/C++ アプリケーションのマクロとコン

パイラ指令

この項では、Ultra Light C/C++ アプリケーションに対して指定するコ

ンパイラ指令について説明します。特に指定のないかぎり、指令は 
Embedded SQL と C++ API の両方のアプリケーションに適用されま

す。

コンパイラ指令は、コンパイラのコマンド・ラインまたはユーザ・イ
ンタフェースのコンパイラ設定ダイアログ・ボックスに指定できま
す。ソース・コードの中で定義することもできます。

コンパイラのコマンド・ラインの場合、一般には、/D コマンド・ラ

イン・オプションを使用してコンパイラ指令を設定します。たとえ
ば、ユーザ認証を使用する Ultra Light アプリケーションをコンパイル

する場合、Microsoft Visual C++ の makefile は、次のようになります。

CompileOptions=/c /DPRWIN32 /Od /Zi /DWIN32
 /D__NT__ /DUL_USE_DLL /DULB_USE_BIGINT_TYPES
 /DULB_USE_FLOAT_TYPES /DUL_ENABLE_USER_AUTH
 
 IncludeFolders= ¥
 /I"$(VCDIR)¥include" ¥
 /I"$(ASANY9)¥h"
 
 sample.obj: sample.cpp
     cl $(CompileOptions) $(IncludeFolders) sample.cpp

ここで、VCDIR は Visual C++ ディレクトリであり、ASANY9 は 
SQL Anywhere ディレクトリです。

ソース・コードの場合は、#define 文を使用して指令を指定します。

UL_AS_SYNCHRONIZE マクロ

関数 ActiveSync 同期を指定するときに使用するコールバック・メッセージ

の名前を提供します。

適用先 ActiveSync のみを使用する Windows CE アプリケーション。
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参照 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「アプリケーションへの 
ActiveSync 同期の追加」

『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「アプリケーションへの 
ActiveSync 同期の追加」

UL_ENABLE_OBFUSCATION マクロ

関数 デフォルトでは、難読化は無効です。難読化を有効にするには、生成
されたデータベースをコンパイルするときに、
UL_ENABLE_OBFUSCATION を定義します。

適用先 生成されたデータベース・コード。

参照 「データの暗号化」 59 ページ

UL_ENABLE_USER_AUTH マクロ

関数 C++ API アプリケーションの場合のみ、この指令を定義してユーザ認

証を有効にします。この指令を使用しないと、C++ API Ultra Light ア
プリケーションではユーザ認証は行われません。

適用先 ulapi.cpp ファイル。

参照 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ユーザの認証」

UL_ENABLE_SEGMENTS マクロ

関数 コンパイラに対して、Palm Computing Platform アプリケーションのマ

ルチセグメント・コードの生成を指示します。

適用先 生成されたデータベース・コード。

参照 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「マルチセグメント・コー

ド生成の有効化」
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『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「マルチセグメント・コー

ド生成の有効化」

UL_OMIT_COLUMN_INFO マクロ

関数 生成コードが必要とする Palm OS データ・セグメント数を減少しま

す。

使用法 生成されたファイルをコンパイルする前に、プリプロセッサ・シンボ
ル UL_OMIT_COLUMN_INFO を定義します。CodeWarrior では、プレ

フィクス・ファイルに #define を追加してこの処理を行います。

マクロは、生成コードが必要とするセグメント数を減少します。セグ
メント数を確実に減少するために、Ultra Light ジェネレータが別に書

き込む拡張スキーマ情報は省かれます。この結果、このマクロが定義
されると、データベース・スキーマをアップグレードできず、
send_column_names 同期パラメータも使用できません。

UL_STORE_PARMS マクロ

関数 キーワードと値の組み合わせを指定して、データベース・ストレージ
を設定します。

構文 #define UL_STORE_PARMS UL_TEXT( "keyword=value;…" )

キーワードと値のリスト内のすべてのスペースが有効です。ただし、
文字列の先頭のスペースと、セミコロンの直後のスペースを除きま
す。

使用法 すべての db_init() 呼び出しから参照できるように、

UL_STORE_PARMS マクロはアプリケーションのソース・コードの

ヘッダで定義されます。

パラメータ キーワードは、大文字と小文字を区別しません。値における大文字と
小文字の区別は、値を解釈するアプリケーションに依存します。たと
えば、ファイル名における大文字と小文字の区別は、オペレーティン
グ・システムに依存します。
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使用可能なパラメータのリストについては、『Ultra Light データベー

ス・ユーザーズ・ガイド』 > 「データベース・スキーマ・パラメータ」 
および 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「追加接

続パラメータ」を参照してください。

例 次の文は、キャッシュ・サイズを 128 KB に設定します。

#undef  UL_STORE_PARMS
 #define UL_STORE_PARMS  UL_TEXT("cache_size=128k")
     . . .
 db_init( &sqlca );

次の例に示すように、UL_STORE_PARMS を文字列に設定し、その文

字列の値をプログラムで設定してから db_init を呼び出すことができ

ます。UL_TEXT マクロと _stprintf 関数を使用して、文字を正しく

コード化します。

char store_parms[32];
 #undef  UL_STORE_PARMS
 #define UL_STORE_PARMS  store_parms
 ...
     /* Set cache_size to the correct number of bytes. 
*/
 ...
 _stprintf( store_parms, UL_TEXT("cache_size=%lu"),
     cache_size );
 db_init( &sqlca );

次に示す類似の例では、暗号化キーとしてパスワードを使用してお
り、これが、Ultra Light データベース・ファイルのロケーションと

ファイル名を設定します。コードでは、変数 filename に目的のパス

とファイル名があらかじめ設定されていることが前提です。コードを
実行してから、db_init を呼び出します。

TCHAR store_parms[100];
 #undef  UL_STORE_PARMS
 #define UL_STORE_PARMS  store_parms

//put the password in UL_STORE_PARMS to be used as 
encryption key
 my_sprintf( store_parms, UL_TEXT("key=%s"), app_pword 
);
 
 #ifdef UNDER_CE
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 if( filename != NULL ) {
     my_strcat( store_parms, _T(";file_name=") );
     my_strcat( store_parms, filename );
 }
 #endif

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「データベース・

スキーマ・パラメータ」

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「追加接続パラ

メータ」

『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light データベース・

スキーマ・ファイルの作成」

「データの暗号化」 59 ページ

UL_SYNC_ALL マクロ

関数 パブリケーションにないものも含めて、データベース内のすべての
テーブルを参照するパブリケーション・マスクを提供します。

参照 「publication 同期パラメータ」 524 ページ

『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ULGetLastDownloadTime 
関数」

『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ULCountUploadRows 関
数」

「UL_SYNC_ALL_PUBS マクロ」 272 ページ

UL_SYNC_ALL_PUBS マクロ

関数 パブリケーションに含まれる、データベース内のすべてのテーブルを
参照するパブリケーション・マスクを提供します。

参照 「publication 同期パラメータ」 524 ページ
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『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ULGetLastDownloadTime 
関数」

『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「ULCountUploadRows 関
数」

「UL_SYNC_ALL マクロ」 272 ページ

UL_TEXT マクロ

関数 シングルバイト文字列またはワイド文字列としてコンパイルされる定
数文字列を準備します。Embedded SQL アプリケーションと C++ API 
アプリケーションでは、このマクロを使用して定数文字列をすべて囲
み、コンパイラがこれらのパラメータを正しく処理できるようにしま
す。

UL_USE_DLL マクロ

関数 Windows CE アプリケーションと Windows アプリケーションの場合の

み、この指令を定義して、静的ランタイム・ライブラリではなく、ラ
ンタイム・ライブラリ DLL を使用します。

適用先 生成されたデータベース・コード。

UNDER_CE マクロ

関数 Windows CE 用の Ultra Light アプリケーションをコンパイルする場合

のみ、このマクロを使用します。

デフォルトでは、このマクロは、すべての新規 eMbedded Visual C++ 
プロジェクトの中で定義されます。

参照 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「Windows CE 用 Ultra Light 
アプリケーションの開発」.
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Ultra Light C/C++ アプリケーションのマクロとコンパイラ指令
UNDER_PALM_OS マクロ

関数 Palm OS 用の Ultra Light アプリケーションをコンパイルする場合の

み、このマクロを使用します。

このマクロは、Ultra Light Palm OS アプリケーションに含まれる 
ulpalmXX.h ヘッダ・ファイルの中で、Ultra Light プラグインによって

定義されます。詳細については、『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「Ultra Light plug-in for CodeWarrior の使用」を参照してくださ

い。

参照 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 「Palm Computing Platform 
用 Ultra Light アプリケーションの開発」.
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第 13 章 

Ultra Light C++ コンポーネント API リファレ

ンス

この章の内容 この章では Ultra Light C++ コンポーネント API について説明します。
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クラス ULSqlca
クラス ULSqlca

構文 public ULSqlca

基本クラス ◆ 「クラス ULSqlcaBase」 278 ページ

説明 「クラス ULSqlcaBase」 278 ページ サブクラスに SQLCA 構造体が含ま

れるため、外部構造体は必要ありません。

これは、ほとんどの C++ コンポーネント・アプリケーションで使用

されます。SQLCA は、他の関数を呼び出す前に初期化する必要があ

ります。それぞれのスレッドには、固有の SQLCA が必要です。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、ULSqlca のすべてのメンバ

◆ 「Finalize 関数」 278 ページ

◆ 「GetCA 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameter 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameterCount 関数」 279 ページ

◆ 「GetSQLCode 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLCount 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLErrorOffset 関数」 280 ページ

◆ 「Initialize 関数」 280 ページ

◆ 「LastCodeOK 関数」 281 ページ

◆ 「LastFetchOK 関数」 281 ページ

◆ 「ULSqlca 関数」 276 ページ

◆ 「~ULSqlca 関数」 277 ページ

ULSqlca 関数

構文  ULSqlca::ULSqlca()

説明 コンストラクタです。
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~ULSqlca 関数

構文  ULSqlca::~ULSqlca()

説明 デストラクタです。
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クラス ULSqlcaBase
クラス ULSqlcaBase

構文 public ULSqlcaBase

派生クラス ◆ 「クラス ULSqlca」 276 ページ

◆ 「クラス ULSqlcaWrap」 282 ページ

説明 SQLCA を提供します。

ULSqlcaBase は、インタフェース・ライブラリとアプリケーション間

の SQLCA を定義します。SQLCA を作成するには、このクラスのサ

ブクラス ( 通常は 「クラス ULSqlca」 276 ページ ) を使用します。基本

となる SQLCA オブジェクトが必ず存在しなければなりません。

SQLCA は、他の関数を呼び出す前に初期化する必要があります。そ

れぞれのスレッドには、固有の SQLCA が必要です。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、ULSqlcaBase のすべてのメンバ

◆ 「Finalize 関数」 278 ページ

◆ 「GetCA 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameter 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameterCount 関数」 279 ページ

◆ 「GetSQLCode 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLCount 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLErrorOffset 関数」 280 ページ

◆ 「Initialize 関数」 280 ページ

◆ 「LastCodeOK 関数」 281 ページ

◆ 「LastFetchOK 関数」 281 ページ

Finalize 関数

構文 void ULSqlcaBase::Finalize()

説明 この SQLCA をファイナライズします。

SQLCA は、再度初期化しないと使用できません。
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GetCA 関数

構文 SQLCA * ULSqlcaBase::GetCA()

説明 追加のフィールドに直接アクセスするための SQLCA 構造体を取得し

ます。

戻り値 ローの sqlca 構造体

GetParameter 関数

構文 size_t ULSqlcaBase::GetParameter(
 ul_u_long parm_num
 ul_char * buffer
 size_t size
 )

パラメータ • parm_num 1 から始まるパラメータ番号 

• buffer パラメータ文字列を受け取るバッファ 

• size ul_char のバッファ・サイズ 

説明 エラーのパラメータ文字列を取得します。

バッファが小さすぎてパラメータがトランケートされる場合であって
も、出力パラメータ文字列は常に NULL で終了します。パラメータ番

号は 1 から始まります。

戻り値 この関数が正常に動作した場合の戻り値は、パラメータ文字列全体を
保持するのに必要なバッファ・サイズです (NULL ターミネータを含

む ul_char の数 )。正常に動作しなかった場合は、戻り値は 0 です。無

効な ( 範囲外の ) パラメータ番号が指定されると、この関数は正常に

動作しません。

GetParameterCount 関数

構文 ul_u_long ULSqlcaBase::GetParameterCount()
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クラス ULSqlcaBase
説明 最後の操作のエラー・パラメータの数を取得します。

戻り値 現在のエラーのパラメータの数

GetSQLCode 関数

構文 an_sql_code ULSqlcaBase::GetSQLCode()

説明 最後の操作のエラー・コード (SQLCODE) を取得します。

戻り値 sqlcode 値

GetSQLCount 関数

構文 an_sql_code ULSqlcaBase::GetSQLCount()

説明 最後の操作の SQL カウント変数 (SQLCOUNT) を取得します。

これは、挿入、削除、または更新の操作によって影響を受けたローの
数を示します。影響を受けたローがない場合はゼロです。

GetSQLErrorOffset 関数

構文 ul_s_long ULSqlcaBase::GetSQLErrorOffset()

説明 動的 SQL 文でのエラーのオフセットを取得します。

戻り値 取得可能な場合、戻り値は、現在のエラーに該当する 
(PrepareStatement 関数に渡される ) 動的 SQL 文のオフセットです。取

得できない場合、戻り値は -1 です。

Initialize 関数

構文 bool ULSqlcaBase::Initialize()
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説明 この SQLCA を初期化します。

SQLCA は、他の操作が発生する前に初期化する必要があります。

戻り値 成功したときは true、失敗したときは false。システム・リソースが不

足していると、基本のインタフェース・ライブラリの初期化に失敗す
ることがありますが、この場合、このメソッドは失敗することがあり
ます。

LastCodeOK 関数

構文 bool ULSqlcaBase::LastCodeOK()

説明 最後の操作のエラー・コードを調べます。

戻り値 sqlcode が SQLE_NOERROR または警告である場合は true、エラーを

示している場合は false

LastFetchOK 関数

構文 bool ULSqlcaBase::LastFetchOK()

説明 最後のフェッチ操作のエラー・コードを調べます。

この関数は、フェッチ操作の実行直後にのみ使用します。

戻り値 最後の操作でローが正常にフェッチされたことを sqlcode が示してい

る場合は true
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クラス ULSqlcaWrap
クラス ULSqlcaWrap

構文 public ULSqlcaWrap

基本クラス ◆ 「クラス ULSqlcaBase」 278 ページ

説明 既存の SQLCA オブジェクトにアタッチする 「クラス ULSqlcaBase」 
278 ページ サブクラスです。

これは、前に初期化した SQLCA オブジェクトとともに使用できます 
( この場合、Initialize を再度呼び出しません )。SQLCA は、他の関数を

呼び出す前に初期化する必要があります。それぞれのスレッドには、
固有の SQLCA が必要です。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、ULSqlcaWrap のすべてのメンバ

◆ 「Finalize 関数」 278 ページ

◆ 「GetCA 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameter 関数」 279 ページ

◆ 「GetParameterCount 関数」 279 ページ

◆ 「GetSQLCode 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLCount 関数」 280 ページ

◆ 「GetSQLErrorOffset 関数」 280 ページ

◆ 「Initialize 関数」 280 ページ

◆ 「LastCodeOK 関数」 281 ページ

◆ 「LastFetchOK 関数」 281 ページ

◆ 「ULSqlcaWrap 関数」 282 ページ

◆ 「~ULSqlcaWrap 関数」 283 ページ

ULSqlcaWrap 関数

構文  ULSqlcaWrap::ULSqlcaWrap(
 SQLCA * sqlca
 )

パラメータ • sqlca 使用する SQLCA オブジェクト 

説明 コンストラクタです。
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このオブジェクトを作成する前に SQLCA オブジェクトを初期化でき

ます。この場合は、「Initialize 関数」 280 ページ を再度呼び出さないで

ください。

~ULSqlcaWrap 関数

構文  ULSqlcaWrap::~ULSqlcaWrap()

説明 デストラクタです。
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クラス UltraLite_Connection
クラス UltraLite_Connection

構文 public UltraLite_Connection

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Connection_iface」 286 ページ

説明 Connection クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_Connection のすべてのメ

ンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「ChangeEncryptionKey 関数」 287 ページ

◆ 「Commit 関数」 287 ページ

◆ 「CountUploadRows 関数」 287 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetConnectionNum 関数」 288 ページ

◆ 「GetDatabaseID メソッド」 288 ページ

◆ 「GetDatabaseProperty 関数」 288 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetLastDownloadTime 関数」 288 ページ

◆ 「GetLastIdentity 関数」 289 ページ

◆ 「GetNewUUID 関数」 289 ページ

◆ 「GetPublicationMask 関数」 289 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 290 ページ

◆ 「GetSqlca 関数」 290 ページ

◆ 「GetSuspend 関数」 290 ページ

◆ 「GetSynchResult 関数」 290 ページ

◆ 「GetUtilityULValue 関数」 290 ページ

◆ 「GlobalAutoincUsage 関数」 291 ページ

◆ 「GrantConnectTo 関数」 291 ページ

◆ 「InitSynchInfo 関数」 291 ページ

◆ 「OpenTable 関数」 292 ページ

◆ 「OpenTableWithIndex 関数」 292 ページ

◆ 「PrepareStatement 関数」 293 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

◆ 「ResetLastDownloadTime 関数」 293 ページ
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◆ 「RevokeConnectFrom 関数」 293 ページ

◆ 「Rollback 関数」 294 ページ

◆ 「RollbackPartialDownload 関数」 294 ページ

◆ 「SetDatabaseID 関数」 294 ページ

◆ 「SetSuspend 関数」 294 ページ

◆ 「SetSynchInfo 関数」 295 ページ

◆ 「Shutdown 関数」 295 ページ

◆ 「StartSynchronizationDelete 関数」 295 ページ

◆ 「StopSynchronizationDelete 関数」 295 ページ

◆ 「StrToUUID 関数」 296 ページ

◆ 「Synchronize 関数」 296 ページ

◆ 「UpgradeSchemaFromFile 関数」 298 ページ

◆ 「UpgradeSchemaFromFile 関数」 298 ページ

◆ 「UUIDToStr 関数」 297 ページ

◆ 「UUIDToStr 関数」 297 ページ
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クラス UltraLite_Connection_iface
クラス UltraLite_Connection_iface

構文 public UltraLite_Connection_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_Connection」 284 ページ

説明 Connection インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_Connection_iface のすべ

てのメンバ

◆ 「ChangeEncryptionKey 関数」 287 ページ

◆ 「Commit 関数」 287 ページ

◆ 「CountUploadRows 関数」 287 ページ

◆ 「GetConnectionNum 関数」 288 ページ

◆ 「GetDatabaseID メソッド」 288 ページ

◆ 「GetDatabaseProperty 関数」 288 ページ

◆ 「GetLastDownloadTime 関数」 288 ページ

◆ 「GetLastIdentity 関数」 289 ページ

◆ 「GetNewUUID 関数」 289 ページ

◆ 「GetPublicationMask 関数」 289 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 290 ページ

◆ 「GetSqlca 関数」 290 ページ

◆ 「GetSuspend 関数」 290 ページ

◆ 「GetSynchResult 関数」 290 ページ

◆ 「GetUtilityULValue 関数」 290 ページ

◆ 「GlobalAutoincUsage 関数」 291 ページ

◆ 「GrantConnectTo 関数」 291 ページ

◆ 「InitSynchInfo 関数」 291 ページ

◆ 「OpenTable 関数」 292 ページ

◆ 「OpenTableWithIndex 関数」 292 ページ

◆ 「PrepareStatement 関数」 293 ページ

◆ 「ResetLastDownloadTime 関数」 293 ページ

◆ 「RevokeConnectFrom 関数」 293 ページ

◆ 「Rollback 関数」 294 ページ

◆ 「RollbackPartialDownload 関数」 294 ページ

◆ 「SetDatabaseID 関数」 294 ページ

◆ 「SetSuspend 関数」 294 ページ
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◆ 「SetSynchInfo 関数」 295 ページ

◆ 「Shutdown 関数」 295 ページ

◆ 「StartSynchronizationDelete 関数」 295 ページ

◆ 「StopSynchronizationDelete 関数」 295 ページ

◆ 「StrToUUID 関数」 296 ページ

◆ 「Synchronize 関数」 296 ページ

◆ 「UpgradeSchemaFromFile 関数」 298 ページ

◆ 「UpgradeSchemaFromFile 関数」 298 ページ

◆ 「UUIDToStr 関数」 297 ページ

◆ 「UUIDToStr 関数」 297 ページ

ChangeEncryptionKey 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::ChangeEncryptionKey(
 const ULValue & new_key
 )

パラメータ • new_key データベースの新しい暗号化キーの値

説明 暗号化キーを変更します。

Commit 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::Commit()

説明 現在のトランザクションをコミットします。

CountUploadRows 関数

構文 virtual ul_u_long UltraLite_Connection_iface::CountUploadRows(
 ul_publication_mask mask
 ul_u_long threshold
 )

パラメータ • mask 対象のパブリケーションのセット 

• threshold カウントするローの数の制限 
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クラス UltraLite_Connection_iface
説明 アップロードする必要があるローの数を特定します。

GetConnectionNum 関数

構文 virtual ul_connection_num 
UltraLite_Connection_iface::GetConnectionNum()

説明 接続の数を取得します。

GetDatabaseID メソッド

構文 virtual ul_u_long UltraLite_Connection_iface::GetDatabaseID()

説明 グローバル・オートインクリメント・カラムに使用されるデータベー
ス ID を取得します。

GetDatabaseProperty 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_Connection_iface::GetDatabaseProperty(
 ul_database_property_id id
 )

パラメータ • id 要求されているプロパティの ID 

説明 データベースのプロパティを取得します。

戻り値 要求されているプロパティの値

GetLastDownloadTime 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::GetLastDownloadTime(
 ul_publication_mask mask
 DECL_DATETIME * value
 )

パラメータ • mask パブリケーション・マスク 
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• value 出力：前回のダウンロードの時刻 

説明 前回のダウンロードの時刻を取得します。

GetLastIdentity 関数

構文 virtual ul_u_big UltraLite_Connection_iface::GetLastIdentity()

説明 @@identity の値を取得します。

GetNewUUID 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::GetNewUUID(
 p_ul_binary uuid
 )

パラメータ • uuid 新しい UUID 値 

説明 新しい UUID を作成します。

GetPublicationMask 関数

構文 virtual ul_publication_mask 
UltraLite_Connection_iface::GetPublicationMask(
 const ULValue & pub_id
 )

パラメータ • pub_id パブリケーションの名前または序数 

説明 特定のパブリケーション名のパブリケーション・マスクを取得しま
す。

パブリケーション・マスクは、パブリケーション ID ではありません。

パブリケーションが見つからない場合は、0 を返します。
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クラス UltraLite_Connection_iface
GetSchema 関数

構文 virtual UltraLite_DatabaseSchema * UltraLite_Connection_iface::GetSchema()

説明 データベース・スキーマを取得します。

GetSqlca 関数

構文 virtual ULSqlcaBase const & UltraLite_Connection_iface::GetSqlca()

説明 この接続に関連付けられている SQLCA を取得します。

GetSuspend 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::GetSuspend()

説明 サスペンドのプロパティを取得します。

戻り値 接続がサスペンドされる場合は true、そうでない場合は false

GetSynchResult 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::GetSynchResult(
 p_ul_synch_result synch_result
 )

パラメータ • synch_result 同期結果を保持する ul_synch_result 構造体へのポ

インタ 

説明 前回の同期結果を取得します。

GetUtilityULValue 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_Connection_iface::GetUtilityULValue()
290



     第 13 章   Ultra Light C++ コンポーネント API リファレンス
説明 新しい 「クラス ULValue」 356 ページ を取得します。

「クラス ULValue」 356 ページ オブジェクトは、そのメソッドの多くが

成功するようにするために、接続にバインドされている必要がありま
す。

GlobalAutoincUsage 関数

構文 virtual ul_u_short UltraLite_Connection_iface::GlobalAutoincUsage()

説明 グローバル・オートインクリメント・カウンタの使用率を取得しま
す。

GrantConnectTo 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::GrantConnectTo(
 const ULValue & uid
 const ULValue & pwd
 )

パラメータ • uid 接続する権限を付与されるユ－ザ ID

• pwd 接続するためにユ－ザ ID が指定する必要があるパス

ワード 

説明 新しいユーザを追加したり、既存のユーザのパスワードを変更したり
します。

InitSynchInfo 関数

構文 virtual void UltraLite_Connection_iface::InitSynchInfo(
 p_ul_synch_info info
 )

パラメータ • info 同期パラメータを保持する ul_synch_info 構造体へのポイ

ンタ 

説明 同期情報の構造体を初期化します。
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クラス UltraLite_Connection_iface
OpenTable 関数

構文 virtual UltraLite_Table * UltraLite_Connection_iface::OpenTable(
 const ULValue & table_id
 const ULValue & persistent_name
 )

パラメータ • table_id テーブルの名前または序数 

• persistent_name サスペンド処理に使用されるインスタンスの

名前 

説明 テーブルを開きます。

テーブルを初めて開いたときは、カーソルの位置は BeforeFirst() で
す。

OpenTableWithIndex 関数

構文 virtual UltraLite_Table * UltraLite_Connection_iface::OpenTableWithIndex(
 const ULValue & table_id
 const ULValue & index_id
 const ULValue & persistent_name
 )

パラメータ • table_id テーブルの名前または序数 

• index_id インデックスの名前または序数 

• persistent_name サスペンド処理に使用されるインスタンスの

名前 

説明 ローを順序付けるための指定のインデックスを使用して、テーブルを
開きます。

テーブルを初めて開いたときは、カーソルの位置は BeforeFirst() で
す。
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PrepareStatement 関数

構文 virtual UltraLite_PreparedStatement * 
UltraLite_Connection_iface::PrepareStatement(
 const ULValue & sql
 const ULValue & persistent_name
 )

パラメータ • sql 文字列としての SQL 文 

• persistent_name サスペンド処理に使用されるインスタンスの

名前 

説明 SQL 文の準備を行います。

ResetLastDownloadTime 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::ResetLastDownloadTime(
 ul_publication_mask mask
 )

パラメータ • mask リセットするパブリケーションのセット 

説明 前回のダウンロードの時刻をリセットします。

RevokeConnectFrom 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::RevokeConnectFrom(
 const ULValue & uid
 )

パラメータ • uid 接続する権限を取り消されるユーザ ID 

説明 既存のユーザを削除します。
293



クラス UltraLite_Connection_iface
Rollback 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::Rollback()

説明 現在のトランザクションをロールバックします。

RollbackPartialDownload 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::RollbackPartialDownload()

説明 部分的なダウンロードをロールバックします。

SetDatabaseID 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::SetDatabaseID(
 ul_u_long value
 )

パラメータ • value グローバル・オートインクリメント・カラムの開始値を

決定するデータベース ID 

説明 グローバル・オートインクリメント・カラムに使用されるデータベー
ス ID を設定します。

SetSuspend 関数

構文 virtual void UltraLite_Connection_iface::SetSuspend(
 bool suspend
 )

パラメータ • suspend true に設定すると、接続がサスペンドし、データベー

スを再度開いたときにステータスをリストアできます。

説明 サスペンドのプロパティを設定します。
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true の場合、この接続はサスペンドされ、データベースが再度開かれ

たときにリストアされます。接続の名前 ( または名前なし ) によって、

サスペンドされている接続が識別されます。

SetSynchInfo 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::SetSynchInfo(
 p_ul_synch_info info
 )

パラメータ • info 同期パラメータを保持する ul_synch_info 構造体へのポイ

ンタ 

説明 ul_synch_info 構造体を現在のデータベースにアタッチします。

Shutdown 関数

構文 virtual void UltraLite_Connection_iface::Shutdown()

説明 この接続と、残りの関連オブジェクトを破棄します。

サスペンドするように設定されていないと、この接続はロールバック
されます。

StartSynchronizationDelete 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::StartSynchronizationDelete()

説明 この接続の START SYNCHRONIZATION DELETE です。

StopSynchronizationDelete 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::StopSynchronizationDelete()

説明 この接続の STOP SYNCHRONIZATION DELETE です。
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StrToUUID 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::StrToUUID(
 p_ul_binary dst
 size_t len
 const ULValue & src
 )

パラメータ • dst 返される UUID 値 

• len ul_binary 配列の長さ 

• src UUID 値を保持する変換対象の文字列 

説明 文字列を UUID に変換します。

Synchronize 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::Synchronize(
 p_ul_synch_info info
 )

パラメータ • info 同期パラメータを保持する ul_synch_info 構造体へのポイ

ンタ 

説明 データベースを同期します。

次に例を示します。

ul_synch_info info;
 conn.InitSynchInfo( &info );
 info.user_name = UL_TEXT( "user_name" );
 info.version = UL_TEXT( "test" );
 conn.Synchronize( &info ); 
 

または
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ul_synch_info info;
 conn.InitSynchInfo( &info );
 info.user_name = UL_TEXT( "user_name" );
 info.version = UL_TEXT( "test" );
 conn.SetSynchInfo( &info );
 conn.Synchronize(); 
 

UUIDToStr 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::UUIDToStr(
   char * dst
   size_t len
   p_ul_binary src
 )

パラメータ • dst 返される文字列 

• len ul_binary 配列の長さ 

• src 文字列に変換される UUID 値 

説明 UUID を ANSI 文字列に変換します。

UUIDToStr 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::UUIDToStr(
   ul_wchar * dst
   size_t len
   p_ul_binary src
 )

パラメータ • dst 返されるユニコード文字列 

• len ul_binary 配列の長さ 

• src 文字列に変換される UUID 値 
297



クラス UltraLite_Connection_iface
説明 UUID をユニコード文字列に変換します。

UpgradeSchemaFromFile 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::UpgradeSchemaFromFile(
   const ULValue & options
 )

パラメータ • options セミコロンで区切られたアップグレードのオプション

のリスト 

説明 外部のスキーマ定義ファイルを使用して、新しいスキーマにアップグ
レードします。

options は、セミコロンで区切られたアップグレードのオプションの

リストです。

UpgradeSchemaFromFile 関数

構文 virtual bool UltraLite_Connection_iface::UpgradeSchemaFromFile(
   const ULValue & options
   ul_schema_upgrade_observer_fn callback
   ul_void * user_data
 )

パラメータ • options オプションのリスト 

• callback Upgrade observer コールバック関数 

• user_data コールバック関数に渡されるユーザのデータ 

説明 外部のスキーマ定義ファイルを使用して、新しいスキーマにアップグ
レードします。

options は、セミコロンで区切られたアップグレードのオプションの

リストです。
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クラス UltraLite_Cursor_iface

構文 public UltraLite_Cursor_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_ResultSet」 322 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Table」 336 ページ

説明 Cursor インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_Connection_iface のすべ

てのメンバ

◆ 「AfterLast 関数」 299 ページ

◆ 「BeforeFirst 関数」 299 ページ

◆ 「First 関数」 300 ページ

◆ 「Get 関数」 300 ページ

◆ 「GetRowCount 関数」 300 ページ

◆ 「GetState 関数」 300 ページ

◆ 「GetStreamReader 関数」 301 ページ

◆ 「GetSuspend 関数」 301 ページ

◆ 「IsNull 関数」 301 ページ

◆ 「Last 関数」 301 ページ

◆ 「Next 関数」 302 ページ

◆ 「Previous 関数」 302 ページ

◆ 「Relative 関数」 302 ページ

◆ 「SetSuspend 関数」 302 ページ

AfterLast 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::AfterLast()

説明 カーソルを最後のローの後に移動します。

BeforeFirst 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::BeforeFirst()
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説明 カーソルを最初のローの前に移動します。

First 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::First()

説明 カーソルを最初のローに移動します。

Get 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_Cursor_iface::Get(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id カラムの名前または序数 

説明 カラムから値をフェッチします。

GetRowCount 関数

構文 virtual ul_u_long UltraLite_Cursor_iface::GetRowCount()

説明 テーブルのローの数を取得します。

このメソッドを呼び出すのは、"select count(*) from table" を実行する

のと同じです。

GetState 関数

構文 virtual UL_RS_STATE UltraLite_Cursor_iface::GetState()

説明 カーソルの内部ステータスを取得します。

ulglobal.h の enum UL_RS_STATE を参照してください。
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GetStreamReader 関数

構文 virtual UltraLite_StreamReader * UltraLite_Cursor_iface::GetStreamReader(
   const ULValue & id
 )

パラメータ • id カラム識別子。1 から始まる序数またはカラム名です。

説明 チャンク内の文字列またはバイナリ・カラムのデータを読み込むスト
リーム・リーダ・オブジェクトです。

GetSuspend 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::GetSuspend()

説明 サスペンドのプロパティの値を取得します。

戻り値 このカーソルがサスペンドされる場合は true、そうでない場合は false

IsNull 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::IsNull(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id カラムの名前または序数 

説明 カラムが NULL であるかどうかをチェックします。

Last 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::Last()

説明 カーソルを最後のローに移動します。
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Next 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::Next()

説明 カーソルをロー 1 つ分進めます。

次のローがない場合は失敗します。この結果、カーソル位置は 
「AfterLast 関数」 299 ページ となります。

Previous 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::Previous()

説明 カーソルをロー 1 つ分戻します。

処理が失敗すると、カーソル位置は 「BeforeFirst 関数」 299 ページ と
なります。

Relative 関数

構文 virtual bool UltraLite_Cursor_iface::Relative(
   ul_fetch_offset offset
 )

パラメータ • offset 移動するローの数

説明 カーソルを、現在のカーソルの位置から、offset で指定したロー数

分移動します。

SetSuspend 関数

構文 virtual void UltraLite_Cursor_iface::SetSuspend(
   bool suspend
 )

パラメータ • suspend true に設定すると、接続がサスペンドし、データベー

スを再度開いたときにステータスをリストアできます。
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説明 サスペンドのプロパティの値を設定します。

true の場合、このカーソルはサスペンドされ、データベースが再度開

かれたときにリストアされます。関連するオブジェクトを開くとき
は、永続的な名前のパラメータを使用して、サスペンドされたカーソ
ルを識別します。カーソルに永続的な名前のパラメータが指定されて
いない場合、そのカーソルはサスペンドできません。
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クラス UltraLite_DatabaseManager

構文 public UltraLite_DatabaseManager

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_DatabaseManager_iface」 305 ページ

説明 DatabaseManager クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_DatabaseManager のすべ

てのメンバ

◆ 「CreateAndOpenDatabase 関数」 305 ページ

◆ 「DropDatabase 関数」 306 ページ

◆ 「OpenConnection 関数」 306 ページ

◆ 「Shutdown 関数」 307 ページ
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クラス UltraLite_DatabaseManager_iface

構文 public UltraLite_DatabaseManager_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_DatabaseManager」 304 ページ

説明 DatabaseManager インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_DatabaseManager_iface の
すべてのメンバ

◆ 「CreateAndOpenDatabase 関数」 305 ページ

◆ 「DropDatabase 関数」 306 ページ

◆ 「OpenConnection 関数」 306 ページ

◆ 「Shutdown 関数」 307 ページ

CreateAndOpenDatabase 関数

構文 virtual UltraLite_Connection * 
UltraLite_DatabaseManager_iface::CreateAndOpenDatabase(
   ULSqlcaBase & sqlca
   ULValue const & parms_string
 )

パラメータ • sqlca 新しい接続に関連付ける初期化済みの sqlca 

• parms_string 作成および接続のパラメータ 

説明 新しいデータベースを作成して、接続します。

この sqlca は新しい接続に関連付けられます。データベースがすでに

存在する場合、この関数は失敗します。

戻り値 この関数が成功した場合、新しい接続オブジェクトが返されます。失
敗した場合は、NULL が返されます。
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DropDatabase 関数

構文 virtual bool UltraLite_DatabaseManager_iface::DropDatabase(
   ULSqlcaBase & sqlca
   const ULValue & parms_string
 )

パラメータ • sqlca 初期化された sqlca 

• parms_string データベース識別パラメータ 

説明 既存のデータベースを消去します。

消去するには、データベースが停止している必要があります。

OpenConnection 関数

構文 virtual UltraLite_Connection * 
UltraLite_DatabaseManager_iface::OpenConnection(
   ULSqlcaBase & sqlca
   ULValue const & parms_string
 )

パラメータ • sqlca 新しい接続に関連付ける初期化済みの sqlca 

• parms_string 接続文字列

説明 既存のデータベースへの新しい接続を開きます。

この sqlca は新しい接続に関連付けられます。

•    SQLE_CONNECTION_ALREADY_EXISTS － この sqlca と接続名 
CON のパラメータを使用して、すでに接続されています。

•    SQLE_INVALID_LOGON － 指定したユーザ ID が存在しないか、

パスワードが正しくありません。ユーザ認証が有効になるのは、
ULEnableUserAuthentication 関数を呼び出してから接続した場合

だけです。
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•    SQLE_INVALID_SQL_IDENTIFIER － 指定したユーザ ID または

パスワードが無効であるか、ユーザ ID が指定されていませんで

した (UID= ユーザ ;PWD= パスワード を使用してください )。

•    SQLE_TOO_MANY_CONNECTIONS － 開いた接続が多すぎるた

め、同時接続の制限を超えました。

エラー情報を取得するには、対応する 「クラス ULSqlca」 276 ページ 
オブジェクトを使用します。

戻り値 この関数が成功した場合、新しい接続オブジェクトが返されます。失
敗した場合は、NULL が返されます。

Shutdown 関数

構文 virtual void UltraLite_DatabaseManager_iface::Shutdown(
   ULSqlcaBase & sqlca
 )

パラメータ • sqlca 初期化された sqlca 

説明 すべてのデータベースを閉じ、データベース・マネージャを解放しま
す。

残りの関連オブジェクトは破棄されます。この関数を呼び出すと、
データベース・マネージャは使用できなくなります ( また、前に取得

したオブジェクトも使用できなくなります )。
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クラス UltraLite_DatabaseSchema

構文 public UltraLite_DatabaseSchema

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_DatabaseSchema_iface」 309 ページ

説明 DatabaseSchema クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_DatabaseSchema のすべ

てのメンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetCollationName 関数」 309 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetPublicationCount 関数」 309 ページ

◆ 「GetPublicationID 関数」 310 ページ

◆ 「GetPublicationMask 関数」 310 ページ

◆ 「GetPublicationName 関数」 310 ページ

◆ 「GetSignature 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableCount 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableName 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableSchema 関数」 311 ページ

◆ 「IsCaseSensitive 関数」 312 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ
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クラス UltraLite_DatabaseSchema_iface

構文 public UltraLite_DatabaseSchema_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_DatabaseSchema」 308 ページ

説明 DatabaseSchema インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_DatabaseSchema_iface の
すべてのメンバ

◆ 「GetCollationName 関数」 309 ページ

◆ 「GetPublicationCount 関数」 309 ページ

◆ 「GetPublicationID 関数」 310 ページ

◆ 「GetPublicationMask 関数」 310 ページ

◆ 「GetPublicationName 関数」 310 ページ

◆ 「GetSignature 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableCount 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableName 関数」 311 ページ

◆ 「GetTableSchema 関数」 311 ページ

◆ 「IsCaseSensitive 関数」 312 ページ

GetCollationName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetCollationName()

説明 現在の照合順の名前を取得します。

戻り値 文字列を含む 「クラス ULValue」 356 ページ が返されます。

GetPublicationCount 関数

構文 virtual ul_publication_count 
UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetPublicationCount()

説明 データベース内のパブリケーション数を取得します。
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パブリケーション ID の範囲は、1 ～ 「GetPublicationCount 関数」 309
ページ です。

GetPublicationID 関数

構文 virtual ul_u_short UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetPublicationID(
   const ULValue & pub_id
 )

パラメータ • pub_id 1 から始まる序数 

説明 名前を指定して、1 から始まるパブリケーション ID を取得します。

GetPublicationMask 関数

構文 virtual ul_publication_mask 
UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetPublicationMask(
   const ULValue & pub_id
 )

パラメータ • pub_id 1 から始まる序数 

説明 特定のパブリケーション名のパブリケーション・マスクを取得しま
す。パブリケーション・マスクは、パブリケーション ID ではありま

せん。

パブリケーションが見つからない場合は、0 が返されます。

GetPublicationName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetPublicationName(
   const ULValue & pub_id
 )

パラメータ • pub_id 1 から始まる序数 
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説明 1 から始まるインデックス ID を指定してパブリケーションの名前を

取得します。

パブリケーション・マスクは、パブリケーション ID ではありません。

GetSignature 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetSignature()

説明 データベースのシグニチャを取得します。

GetTableCount 関数

構文 virtual ul_table_num UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetTableCount()

説明 テーブルの数を取得します。

GetTableName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetTableName(
   ul_table_num tableID
 )

パラメータ • tableID 1 から始まる序数 

説明 1 から始まるテーブル ID を指定してテーブルの名前を取得します。

テーブルが存在しない場合、返される 「クラス ULValue」 356 ページ 
オブジェクトは空です。

GetTableSchema 関数

構文 virtual UltraLite_TableSchema * 
UltraLite_DatabaseSchema_iface::GetTableSchema(
   const ULValue & table_id
 )
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パラメータ • table_id 1 から始まる序数 

説明 1 から始まるテーブル ID または名前を指定して TableSchema オブジェ

クトを取得します。テーブルが存在しない場合は UL_NULL が返され

ます。

IsCaseSensitive 関数

構文 virtual bool UltraLite_DatabaseSchema_iface::IsCaseSensitive()

説明 データベースで大文字と小文字が区別されるかどうかを調べます。

戻り値 データベースで大文字と小文字が区別される場合は、true が返されま

す。
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クラス UltraLite_IndexSchema

構文 public UltraLite_IndexSchema

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_IndexSchema_iface」 314 ページ

説明 IndexSchema クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_IndexSchema のすべての

メンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetColumnCount 関数」 314 ページ

◆ 「GetColumnName 関数」 314 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetID 関数」 315 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetName 関数」 315 ページ

◆ 「GetReferencedIndexName 関数」 315 ページ

◆ 「GetReferencedTableName 関数」 316 ページ

◆ 「GetTableName 関数」 316 ページ

◆ 「IsColumnDescending 関数」 316 ページ

◆ 「IsForeignKey 関数」 316 ページ

◆ 「IsForeignKeyCheckOnCommit 関数」 317 ページ

◆ 「IsForeignKeyNullable 関数」 317 ページ

◆ 「IsPrimaryKey 関数」 317 ページ

◆ 「IsUniqueIndex 関数」 317 ページ

◆ 「IsUniqueKey 関数」 317 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ
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クラス UltraLite_IndexSchema_iface

構文 public UltraLite_IndexSchema_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_IndexSchema」 313 ページ

説明 IndexSchema インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_IndexSchema_iface のす

べてのメンバ

◆ 「GetColumnCount 関数」 314 ページ

◆ 「GetColumnName 関数」 314 ページ

◆ 「GetID 関数」 315 ページ

◆ 「GetName 関数」 315 ページ

◆ 「GetReferencedIndexName 関数」 315 ページ

◆ 「GetReferencedTableName 関数」 316 ページ

◆ 「GetTableName 関数」 316 ページ

◆ 「IsColumnDescending 関数」 316 ページ

◆ 「IsForeignKey 関数」 316 ページ

◆ 「IsForeignKeyCheckOnCommit 関数」 317 ページ

◆ 「IsForeignKeyNullable 関数」 317 ページ

◆ 「IsPrimaryKey 関数」 317 ページ

◆ 「IsUniqueIndex 関数」 317 ページ

◆ 「IsUniqueKey 関数」 317 ページ

GetColumnCount 関数

構文 virtual ul_column_num UltraLite_IndexSchema_iface::GetColumnCount()

説明 インデックス内のカラム数を取得します。

GetColumnName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_IndexSchema_iface::GetColumnName(
   ul_column_num col_id_in_index
 )
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パラメータ • col_id_in_index インデックス内のカラムの位置を示す 1 から

始まる序数 

説明 インデックス内のカラムの位置を指定して、カラムの名前を取得しま
す。

カラムが存在しない場合、返される 「クラス ULValue」 356 ページ オ
ブジェクトは空です。カラム名が存在しない場合は、
SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が返されます。

GetID 関数

構文 virtual ul_index_num UltraLite_IndexSchema_iface::GetID()

説明 インデックスの ID を取得します。

戻り値 このインデックスの ID です。

GetName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_IndexSchema_iface::GetName()

説明 インデックスの名前を取得します。

GetReferencedIndexName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_IndexSchema_iface::GetReferencedIndexName()

説明 関連付けられているプライマリ・インデックスの名前を取得します。

このメソッドは、外部キー専用です。インデックスが外部キーではな
い場合、返される 「クラス ULValue」 356 ページ オブジェクトは空で

す。
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GetReferencedTableName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_IndexSchema_iface::GetReferencedTableName()

説明 関連付けられているプライマリ・テーブルの名前を取得します。

このメソッドは外部キー専用です。インデックスが外部キーではない
場合、返される 「クラス ULValue」 356 ページ オブジェクトは空で

す。

GetTableName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_IndexSchema_iface::GetTableName()

説明 インデックスが含まれるテーブルの名前を取得します。

IsColumnDescending 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsColumnDescending(
   const ULValue & column_name
 )

パラメータ • column_name カラムの名前

説明 カラムが降順に設定されている場合、true を返します。

カラム名が存在しない場合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定

されます。

IsForeignKey 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsForeignKey()

説明 インデックスが外部キーである場合、true を返します。
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IsForeignKeyCheckOnCommit 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsForeignKeyCheckOnCommit()

説明 この外部キーが、コミット時に参照整合性をチェックする場合は、
true を返します。

そうでない場合、参照整合性は挿入時にチェックされます。

IsForeignKeyNullable 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsForeignKeyNullable()

説明 インデックスが一意の外部キー制約である場合、true を返します。

IsPrimaryKey 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsPrimaryKey()

説明 インデックスがプライマリ・キーである場合、true を返します。

IsUniqueIndex 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsUniqueIndex()

説明 インデックスがユニーク・インデックスである場合、true を返しま

す。

IsUniqueKey 関数

構文 virtual bool UltraLite_IndexSchema_iface::IsUniqueKey()

説明 インデックスがプライマリ・キーまたは一意性制約である場合、true 
を返します。
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クラス UltraLite_PreparedStatement

構文 public UltraLite_PreparedStatement

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_PreparedStatement_iface」 319 ページ

説明 PreparedStatement クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_PreparedStatement のすべ

てのメンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「ExecuteQuery 関数」 319 ページ

◆ 「ExecuteStatement 関数」 319 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetPlan 関数」 320 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 320 ページ

◆ 「GetStreamWriter 関数」 320 ページ

◆ 「HasResultSet 関数」 320 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

◆ 「SetParameter 関数」 321 ページ

◆ 「SetParameterNull 関数」 321 ページ
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クラス UltraLite_PreparedStatement_iface

構文 public UltraLite_PreparedStatement_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_PreparedStatement」 318 ページ

説明 PreparedStatement インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_PreparedStatement_iface 
のすべてのメンバ

◆ 「ExecuteQuery 関数」 319 ページ

◆ 「ExecuteStatement 関数」 319 ページ

◆ 「GetPlan 関数」 320 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 320 ページ

◆ 「GetStreamWriter 関数」 320 ページ

◆ 「HasResultSet 関数」 320 ページ

◆ 「SetParameter 関数」 321 ページ

◆ 「SetParameterNull 関数」 321 ページ

ExecuteQuery 関数

構文 virtual UltraLite_ResultSet * 
UltraLite_PreparedStatement_iface::ExecuteQuery()

説明 SQL クエリを実行します。

ResultSet オブジェクトが返されます。

ExecuteStatement 関数

構文 virtual ul_s_long UltraLite_PreparedStatement_iface::ExecuteStatement()

説明 SQL 文を実行します。
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GetPlan 関数

構文 virtual size_t UltraLite_PreparedStatement_iface::GetPlan(
   ul_char * buffer
   size_t size
 )

パラメータ • buffer プランの記述を受信するバッファ 

• size ul_char のバッファ・サイズ 

説明 クエリ実行プランのテキストベースの記述を取得します。

GetSchema 関数

構文 virtual UltraLite_ResultSetSchema * 
UltraLite_PreparedStatement_iface::GetSchema()

説明 結果セットのスキーマを取得します。

GetStreamWriter 関数

構文 virtual UltraLite_StreamWriter * 
UltraLite_PreparedStatement_iface::GetStreamWriter(
   ul_column_num parameter_id
 )

パラメータ • parameter_id カラム識別子。1 から始まる序数またはカラム

名です。

説明 文字列データまたはバイナリ・データをパラメータにストリーミング
するストリーム・ライタを取得します。

HasResultSet 関数

構文 virtual bool UltraLite_PreparedStatement_iface::HasResultSet()
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説明 この SQL 文に結果セットがあるかどうかを調べます。

SetParameter 関数

構文 virtual void UltraLite_PreparedStatement_iface::SetParameter(
   ul_column_num parameter_id
   ULValue const & value
 )

パラメータ • parameter_id 1 から始まるパラメータの序数 

• value パラメータを設定する値 

説明 SQL 文のパラメータを設定します。

SetParameterNull 関数

構文 virtual void UltraLite_PreparedStatement_iface::SetParameterNull(
   ul_column_num parameter_id
 )

パラメータ • parameter_id 1 から始まるパラメータの序数 

説明 パラメータを null に設定します。
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クラス UltraLite_ResultSet

構文 public UltraLite_ResultSet

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_ResultSet_iface」 323 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Cursor_iface」 299 ページ

説明 ResultSet クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_ResultSet のすべてのメ

ンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「AfterLast 関数」 299 ページ

◆ 「BeforeFirst 関数」 299 ページ

◆ 「First 関数」 300 ページ

◆ 「Get 関数」 300 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetRowCount 関数」 300 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 323 ページ

◆ 「GetState 関数」 300 ページ

◆ 「GetStreamReader 関数」 301 ページ

◆ 「GetSuspend 関数」 301 ページ

◆ 「IsNull 関数」 301 ページ

◆ 「Last 関数」 301 ページ

◆ 「Next 関数」 302 ページ

◆ 「Previous 関数」 302 ページ

◆ 「Relative 関数」 302 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

◆ 「SetSuspend 関数」 302 ページ
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クラス UltraLite_ResultSet_iface

構文 public UltraLite_ResultSet_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_ResultSet」 322 ページ

説明 ResultSet インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_ResultSet_iface のすべて

のメンバ

◆ 「GetSchema 関数」 323 ページ

GetSchema 関数

構文 virtual UltraLite_ResultSetSchema * UltraLite_ResultSet_iface::GetSchema()

説明 この結果セットのスキーマを取得します。
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クラス UltraLite_ResultSetSchema

構文 public UltraLite_ResultSetSchema

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_RowSchema_iface」 325 ページ

説明 ResultSetSchema クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_ResultSetSchema のすべ

てのメンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetColumnCount 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnID 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnName 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnPrecision 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnScale 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSize 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSQLType 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnType 関数」 328 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ
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クラス UltraLite_RowSchema_iface

構文 public UltraLite_RowSchema_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_ResultSetSchema」 324 ページ

◆ 「クラス UltraLite_TableSchema」 347 ページ

説明 RowSchema インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_RowSchema_iface のすべ

てのメンバ

◆ 「GetColumnCount 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnID 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnName 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnPrecision 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnScale 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSize 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSQLType 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnType 関数」 328 ページ

GetColumnCount 関数

構文 virtual ul_column_num UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnCount()

説明 テーブル内のカラム数を取得します。

GetColumnID 関数

構文 virtual ul_column_num UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnID(
   const ULValue & column_name
 )

パラメータ • column_name カラムの名前
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説明 1 から始まるカラム ID を取得します。カラムが存在しない場合は 0 
が返されます。カラム名が存在しない場合は 
SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定されます。

GetColumnName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnName(
   ul_column_num column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 1 から始まる ID を指定してカラムの名前を取得します。カラムが存

在しない場合、返される 「クラス ULValue」 356 ページ オブジェクト

は空です。

カラム名が存在しない場合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定

されます。

GetColumnPrecision 関数

構文 virtual size_t UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnPrecision(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 数値カラムの精度を取得します。エラーは GetColumnScale と同じで

す。

GetColumnSQLType 関数

構文 virtual ul_column_sql_type 
UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnSQLType(
   const ULValue & column_id
 )
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パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムの SQL の型を取得します。

ulprotos.h の ul_column_sql_type を参照してください。カラムが存在し

ない場合は UL_SQLTYPE_BAD_INDEX が返されます。SQL エラーは

設定されません。

GetColumnScale 関数

構文 virtual size_t UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnScale(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 数値カラムの位取りを取得します。

カラムが数値型ではないか、カラムが存在しない場合は、0 が返され

ます。カラム名が存在しない場合は SQLE_COLUMN_NOT_FOUND 
が設定されます。カラムが数値型ではない場合は 
SQLE_DATATYPE_NOT_ALLOWED が設定されます。

GetColumnSize 関数

構文 virtual size_t UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnSize(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムのサイズを取得します。

カラムが存在しないか、カラムの型が可変長ではない場合は、0 が返

されます。カラム名が存在しない場合は 
SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定されます。カラムの型が 
UL_SQLTYPE_CHAR または UL_SQLTYPE_BINARY ではない場合は 
SQLE_DATATYPE_NOT_ALLOWED が設定されます。
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GetColumnType 関数

構文 virtual ul_column_storage_type 
UltraLite_RowSchema_iface::GetColumnType(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムの型を取得します。

ulprotos.h の ul_column_storage_type enum を参照してください。カラム

が存在しない場合は UL_TYPE_BAD_INDEX が返されます。SQL エ
ラーは設定されません。
328



     第 13 章   Ultra Light C++ コンポーネント API リファレンス
クラス UltraLite_SQLObject_iface

構文 public UltraLite_SQLObject_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_Connection」 284 ページ

◆ 「クラス UltraLite_DatabaseSchema」 308 ページ

◆ 「クラス UltraLite_IndexSchema」 313 ページ

◆ 「クラス UltraLite_PreparedStatement」 318 ページ

◆ 「クラス UltraLite_ResultSet」 322 ページ

◆ 「クラス UltraLite_ResultSetSchema」 324 ページ

◆ 「クラス UltraLite_StreamReader」 331 ページ

◆ 「クラス UltraLite_StreamWriter」 335 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Table」 336 ページ

◆ 「クラス UltraLite_TableSchema」 347 ページ

説明 SQLObject インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_SQLObject_iface のすべ

てのメンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

AddRef 関数

構文 virtual ul_ret_void UltraLite_SQLObject_iface::AddRef()

説明 オブジェクトの内部リファレンス・カウントを増やします。

オブジェクトを解放するには、「AddRef 関数」 329 ページ への呼び出

しと 「Release 関数」 330 ページ への呼び出しを対にする必要があり

ます。
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GetConnection 関数

構文 virtual UltraLite_Connection * UltraLite_SQLObject_iface::GetConnection()

説明 Connection オブジェクトを取得します。

戻り値 このオブジェクトに関連付けられている接続

GetIFace 関数

構文 virtual ul_void * UltraLite_SQLObject_iface::GetIFace(
   ul_iface_id iface
 )

パラメータ • iface 今後の使用のために予約されている

説明 今後の使用のために予約されています。

Release 関数

構文 virtual ul_u_long UltraLite_SQLObject_iface::Release()

説明 オブジェクトへの参照を解放します。

すべての参照が削除されると、オブジェクトが解放されます。
「Release 関数」 330 ページ は、少なくとも 1 回呼び出す必要があるほ

か、「AddRef 関数」 329 ページ を使用した場合は、それぞれの 
「AddRef 関数」 329 ページ と対になるようにして呼び出す必要があり

ます。
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クラス UltraLite_StreamReader

構文 public UltraLite_StreamReader

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_StreamReader_iface」 332 ページ

説明 StreamReader クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_StreamReader のすべての

メンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetByteChunk 関数」 332 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetLength 関数」 333 ページ

◆ 「GetStringChunk 関数」 333 ページ

◆ 「GetStringChunk 関数」 334 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

◆ 「SetReadPosition 関数」 334 ページ
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クラス UltraLite_StreamReader_iface

構文 public UltraLite_StreamReader_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_StreamReader」 331 ページ

説明 StreamReader インタフェースです。

このインタフェースは、文字列 (varchar) カラムおよびバイナリ・カラ

ムの読み込みと検索をサポートしています。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_StreamReader_iface のす

べてのメンバ

◆ 「GetByteChunk 関数」 332 ページ

◆ 「GetLength 関数」 333 ページ

◆ 「GetStringChunk 関数」 333 ページ

◆ 「GetStringChunk 関数」 334 ページ

◆ 「SetReadPosition 関数」 334 ページ

GetByteChunk 関数

構文 virtual bool UltraLite_StreamReader_iface::GetByteChunk(
   ul_byte * data
   size_t buffer_len
   size_t * len_retn
   bool * morebytes
 )

パラメータ • data バイトのバッファ 

• buffer_len バッファの長さ

• len_retn 出力：返される長さ 

• morebytes 出力：さらに読み込むバイトがある場合は true 

説明 現在の StreamReader オフセットからバイトのチャンクを取得します。
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buffer_len のバイトをバッファ data にコピーします。

「SetReadPosition 関数」 334 ページ が使用されないかぎり、前回の読み

込みが終了したところからバイトが読み込まれます。

GetLength 関数

構文 virtual size_t UltraLite_StreamReader_iface::GetLength(
   bool fetching_as_wide
 )

パラメータ • fetching_as_wide 使用されるフェッチの文字列型。バイナリ

の場合は false を使用します。

説明 文字列またはバイナリの値の長さを取得します。

バイナリの場合、および文字列が ANSI (fetch_is_wide = false) として

フェッチされる場合は、バイト数が返されます。UNICODE 
(fetch_is_wide = true) としてフェッチされる場合は、ユニコード文字の

数が返されます。

GetStringChunk 関数

構文 virtual bool UltraLite_StreamReader_iface::GetStringChunk(
   ul_wchar * str
   size_t buffer_len
   size_t * len_retn
   bool * morebytes
 )

パラメータ • str ワイド文字のバッファ 

• buffer_len バッファの長さ

• len_retn 出力：返される長さ 

• morebytes 出力：さらに読み込む文字がある場合は true 

説明 現在の StreamReader オフセットから文字列のチャンクを取得します。
333



クラス UltraLite_StreamReader_iface
buffer_len のワイド文字をバッファ str にコピーします。

「SetReadPosition 関数」 334 ページ が使用されないかぎり、前回の読み

込みが終了したところから文字が読み込まれます。

GetStringChunk 関数

構文 virtual bool UltraLite_StreamReader_iface::GetStringChunk(
   char * str
   size_t buffer_len
   size_t * len_retn
   bool * morebytes
 )

パラメータ • str 文字のバッファ 

• buffer_len バッファの長さ

• len_retn 出力：返される長さ 

• morebytes 出力：さらに読み込む文字がある場合は true 

説明 現在の StreamReader オフセットから文字列のチャンクを取得します。

buffer_len のバイトをバッファ str にコピーします。

「SetReadPosition 関数」 334 ページ が使用されないかぎり、前回の読み

込みが終了したところから文字が読み込まれます。

SetReadPosition 関数

構文 virtual bool UltraLite_StreamReader_iface::SetReadPosition(
   size_t offset
 )

パラメータ • offset オフセット。文字列の場合、オフセットは文字単位で

す。

説明 次の読み込みに使用されるデータ内のオフセットを設定します。
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クラス UltraLite_StreamWriter

構文 public UltraLite_StreamWriter

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

説明 StreamWriter クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_StreamWriter のすべての

メンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ
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クラス UltraLite_Table

構文 public UltraLite_Table

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Table_iface」 338 ページ

◆ 「クラス UltraLite_Cursor_iface」 299 ページ

説明 Table クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_Table のすべてのメンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「AfterLast 関数」 299 ページ

◆ 「BeforeFirst 関数」 299 ページ

◆ 「Delete 関数」 338 ページ

◆ 「DeleteAllRows 関数」 339 ページ

◆ 「Find 関数」 339 ページ

◆ 「FindBegin 関数」 340 ページ

◆ 「FindFirst 関数」 340 ページ

◆ 「FindLast 関数」 340 ページ

◆ 「FindNext 関数」 341 ページ

◆ 「FindPrevious 関数」 341 ページ

◆ 「First 関数」 300 ページ

◆ 「Get 関数」 300 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetRowCount 関数」 300 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 342 ページ

◆ 「GetState 関数」 300 ページ

◆ 「GetStreamReader 関数」 301 ページ

◆ 「GetStreamWriter 関数」 342 ページ

◆ 「GetSuspend 関数」 301 ページ

◆ 「Insert 関数」 342 ページ

◆ 「InsertBegin 関数」 342 ページ

◆ 「IsNull 関数」 301 ページ

◆ 「Last 関数」 301 ページ

◆ 「Lookup 関数」 343 ページ
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◆ 「LookupBackward 関数」 343 ページ

◆ 「LookupBegin 関数」 344 ページ

◆ 「LookupForward 関数」 344 ページ

◆ 「Next 関数」 302 ページ

◆ 「Previous 関数」 302 ページ

◆ 「Relative 関数」 302 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ

◆ 「Set 関数」 345 ページ

◆ 「SetDefault 関数」 345 ページ

◆ 「SetNull 関数」 345 ページ

◆ 「SetSuspend 関数」 302 ページ

◆ 「TruncateTable 関数」 345 ページ

◆ 「Update 関数」 346 ページ

◆ 「UpdateBegin 関数」 346 ページ
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クラス UltraLite_Table_iface

構文 public UltraLite_Table_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_Table」 336 ページ

説明 Table インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_Table_iface のすべてのメ

ンバ

◆ 「Delete 関数」 338 ページ

◆ 「DeleteAllRows 関数」 339 ページ

◆ 「Find 関数」 339 ページ

◆ 「FindBegin 関数」 340 ページ

◆ 「FindFirst 関数」 340 ページ

◆ 「FindLast 関数」 340 ページ

◆ 「FindNext 関数」 341 ページ

◆ 「FindPrevious 関数」 341 ページ

◆ 「GetSchema 関数」 342 ページ

◆ 「GetStreamWriter 関数」 342 ページ

◆ 「Insert 関数」 342 ページ

◆ 「InsertBegin 関数」 342 ページ

◆ 「Lookup 関数」 343 ページ

◆ 「LookupBackward 関数」 343 ページ

◆ 「LookupBegin 関数」 344 ページ

◆ 「LookupForward 関数」 344 ページ

◆ 「Set 関数」 345 ページ

◆ 「SetDefault 関数」 345 ページ

◆ 「SetNull 関数」 345 ページ

◆ 「TruncateTable 関数」 345 ページ

◆ 「Update 関数」 346 ページ

◆ 「UpdateBegin 関数」 346 ページ

Delete 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Delete()
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説明 現在の行を削除します。

カーソルの位置は、次の有効なロー上になります。

DeleteAllRows 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::DeleteAllRows()

説明 すべてのローをテーブルから削除します。

接続で stop sync プロパティが設定されている場合は、削除された

ローは同期されません。

注意：別の接続からのコミットされていない挿入は削除されません。
また、「DeleteAllRows 関数」 339 ページ が呼び出された後に、別の接

続がロールバックを行った場合は、その接続からのコミットされてい
ない削除は削除されません。

戻り値 成功したときは true、失敗したとき ( テーブルが開いていない、SQL 
エラーなど ) は false 

Find 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Find(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 FindFirst と同じです。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。

カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローに配置さ
れます。

インデックスの値に一致するローがない場合は、カーソルの位置は 
AfterLast() となり、false が返されます。
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FindBegin 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::FindBegin()

説明 カラムの設定に使用される検索モードを選択します。

テーブルを開くのに使用されたインデックス内のカラムのみを設定で
きます。

FindFirst 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::FindFirst(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 現在のインデックスに基づいて、テーブルを順方向にスキャンして完
全一致のルックアップを行います。

•    検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設

定します。

•    カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローに

配置されます。

•    インデックスの値に一致するローがない場合は、カーソルの位

置は AfterLast() となり、false が返されます。

FindLast 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::FindLast(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。
340



     第 13 章   Ultra Light C++ コンポーネント API リファレンス
説明 現在のインデックスに基づいて、テーブルを逆方向にスキャンして完
全一致のルックアップを行います。

•    検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設

定します。

•    カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローに

配置されます。

•    インデックスの値に一致するローがない場合は、カーソルの位

置は BeforeFirst() となり、false が返されます。

FindNext 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::FindNext(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 インデックスに完全に一致する次の ( 順方向の ) ローを取得します。

それ以上インデックスに一致するローがない場合は false を返します。

この場合、カーソルは最後のローの後ろに配置されます。

FindPrevious 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::FindPrevious(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 インデックスに完全に一致する前の ( 逆方向の ) ローを取得します。

それ以上インデックスに一致するローがない場合は false を返します。

この場合、カーソルは最初のローの前に配置されます。
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GetSchema 関数

構文 virtual UltraLite_TableSchema * UltraLite_Table_iface::GetSchema()

説明 このテーブルのスキーマ・オブジェクトを取得します。

GetStreamWriter 関数

構文 virtual UltraLite_StreamWriter * UltraLite_Table_iface::GetStreamWriter(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id カラム識別子。1 から始まる序数またはカラム名で

す。

説明 文字列データまたはバイナリ・データをカラムにストリーミングする
ストリーム・ライタを取得します。

Insert 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Insert()

説明 新しいローをテーブルに挿入します。

この操作を成功させるには、テーブルが挿入モードになっている必要
があります。挿入モードに切り換えるには、「InsertBegin 関数」 342
ページ を使用します。

InsertBegin 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::InsertBegin()

説明 カラムの設定に使用される挿入モードを選択します。

このモードでは、すべてのカラムを修正できます。
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Lookup 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Lookup(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 LookupForward と同じです。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。

カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値の最
初のローに配置されます。

結果としてカーソルの位置が AfterLast() となった場合は、戻り値は 
false です。

LookupBackward 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::LookupBackward(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 現在のインデックスに基づいて、テーブルを逆方向にスキャンして
ルックアップを行います。

•    検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設

定します。

•    カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより小さい

値の最後のローに配置されます。

•    結果としてカーソルの位置が BeforeFirst() となった場合は、戻り

値は false です。
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•    複合インデックスの場合、ncols はルックアップで使用するカラ

ムの数を指定します。

LookupBegin 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::LookupBegin()

説明 カラムの設定に使用されるルックアップ・モードを選択します。

テーブルを開くのに使用されたインデックス内のカラムのみを設定で
きます。

LookupForward 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::LookupForward(
   ul_column_num ncols
 )

パラメータ • ncols 複合インデックスのための、ルックアップで使用するカ

ラムの数。

説明 現在のインデックスに基づいて、テーブルを順方向にスキャンして
ルックアップを行います。

•    検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設

定します。

•    カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい

値の最初のローに配置されます。

•    結果としてカーソルの位置が AfterLast() となった場合は、戻り値

は false です。
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Set 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Set(
   const ULValue & column_id
   const ULValue & value
 )

パラメータ • column_id カラムを識別する 1 から始まる序数 

• value カラムに設定される値 

説明 カラムの値を設定します。

SetDefault 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::SetDefault(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id カラムを識別する 1 から始まる序数 

説明 カラムを、そのデフォルト値に設定します。

SetNull 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::SetNull(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id カラムを識別する 1 から始まる序数 

説明 カラムを null に設定します。

TruncateTable 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::TruncateTable()
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説明 テーブルをトランケートします。

STOP SYNCHRONIZATION DELETE を一時的にアクティブにします。

Update 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::Update()

説明 現在の行を更新します。

この操作を成功させるには、テーブルが更新モードになっている必要
があります。更新モードに切り換えるには、「UpdateBegin 関数」 346
ページ を使用します。

UpdateBegin 関数

構文 virtual bool UltraLite_Table_iface::UpdateBegin()

説明 カラムの設定に使用される更新モードを選択します。

更新モードの場合、プライマリ・キー内のカラムが修正されないこと
があります。
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クラス UltraLite_TableSchema

構文 public UltraLite_TableSchema

基本クラス ◆ 「クラス UltraLite_SQLObject_iface」 329 ページ

◆ 「クラス UltraLite_TableSchema_iface」 349 ページ

◆ 「クラス UltraLite_RowSchema_iface」 325 ページ

説明 TableSchema クラスです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_TableSchema のすべての

メンバ

◆ 「AddRef 関数」 329 ページ

◆ 「GetColumnCount 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnDefault 関数」 349 ページ

◆ 「GetColumnID 関数」 325 ページ

◆ 「GetColumnName 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnPrecision 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnScale 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSize 関数」 327 ページ

◆ 「GetColumnSQLType 関数」 326 ページ

◆ 「GetColumnType 関数」 328 ページ

◆ 「GetConnection 関数」 330 ページ

◆ 「GetGlobalAutoincPartitionSize 関数」 350 ページ

◆ 「GetID 関数」 350 ページ

◆ 「GetIFace 関数」 330 ページ

◆ 「GetIndexCount 関数」 350 ページ

◆ 「GetIndexName 関数」 351 ページ

◆ 「GetIndexSchema 関数」 351 ページ

◆ 「GetName 関数」 351 ページ

◆ 「GetOptimalIndex 関数」 351 ページ

◆ 「GetPrimaryKey 関数」 352 ページ

◆ 「GetUploadUnchangedRows 関数」 352 ページ

◆ 「InPublication 関数」 352 ページ

◆ 「IsColumnAutoinc 関数」 353 ページ

◆ 「IsColumnCurrentDate 関数」 353 ページ

◆ 「IsColumnCurrentTime 関数」 353 ページ
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◆ 「IsColumnCurrentTimestamp 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnGlobalAutoinc 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnInIndex 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnNewUUID 関数」 355 ページ

◆ 「IsColumnNullable 関数」 355 ページ

◆ 「IsNeverSynchronized 関数」 355 ページ

◆ 「Release 関数」 330 ページ
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クラス UltraLite_TableSchema_iface

構文 public UltraLite_TableSchema_iface

派生クラス ◆ 「クラス UltraLite_TableSchema」 347 ページ

説明 TableSchema インタフェースです。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、UltraLite_TableSchema_iface のす

べてのメンバ

◆ 「GetColumnDefault 関数」 349 ページ

◆ 「GetGlobalAutoincPartitionSize 関数」 350 ページ

◆ 「GetID 関数」 350 ページ

◆ 「GetIndexCount 関数」 350 ページ

◆ 「GetIndexName 関数」 351 ページ

◆ 「GetIndexSchema 関数」 351 ページ

◆ 「GetName 関数」 351 ページ

◆ 「GetOptimalIndex 関数」 351 ページ

◆ 「GetPrimaryKey 関数」 352 ページ

◆ 「GetUploadUnchangedRows 関数」 352 ページ

◆ 「InPublication 関数」 352 ページ

◆ 「IsColumnAutoinc 関数」 353 ページ

◆ 「IsColumnCurrentDate 関数」 353 ページ

◆ 「IsColumnCurrentTime 関数」 353 ページ

◆ 「IsColumnCurrentTimestamp 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnGlobalAutoinc 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnInIndex 関数」 354 ページ

◆ 「IsColumnNewUUID 関数」 355 ページ

◆ 「IsColumnNullable 関数」 355 ページ

◆ 「IsNeverSynchronized 関数」 355 ページ

GetColumnDefault 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_TableSchema_iface::GetColumnDefault(
   const ULValue & column_id
 )
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パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムにデフォルト値がある場合、それを取得します。返される 
「クラス ULValue」 356 ページ オブジェクトには、デフォルト値が文字

列として含まれています。

カラムにデフォルト値が含まれていない場合、返される 「クラス 
ULValue」 356 ページ オブジェクトは空です。カラム名が存在しない場

合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定されます。

GetGlobalAutoincPartitionSize 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::GetGlobalAutoincPartitionSize(
   const ULValue & column_id
   ul_u_big * size
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

• size 出力：カラムの分割サイズ 

説明 グローバル・オートインクリメント・カラムの分割サイズを返しま
す。

GetID 関数

構文 virtual ul_table_num UltraLite_TableSchema_iface::GetID()

説明 テーブル ID を取得します。

GetIndexCount 関数

構文 virtual ul_index_num UltraLite_TableSchema_iface::GetIndexCount()

説明 テーブル内のインデックス数を返します。
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GetIndexName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_TableSchema_iface::GetIndexName(
   ul_index_num index_id
 )

パラメータ • index_id 1 から始まる序数 

説明 1 から始まる ID を指定してインデックスの名前を取得します。

インデックスが存在しない場合、返される 「クラス ULValue」 356
ページ オブジェクトは空です。

GetIndexSchema 関数

構文 virtual UltraLite_IndexSchema * 
UltraLite_TableSchema_iface::GetIndexSchema(
   const ULValue & index_id
 )

パラメータ • index_id インデックスを識別する名前または ID 番号 

説明 指定した名前または ID で IndexSchema オブジェクトを取得します。

インデックスが存在しない場合は、UL_NULL が返されます。

GetName 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_TableSchema_iface::GetName()

説明 テーブルの名前を取得します。

GetOptimalIndex 関数

構文 virtual ULValue UltraLite_TableSchema_iface::GetOptimalIndex(
   const ULValue & column_id
 )
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パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラム値を検索するのに最適なインデックスを特定します。

インデックスの名前を返します。

GetPrimaryKey 関数

構文 virtual UltraLite_IndexSchema * 
UltraLite_TableSchema_iface::GetPrimaryKey()

説明 テーブルのプライマリ・キーを取得します。

GetUploadUnchangedRows 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::GetUploadUnchangedRows()

説明 テーブルが各ローをアップロードする場合は true を返します。

前回のダウンロードから現在までに修正されていない場合でも、ロー
はアップロードされます。

InPublication 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::InPublication(
   const ULValue & publication_name
 )

パラメータ • publication_name パブリケーションの名前

説明 テーブルがパブリケーションに含まれている場合は true を返します。

パブリケーションが存在しない場合は 
SQLE_PUBLICATION_NOT_FOUND が設定されます。
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IsColumnAutoinc 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnAutoinc(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムのデフォルトがオート・インクリメントに設定されている場
合、true を返します。

カラム名が存在しない場合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定

されます。

IsColumnCurrentDate 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnCurrentDate(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムに、デフォルト値として現在の日付が存在する場合、true を返

します。

IsColumnCurrentTime 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnCurrentTime(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムに、デフォルト値として現在の時刻が存在する場合、true を返

します。
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IsColumnCurrentTimestamp 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnCurrentTimestamp(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムに、デフォルト値として現在のタイムスタンプが存在する場
合、true を返します。

IsColumnGlobalAutoinc 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnGlobalAutoinc(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムのデフォルトがオート・インクリメントに設定されている場合
は true を返します。カラム名が存在しない場合は、

SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定されます。

IsColumnInIndex 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnInIndex(
   const ULValue & column_id
   const ULValue & index_id
 )

パラメータ • column_id カラムを識別する 1 から始まる序数 column_id を取

得するには、「GetColumnCount 関数」 325 ページ を呼び出しま

す。

• index_id インデックスを識別する 1 から始まる序数 テーブル

内のインデックス数を取得するには、「GetIndexCount 関数」 
350 ページ を呼び出します。
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説明 カラムがインデックスに含まれる場合は true を返します。ID は 1 か
ら始まる必要があります。

カラム名が存在しない場合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定

されます。インデックスが存在しない場合、
SQLE_INDEX_NOT_FOUND が設定されます。

IsColumnNewUUID 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnNewUUID(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムに、デフォルト値として UUID が存在する場合、true を返しま

す。

IsColumnNullable 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsColumnNullable(
   const ULValue & column_id
 )

パラメータ • column_id 1 から始まる序数 

説明 カラムが null 入力可能であれば true を返します。カラム名が存在しな

い場合は、SQLE_COLUMN_NOT_FOUND が設定されます。

IsNeverSynchronized 関数

構文 virtual bool UltraLite_TableSchema_iface::IsNeverSynchronized()

説明 テーブルが同期から省かれている場合に true を返します。
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クラス ULValue

構文 public ULValue

説明 ULValue オブジェクトです。

ULValue クラスは、Ultra Light カーソルに格納されるデータ型のラッ

パです。このため、データ型を気にすることなく、データを格納でき
ます。

ULValue には、多数のコンストラクタとキャスト演算子が含まれるた

め、多くの場合、明示的にインスタンス化しなくても、ULValue を
シームレスに使用できます。

メンバ 継承されるすべてのメンバを含め、ULValue のすべてのメンバ

◆ 「GetBinary 関数」 357 ページ

◆ 「GetBinary 関数」 358 ページ

◆ 「GetBinaryLength 関数」 358 ページ

◆ 「GetString 関数」 359 ページ

◆ 「GetString 関数」 359 ページ

◆ 「GetStringLength 関数」 360 ページ

◆ 「InDatabase 関数」 360 ページ

◆ 「IsNull 関数」 361 ページ

◆ 「operator bool 関数」 368 ページ

◆ 「operator DECL_DATETIME 関数」 368 ページ

◆ 「operator double 関数」 369 ページ

◆ 「operator float 関数」 369 ページ

◆ 「operator int 関数」 369 ページ

◆ 「operator long 関数」 369 ページ

◆ 「operator short 関数」 369 ページ

◆ 「operator ul_s_big 関数」 369 ページ

◆ 「operator ul_u_big 関数」 370 ページ

◆ 「operator unsigned char 関数」 370 ページ

◆ 「operator unsigned int 関数」 370 ページ

◆ 「operator unsigned long 関数」 370 ページ

◆ 「operator unsigned short 関数」 370 ページ

◆ 「operator= 関数」 371 ページ

◆ 「SetBinary 関数」 361 ページ
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◆ 「SetString 関数」 361 ページ

◆ 「SetString 関数」 362 ページ

◆ 「StringCompare 関数」 362 ページ

◆ 「ULValue 関数」 362 ページ

◆ 「ULValue 関数」 363 ページ

◆ 「ULValue 関数」 363 ページ

◆ 「ULValue 関数」 363 ページ

◆ 「ULValue 関数」 364 ページ

◆ 「ULValue 関数」 364 ページ

◆ 「ULValue 関数」 364 ページ

◆ 「ULValue 関数」 364 ページ

◆ 「ULValue 関数」 365 ページ

◆ 「ULValue 関数」 365 ページ

◆ 「ULValue 関数」 365 ページ

◆ 「ULValue 関数」 366 ページ

◆ 「ULValue 関数」 366 ページ

◆ 「ULValue 関数」 366 ページ

◆ 「ULValue 関数」 366 ページ

◆ 「ULValue 関数」 367 ページ

◆ 「ULValue 関数」 367 ページ

◆ 「ULValue 関数」 367 ページ

◆ 「ULValue 関数」 368 ページ

◆ 「ULValue 関数」 368 ページ

◆ 「~ULValue 関数」 371 ページ

GetBinary 関数

構文 void ULValue::GetBinary(
   p_ul_binary bin
   size_t len
 )

パラメータ • bin バイトを受け取るバイナリ構造体 

• len バッファの長さ

説明 バイナリ値を取得します。
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現在の値を取り出してバイナリ・バッファに格納しますが、必要に応
じてキャストが行われます。バッファが小さすぎる場合は、値はトラ
ンケートされます。最大で len の文字が、指定されたバッファにコ

ピーされます。

GetBinary 関数

構文 void ULValue::GetBinary(
   ul_byte * dst
   size_t len
   size_t * retr_len
 )

パラメータ • dst バイトを受け取るバッファ 

• len バッファの長さ

• retr_len 出力：実際に返されたバイト数 

説明 バイナリ値を取得します。

現在の値を取り出してバイナリ・バッファに格納しますが、必要に応
じてキャストが行われます。バッファが小さすぎる場合は、値はトラ
ンケートされます。最大で len のバイトが、指定されたバッファにコ

ピーされます。実際にコピーされたバイト数は、retr_len で返され

ます。

GetBinaryLength 関数

構文 size_t ULValue::GetBinaryLength()

説明 バイナリ値の長さを取得します。

戻り値 「GetBinary 関数」 357 ページ によって返されるバイナリ値の保持に必

要なバイト数
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GetString 関数

構文 void ULValue::GetString(
   char * dst
   size_t len
 )

パラメータ • dst 文字列値を受け取るバッファ 

• len dst のバイト単位の長さ 

説明 文字列値を取得します。

現在の値を取り出して文字列バッファに格納しますが、必要に応じて
キャストが行われます。バッファが小さすぎてパラメータがトラン
ケートされる場合でも、出力文字列は常に null で終了します。null 
ターミネータを含め、最大で len の文字が指定されたバッファにコ

ピーされます。

GetString 関数

構文 void ULValue::GetString(
   ul_wchar * dst
   size_t len
 )

パラメータ • dst 文字列値を受け取るバッファ 

• len dst のワイド文字単位の長さ 

説明 文字列値を取得します。

現在の値を取り出して文字列バッファに格納しますが、必要に応じて
キャストが行われます。バッファが小さすぎてパラメータがトラン
ケートされる場合でも、出力文字列は常に null で終了します。null 
ターミネータを含め、最大で len の文字が指定されたバッファにコ

ピーされます。
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GetStringLength 関数

構文 size_t ULValue::GetStringLength(
   bool fetching_as_wide
 )

パラメータ • fetching_as_wide 使用されるフェッチの文字列型 

説明 文字列の長さを取得します。

使用方法を次に示します。

          len = v.GetStringLength();
           dst = new char_type[ len ];
           ( dst, len ); GetString
 

この使用方法では、複数要素のエンコードのために、文字型が異なる
と長さが異なる場合があります。fetching_as_wide パラメータは、

「GetString 関数」 359 ページ の呼び出しで使用される文字型を示すた

めに使用します。

戻り値 「GetString 関数」 359 ページ メソッドのいずれかによって返される文

字列を保持するために必要な、null ターミネータを含むバイト数また

はワイド文字数。これは、文字列内の文字数であるとはかぎりませ
ん。

InDatabase 関数

構文 bool ULValue::InDatabase()

説明 値がデータベース内にあるかどうかをチェックします。

戻り値 このオブジェクトがカーソルのフィールドを参照している場合は true 
を返します。
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IsNull 関数

構文 bool ULValue::IsNull()

説明 NULL かどうかをチェックします。

戻り値 オブジェクトが、空の ULValue オブジェクトであるか、NULL に設定

されたカーソルのフィールドを参照している場合に true を返します。

SetBinary 関数

構文 void ULValue::SetBinary(
   ul_byte * src
   size_t len
 )

パラメータ • src バイトのバッファ 

• len バッファの長さ

説明 バイナリ値を設定します。

指定したバイナリ・バッファを参照する値を設定します。値が使用さ
れないかぎり、指定したバッファからバイトはコピーされません。

SetString 関数

構文 void ULValue::SetString(
   const char * val
   size_t len
 )

パラメータ • val この ULValue の null で終了された文字列表現へのポインタ 

• len 文字列の長さ 

説明 ULValue を文字列にキャストします。
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SetString 関数

構文 void ULValue::SetString(
   const ul_wchar * val
   size_t len
 )

パラメータ • val この ULValue の null で終了されたユニコード文字列表現へ

のポインタ 

• len 文字列の長さ 

説明 ULValue をユニコード文字列にキャストします。

StringCompare 関数

構文 ul_compare ULValue::StringCompare(
   const ULValue & value
 )

パラメータ • value 比較する文字列 

説明 文字列を比較します。

文字列、または ULValue オブジェクトの文字列表現を比較します。

戻り値 •    文字列が同じ場合は 0 を返します。

•    現在の値が value より小さい場合は -1 を返します。

•    現在の値が value より大きい場合は 1 を返します。

•    エラー時には、いずれかの ULValue オブジェクトの sqlca が未設

定の場合は -2、いずれかの ULValue オブジェクトの文字列表現

が UL_NULL である場合は -3 が返されます。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue()
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説明 ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const ULValue & vSrc
 )

パラメータ • vSrc ULValue として扱われる値 

説明 const から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   bool val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われるブール値 

説明 bool から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   short val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる short 値 

説明 short から ULValue を構成します。
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ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   long val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる long 値 

説明 long から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   int val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる int 値 

説明 int から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   unsigned int val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる unsigned int 値 

説明 unsigned int から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   float val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる float 値 
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説明 float から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   double val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる double 値 

説明 double から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   unsigned char val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる unsigned char 値 

説明 unsigned char から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   unsigned short val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる unsigned short 値 

説明 unsigned short から ULValue を構成します。
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ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   unsigned long val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる unsigned long 値 

説明 unsigned long から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const ul_u_big & val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる ul_u_big 値 

説明 ul_u_big から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const ul_s_big & val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる ul_s_big 値 

説明 ul_s_big から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const p_ul_binary val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる ul_binary 値 
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説明 ul_binary から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   DECL_DATETIME & val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる datetime 値 

説明 datetime から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const char * val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる文字列へのポインタ 

説明 文字列から ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const ul_wchar * val
 )

パラメータ • val ULValue として扱われるユニコード文字列へのポインタ 

説明 ユニコード文字列から ULValue を構成します。
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ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const char * val
   size_t len
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる文字列を保持するバッファ 

• len バッファの長さ

説明 文字のバッファから ULValue を構成します。

ULValue 関数

構文  ULValue::ULValue(
   const ul_wchar * val
   size_t len
 )

パラメータ • val ULValue として扱われる文字列を保持するバッファ 

• len バッファの長さ

説明 ユニコード文字のバッファから ULValue を構成します。

operator DECL_DATETIME 関数

構文  ULValue::operator DECL_DATETIME()

説明 ULValue を datetime にキャストします。

operator bool 関数

構文  ULValue::operator bool()

説明 ULValue を bool にキャストします。
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operator double 関数

構文  ULValue::operator double()

説明 ULValue を double にキャストします。

operator float 関数

構文  ULValue::operator float()

説明 ULValue を float にキャストします。

operator int 関数

構文  ULValue::operator int()

説明 ULValue を int にキャストします。

operator long 関数

構文  ULValue::operator long()

説明 ULValue を long にキャストします。

operator short 関数

構文  ULValue::operator short()

説明 ULValue を short にキャストします。

operator ul_s_big 関数

構文  ULValue::operator ul_s_big()
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説明 ULValue を signed big int にキャストします。

operator ul_u_big 関数

構文  ULValue::operator ul_u_big()

説明 ULValue を unsigned big int にキャストします。

operator unsigned char 関数

構文  ULValue::operator unsigned char()

説明 ULValue を char にキャストします。

operator unsigned int 関数

構文  ULValue::operator unsigned int()

説明 ULValue を unsigned int にキャストします。

operator unsigned long 関数

構文  ULValue::operator unsigned long()

説明 ULValue を unsigned long にキャストします。

operator unsigned short 関数

構文  ULValue::operator unsigned short()

説明 ULValue を unsigned short にキャストします。
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operator= 関数

構文 ULValue & ULValue::operator=(
   const ULValue & other
 )

パラメータ • other ULValue に割り当てられる値 

説明 ULValue の = 演算子を無効にします。

~ULValue 関数

構文  ULValue::~ULValue()

説明 ULValue のデストラクタです。
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第 14 章 

Ultra Light 静的型 C++ API リファレンス

この章の内容 この章では Ultra Light 静的型 C++ API について説明します。
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C++ API クラス階層
C++ API クラス階層

次の図に、C++ API のクラスを示します。

クラスは、次のヘッダ・ファイルに記述されます。

•    generated-name.hpp   特定の文またはテーブルのセット用に生成

されたインタフェースは、生成された .hpp ファイルに定義され

ます。

•    ulapi.h   基本クラスは ulapi.h に定義されます。このファイルは、

SQL Anywhere インストール・ディレクトリの h サブディレクト

リに格納されます。

•    ulglobal.h   ulapi.h で使用する一部のデータ型やその他の定義に

ついて確認するには、ulglobal.h を参照します。このファイルは、

SQL Anywhere インストール・ディレクトリの h サブディレクト

リに格納されます。

静的型 C++ API か
ら利用できる関数

C++ API アプリケーションは、クラス階層にない関数を使用すること

があります。これらの関数は次のとおりです。

•    「ULEnableFileDB 関数」 253 ページ .

•    「ULEnablePalmRecordDB 関数」 256 ページ .

•    「ULEnableStrongEncryption 関数」 257 ページ .

•    「ULEnableUserAuthentication 関数」 258 ページ .

•    「ULRegisterErrorCallback 関数」 259 ページ .

ULTable

ULCursor

ULResultSet

ULDataULConnection

table-name query-name

ulapi.h

statement
-name

ULStatement
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•    「ULRegisterSchemaUpgradeObserver 関数」 263 ページ .
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C++ API 言語要素

Ultra Light API メソッドと変数は、一連の Ultra Light データ型によっ

て記述します。この項ではこれらのデータについて説明します。

Ultra Light データ型

•    an_SQL_code   SQL エラー・コードを保持するデータ型です。

•    ul_char   文字を表すデータ型です。オペレーティング・システ

ムがユニコードを使用する場合、ul_char は 1 文字につき 2 バイ

トを使用します。シングルバイトの文字セットの場合、ul_char 
は 1 文字につき 1 バイトを使用します。

•    ul_binary   バイナリ情報を 1 バイトで表すデータ型です。

•    ul_column_num   テーブルまたはクエリのカラムを指す番号を保

持するデータ型です。テーブルまたはクエリの最初のカラムを
指す場合は 1 になります。

•    ul_fetch_offset   ULCursor オブジェクト内の相対的な数値を保持

するデータ型です。

•    ul_length   データ型の長さを保持するデータ型です。

•    DECL_DATETIME   日付と時間の情報を SQLDATETIME 構造体

で保持する型です。定義は次のとおりです。

typedef struct sqldatetime {
     unsigned short year; /* e.g. 1999 */
     unsigned char month; /* 0-11 */
     unsigned char day_of_week; /* 0-6 0=Sunday */
     unsigned short day_of_year; /* 0-365 */
     unsigned char day; /* 1-31 */
     unsigned char hour; /* 0-23 */
     unsigned char minute; /* 0-59 */
     unsigned char second; /* 0-59 */
     unsigned long microsecond; /* 0-999999 */
 } SQLDATETIME;
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DECL_DATETIME は、Embedded SQL プログラミングでも使用

されます。C++ API プログラミングでは、DECL_type という名

前の他の Embedded SQL データ型は必要ありません。

•    UL_NULL   SQL NULL を表す定数です。
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ULConnection クラス

オブジェクト データベース接続を表します。

説明 ULConnection オブジェクトは、Ultra Light データベース接続を表しま

す。これは、接続のオープンとクローズ、接続がオープンされている
かどうかの確認、現在の接続におけるデータベースの同期などを行う
メソッドを提供します。

Embedded SQL では、ULConnection オブジェクトを開くことが EXEC 
SQL CONNECT 文に相当します。

Close メソッド

プロトタイプ bool  Close ( )

説明 アプリケーションをデータベースから切断し、ULConnection オブ

ジェクトに関連するリソースを解放します。ULConnection オブジェ

クトを閉じると、アプリケーションは Ultra Light データベースと接続

できません。

接続を閉じると、未処理の変更はロールバックされます。

Palm Computing Platform アプリケーションの接続オブジェクトは閉じ

ないようにしてください。アプリケーションの再起動には Reopen メ
ソッドを使用します。詳細については、「Reopen メソッド ( 旧式 )」 
389 ページを参照してください。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、ULConnection オブジェクトを閉じます。

conn.Close();

参照 「Open メソッド」 388 ページ
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Commit メソッド

プロトタイプ bool  Commit( )

説明 未処理の変更をデータベースにコミットします。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、データベースに値を挿入し、変更をコミッ
トします。

productTable.Open( &conn );
 productTable.SetProd_id( 2 );
 productTable.SetPrice( 3000 );
 productTable.SetProd_name( "8' 2x4 Studs x1000" );
 productTable.Insert();
 conn.Commit();

参照 「Rollback メソッド」 391 ページ

CountUploadRows メソッド

プロトタイプ ul_u_long CountUploadRows(
 ul_publication_mask mask,
 ul_u_long threshold )

説明 次回の同期でアップロードする必要のあるロー数を返します。

同期が必要かどうかを判定するときに使用する関数です。

パラメータ publication-mask   チェック対象のパブリケーションのセット。値 0 
はデータベース全体を示します。このセットはマスクとして提供され
ます。たとえば、次のマスクはパブリケーション PUB1 と PUB2 に対

応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、「publication 同期パラ

メータ」 524 ページを参照してください。
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threshold   カウントするローの最大数を決定する値。呼び出しにかか

る時間を制限します。値 0 は制限がないことを示します。値 1 は、同

期の必要なローがあるかどうかを判別する場合に使用します。

戻り値 アップロードするローの数

GetCA メソッド

プロトタイプ SQLCA *GetCA( )

説明 現在の接続に関連する SQLCA を取り出します。

この機能は、単一のアプリケーションに Embedded SQL と C++ API を
組み合わせて使用しているときに役立ちます。

戻り値 SQLCA へのポインタ。

例 ULConnection conn;
 conn.Open();
 conn.GetCA();

参照 『ASA プログラミング・ガイド』 > 「SQLCA (SQL Communication 
Area)」

GetDatabaseID メソッド

プロトタイプ ul_u_long ULGetDatabaseID( )

説明 ULGetDatabaseID は、グローバル・オートインクリメントに使用する

現在のデータベースの ID を返します。返される値は、直前の 
SetDatabaseID で設定された値、または ID が設定されていない場合は 
UL_INVALID_DATABASE_ID です。

GetLastIdentity メソッド

プロトタイプ ul_u_big GetLastIdentity( )
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説明 直前に使用した identity の値を返します。この関数は、次の SQL 文と

同義です。

SELECT @@identity

この関数は、グローバル・オートインクリメント・カラムで使うと特
に便利です。

戻り値 直前に使用した identity の値

参照 『Mobile Link クライアント』 > 「最後に割り当てられた値の割り出し」

『Mobile Link クライアント』 > 「デフォルトのグローバル・オートイ

ンクリメント・カラムの宣言」

GetLastDownloadTime メソッド

プロトタイプ bool GetLastDownloadTime(
 ul_publication_mask  mask,
 DECL_DATETIME *value )

説明 指定したパブリケーションが最後にダウンロードされた時刻を示しま
す。

パラメータ publication-mask   最終ダウンロード時間を取得するパブリケーショ

ンのセット。値 0 はデータベース全体を示します。このセットはマス

クとして提供されます。たとえば、次のマスクはパブリケーション 
PUB1 と PUB2 に対応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、「publication 同期パラ

メータ」 524 ページを参照してください。

value   投入する DECL_DATETIME 構造体へのポインタ。

値 January 1, 1990 は、パブリケーションがまだ同期されていないこ

とを示します。
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戻り値 •    true   publication-mask によって指定されたパブリケーションの

最終ダウンロード時間までに value が正常に投入されたことを

示します。

•    false   publication-mask によって複数のパブリケーションが指定

されたか、パブリケーションが未定義であることを示します。
戻り値が false の場合は、value の内容が有効ではないことを示

します。

GetSQLCode メソッド

プロトタイプ an_SQL_code  GetSQLCode( )

説明 SQLCODE の値を調べてデータベース操作の結果 ( 成功／失敗 ) を確

認することで、エラー・チェック機能を提供します。SQLCODE は、

Adaptive Server Anywhere で使用される標準コードです。

SQLCODE は、他の接続への操作など、後に続く Ultra Light データ

ベース操作によってリセットされます。

戻り値 SQLCODE 値 ( 整数 )

例 次のサンプル・コードは、SQLCODE を書き出します。同期呼び出し

が失敗すると、値 -85 が返されます。

conn.Synchronize( &synch_info );
 sqlcode = conn.GetSQLCode();
 printf("sqlcode: %d¥n", sqlcode );

参照 『ASA エラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」

GetSynchResult メソッド

プロトタイプ bool GetSynchResult( ul_synch_result  * synch-result );

説明 最新の同期の結果を格納し、アプリケーションで適切なアクションを
実行できるようにします。
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アプリケーションでは、ul_synch_result オブジェクトを割り当ててか

ら GetSynchResult に渡してください。この関数は、ul_synch_result 
に最後の同期の結果を入れます。これらの結果は、データベースに永
続的に格納されます。

Palm Computing Platform で HotSync を使用してアプリケーションを同

期する場合、同期はアプリケーションの外部で行われるため、この関
数を使用します。ULData.PalmLaunch の呼び出しで設定された 
SQLCODE 値は、ULData.PalmLaunch 操作自体を表します。同期ス

テータスと結果は、HotSync ログにだけ書き込まれます。詳細な同期

結果情報を取得するには、ULData.PalmLaunch が正常に終了してから 
GetSynchResult を呼び出します。

パラメータ synch-result   同期結果を保持する構造体。この構造体は、ulglobal.h で
次のように定義されます。

typedef struct {
 an_sql_code        sql_code;
 ul_stream_error    stream_error;
 ul_bool         upload_ok;
 ul_bool         ignored_rows;
 ul_auth_status    auth_status;
 ul_s_long         auth_value;
 SQLDATETIME    timestamp;
 ul_synch_status    status;
 } ul_synch_result, * p_ul_synch_result;

個々のメンバには次の意味があります。

•    sql_code   最後の同期の SQL コード。SQL コードのリストにつ

いては、『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server 
Anywhere SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」を参

照してください。

•    stream_error   最後の同期の通信ストリーム・エラー・コード。

エラー・コードのリストについては、『ASA エラー・メッセー

ジ』 > 「Mobile Link 通信エラー・メッセージ」を参照してくださ

い。

•    upload_ok   アップロードが正常に終了した場合は true に設定さ

れ、正常に終了しなかった場合は false に設定されます。
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•    ignored_rows   アップロードされたローが無視された場合は true 
に設定され、無視されなかった場合は false に設定されます。

•    auth_status   同期認証ステータス。詳細については、「auth_status 
パラメータ」 511 ページを参照してください。

•    auth_value   Mobile Link 同期サーバが auth_status の結果を判断

するために使用する値。詳細については、「auth_value 同期パラ

メータ」 512 ページを参照してください。

•    timestamp   最後の同期の時刻と日付。

•    status   observer 関数によって使用されるステータス情報。詳細

については、「observer 同期パラメータ」 520 ページを参照してく

ださい。

戻り値 メソッドはブール値を返します。

true   成功を示します。

false   失敗を示します。

参照 「PalmLaunch メソッド [ 旧式 ]」 417 ページ

GlobalAutoincUsage メソッド

プロトタイプ ul_u_short GlobalAutoincUsage()

説明 利用可能なグローバル・オートインクリメントの値の使用済み比率 
(%) を返します。

比率が 100% になったら、SetDatabaseID を使用して、使用中のアプリ

ケーションに新しいグローバル・データベース ID 値を設定してくだ

さい。

戻り値 利用可能なグローバル・オートインクリメント値の使用率

参照 「SetDatabaseID メソッド」 392 ページ
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GrantConnectTo メソッド

プロトタイプ bool GrantConnectTo( userid, password )

パラメータ userid   ユーザ ID を保持する文字配列。最大長は 16 文字です。

password   userid のパスワードを保持する文字配列。最大長は 16 文
字です。

説明 指定されたパスワードを持つユーザ ID に、Ultra Light データベース

へのアクセスを許可します。既存のユーザ ID が指定されていれば、

この関数を使用してそのユーザのパスワードを更新します。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light の
ユーザ認証」

「ユーザの認証」 57 ページ

「RevokeConnectFrom メソッド」 390 ページ

InitSynchInfo メソッド

プロトタイプ an_SQL_code  InitSynchInfo( ul_synch_info * synch_info )

説明 同期に使用する synch_info 構造体を初期化します。

戻り値 なし

例 次のサンプル・コードは、Ultra Light アプリケーションでデータを同

期するときの呼び出しシーケンスで、InitSynchInfo メソッドが使用さ

れる場所を示しています。

auto ul_synch_info synch_info;
 conn.InitSynchInfo( &synch_info );
 conn.Synchronize( &synch_info );

参照 「Synchronize メソッド」 393 ページ
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IsOpen メソッド

プロトタイプ bool  IsOpen ( )

説明 ULConnection オブジェクトが現在開いているかどうかを確認します。

戻り値 true (1) ULConnection オブジェクトが開いている場合

false (0) ULConnection オブジェクトが開いていない場合

例 次のサンプル・コードは、接続を開く動作に成功したことを確認しま
す。

ULConnection conn;
 conn.Open();
 if( conn.IsOpen() ){
     printf( "Connected to the database.¥n" );
 }

参照 「Open メソッド」 388 ページ

LastCodeOK メソッド

プロトタイプ bool  LastCodeOK ( )

説明 最新の SQLCODE をチェックし、コードが警告または成功を示す場合

には true を返します。最新の SQLCODE がエラーを示す場合には、

false を返します。

このメソッドは、操作の成功または失敗を確認するのに便利です。数
値の取得には、GetSQLCode を使用します。

SQLCODE は、他の接続への操作など、後に続く Ultra Light データ

ベース操作によってリセットされます。

戻り値 true (1) 前回の SQLCode が 0 または警告の場合

false (0) 前回の SQLCode がエラーの場合
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例 次のサンプル・コードは、接続を開く動作に成功したことを確認しま
す。

ULConnection conn;
 conn.Open();
 if( conn.LastCodeOK() ){
     printf( "Connected to the database.¥n" );
 };

参照 「GetSQLCode メソッド」 382 ページ

LastFetchOK メソッド

プロトタイプ bool  LastFetchOK( )

説明 最後に行われたローのフェッチについて、成功 (true) または失敗 
(false) を確認するのに便利なメソッドです。

値は、他の接続への操作など、後に続く Ultra Light データベース操作

によってリセットされます。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、テーブルの最後のローに移動し、そのロー
の値をフェッチします。さらに、フェッチが成功したことを確認しま
す。

tb.Open( &conn );
 tb.Last();
 tb.GetID( iVal );
 if( tb.LastFetchOK() ){
     ... operations on success...
 }

参照 「AfterLast メソッド」 397 ページ

「First メソッド」 399 ページ
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Open メソッド

プロトタイプ bool  Open ( ULData* db,
 ul_char* userid,
 ul_char* password,
 ul_char* name = SQLNULL )

bool Open ( SQLCA * sqlca, char * start-parms )

説明 データベースへの接続を開きます。この呼び出しを成功させるには、
ULData オブジェクトを開きます。

パラメータ db   接続が確立された ULData オブジェクトへのポインタ。この引数

は、通常、接続を確立する前に開かれた ULData オブジェクトのアド

レスを指します。

userid   ユーザ ID の引数。将来使用するために確保しておく予備のプ

レースホルダです。この引数は無視されます。

ユーザ ID および Ultra Light の詳細については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light のユーザ認証」を参照

してください。

password   パスワード・パラメータ。将来使用するために確保してお

く予備のプレースホルダです。この引数は無視されます。

name   接続に使用するオプション名。1 つのアプリケーションから同

じデータベースに複数の接続を確立する場合にのみ指定します。

start-parms   keyword=value のペアがセミコロンで区切られたリスト

からなる接続文字列。

指定できるキーワードの詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「接続パラメータ」を参照してください。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、Ultra Light データベースへの接続を開きま

す。
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ULData db;
 ULConnection conn;
 
 db.Open();
 conn.Open( &db, "dummy", "dummy" );

参照 「Close メソッド」 378 ページ

Reopen メソッド ( 旧式 )

プロトタイプ bool  Reopen ( )

bool  Reopen( ULData *db, ul_char * name = SQLNULL )

説明 旧式な機能
Reopen メソッドはもはや不要で、使用されなくなりました。代わり

に ULConnection::Open を使用します。

このメソッドは Palm Computing Platform でのみ使用できます。この呼

び出しを成功させるには、ULData オブジェクトを再開します。

Palm アプリケーションを開発するときに、接続オブジェクトを閉じ

ないようにしてください。Ultra Light アプリケーションに切り替える

ときには Reopen メソッドを呼び出してください。このメソッドによ

り、アプリケーションで使用するデータベース・オブジェクト用の
データが準備されます。

db   接続が確立された ULData オブジェクトへのポインタ。この引数

は、通常、接続を再開する前に開かれた ULData オブジェクトのアド

レスを指します。

name   接続に使用するオプション名。1 つのアプリケーションから同

じデータベースに複数の接続を確立する場合にのみ指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、データベース・オブジェクトを再び開き、
次に接続オブジェクトを再び開きます。
389



ULConnection クラス
db.Reopen();
 conn.Reopen( &db );

参照 「Open メソッド」 388 ページ

ResetLastDownloadTime メソッド

プロトタイプ bool ResetLastDownloadTime( ul_publication_mask publication-mask )

説明 このメソッドは、値を再び投入し、アプリケーションを既知のクリー
ンな状態に戻すために使用できます。この関数は、最終ダウンロード
時間をリセットするため、アプリケーションは以前にダウンロードさ
れたデータを再同期します。

パラメータ publication-mask   チェック対象のパブリケーションのセット。値 0 
はデータベース全体を示します。このセットはマスクとして提供され
ます。たとえば、次のマスクはパブリケーション PUB1 と PUB2 に対

応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、「publication 同期パラ

メータ」 524 ページを参照してください。

例 次の例は、データベース内のすべてのテーブルの最終ダウンロード時
間をリセットします。

db.Reopen();
 conn.ResetLastDownloadTime( UL_SYNC_ALL );

参照 「GetLastDownloadTime メソッド」 381 ページ

『Mobile Link 管理ガイド』 > 「タイムスタンプベースの同期」

RevokeConnectFrom メソッド

プロトタイプ bool RevokeConnectFrom( ul_char * userid  )

説明 Ultra Light データベースからユーザ ID のアクセス権を取り消します。
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パラメータ userid   データベース・アクセスから除外するユーザ ID を保持する文

字配列。最大長は 16 文字です。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light の
ユーザ認証」

「ユーザの認証」 57 ページ

「GrantConnectTo メソッド」 385 ページ

Rollback メソッド

プロトタイプ bool  Rollback( )

説明 未処理の変更をデータベースにロールバックします。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、値をデータベースに挿入し、その後で変更
をロールバックしています。

productTable.Open( &conn );
 productTable.SetProd_id( 2 );
 productTable.SetPrice( 3000 );
 productTable.SetProd_name( "8' 2x4 Studs x1000" );
 productTable.Insert();
 conn.Rollback();

参照 「Commit メソッド」 379 ページ

RollbackPartialDownload メソッド

失敗した同期から変更をロールバックします。

プロトタイプ bool RollbackPartialDownload ( )
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説明 同期のダウンロード時に通信エラーが発生した場合、Ultra Light で
は、ダウンロードした変更を適用し、同期が中断した時点から同期を
再開することができます。ダウンロードした変更が不要な場合 ( ダウ

ンロードが中断した時点での再開を望まない場合 )、
RollbackPartialDownload を使用することで、失敗したダウンロード・

トランザクションをロールバックします。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Keep Partial Download 同期パ

ラメータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Partial Download Retained 同期

パラメータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Resume Partial Download 同期

パラメータ」

SetDatabaseID メソッド

プロトタイプ bool  SetDatabaseID( ul_u_long value )

説明 グローバル・オートインクリメントのカラムに使用するデータベース 
ID の値を設定します。

パラメータ value   グローバル・オートインクリメントの値を生成するために使用

する値。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 『ASA データベース管理ガイド』 > 「GLOBAL_DATABASE_ID オプ

ション [ データベース ]」

「GlobalAutoincUsage メソッド」 384 ページ

StartSynchronizationDelete メソッド

プロトタイプ bool  StartSynchronizationDelete( )
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説明 この関数が呼び出されると、すべての削除操作がもう一度同期されま
す。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「START 
SYNCHRONIZATION DELETE 文 [Mobile Link]」

「StopSynchronizationDelete メソッド」 393 ページ

StopSynchronizationDelete メソッド

プロトタイプ bool  StopSynchronizationDelete( )

説明 この関数が呼び出されると、削除操作が同期されなくなります。領域
を節約するために、Ultra Light データベースから古い情報を削除し

て、統合データベースにはそれを残しておく場合に使用すると便利で
す。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「START 
SYNCHRONIZATION DELETE 文 [Mobile Link]」

「StartSynchronizationDelete メソッド」 392 ページ

Synchronize メソッド

プロトタイプ bool  Synchronize ( ul_synch_info * synch_info )

説明 Ultra Light データベースを同期します。

synch_info 構造体のメンバについては、「同期パラメータ」 508 ページ

を参照してください。
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戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コード・フラグメントでは、Synchronize メソッドに

情報を提供する方法を指定しています。

auto ul_synch_info synch_info;
 conn.InitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT( "50" );
 synch_info.version = UL_TEXT( "custdb" );
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.stream_parms =
     UL_TEXT("host=localhost");
 conn.Synchronize( &synch_info );

参照 「同期パラメータ」 508 ページ
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ULCursor クラス

ULCursor クラスには、生成されたテーブル・オブジェクトと生成さ

れた結果セットのオブジェクトによって必要とされるメソッドが含ま
れます。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

データ型列挙

この列挙には、定数として使用できる Ultra Light データ型がリストさ

れています。これに含まれるメンバは次のとおりです。

列挙値 説明

BAD_INDEX 不適切な引数が指定された

S_LONG 符号付き 4 バイト整数

S_SHORT 符号付き 2 バイト整数

LONG 4 バイト整数

SHORT 2 バイト整数

TINY 1 バイト整数

BIT ビット

TIMESTAMP_STRUCT struct としてのタイムスタンプ情報

DATE 文字列としての日付と時刻情報

TIME 文字列としての時刻情報

S_BIG 符号付き 8 バイト整数

BIG 8 バイト整数

DOUBLE 倍精度の小数点数

REAL 実数
395



ULCursor クラス
GetColumnType メソッドは、この列挙値のいずれかを返します。

参照 「GetColumnType メソッド」 401 ページ

SQL データ型列挙

この列挙には、定数として使用できる Ultra Light SQL データ型がリス

トされています。これに含まれるメンバは次のとおりです。

enum {
         SQL_BAD_INDEX,
         SQL_S_LONG,
         SQL_U_LONG,
         SQL_LONG = SQL_U_LONG,
         SQL_S_SHORT,
         SQL_U_SHORT,
         SQL_SHORT = SQL_U_SHORT,
         SQL_S_BIG,
         SQL_U_BIG,
         SQL_BIG = SQL_U_BIG,
         SQL_TINY,
         SQL_BIT,
         SQL_TIMESTAMP,
         SQL_DATE,
         SQL_TIME,
         SQL_DOUBLE,
         SQL_REAL,
         SQL_NUMERIC,
         SQL_BINARY,

BINARY 指定した長さのバイナリ・データ

TCHAR 指定した長さの文字データ

NUMERIC 精度と桁数が指定された正確な数値データ

MAX_INDEX 予約

列挙値 説明
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         SQL_CHAR,
         SQL_LONGVARCHAR,
         SQL_LONGBINARY,
         SQL_MAX_INDEX
     };

GetColumnSQLType メソッドは、この列挙のいずれかの値を返しま

す。

参照 「GetColumnSQLType メソッド」 402 ページ

AfterLast メソッド

プロトタイプ bool  AfterLast( )

説明 カーソル位置を、現在のテーブルまたは結果セット内の最後のローの
後ろに移動します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、現在のローをテーブル tb の最後のローに

します。

tb.AfterLast();
 tb.Previous();

参照 「BeforeFirst メソッド」 397 ページ

「Last メソッド」 404 ページ

BeforeFirst メソッド

プロトタイプ bool  BeforeFirst( )

説明 カーソル位置を、現在のテーブルまたは結果セットで最初のローの前
に移動します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。
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失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、現在のローをテーブル tb の最初のローに

します。

tb.BeforeFirst();
 tb.Next();

参照 「AfterLast メソッド」 397 ページ

「First メソッド」 399 ページ

Close メソッド

プロトタイプ bool  Close( )

説明 アプリケーションの生成オブジェクトと関連するリソースを解放しま
す。このメソッドは、テーブルに関するすべての処理が完了した後
で、ULConnection と ULData オブジェクトを閉じる前に呼び出してく

ださい。

コミットされていない操作はすべて、Close() メソッドが呼び出され

たときにロールバックされます。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、ULProduct テーブルに対して生成されたオ

ブジェクトを閉じます。

tb.Close();

参照 「Open メソッド」 441 ページ

Delete メソッド

プロトタイプ bool  Delete( )
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説明 現在のテーブルまたは結果セットから現在のローを削除します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。たとえば、複数のテーブルを表す SQL 
文でこのメソッドを使用しようとすると、処理は失敗します。

例 次のサンプル・コードは、テーブル tb から最後のローを削除します。

tb.Open( &conn );
 tb.Last();
 tb.Delete();

参照 「Insert メソッド」 403 ページ

「Update メソッド」 409 ページ

First メソッド

プロトタイプ bool  First( )

説明 カーソル位置を、テーブルまたは結果セットの最初のローに移動しま
す。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。たとえば、ローがない場合、メソッドは

失敗します。

例 次のサンプル・コードは、テーブル tb から最初のローを削除します。

tb.Open( &conn );
 tb.First();
 tb.Delete();

参照 「BeforeFirst メソッド」 397 ページ

「Last メソッド」 404 ページ
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Get メソッド

プロトタイプ bool  Get( ul_column_num colnum,
 value-declaration,
 bool* isNull = UL_NULL)

value-declaration:
 ul_char * ptr, ul_length length
 | p_ul_binary name , ul_length length
 | DECL_DATETIME &date-value
 | { DECL_BIGINT | DECL_UNSIGNED_BIGINT } &bigint-value
 | [ unsigned ] long &integer-value
 | unsigned char &char-value
 | double & double-value
 | float & float-value
 | [ unsigned ] short &short-value

説明 指定のカラムから値を取得します。

colnum   2 バイト整数。最初のカラムの場合、カラム 1 になります。

value declaration   値の指定に必要な引数。指定方法はデータ型に依

存します。文字とバイナリ・データは、呼び出しに指定するバッファ
の名前と長さに基づいてバッファにマップされます。その他のデータ
型の場合は、適切な型の変数へのポインタが必要です。文字データの
場合、ターミネータ用に使用する領域を含む C 配列の長さを指定する

のは、長さパラメータです。

isNULL   カラムの値が NULL の場合、isNull は true に設定されます。

この場合、引数 value を指定しても意味がありません。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Get 生成メソッド」 438 ページ

「Set メソッド」 408 ページ
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GetColumnCount メソッド

プロトタイプ int  GetColumnCount( )

説明 現在のテーブルまたは結果セットのカラム数を返します。

戻り値 カラム数を表す整数

例 次のサンプル・コードは、tb テーブル・オブジェクトを開き、変数 
numCol にカラム数を設定します。

tb.Open( &conn );
 numCol = tb.GetColumnCount();

GetColumnSize メソッド

プロトタイプ ul_length  GetColumnSize( ul_column_num column-index )

説明 指定したカラムの情報を保持するために必要なバイト数を返します。

パラメータ column-index   カラムの番号。テーブルの最初のカラム番号は 1 です。

戻り値 バイト数

例 次のサンプル・コードは、テーブル tb の第 3 カラムの情報を保持す

るために必要なバイト数を取得します。

tb.Open( &conn );
 colSize = tb.GetColumnSize( 3 );

参照 「GetColumnType メソッド」 401 ページ

GetColumnType メソッド

プロトタイプ int  GetColumnType( ul_column_num column-index )

説明 指定したカラムの情報を保持するために必要なデータ型を返します。
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パラメータ column-index   カラムの番号。テーブルまたは結果セットの最初のカ

ラム番号は 1 です。

戻り値 Ultra Light データ型列挙のメンバであるカラム型。詳細については、

「データ型列挙」 395 ページを参照してください。

例 次のサンプル・コードは、テーブル tb の第 3 カラムのカラム型を取

得します。

tb.Open( &conn );
 colType = tb.GetColumnType( 3 );

参照 「データ型列挙」 395 ページ

「Get 生成メソッド」 438 ページ

「GetColumnSQLType メソッド」 402 ページ

GetColumnSQLType メソッド

プロトタイプ int  GetColumnSQLType( ul_column_num column-index )

説明 指定したカラムの SQL データ型を返します。

パラメータ column-index   カラムの番号。テーブルまたは結果セットの最初のカ

ラム番号は 1 です。

戻り値 Ultra Light データ型列挙のメンバであるカラム型。詳細については、

「データ型列挙」 395 ページを参照してください。

例 次のサンプル・コードは、テーブル tb の第 3 カラムのカラム型を取

得します。

tb.Open( &conn );
 colType = tb.GetColumnType( 3 );

参照 「データ型列挙」 395 ページ

「Get 生成メソッド」 438 ページ
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「GetColumnType メソッド」 401 ページ

GetSQLCode メソッド

ULConnection::GetSQLCode メソッドを呼び出す便宜的なメソッドで

す。

詳細については、「GetSQLCode メソッド」 382 ページを参照してくだ

さい。

Insert メソッド

プロトタイプ bool  Insert( )

説明 直前に実行された Set メソッドで指定された値を使って、テーブルに

ローを挿入します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、現在の位置に基づいて、テーブルに新しい
ローを挿入します。

productTable.SetProd_id( 2 );
 productTable.SetPrice( 3000 );
 productTable.SetProd_name( "8' 2x4 Studs x1000" );
 productTable.Insert();

ローを挿入するときには、テーブル内のカラムごとに 1 つの値を指定

します。

挿入後のカーソルの位置と挿入したローの位置の詳細については、
「データへのアクセス」 55 ページを参照してください。

参照 「Delete メソッド」 398 ページ

「Update メソッド」 409 ページ
403



ULCursor クラス
IsOpen メソッド

プロトタイプ bool  IsOpen ( )

説明 ULCursor オブジェクトが現在開いているかどうかを確認します。

戻り値 true (1) ULCursor オブジェクトが開いている場合

false (0) ULCursor オブジェクトが開いていない場合

参照 「Open メソッド」 405 ページ

Last メソッド

プロトタイプ bool  Last( )

説明 カーソル位置を、テーブルまたは結果セットの最後のローに移動しま
す。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、カーソル位置をテーブル内の最後のローの
後ろに移動します。

tb.Open( &conn );
 tb.Last();
 tb.Next();

参照 「AfterLast メソッド」 397 ページ

「First メソッド」 399 ページ

LastCodeOK メソッド

ULConnection::LastCodeOK メソッドを呼び出す便宜的なメソッドで

す。
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詳細については、「LastCodeOK メソッド」 386 ページを参照してくだ

さい。

LastFetchOK メソッド

ULConnection::LastFetchOK メソッドを呼び出す便宜的なメソッドで

す。

詳細については、「LastFetchOK メソッド」 405 ページを参照してくだ

さい。

Next メソッド

プロトタイプ bool  Next( )

説明 カーソル位置を、テーブルまたは結果セットの次のローに移動しま
す。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、カーソル位置をテーブル内の最初のローに
移動します。

tb.Open( &conn );
 tb.BeforeFirst();
 tb.Next();

参照 「Previous メソッド」 406 ページ

「Relative メソッド」 407 ページ

Open メソッド

プロトタイプ bool  Open( ULConnection * conn )
405



ULCursor クラス
説明 指定の接続にカーソルを開きます。オブジェクトがパラメータ付きの
結果セットである場合には、結果セットを開く前にパラメータを設定
します。

ULCursor の ULTable サブクラスの Open を使用している場合は、

ULTable オブジェクトで同時に 2 つの接続を開かないでください。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、( カーソル・クラスを拡張する ) 結果セッ

ト・オブジェクトを開き、カーソル位置を最初のローに移動します。

rs.Open( &conn );
 rs.BeforeFirst();
 rs.Next();

参照 「Close メソッド」 398 ページ

「Open メソッド」 433 ページ

Previous メソッド

プロトタイプ bool  Previous( )

説明 カーソル位置を、現在のテーブルまたは結果セット内の前のローに移
動します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、カーソル位置をテーブル内の最後のローに
移動します。

tb.Open( &conn );
 tb.AfterLast();
 tb.Previous();

参照 「Next メソッド」 405 ページ
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「Relative メソッド」 407 ページ

Relative メソッド

プロトタイプ bool  Relative( ul_fetch_offset offset  )

説明 カーソル位置を、現在の位置を基準とした相対位置に移動します。指
定した移動先にローがない場合には、false が返されます。その場合の

カーソル位置は offset が正であるときには AfterLast()、負であるとき

には BeforeFirst() になります。

offset   移動するローの数です。負の値を指定すると、後方に移動し

ます。

戻り値 true (1) ローが存在する場合

false (0) ローが存在しない場合

参照 「Next メソッド」 405 ページ

「Previous メソッド」 406 ページ

Reopen メソッド

プロトタイプ bool  Reopen( ULConnection *conn )

説明 このメソッドは Palm Computing Platform でのみ使用できます。この呼

び出しを成功させるには、ULData と ULConnection オブジェクトがあ

らかじめ開いている必要があります。

Palm アプリケーションの開発中にカーソル位置を維持する必要があ

る場合は、結果セットのオブジェクトを閉じないでください。Ultra 
Light アプリケーションに戻るときには Reopen メソッドを呼び出して

ください。
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ULTable オブジェクトが ULCursor クラスから継承されていても、

テーブル・オブジェクトでは Reopen を使用しないでください。既存

の Palm アプリケーションではそのオブジェクトを閉じて、再入力時

に開いてください。ULTable オブジェクトでは、カーソル位置が維持

されません。

パラメータ conn   カーソルを定義する ULConnection オブジェクトへのポインタ。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、データベース・オブジェクトを再開し、さ
らに接続オブジェクト、結果セット・オブジェクトの順に再開しま
す。

db.Reopen();
 conn.Reopen( &db );
 rs.Reopen( &conn );

参照 「Open メソッド」 388 ページ

Set メソッド

プロトタイプ bool  Set( ul_column_num colnum, value )

value:
   p_ul_binary buffer-name, ul_length buffer-length
 | ul_char * buffer-name, ul_length buffer-length = 0
 | DECL_DATETIME date-value
 | DECL_UNSIGNED_BIGINT bigint-value
 | unsigned char  char-value
 | double double-value
 | float float-value
 | [ unsigned ] long long-value
 | [ unsigned ] short short-value

説明 現在のローについて、指定されたカラムに値を設定します。

colnum   2 バイト整数。最初のカラムの場合、カラム 1 になります。
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value   文字とバイナリ・データの場合、バッファの名前と長さを指定

します。その他のデータ型の場合は、適切な型の値を指定する必要が
あります。カラムに対して不適切なデータ型を指定すると、このメ
ソッドは失敗します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Get メソッド」 400 ページ

SetColumnNull メソッド

プロトタイプ int  SetColumnNull( ul_column_num column-index )

説明 カラムに SQL NULL を設定します。データは、Insert 文または Update 
文を実行するまでは、実際には変更されません。また、その変更がコ
ミットされないかぎり、永続化されません。

パラメータ column-index   カラムの番号。テーブルの最初のカラム番号は 1 です。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「SetNull<Column> 生成メソッド」 442 ページ

Update メソッド

プロトタイプ bool  Update( )

説明 直前に実行された Set メソッドで指定された値を使って、テーブルの

ローを更新します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。
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例 次のサンプル・コードは、productTable オブジェクトの現在のローに

新規価格を設定し、Ultra Light データベース上の該当するローを更新

します。

productTable.SetPrice( 400 );
 productTable.Update();

参照 「Delete メソッド」 398 ページ

「Insert メソッド」 403 ページ
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ULData クラス

オブジェクト Ultra Light データベースを表します。

プロトタイプ ULData db;
 db.Open();

説明 ULData クラスは、アプリケーションに対する Ultra Light データベー

スを表します。これにより、データベースを開くメソッドと閉じるメ
ソッド、データベースがオープンされているどうかを確認するメソッ
ドが提供されます。

データベースは、接続前または他の操作の実行前に開きます。また、
データベース上でのすべての操作が終了したら、データベースを閉じ
てからアプリケーションを終了します。

マルチスレッド・アプリケーションでは、各スレッドが自身の 
ULData を作成する必要があります。ULData オブジェクトも、そこか

ら継承された他のオブジェクト (ULConnection などのクラス ) も、ス

レッド間で共有することはできません。

Embedded SQL では、ULData オブジェクトを開くことは db_init の呼

び出しに相当します。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

例 次のサンプル・コードは、ULData オブジェクトを宣言して開きます。

ULData db;
 db.Open();

Close メソッド

プロトタイプ bool  Close ( )

説明 オブジェクトに関連付けられたリソースを解放してから、アプリケー
ションを終了します。ULData オブジェクトを閉じると、接続を再開

しないかぎり、データベース上で C++ API を使って操作を実行できま

せん。
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Palm Computing Platform
ULData.Close を呼び出す前に、ULSetSynchInfo を使用してアプリケー

ションの状態を保存します。アプリケーションが再起動された時点
で、Open メソッドを使用します。詳細については、「Open メソッド」 
414 ページおよび「ULSetSynchInfo 関数」 476 ページを参照してくだ

さい。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、ULData オブジェクトを閉じます。

db.Close();

参照 「Open メソッド」 414 ページ

Drop メソッド

プロトタイプ bool  Drop ( SQLCA * sqlca, ul_char * store-parms )

説明 Ultra Light データベース・ファイルを削除します。

警告
この関数は、データベース・ファイルとその中のすべてのデータを削
除します。使用する場合は注意してください。

この関数は、データベース接続が開いている間は呼び出さないでくだ
さい。この関数は、データベースを閉じた後、またはデータベースを
開く前にだけ呼び出します (C++ API)。

Palm OS では、この関数は、データベースに接続していない場合のみ 
( ただし、ULEnable 関数が呼び出された直後 ) 呼び出します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。
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store-parms   接続パラメータの文字列。削除するファイル名を 
file_name=file.udb という形式のキーワードと値の組み合わせで含みま

す。この引数として UL_STORE_PARMS マクロを使用すると便利な

場合があります。UL_NULL の値は、デフォルトのデータベース・

ファイル名を削除します。

詳細については、「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページを参照して

ください。

戻り値 •    true   データベース・ファイルが正常に削除されたことを示しま

す。

•    false   GetSQLCode を使用して詳細なエラー情報を取得できま

す。よくある失敗の理由は、不正なファイル名が提供されたか、
アプリケーションで使用中だったためにファイルへのアクセス
が拒否された場合です。

Initialize メソッド

プロトタイプ bool  Initialize ( SQLCA * ca )

説明 データベースとの通信に備えて、Ultra Light を初期化します。このメ

ソッドによってデータベースが起動されることはありません。通常、
データベースは接続時 (ULConnection::Open) にアプリケーションに

よって起動されます。

この関数は、ULConnection::Open を含めて、ほかのすべてのデータ管

理関数の前に使用します。

パラメータ Open( )   ほとんどの Ultra Light アプリケーションで使用できるプロト

タイプ。データベースを開くときには、UL_STORE_PARMS マクロを

使って定義した永続ストレージ・パラメータが使用されます。

Open( SQLCA* ca )   アプリケーションが Embedded SQL と C++ API 
を併用しているときや、SQLCA がそのアプリケーションで有効に

なっているときに使用するプロトタイプ。このプロトタイプによっ
て、C++ API を使用して同じデータにアクセスできます。
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IsOpen メソッド

プロトタイプ bool  IsOpen ( )

説明 ULData オブジェクトが現在開いているかどうかを調べます。

戻り値 true (1) ULData オブジェクトが開いている場合

false (0) ULData オブジェクトが開いていない場合

例 次のサンプル・コードは、ULData オブジェクトを宣言して開きます。

さらに、Open メソッドの処理が成功したことを確認します。

ULData db;
 db.Open();
 if( db.IsOpen() ){
     printf( "The ULData object is open¥n" );
 }

参照 「Open メソッド」 414 ページ

Open メソッド

プロトタイプ bool  Open ( )

bool  Open( SQLCA* ca )

bool  Open( ul_char* parms )

bool  Open( SQLCA* ca , ul_char* parms )

説明 データベースを操作できるように、アプリケーションを準備します。
C++ API を使用するデータベース上の操作を実行する前に、ULData 
オブジェクトを開きます。このルールには、次に示す例外がありま
す。

•    Palm Computing Platform では、ULData.Open の前に 
ULData.PalmLaunch メソッドが呼び出されます。このライブラ

リがプログラムのために必要とするリソースは、この呼び出し
で割り付けられて初期化されます。
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Palm Computing Platform では、ULData.PalmLaunch から 
LAUNCH_SUCCESS_FIRST が返されるたびに、ULData.Open を
呼び出します。詳細については、「PalmLaunch メソッド [ 旧式 ]」 
417 ページ を参照してください。

•    データベース記憶領域を設定する関数を呼び出すことができま

す。この種の関数の名前は、ULEnable で始まります。

データベースを開くときに永続ストレージ・パラメータを指定
して、キャッシュ、暗号化、データベース・ファイル名を設定
する特殊な使い方もできます。これらのパラメータの詳細につ
いては、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 

「Ultra Light データベース・プロパティの設定」を参照してくだ

さい。

マルチスレッド・アプリケーションでは、各スレッドが自身の 
ULData オブジェクトを開く必要があります。ULData オブジェクトも、

そこから継承された他のオブジェクト (ULConnection などのクラス ) 
も、スレッド間で共有することはできません。

パラメータ Open( )   ほとんどの Ultra Light アプリケーションで使用できるプロト

タイプ。データベースを開くときには、UL_STORE_PARMS マクロを

使って定義した永続ストレージ・パラメータが使用されます。

Open( SQLCA* ca )   アプリケーションが Embedded SQL と C++ API 
を併用しているときや、SQLCA がそのアプリケーションで有効に

なっているときに使用するプロトタイプ。このプロトタイプによっ
て、C++ API を使用して同じデータにアクセスできます。

Open( ul_char* parms )   永続ストレージ・パラメータは、

UL_STORE_PARMS マクロを使用して指定できます。このプロトタイ

プには、永続ストレージ・パラメータを指定する代替方法がありま
す。この文字列では、割り当てをセミコロンで区切って指定します。
形式は、parameter=value です。

Open( SQLCA *ca, ul_char* parms )   SQLCA と永続ストレージ・パ

ラメータの両方を指定する呼び出し。

永続ストレージ・パラメータの詳細については、
「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページを参照してください。
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戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、ULData オブジェクトを宣言して開きます。

ULData db;
 db.Open();

参照 「Close メソッド」 411 ページ

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light デー

タベース・プロパティの設定」

「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページ

PalmExit メソッド [ 旧式 ]

プロトタイプ bool PalmExit( SQLCA *ca )

bool PalmExit( ul_synch_info * synch_info )

説明 旧式な機能
この関数はもはや不要です。代わりに ULData::Close を使用します。

アプリケーションを閉じる直前にこのメソッドを呼び出し、アプリ
ケーションの状態を保存します。

HotSync または Scout Sync 同期を使用するアプリケーションでは、こ

のメソッドを使ってアップロード・ストリームの書き込みを行いま
す。ユーザが HotSync または Scout Sync を使用して自分の Palm デバ

イスと PC のデータを同期した場合、アップロード・ストリームはそ

れぞれ Mobile Link HotSync コンジットまたは Mobile Link Scout コン

ジットによって読み込まれます。

Mobile Link HotSync コンジットは、TCP/IP または HTTP ストリームを

介して Mobile Link 同期サーバと同期します。同期を調整するには、

synch_info.stream_parms で一連のストリーム・パラメータまたは

ネットワーク・プロトコルのオプションを指定します。この他、
ClientParms レジストリ・エントリを使用して、ストリームと stream 
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パラメータを指定する方法もあります。ClientParms レジストリ・エン

トリが存在しない場合は、デフォルト設定の 
{stream=tcpip;host=localhost} が使用されます。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。この引数は、アプリケーションで C++ 
API と Embedded SQL を併用しており、デフォルト以外の SQLCA を
使用する場合にのみ指定します。

synch_info   同期構造体。

TCP/IP または HTTP 同期を使用している場合は、ul_synch_info 構造体

の代わりに UL_NULL を指定します。これらのストリームを使用して

いる場合は、ULSynchronize の呼び出しで代わりに同期情報が指定さ

れます。

HotSync または Scout Sync 同期を使用している場合は、同期構造体を

指定します。stream パラメータの値は無視されます。UL_NULL も指

定できます。

synch_info 構造体のメンバについては、「同期パラメータ」 508 ページ

を参照してください。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

PalmLaunch メソッド [ 旧式 ]

プロトタイプ UL_PALM_LAUNCH_RET PalmLaunch( );

UL_PALM_LAUNCH_RET PalmLaunch( ul_synch_info * synch_info );

UL_PALM_LAUNCH_RET PalmLaunch( SQLCA* ca );

UL_PALM_LAUNCH_RET PalmLaunch( SQLCA* ca ,
 ul_synch_info * synch_info );
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typedef enum {
 LAUNCH_SUCCESS_FIRST,
 LAUNCH_SUCCESS,
 LAUNCH_FAIL
 } UL_PALM_LAUNCH_RET;

説明 旧式な機能
この関数はもはや不要です。代わりに ULData::Initialize を使用しま

す。

この関数は、アプリケーションがアクティブになったときにアプリ
ケーションの状態をリストアします。HotSync または Scout Sync 同期

を使用しているアプリケーションでは、追加のタスクとして Mobile 
Link HotSync コンジットまたは Mobile Link Scout コンジットによって

準備されたダウンロード・ストリームを処理します。

TCP/IP または HTTP 同期を使用している場合、ul_synch_info 同期構

造体の stream パラメータに NULL 値を指定します。この情報は、

ULConnection.Synchronize メソッドによって呼び出される同期構造体

の代わりに指定します。

パラメータ ca   SQLCA へのポインタ。この引数は、アプリケーションで C++ API 
と Embedded SQL を併用しており、デフォルト以外の SQLCA を使用

する場合にのみ指定します。

synch_info   同期構造体。この構造体のメンバについては、「同期パラ

メータ」 508 ページを参照してください。

TCP/IP または HTTP 同期を使用している場合、stream パラメータに 
NULL 値を指定します。

戻り値 UL_PALM_LAUNCH_RET 列挙のメンバが返されます。戻り値には次の

意味があります。

•    LAUNCH_SUCCESS_FIRST   アプリケーションが初めて正常に

起動したときと、それ以降に Ultra Light データベースの内部状

態を確立し直す必要があるときに、この値が返されます。通常、
データベースの状態を確立し直す必要があるのは、重大な失敗
の後だけです。
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LAUNCH_SUCCESS_FIRST が返される場合は、ULData オブジェ

クトを開いてください。

•    LAUNCH_SUCCESS   Palm ユーザが他のアプリケーションを使

用し、その後アプリケーションが正常に起動すると、この値が
返されます。

•    LAUNCH_FAIL    起動に失敗したときに、この値が返されます。

例 次のサンプル・コードは、一般的な C++ API を示しています。

ULData db;
 ULEnablePalmRecordDB( & sqlca );
 switch( db.PalmLaunch( &synch_info ) ){
 case LAUNCH_SUCCESS_FIRST:
     if( !db.Open() ){
         // initialization failed: add error handling 
here
         break;
     }
     // fall through
 case LAUNCH_SUCCESS:
     db.Reopen();
     // do work here
     break;
 case LAUNCH_FAIL:
     // error
     break;
 }

Reopen メソッド [ 旧式 ]

プロトタイプ bool  Reopen ( )

bool  Reopen( SQLCA* ca )

説明 旧式な機能
この関数はもはや不要です。代わりに ULData::Open または 
ULData::Initialize を使用します。

このメソッドは Palm Computing Platform でのみ使用できます。
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Palm アプリケーションを開発するときに、データベース・オブジェ

クトを閉じないようにしてください。Ultra Light アプリケーションに

切り替えるときには Reopen メソッドを呼び出してください。このメ

ソッドにより、アプリケーションで使用するデータベース・オブジェ
クト用のデータが準備されます。

パラメータ Open( )   アプリケーションで C++ API と Embedded SQL のいずれも使

用しない場合は、引数は不要です。

Open( SQLCA* ca )   アプリケーションで Embedded SQL を使用する

場合や、デフォルト以外の SQLCA を使用する場合にも、このメソッ

ドによって C++ API を使って同じデータにアクセスできます。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、データベース・オブジェクトと接続オブ
ジェクトを再開します。

db.Reopen();
 conn.Reopen( &db );

参照 「Open メソッド」 414 ページ

StartDatabase メソッド

プロトタイプ     bool StartDatabase ( ul_char const * parms );

説明 データベースがまだ起動していない場合に、データベースを起動しま
す。この関数は、静的型 C++ API と C++ コンポーネントを結合した

アプリケーションを開発する場合に必要です。「Ultra Light C/C++ イン

タフェースの結合」 132 ページを参照してください。

StartDatabase を呼び出す前に、ULData::Initialize() を呼び出してくださ

い。StartDatabase メソッドを使用してデータベースを起動する場合、

UL_STORE_PARMS 内の情報は無視されます。

データベースがすでに実行している場合、または正しく起動した場
合、戻り値は true です。エラー情報は SQLCA に返されます。
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パラメータ • parms 起動するデータベースを指定する接続文字列。通常、

データベース・ファイルのみが含まれます。

DBF=mydatabase.udb

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

StopDatabase メソッド

プロトタイプ bool StopDatabase ( ul_char const * parms );

説明 データベースを停止します。すべての接続が閉じるとデータベースも
自動的に停止されるので、通常、この関数は必要ありません。

この関数は、静的型 C++ API と C++ コンポーネントを結合したアプ

リケーションを開発する場合に役立つことがあります。「Ultra Light C/
C++ インタフェースの結合」 132 ページを参照してください。

StartDatabase を呼び出した後に、ULData::Close() を呼び出してくださ

い。

データベースが正しく停止した場合、戻り値は true です。エラー情報

は SQLCA に返されます。

パラメータ • parms 停止するデータベースを指定する接続文字列。通常、

データベース・ファイルのみが含まれます。

DBF=mydatabase.udb

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。
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ULResultSet クラス

ULResultSet クラスは、ULCursor クラスを拡張し、生成されたすべて

の結果セットに必要なメソッドを提供します。

詳細については、「ULCursor クラス」 395 ページおよび「生成された

結果セットのクラス」 432 ページを参照してください。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

SetParameter メソッド

プロトタイプ virtual bool  SetParameter( int argnum, value-reference )

value-reference:
   [ unsigned ] long & value
 | p_ul_binary value
 | unsigned char & value
 | ul_char * value
 | double & value
 | float & value
 | [ unsigned ] short & value
 | DECL_DATETIME value
 | DECL_BIGINT value
 | DECL_UNSIGNED_BIGINT value

説明 次のクエリは、パラメータを使って結果セットを定義します。

SELECT id
 FROM mytable
 WHERE id < ?

このクエリに対応する C++ API で定義される結果セットのオブジェク

トは、パラメータを持ちます。パラメータの値を設定してから、生成
された結果オブジェクトを開いてください。

パラメータ argnum   設定する引数の識別子。最初の引数は 1、2 番目の引数は 2、
のようになります。
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value-reference   パラメータ値の参照。上記のリストは、考えられる

データ型を示したものです。このパラメータはポインタとして渡され
るため、使用されるまで有効になっています。使用されるまで開放し
ないようにします。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。不適切なデータ型のパラメータを指定す

ると、このメソッドは失敗します。

参照 「Open メソッド」 433 ページ
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ULTable クラス

ULTable クラスは、ULCursor クラスを拡張し、生成されたすべての

テーブル・オブジェクトに必要なメソッドを提供します。

同時に ULTable オブジェクトへ複数の接続はできません。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

DeleteAllRows メソッド

プロトタイプ ul_ret_void DeleteAllRows( )

説明 テーブル内のすべてのローを削除する関数です。

アプリケーションによっては、テーブル内のローをすべて削除してか
ら、新しいデータ・セットをテーブルにダウンロードするほうが便利
なことがあります。ULConnection::StopSynchronizationDelete メソッ

ドを使用すると、統合データベースからは削除しないで Ultra Light 
データベースからローを削除できます。

参照 「StartSynchronizationDelete メソッド」 392 ページ

「StopSynchronizationDelete メソッド」 393 ページ

Find メソッド

FindNext メソッドと同義です。

「FindNext メソッド」 426 ページを参照してください。

FindFirst メソッド

プロトタイプ bool FindFirst( ul_column_num ncols )
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説明 テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
かそのセットに完全に一致するローを検索します。

現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。処理が失敗すると、カーソル位置は AfterLast() となりま

す。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「FindLast メソッド」 425 ページ

「FindNext メソッド」 426 ページ

「FindPrevious メソッド」 427 ページ

「LookupBackward メソッド」 429 ページ

「LookupForward メソッド」 430 ページ

FindLast メソッド

プロトタイプ bool FindLast( ul_column_num ncols )

説明 テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットに一致する最初のローを検索します。
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現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。処理が失敗すると、カーソル位置は BeforeFirst() となりま

す。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「FindFirst メソッド」 424 ページ

「FindNext メソッド」 426 ページ

「FindPrevious メソッド」 427 ページ

「LookupBackward メソッド」 429 ページ

「LookupForward メソッド」 430 ページ

FindNext メソッド

プロトタイプ bool FindNext( ul_column_num ncols )

説明 現在の位置からテーブルを順方向に移動しながら、現在のインデック
スの値かそのセットに完全に一致するローを検索します。
426



     第 14 章   Ultra Light 静的型 C++ API リファレンス
現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。処理が失敗すると、カーソル位置は AfterLast() となりま

す。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「FindFirst メソッド」 424 ページ

「FindLast メソッド」 425 ページ

「FindPrevious メソッド」 427 ページ

「LookupBackward メソッド」 429 ページ

「LookupForward メソッド」 430 ページ

FindPrevious メソッド

プロトタイプ bool FindPrevious( ul_column_num ncols )

説明 現在の位置からテーブルを逆方向に移動しながら、現在のインデック
スの値かそのセットに完全に一致するローを検索します。
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現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。処理が失敗すると、カーソル位置は BeforeFirst() となりま

す。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「FindFirst メソッド」 424 ページ

「FindLast メソッド」 425 ページ

「FindNext メソッド」 426 ページ

「LookupBackward メソッド」 429 ページ

「LookupForward メソッド」 430 ページ

Lookup メソッド

LookupForward メソッドと同じです。

「LookupForward メソッド」 430 ページを参照してください。

GetRowCount メソッド

プロトタイプ ul_ul_long GetRowCount( )
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説明 テーブルのロー数を返す関数です。

古いローを削除して領域を節約するタイミングを決定するときに使用
します。ULConnection::StartSynchronizationDelete メソッドを使用す

ると、統合データベースからは削除しないで Ultra Light データベース

から古いローを削除できます。

戻り値 テーブル内のロー数

参照 「StartSynchronizationDelete メソッド」 392 ページ

「StopSynchronizationDelete メソッド」 393 ページ

LookupBackward メソッド

プロトタイプ bool  LookupBackward( ul_column_num ncols )

説明 テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットに一致する最初のローか、それより小さい値の最初
のローを検索します。

現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致する最初のローか、それよ
り少ない値の最初のローで停止します。検索が失敗した場合 ( つま

り、検索中の値より小さいローがない場合 )、カーソル位置は 
BeforeFirst() です。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。
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失敗の場合は false (0) です。

参照 「FindFirst メソッド」 424 ページ

「FindLast メソッド」 425 ページ

「FindNext メソッド」 426 ページ

「FindPrevious メソッド」 427 ページ

「LookupForward メソッド」 430 ページ

LookupForward メソッド

プロトタイプ bool  LookupForward( ul_column_num ncols  )

説明 テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットに一致するか、その値より大きい値を持つ最初の
ローを検索します。

現在のインデックスは、テーブルのソート順の指定に使用されている
インデックスです。このソート順は、生成されたテーブルの Open メ
ソッドがアプリケーションによって呼び出されたときに指定されま
す。デフォルトのインデックスはプライマリ・キーです。詳細につい
ては、「Open メソッド」 441 ページを参照してください。

検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値
の最初のローで停止します。検索が失敗した場合 ( つまり、検索中の

値より大きいローがない場合 )、カーソル位置は AfterLast() です。

パラメータ ncols   複合インデックスのための、ルックアップで使用するカラムの

数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、最初のカラムに

のみ基づいて一致する値を検索する場合は、最初のカラムに値を設定

し、ncols 値 1 を指定します。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。
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参照 「FindFirst メソッド」 424 ページ

「FindLast メソッド」 425 ページ

「FindNext メソッド」 426 ページ

「FindPrevious メソッド」 427 ページ

「LookupBackward メソッド」 429 ページ
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生成された結果セットのクラス
生成された結果セットのクラス

オブジェクト 生成された結果セットのクラスは、アプリケーションに対するクエリ
結果セットを表します。クラスの名前は、データベースに追加された
ときに指定された文の名前に基づいて、Ultra Light ジェネレータに

よって生成されます。

プロトタイプ 生成された結果セットのオブジェクトを作成するには、宣言で生成し
た名前を使用します。

result-set rs;
 rs.Open();

result-set: generated name

説明 Ultra Light ジェネレータは、結果セットを返す Ultra Light プロジェク

トに指定された文ごとに、クラスを定義します。このクラスは 
ULCursor のメソッドを継承します。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

参照 「ULCursor クラス」 395 ページ

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「ul_add_statement 
システム・プロシージャ」

Get<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  Getcolumn-name( type* variable, [ ul_length* length, ]
 bool* isNull = UL_NULL )

説明 column-name の値を取得します。データ型は、カラムのデータ型に

依存します。

パラメータ column-name   カラムの名前。

variable   カラムに対する、適切なデータ型の変数。このデータ型は、

GetColumnType を使って取得できます。
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length   可変長データに使用。文字データの場合、ターミネータ用に

使用する領域を含む C 配列の長さを指定するのは、長さパラメータで

す。

isNull   NULL 値の場合、この引数は true になります。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Set<Column> 生成メソッド」 434 ページ

Open メソッド

プロトタイプ bool Open( ULConnection * conn,
 datatype value, … )

説明 Ultra Light ジェネレータは、結果セットを返す Ultra Light プロジェク

トに指定された文ごとに、クラスを定義します。このクラスは 
ULCursor のメソッドを継承します。

結果セットにおけるプレースホルダごとに、値を指定します。

パラメータ conn   結果セットを開く接続。

value   結果セット内のプレースホルダの値。

例 次のクエリには単一のプレースホルダが含まれます。

select prod_id, price, prod_name
 from "DBA".ulproduct
 where price < ?

ジェネレータは、( 他のオブジェクトに加えて ) 指定のオブジェクト

に対して次のメソッドを書き出します。

bool Open( ULConnection* conn,
     long Price     );
 bool Open( ULConnection* conn );
 bool SetParameter( int index, long &value );
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生成された結果セットのクラス
参照 「SetParameter メソッド」 422 ページ

Set<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  Setcolumn-name( )

説明 現在のカーソル位置の値を設定します。ローのデータは、Insert また

は Update 文が実行されるまで実際には変更されません。また、その

変更がコミットされないかぎり、永続化されません。

パラメータ column-name   リファレンス・データベースに格納されているカラム

名を元に生成された名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Get<Column> 生成メソッド」 432 ページ

「SetNull<Column> 生成メソッド」 434 ページ

SetNull<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  SetNullcolumn-name( )

説明 カラムに SQL NULL を設定します。データは、Insert 文または Update 
文を実行するまでは、実際には変更されません。また、その変更がコ
ミットされないかぎり、永続化されません。

パラメータ column-name   リファレンス・データベースに格納されているカラム

名を元に生成された名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Set<Column> 生成メソッド」 434 ページ
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生成文のクラス

Ultra Light ジェネレータは、INSERT、UPDATE、DELETE など、結果

セットを返さない SQL 文に対して、生成文のクラスを定義します。

クラスの名前には、リファレンス・データベースに文を追加したスト
アド・プロシージャ呼び出し ul_add_statement で指定した名前と同じ

名前が提供されます。

生成文のクラスは、ULStatement クラスを継承します。このクラス

は、独自のメソッドを持ちません。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

Execute メソッド

プロトタイプ bool  Execute( ULConnection* conn,
 [ datatype column-name,… ] )

説明 結果セットを返さない、指定の文を実行します。実行された変更は、
コミットされないかぎり永続化されません。

ul_add_statement を使用して文を定義する場合は、その値に対するプ

レースホルダを指定してランタイムで提供します。生成されたプロト
タイプは、値ごとにデータ型と名前を持ちます。

パラメータのセットを省略した場合は、SetNull または SetParameter を
使って各値を設定してから、Execute メソッドを呼び出してください。

パラメータ conn   文の実行に使う接続。

datatype   Ultra Light データ型列挙のメンバ。

column-name   カラムの名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。
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参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「ul_add_statement 
システム・プロシージャ」

「SetNull メソッド」 436 ページ

「SetParameter メソッド」 436 ページ

SetNull メソッド

プロトタイプ bool  SetNull( ULConnection* conn,
 ul_column_num  column-index )

説明 指定したカラムを NULL に設定します。

パラメータ conn   文の実行に使う接続。

column-index   カラムの番号。テーブルの最初のカラム番号は 1 です。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

SetParameter メソッド

プロトタイプ virtual bool  SetParameter( int argnum, value-reference )

value-reference:
   [ unsigned ] long & value
 | p_ul_binary value
 | unsigned char & value
 | ul_char * value
 | double & value
 | float & value
 | [ unsigned ] short & value
 | DECL_DATETIME value
 | DECL_BIGINT value
 | DECL_UNSIGNED_BIGINT value

説明 このメソッドは、Execute メソッドが呼び出だされる前に、文のパラ

メータを設定します。
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パラメータを NULL に設定するには、SetNull メソッドを使用します。

パラメータ argnum   設定する引数の識別子。最初の引数は 1、2 番目の引数は 2、
のようになります。

value-reference   パラメータ値の参照。上記のリストは、考えられる

データ型を示したものです。このパラメータはポインタとして渡され
るため、使用されるまで有効になっています。使用されるまで開放し
ないようにします。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。不適切なデータ型のパラメータを指定す

ると、このメソッドは失敗します。

参照 「Execute メソッド」 435 ページ

「SetNull メソッド」 436 ページ
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生成されたテーブル・クラス

オブジェクト 生成されたテーブル・クラスは、アプリケーションのデータベース・
テーブルを表します。クラスの名前は、データベースのテーブル名に
基づいて、Ultra Light ジェネレータによって生成されます。

プロトタイプ Tablename tb;
 tb.Open();

Tablename:
 generated name

説明 Ultra Light ジェネレータは、指定のパブリケーションにあるテーブル

ごとに、クラスを定義します。生成されたテーブル・クラスは、
ULTable と ULCursor を継承します。クラスには、テーブルや文の名

前に基づいた名前が付けられます。たとえば、Product というテーブ

ルには、Product という名前のクラスが定義されます。

API 階層での位置付けについては、「C++ API クラス階層」 374 ページ

を参照してください。

参照 「ULCursor クラス」 395 ページ

「ULTable クラス」 424 ページ

Get 生成メソッド

プロトタイプ bool  Get (
 ul_column_num  column-index,
 value-declaration,
 bool* is-null = UL_NULL );

value-declaration:
   ul_char * buffer-name, ul_length buffer-length
 | p_ul_binary buffer-name, ul_length buffer-length
 | DECL_DATETIME & date-value
 | { DECL_BIGINT | DECL_UNSIGNED_BIGINT } & bigint-value
 | unsigned char & char-value
 | double & double-value
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 | float & float-value
 | [ unsigned ] long & integer-value
 | [ unsigned ] short & short-value

説明 インデックスにより指定されたカラムから値を取得します。

パラメータ column-index   カラムの番号。テーブルの最初のカラム番号は 1 です。

value declaration   値の指定に必要な引数。指定方法はデータ型に依

存します。文字とバイナリ・データは、呼び出しに指定するバッファ
の名前と長さに基づいてバッファにマップされます。その他のデータ
型の場合は、適切な型の変数へのポインタが必要です。文字データの
場合、ターミネータ用に使用する領域を含む C 配列の長さを指定する

のは、長さパラメータです。

isNULL   カラムの値が NULL の場合、isNull は true に設定されます。

この場合、引数 value を指定しても意味がありません。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、該当するデータ型に基づくローから値を取
得する switch 文の一部を示しています。

switch( tb.GetColumnType( colIndex ) ) {
 case tb.S_LONG :
     ret = tb.Get( colIndex, longval );
     printf( "Long column: %d¥n", longval );
     break;
 ...

参照 「データ型列挙」 395 ページ

「Get メソッド」 400 ページ

「Get<Column> 生成メソッド」 440 ページ

「GetColumnSize メソッド」 401 ページ
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Get<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  Getcolumn-name( type* variable, [ ul_length* length, ]
 bool* isNull = UL_NULL )

説明 column-name の値を取得します。データ型は、カラムのデータ型に

依存します。

パラメータ column-name   カラムの名前。

variable   カラムに対する、適切なデータ型の変数。このデータ型は、

GetColumnType を使って取得できます。

length   可変長データ型に使用。文字データの場合、ターミネータ用

に使用する領域を含む C 配列の長さを指定するのは、長さパラメータ

です。

isNull   NULL 値の場合、この引数は true になります。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「Get 生成メソッド」 438 ページ

GetSize<Column> 生成メソッド

プロトタイプ ul_length  GetSizecolumn-name(  )

説明 指定されたカラムの値を保持するために必要な記憶領域を返します。

パラメータ column-name   リファレンス・データベースに格納されているカラム

名を元に生成された名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「GetColumnType メソッド」 401 ページ
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Open メソッド

プロトタイプ bool  Open( ULConnection* conn )

bool  Open( ULConnection* conn, ul_index_num index  )

説明 生成されたテーブル・オブジェクトのデータを操作できるように、ア
プリケーションを準備します。

パラメータ conn   ULConnection オブジェクトのアドレス。接続を開きます。

index   テーブル内のローの順序付けに使用する、オプションのイン

デックス番号。このインデックスは、生成されたインデックス列挙の
メンバの 1 つです。デフォルトでは、テーブルはプライマリ・キーの

値に基づいて順序付けられます。

詳細については、「インデックス列挙」 442 ページを参照してくださ

い。

テーブルを開くと、カーソルは最初のローの前に置かれます。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

例 次のサンプル・コードは、ULProduct テーブルに対して生成されたオ

ブジェクトを宣言して開きます。

ULData db;
 ULConnection conn;
 ULProduct tb;
 db.Open();
 conn.Open( &db, "DBA", "SQL" );
 tb.Open( &conn );

参照 「Close メソッド」 398 ページ

「インデックス列挙」 442 ページ
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Set<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  Setcolumn-name( )

説明 現在のカーソル位置の値を設定します。ローのデータは、Insert また

は Update 文が実行されるまで実際には変更されません。また、その

変更がコミットされないかぎり、永続化されません。

パラメータ column-name   リファレンス・データベースに格納されているカラム

名を元に生成された名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「SetColumnNull メソッド」 409 ページ

SetNull<Column> 生成メソッド

プロトタイプ bool  SetNullcolumn-name( )

説明 カラムに SQL NULL を設定します。データは、Insert 文または Update 
文を実行するまでは、実際には変更されません。また、その変更がコ
ミットされないかぎり、永続化されません。

パラメータ column-name   リファレンス・データベースに格納されているカラム

名を元に生成された名前。

戻り値 成功の場合は true (1) です。

失敗の場合は false (0) です。

参照 「SetColumnNull メソッド」 409 ページ

インデックス列挙

プロトタイプ enum{ index-name,… }
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説明 列挙の各メンバは、生成中のテーブルにおけるインデックス名です。
テーブルが開かれている場合、テーブルの順序付けを指定するときに
インデックス名を使用できます。これにより、カーソル移動メソッド
の動作を制御できます。

パラメータ index-name   テーブルにあるインデックスの名前。プラマイリ・キー

は Primary という名前です。他のインデックスはデータベースにそれ

ぞれの名前があります。

参照 「Open メソッド」 441 ページ
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Embedded SQL API リファレンス

この章の内容 この章では、Ultra Light Embedded SQL アプリケーションで使用でき

る関数について説明します。Embedded SQL EXEC SQL 文と、アプリ

ケーションに含むことができる SQL 文は説明に含まれません。これ

らの文については、「Embedded SQL を使用したアプリケーションの開

発」 73 ページを参照してください。

この章で説明する関数のプロトタイプは、
EXEC SQL INCLUDE SQLCA コマンドを使用してインクルードしま

す。
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db_fini 関数

プロトタイプ unsigned short db_fini( SQLCA * sqlca );

説明 Ultra Light ランタイム・ライブラリで使用したリソースを解放しま

す。

db_fini が呼び出された後に、他のライブラリ呼び出しをしたり、

Embedded SQL コマンドを実行したりしないでください。処理中にエ

ラーが発生すると、SQLCA 内でエラー・コードが設定され、関数は 
0 を返します。エラーがなければ、0 以外の値が返されます。

使用する SQLCA ごとに 1 回ずつ db_fini を呼び出します。

参照 「db_init 関数」 447 ページ
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db_init 関数

プロトタイプ unsigned short db_init(SQLCA * sqlca ) ;

説明 Ultra Light ランタイム・ライブラリを初期化し、Ultra Light データ

ベースが存在しない場合は新しく作成します。

この関数は、他のライブラリが呼び出される前に、そして Embedded 
SQL コマンドが実行される前に呼び出さなければなりません。この

ルールには、次に示す例外があります。

•    データベース記憶領域を設定する関数を呼び出すことができま

す。この種の関数の名前は、ULEnable で始まります。

旧式な機能

db_init を呼び出した直後に、ULEnable 関数を呼び出すことをお

すすめします。db_init の前に ULEnable 関数を呼び出す方法は使

用されなくなりました。

永続ストレージの初期化中など、処理中にエラーが発生した場合は、
SQLCA に渡されて 0 が返されます。エラーがなかった場合は、0 以
外の値が返され、ESQL コマンドと関数の使用を開始できます。

通常は、この関数を一度だけ呼び出して、ヘッダ・ファイル sqlca.h 
に定義されているグローバル変数 sqlca のアドレスを渡してくださ

い。アプリケーションに複数の実行パスがある場合、複数の db_init 
を呼び出すことができます。ただし、それぞれに別個の sqlca ポイン

タが必要です。この別個の SQLCA ポインタには、ユーザが定義した

ものを使用するか、db_fini で解放されたグローバル SQLCA を使用し

ます。

マルチスレッド・アプリケーションでは、各スレッドは、別個の 
SQLCA を獲得するために db_init を呼び出します。同じ SQLCA を使

用する接続とトランザクションは、1 つのスレッドで続けて実行して

ください。

参照 「db_fini 関数」 446 ページ
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db_start_database 関数

プロトタイプ unsigned int db_start_database( SQLCA * sqlca, char * parms );

パラメータ sqlca   SQLCA 構造体へのポインタ。詳細については、「SQLCA (SQL 
Communication Area) の初期化」 77 ページを参照してください。

parms   KEYWORD=value の形式のパラメータ設定をセミコロンで区

切ったリストからなる、NULL で終了された文字列。通常、ファイル

名だけが必要です。次に例を示します。

"DBF=c:¥¥db¥¥mydatabase.db"

使用可能な接続パラメータのリストについては、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「接続パラメータ」を参照してくだ

さい。

説明 データベースがまだ起動していない場合、データベースを起動しま
す。この関数は、Embedded SQL と C++ コンポーネントを結合したア

プリケーションを開発する場合に必要です。「Ultra Light C/C++ インタ

フェースの結合」 132 ページを参照してください。

db_start_database 関数を使用してデータベースを起動する場合、

UL_STORE_PARMS 内の情報は無視されます。

データベースがすでに実行している場合、または正しく起動した場
合、戻り値は true ( 非ゼロ値 ) であり、SQLCODE には 0 が設定され

ます。エラー情報は SQLCA に返されます。
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db_stop_database 関数

プロトタイプ unsigned int db_stop_database( SQLCA * sqlca, char * parms );

パラメータ sqlca   SQLCA 構造体へのポインタ。詳細については、「SQLCA (SQL 
Communication Area) の初期化」 77 ページを参照してください。

parms   KEYWORD=value の形式のパラメータ設定をセミコロンで区

切ったリストから成る、NULL で終了された文字列。通常、データ

ベース・ファイルだけが必要です。次に例を示します。

"DBF=c:¥¥db¥¥mydatabase.db"

使用可能な接続パラメータのリストについては、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「接続パラメータ」を参照してくだ

さい。

説明 データベースを停止します。すべての接続が閉じるとデータベースも
自動的に停止されるので、通常、この関数は必要ありません。

この関数は、Embedded SQL と C++ コンポーネントを結合したアプリ

ケーションを開発する場合に役立つことがあります。「Ultra Light C/
C++ インタフェースの結合」 132 ページを参照してください。

この関数によって、既存の接続を持つデータベースは停止されませ
ん。

戻り値の TRUE は、エラーがなかったことを表します。
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ULActiveSyncStream 関数

プロトタイプ ul_stream_defn ULActiveSyncStream( void );

説明 同期に適した ActiveSync ストリームを定義します。

ActiveSync ストリームは、Windows CE デバイスでのみ利用できま

す。

ULActiveSyncStream を使用する同期は、必ず ActiveSync ソフトウェア

から開始します。アプリケーションは、WindowProc 関数で処理する

メッセージを受け取ります。ULIsSynchronizeMessage を使用して、

そのメッセージを同期命令として識別できます。

参照 「ULIsSynchronizeMessage 関数」 466 ページ

「ULSynchronize 関数」 478 ページ

「Synchronize メソッド」 393 ページ

『Mobile Link クライアント』 > 「ActiveSync プロトコル・オプション」
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ULChangeEncryptionKey 関数

プロトタイプ ul_bool ULChangeEncryptionKey( SQLCA *sqlca, ul_char *new_key );

説明 Ultra Light データベースの暗号化キーを変更します。

警告
キーを変更すると、データベースのすべてのローは古いキーを使用し
て復号化され、新しいキーを使用して再度暗号化されます。この操作
は回復不能です。操作の途中でアプリケーションが中断されると、
データベースは無効になり、アクセスできなくなります。新しいデー
タベースを作成してください。

参照 「データの暗号化」 105 ページ
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ULClearEncryptionKey 関数

プロトタイプ ul_bool ULClearEncryptionKey(
 ul_u_long * creator,
 ul_u_long * feature-num  );

説明 Palm Computing Platform では、暗号化キーは Palm の「機能」として

動的メモリに保存されます。機能には、作成者と機能番号のインデッ
クスが付けられます。

この関数は暗号化キーをクリアします。

パラメータ creator   暗号化キーを保持している機能の作成者 ID へのポインタ。

デフォルトは NULL です。

feature-num   暗号化キーを保持する機能番号へのポインタ。NULL 値
には Ultra Light のデフォルト ( 機能番号 100) を使用します。

参照 「ULRetrieveEncryptionKey 関数」 471 ページ

「ULSaveEncryptionKey 関数」 474 ページ

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Palm OS に関す

る検討事項」
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ULCountUploadRows 関数

プロトタイプ ul_u_long ULCountUploadRows (
 SQLCA * sqlca,
 ul_publication_mask publication-mask,
 ul_u_long threshold );

説明 パブリケーションのセットまたはデータベース全体のいずれかで同期
を必要とするローの数を返します。

この関数を使用して、ユーザに同期を要求します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

publication-mask   チェック対象のパブリケーションのセット。値 0 
はデータベース全体を示します。このセットはマスクとして提供され
ます。たとえば、次のマスクはパブリケーション PUB1 と PUB2 に対

応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、『Mobile Link クライア

ント』 > 「別々に同期するためのデータ・セットの設計」を参照して

ください。

threshold   カウントするローの最大数を決定する値。呼び出しにかか

る時間を制限します。値 0 は制限がないことを示します。値 1 は、同

期の必要なローがあるかどうかを判別する場合に使用します。

例 次の呼び出しでは、データベース全体をチェックして、同期させる
ローの数を確認します。

count = ULCountUploadRows( sqlca, 0, 0 );

次の呼び出しでは、最大 1000 のローに対してパブリケーション PUB1 
と PUB2 がチェックされます。

count = ULCountUploadRows( sqlca,
 UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2, 1000 );

次の呼び出しでは、同期させる必要のあるローがあるかどうかが
チェックされます。
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count = ULCountUploadRows( sqlca, UL_SYNC_ALL, 1 );
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ULDropDatabase 関数

プロトタイプ ul_bool ULDropDatabase ( SQLCA * sqlca, ul_char * store-parms );

説明 Ultra Light データベース・ファイルを削除します。

警告
この関数は、データベース・ファイルとその中のすべてのデータを削
除します。使用する場合は注意してください。

この関数は、データベース接続が開いている間は呼び出さないでくだ
さい。この関数は、db_init の前、または db_fini の後にだけ呼び出し

ます。

Palm OS では、この関数は、データベースに接続していない場合のみ 
( ただし、ULEnable 関数が呼び出された直後 ) 呼び出します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

store-parms   接続パラメータの文字列。削除するファイル名を 
file_name=file.udb という形式のキーワードと値の組み合わせで含みま

す。この引数として UL_STORE_PARMS マクロを使用すると便利な

場合があります。UL_NULL の値は、デフォルトのデータベース・

ファイル名を削除します。

詳細については、「UL_STORE_PARMS マクロ」 270 ページを参照して

ください。

戻り値 •    ul_true   データベース・ファイルが正常に削除されたことを示

します。

•    ul_false   詳細なエラーメッセージが、SQLCA の sqlcode フィー

ルドで定義されています。よくある失敗の理由は、不正なファ
イル名が提供されたか、アプリケーションで使用中だったため
にファイルへのアクセスが拒否された場合です。

例 次の呼び出しは、Ultra Light データベース・ファイル myfile.udb を削

除します。
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#define UL_STORE_PARMS UL_TEXT("file_name=myfile.udb")
 if( ULDropDatabase(&sqlca, UL_STORE_PARMS ) ){
     // success
 };
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ULGetDatabaseID 関数

プロトタイプ ul_u_long ULGetDatabaseID( SQLCA *  sqlca )

説明 ULGetDatabaseID は、グローバル・オートインクリメントに使用する

現在のデータベースの ID を返します。返される値は、直前の 
SetDatabaseID 呼び出しで設定された値、または ID が設定されていな

い場合は UL_INVALID_DATABASE_ID です。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。
457



ULGetLastDownloadTime 関数
ULGetLastDownloadTime 関数

プロトタイプ ul_bool ULGetLastDownloadTime(
 SQLCA * sqlca,
 ul_publication_mask publication-mask,
 DECL_DATETIME * value );

説明 指定したパブリケーションが最後にダウンロードされた時刻を取得し
ます。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

publication-mask   最終ダウンロード時間を取得するパブリケーショ

ンのセット。値 0 はデータベース全体を示します。このセットはマス

クとして提供されます。たとえば、次のマスクはパブリケーション 
PUB1 と PUB2 に対応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、『Mobile Link クライア

ント』 > 「別々に同期するためのデータ・セットの設計」を参照して

ください。

value   投入する DECL_DATETIME 構造体へのポインタ。

値 January 1, 1990 は、パブリケーションがまだ同期されていないこ

とを示します。

戻り値 •    true   publication-mask によって指定されたパブリケーションの

最終ダウンロード時間までに value が正常に投入されたことを

示します。

•    false   publication-mask によって複数のパブリケーションが指定

されたか、パブリケーションが未定義であることを示します。
戻り値が false の場合は、value の内容が有効ではないことを示

します。

例 次の呼び出しでは、パブリケーション UL_PUB_PUB1 がダウンロー

ドされた日付と時刻とともに dt 構造体が投入されます。
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DECL_DATETIME dt;
 ret = ULGetLastDownloadTime( &sqlca, UL_PUB_PUB1, &dt 
);

次の呼び出しでは、データベース全体が最後にダウンロードされた日
付と時刻とともに dt 構造体が投入されます。この呼び出しでは、特

殊な UL_SYNC_ALL パブリケーション・マスクが使用されます。

ret = ULGetLastDownloadTime( &sqlca, UL_SYNC_ALL, &dt 
);

参照 「UL_SYNC_ALL マクロ」 272 ページ

「UL_SYNC_ALL_PUBS マクロ」 272 ページ
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ULGetSynchResult 関数

プロトタイプ ul_bool ULGetSynchResult( ul_synch_result  * synch-result );

説明 最新の同期の結果を格納し、アプリケーションで適切なアクションを
実行できるようにします。

アプリケーションでは、ul_synch_result オブジェクトを割り当ててか

ら ULGetSynchResult に渡してください。この関数は、

ul_synch_result に最後の同期の結果を入れます。これらの結果は、

データベースに永続的に格納されます。

Palm Computing Platform で HotSync を使用してアプリケーションを同

期する場合、同期はアプリケーションの外部で行われるため、この関
数を使用します。接続で設定された SQLCODE 値は、接続操作の結果

そのものを表します。同期ステータスと結果は、HotSync ログにだけ

書き込まれます。詳細な同期結果情報を取得するには、データベース
に接続しているときに ULGetSynchResult を呼び出します。

パラメータ synch-result   同期結果を保持する構造体。この構造体は、ulglobal.h で
次のように定義されます。

typedef struct {
     an_sql_code    sql_code;
     ul_stream_error   stream_error;
     ul_bool     upload_ok;
     ul_bool     ignored_rows;
     ul_auth_status auth_status;
     ul_s_long      auth_value;
     SQLDATETIME timestamp;
     ul_synch_status   status;
 } ul_synch_result, * p_ul_synch_result;

個々のメンバには次の意味があります。

•    sql_code   最後の同期の SQL コード。SQL コードのリストにつ

いては、『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive Server 
Anywhere SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセージ」を参

照してください。

•    stream_error   ul_stream エラー型の構造体。
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詳細については、「stream_error 同期パラメータ」 534 ページを参

照してください。

•    upload_ok   アップロードが正常に終了した場合は true に設定さ

れ、正常に終了しなかった場合は false に設定されます。

•    ignored_rows   アップロードされたローが無視された場合は true 
に設定され、無視されなかった場合は false に設定されます。

•    auth_status   同期認証ステータス。詳細については、「auth_status 
パラメータ」 511 ページを参照してください。

•    auth_value   Mobile Link 同期サーバが auth_status の結果を判断

するために使用する値。詳細については、「auth_value 同期パラ

メータ」 512 ページを参照してください。

•    timestamp   最後の同期の時刻と日付。

•    status   observer 関数によって使用されるステータス情報。詳細

については、「observer 同期パラメータ」 520 ページを参照してく

ださい。

戻り値 関数がブール値を返します。

true   成功を示します。

false   失敗を示します。

例 次のコードは、前回の同期が正常に終了したかどうかをチェックしま
す。

ul_synch_result synch_result;
 memset( &synch_result, 0, sizeof( ul_synch_result ) );
 db_init( &sqlca );
 EXEC SQL CONNECT "dba" IDENTIFIED BY "sql";
 if( !ULGetSynchResult( &sqlca, &synch_result ) ) {
     prMsg( "ULGetSynchResult failed" );
 }
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ULGlobalAutoincUsage 関数

プロトタイプ short ULGlobalAutoincUsage( SQLCA * sqlca );

説明 グローバル・オートインクリメントのデフォルト値を持つすべてのカ
ラムで、デフォルト値が使用されている比率 (%) を取得します。この

デフォルト値を使用するカラムがデータベース内に複数含まれている
場合は、すべてのカラムに対してこの値が計算され、最大値が返され
ます。たとえば、戻り値 99 は、少なくとも 1 つのカラムではデフォ

ルト値が残されているが、きわめて少ないことを示します。

戻り値 0 ～ 100 の範囲内の値が返されます。

参照 「ULSetDatabaseID 関数」 475 ページ
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ULGrantConnectTo 関数

プロトタイプ void ULGrantConnectTo(
 SQLCA * sqlca,
 ul_char * userid,
 ul_char * password  );

説明 指定されたパスワードを持つユーザ ID に、Ultra Light データベース

へのアクセスを許可します。既存のユーザ ID が指定されていれば、

この関数を使用してそのユーザのパスワードを更新します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

userid   ユーザ ID を保持する文字配列。最大長は 16 文字です。

password   userid のパスワードを保持する文字配列。最大長は 16 文
字です。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light の
ユーザ認証」

「ユーザの認証」 102 ページ

「ULRevokeConnectFrom 関数」 472 ページ
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ULHTTPSStream 関数

プロトタイプ ul_stream_defn ULHTTPSStream( void );

説明 HTTP を介する同期に適した、Ultra Light HTTPS ストリームを定義し

ます。

HTTPS ストリームは基本となるトランスポートとして TCP/IP を使用

します。Ultra Light アプリケーションは Web ブラウザとして機能し、

Mobile Link は Web サーバとして機能します。

参照 「ULSynchronize 関数」 478 ページ

「Synchronize メソッド」 393 ページ

「stream 同期パラメータ」 531 ページ

『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロトコル・オプション」
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ULHTTPStream 関数

プロトタイプ ul_stream_defn ULHTTPStream( void );

説明 HTTP を介する同期に適した、Ultra Light HTTP ストリームを定義しま

す。

HTTP ストリームは基本となるトランスポートとして TCP/IP を使用

します。Ultra Light アプリケーションは Web ブラウザとして機能し、

Mobile Link は Web サーバとして機能します。Ultra Light アプリケー

ションは、サーバへのデータ送信のために POST 要求を送り、サーバ

からのデータの読み込みのために GET 要求を送ります。

参照 「ULSynchronize 関数」 478 ページ

「Synchronize メソッド」 393 ページ

「stream 同期パラメータ」 531 ページ

『Mobile Link クライアント』 > 「HTTP プロトコル・オプション」
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ULIsSynchronizeMessage 関数

プロトタイプ ul_bool ULIsSynchronizeMessage( ul_u_long uMsg );

説明 この関数は Windows CE 上で、メッセージが ActiveSync に対する 
Mobile Link プロバイダからの同期メッセージであるかどうかを確認

し、そのメッセージを処理するコードを呼び出すことができます。

この関数は、使用しているアプリケーションの WindowProc 関数にイ

ンクルードしてください。

例 以下のコードは、ULIsSynchronizeMessage を使用した同期メッセージ

の処理方法の箇所を抜粋したものです。

LRESULT CALLBACK WindowProc( HWND hwnd,
          UINT uMsg,
          WPARAM wParam,
          LPARAM lParam )
 {
   if( ULIsSynchronizeMessage( uMsg ) ) {
     // execute synchronization code
     if( wParam == 1 ) DestroyWindow( hWnd );
     return 0;
   }
 
   switch( uMsg ) {
 
   // code to handle other windows messages
 
   default:
     return DefWindowProc( hwnd, uMsg, wParam, lParam );
   }
   return 0;
 }

参照 「アプリケーションへの ActiveSync 同期の追加」 171 ページ
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ULPalmDBStream 関数 ( 旧式 )

プロトタイプ ul_stream_defn ULPalmDBStream( void );

説明 Palm Computing Platform で、HotSync と Scout Sync に適したストリー

ムを定義します。

この関数は使用されなくなりました。HotSync 同期の場合、stream パ
ラメータは不要です。また、UL_NULL も指定できます。

参照 『Mobile Link クライアント』 > 「HotSync プロトコル・オプション」

「Synchronize メソッド」 393 ページ
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ULPalmExit 関数 ( 旧式 )

プロトタイプ ul_bool ULPalmExit( SQLCA * sqlca, ul_synch_info * synch_info );

説明 旧式な機能
ULPalmExit はもはや不要で、使用されなくなりました。アプリケー

ションを終了するには、代わりに ULSetSynchInfo と db_fini を使用し

ます。

Palm Computing Platform 上で動作している Ultra Light アプリケーショ

ンの状態を保存し、HotSync 同期のアップロード・ストリームを記述

します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

synch_info   同期構造体。

TCP/IP または HTTP 同期を使用している場合は、ul_synch_info 構造体

の代わりに UL_NULL を指定します。これらのストリームを使用して

いる場合は、ULSynchronize の呼び出しで代わりに同期情報が指定さ

れます。

HotSync または Scout Sync 同期を使用している場合は、同期構造体を

指定します。stream パラメータの値は無視されます。UL_NULL も指

定できます。

synch_info 構造体のメンバについては、「同期パラメータ・リファレ

ンス」 507 ページを参照してください。

戻り値 関数がブール値を返します。

true   成功を示します。

false   失敗を示します。
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ULPalmLaunch 関数 ( 旧式 )

プロトタイプ UL_PALM_LAUNCH_RET ULPalmLaunch(
 SQLCA * sqlca,
 ul_synch_info * synch_info );

typedef enum {
 LAUNCH_SUCCESS_FIRST,
 LAUNCH_SUCCESS,
 LAUNCH_FAIL
 } UL_PALM_LAUNCH_RET;

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

synch_info   同期構造体。この構造体のメンバについては、「同期パラ

メータ」 508 ページを参照してください。

TCP/IP または HTTP 同期を使用している場合は、synch_info として 
UL_NULL を指定します。

説明 旧式な機能
ULPalmLaunch はもはや不要で、使用されなくなりました。アプリ

ケーションを起動するには、代わりに db_init を使用します。

この関数は、Palm Computing Platform で Ultra Light アプリケーション

の状態をリストアします。この関数は、すべての Ultra Light Palm ア
プリケーションで必要です。

参照 「Ultra Light Palm アプリケーションの状態のリストア」 148 ページ

「ULEnableFileDB 関数」 253 ページ

「ULEnablePalmRecordDB 関数」 256 ページ
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ULResetLastDownloadTime 関数

プロトタイプ void ULResetLastDownloadTime(
 SQLCA * sqlca,
 ul_publication_mask publication-mask );

説明 この関数を使用して、値を再配置し、アプリケーションを既知のク
リーンな状態に戻すことができます。この関数は、最終ダウンロード
時間をリセットするため、アプリケーションは以前にダウンロードさ
れたデータを再同期します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

publication-mask   チェック対象のパブリケーションのセット。値 0 
はデータベース全体を示します。このセットはマスクとして提供され
ます。たとえば、次のマスクはパブリケーション PUB1 と PUB2 に対

応します。

UL_PUB_PUB1 | UL_PUB_PUB2

パブリケーション・マスクの詳細については、「publication 同期パラ

メータ」 524 ページを参照してください。

例 次の関数呼び出しは、すべてのテーブルの最終ダウンロード時間をリ
セットします。

ULResetLastDownloadTime( &sqlca, UL_SYNC_ALL );

参照 「ULGetLastDownloadTime 関数」 458 ページ

『Mobile Link 管理ガイド』 > 「タイムスタンプベースの同期」
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ULRetrieveEncryptionKey 関数

プロトタイプ ul_bool ULRetrieveEncryptionKey(
 ul_char * key,
 ul_u_short len,
 ul_u_long * creator,
 ul_u_long * feature-num  );

説明 Palm Computing Platform では、暗号化キーは Palm の「機能」として

動的メモリに保存されます。機能には、作成者と機能番号のインデッ
クスが付けられます。

この関数は、メモリから暗号化キーを取り出すときに使用します。

パラメータ key   取り出された暗号化キーを保管するバッファへのポインタ。

len   末尾の null 文字とともに暗号化キーを保管するバッファの長さ。

creator   暗号化キーを保持している機能の作成者 ID へのポインタ。

デフォルトは NULL です。

feature-num   暗号化キーを保持する機能番号へのポインタ。NULL 値
には Ultra Light のデフォルト ( 機能番号 100) を使用します。

戻り値 •    true 操作が成功したことを示します。

•    false 操作が成功していないことを示します。機能が見つから

なかった場合や、指定したバッファの長さが、キーと末尾の 
null 文字の合計の長さよりも短かかった場合に、この値が返さ

れます。

参照 「ULClearEncryptionKey 関数」 452 ページ

「ULSaveEncryptionKey 関数」 474 ページ

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Palm OS に関す

る検討事項」
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ULRevokeConnectFrom 関数

プロトタイプ void ULRevokeConnectFrom( SQLCA * sqlca, ul_char * userid );

説明 Ultra Light データベースからユーザ ID のアクセス権を取り消します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

userid   データベース・アクセスから除外するユーザ ID を保持する文

字配列。最大長は 16 文字です。

参照 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light の
ユーザ認証」

「ユーザの認証」 102 ページ

「ULGrantConnectTo 関数」 463 ページ
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ULRollbackPartialDownload 関数

失敗した同期から変更をロールバックします。

プロトタイプ void ULRollbackPartialDownload ( SQLCA * sqlca )

パラメータ • sqlca SQLCA へのポインタ。

静的型 C++ API の場合、SQLCA はヘッダ・ファイルの中で 
sqlca として宣言されます。C++ コンポーネントの場合は、

Sqlca.GetCA() メソッドを使用します。

説明 同期のダウンロード時に通信エラーが発生した場合、Ultra Light で
は、ダウンロードした変更を適用し、同期が中断した時点から同期を
再開することができます。ダウンロードした変更が不要な場合 ( ダウ

ンロードが中断した時点での再開を望まない場合 )、
ULRollbackPartialDownload を使用することで、失敗したダウンロー

ド・トランザクションをロールバックします。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Keep Partial Download 同期パ

ラメータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Partial Download Retained 同期

パラメータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Resume Partial Download 同期

パラメータ」
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ULSaveEncryptionKey 関数

プロトタイプ ul_bool ULSaveEncryptionKey(
 ul_char * key,
 ul_u_long * creator,
 ul_u_long * feature-num  );

説明 Palm Computing Platform では、暗号化キーは Palm の「機能」として

動的メモリに保存されます。機能には、作成者と機能番号のインデッ
クスが付けられます。これらの機能はバックアップされません。デバ
イスがリセットされるとクリアされます。

この関数は、Palm の動的メモリに暗号化キーを保存します。

パラメータ key   暗号化キーへのポインタ。

creator   暗号化キーを保持している機能の作成者 ID へのポインタ。

デフォルトは NULL です。

feature-num   暗号化キーを保持する機能番号へのポインタ。NULL 値
には Ultra Light のデフォルト ( 機能番号 100) を使用します。

戻り値 •    true 操作が成功したことを示します。

•    false 操作が成功していないことを示します。

参照 「ULClearEncryptionKey 関数」 452 ページ

「ULRetrieveEncryptionKey 関数」 471 ページ

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Palm OS に関す

る検討事項」
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ULSetDatabaseID 関数

プロトタイプ void ULSetDatabaseID( SQLCA * sqlca, ul_u_long id );

説明 データベースの ID 番号を設定します。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

id   レプリケーションまたは同期を設定する時に、特定のデータベー

スをユニークに識別する正の整数。

参照 「ULGlobalAutoincUsage 関数」 462 ページ
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ULSetSynchInfo 関数

プロトタイプ ul_bool ULSetSynchInfo(
     SQLCA * sqlca,
     ul_synch_info *  synch_info );

説明 Palm OS 上での HotSync 同期の場合は、ULSetSynchInfo を使用して、

HotSync の実行時に使用する同期パラメータを格納します。通常、

ULSetSynchInfo は、db_fini または ULData::Close を呼び出してアプリ

ケーションを閉じる直前に呼び出されます。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

synch_info   同期構造体。この構造体のメンバについては、「同期パラ

メータ」 508 ページを参照してください。
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ULSocketStream 関数

プロトタイプ ul_stream_defn ULSocketStream( void );

説明 TCP/IP を介する同期に適した Ultra Light ソケット・ストリームを定義

します。

参照 「ULSynchronize 関数」 478 ページ

「Synchronize メソッド」 393 ページ
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ULSynchronize 関数

プロトタイプ void ULSynchronize(
 SQLCA * sqlca,
 ul_synch_info * synch_info );

説明 Ultra Light アプリケーションで同期を開始します。

TCP/IP または HTTP 同期では、ULSynchronize 関数が同期を開始しま

す。同期中のエラーで handle_error スクリプトによって処理されない

ものは、SQL エラーとしてレポートされます。アプリケーションで

は、この関数の SQLCODE 戻り値をテストしてください。

パラメータ sqlca   SQLCA へのポインタ。

synch_info   同期構造体。この構造体のメンバについては、「同期パラ

メータ」 508 ページを参照してください。

参照 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link 同期サーバのオプション」

『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「START 
SYNCHRONIZATION DELETE 文 [Mobile Link]」
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第 16 章 

Ultra Light ODBC API リファレンス

この章の内容 この章では、Ultra Light でサポートされる ODBC インタフェースにつ

いて説明します。

これは、包括的な ODBC リファレンスではありません。ODBC のメ

イン・リファレンスである Microsoft の ODBC SDK マニュアルを補足

するためのクイック・リファレンスです。
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SQLAllocHandle 関数

ハンドルを割り当てます。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLAllocHandle(
 SQLSMALLINT HandleType,
 SQLHANDLE InputHandle,
 SQLHANDLE * OutputHandle);

パラメータ • HandleType 割り当てるハンドルのタイプ。Ultra Light では次

のハンドル・タイプがサポートされます。

◆ SQL_HANDLE_ENV ( 環境ハンドル )
◆ SQL_HANDLE_DBC ( 接続ハンドル )
◆ SQL_HANDLE_STMT ( ステートメント・ハンドル )

• InputHandle コンテキストに新しいハンドルが割り当てられ

るハンドル。接続ハンドルの場合、これは環境ハンドルです。
ステートメント・ハンドルの場合、これは接続ハンドルです。

• OutputHandle 新しいハンドルが返されるバッファへのポイン

タ。

説明 ODBC では、ハンドルを使用してデータベース操作のコンテキストを

提供しています。ほかのインタフェースにおける SQLCA (SQL 
Communications Area) と同様、環境ハンドルは、データ・ソースとの

通信のコンテキストを提供します。接続ハンドルは、すべてのデータ
ベース操作のコンテキストを提供します。ステートメント・ハンドル
は、結果セットとデータ修正を管理します。記述子ハンドルは、結果
セットのデータ型の処理を管理します。

参照 ◆ SQLAllocHandle (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」
)
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SQLBindCol 関数

Ultra Light ODBC の場合、結果セットのカラムを、アプリケーショ

ン・データ・バッファにバインドします。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLBindCol (
 SQLHSTMT StatementHandle,
 SQLUSMALLINT ColumnNumber,
 SQLSMALLINT TargetType,
 SQLPOINTER TargetValue,
 SQLLEN BufferLength,
 SQLLEN * StrLen_or_Ind );

パラメータ • StatementHandle 結果セットを返すステートメントのハンド

ル。

• ColumnNumber アプリケーション・データ・バッファにバイ

ンドする結果セット内のカラムの番号。

• TargetType TargetValue ポインタのデータ型の識別子。

• TargetValue カラムにバインドするデータ・バッファへのポイ

ンタ。

• BufferLength TargetValue バッファのバイト単位の長さ。

• StrLen_or_lnd カラムにバインドする長さバッファまたはイン

ジケータ・バッファへのポインタ。文字列の場合、長さバッ
ファには、返された実際の文字列の長さが格納されます。こ
の値は、カラムに設定できる長さよりも短い場合があります。

説明 アプリケーションとデータベースの間で情報を交換するために、
ODBC では、アプリケーション内のバッファを、カラムなど、データ

ベース・オブジェクトにバインドします。指定したカラムの値を設定
する場所として、アプリケーション内のバッファを識別するクエリを
実行する場合は、SQLBindCol を使用します。

参照 ◆ SQLBindCol (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLBindParameter 関数

Ultra Light ODBC の場合、バッファ・パラメータを SQL 文の中のパラ

メータ・マーカにバインドします。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLBindParameter (
 SQLHSTMT StatementHandle,
 SQLUSMALLINT ParameterNumber,
 SQLSMALLINT ParamType,
 SQLSMALLINT CType,
 SQLSMALLINT SqlType,
 SQLULEN ColDef,
 SQLSMALLINT Scale,
 SQLPOINTER rgbValue,
 SQLLEN cbValueMax,
 SQLLEN * StrLen_or_Ind );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• ParameterNumber 1 から順番にカウントされる、文の中のパ

ラメータ・マーカの番号。

• ParamType パラメータ・タイプ。以下のいずれかを表しま

す。

◆ SQL_PARAM_INPUT
◆ SQL_PARAM_INPUT_OUTPUT
◆ SQL_PARAM_OUTPUT

• CType C データ型のパラメータ。

• SQLType SQL データ型のパラメータ。

• ColDef カラムのサイズまたはパラメータ・マーカの式。

• Scale カラムの桁数またはパラメータ・マーカの式。

• rgbValue パラメータのデータのバッファへのポインタ。

• cbValueMax rgbValue バッファの長さ。

• StrLen_or_Ind パラメータの長さのバッファへのポインタ。
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説明 アプリケーションとデータベースの間で情報を交換するために、
ODBC では、アプリケーション内のバッファを、カラムなど、データ

ベース・オブジェクトにバインドします。クエリで指定したパラメー
タの値を取得または設定する場所として、アプリケーション内のバッ
ファを識別する文を実行する場合は、SQLBindParameter を使用しま

す。

参照 ◆ SQLBindParameter (Microsoft の「ODBC Programmer's 
Reference」)
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SQLConnect 関数

Ultra Light ODBC の場合、データベースに接続します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLConnect (
 SQLHDBC ConnectionHandle,
 SQLTCHAR * ServerName,
 SQLSMALLINT NameLength1,
 SQLTCHAR * UserName,
 SQLSMALLINT NameLength2,
 SQLTCHAR * Authentication,
 SQLSMALLINT NameLength3 );

パラメータ • ConnectionHandle 接続ハンドル。

• ServerName アプリケーションが接続するデータベースを定

義する接続文字列。Ultra Light ODBC では、ODBC データ・

ソースは使用しません。代わりに、スキーマ・ファイルと
データベース・ファイル・パラメータ、さらにその他のオプ
ションのパラメータを含む接続文字列を提供します。

次は、ServerName パラメータの使用例です。

(SQLTCHAR*)UL_TEXT( 
     "schema_file=customer.usm;dbf=customer.udb" 
 )

接続パラメータの完全なリストについては、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「接続パラメータ」を参照

してください。

• NameLength1 * ServerName の長さ。

• UserName 接続時に使用するユーザ ID。ユーザ ID は、

ServerName パラメータに提供する接続文字列に指定すること

もできます。

• NameLength2 * UserName の長さ。

• Authentication 接続時に使用するパスワード。パスワードは、

ServerName パラメータに提供する接続文字列に指定すること

もできます。
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• NameLength3 * Authentication の長さ。

説明 データベースに接続します。Ultra Light 接続パラメータの詳細につい

ては、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「接続パラ

メータ」を参照してください。

参照 ◆ SQLConnect (Microsoft の『ODBC Programmer's Reference』)
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SQLDescribeCol 関数

結果セット内のカラムの結果記述子を返します。

結果記述子には、カラム名、カラムのサイズ、データ型、桁数、
NULL 入力が可能かどうかが含まれています。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLDescribeCol (
     SQLHSTMT            StatementHandle,
     SQLUSMALLINT        ColumnNumber,
     SQLTCHAR *            ColumnName,
     SQLSMALLINT            BufferLength,
     SQLSMALLINT *        NameLength,
     SQLSMALLINT *        DataType,
     SQLULEN *            ColumnSize,
     SQLSMALLINT *        DecimalDigits,
     SQLSMALLINT *        Nullable );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• ColumnNumber 結果セットの、1 から始まるカラム番号。

• ColumnName カラム名が返されるバッファへのポインタ。

• BufferLength *ColumnName の文字単位の長さ。

• NameLength *ColumnName に返される有効なバイト (NULL 
終了バイトを除く ) の総数が返される、バッファへのポイン

タ。

• DataType カラムの SQL データ型が返されるバッファへのポ

インタ。

• ColumnSize データ・ソースのカラムのサイズが返されるバッ

ファへのポインタ。

• DecimalDigits データ・ソースのカラムの桁数が返されるバッ

ファへのポインタ。

• Nullable カラムに NULL 値を入力できるかどうかを示す値が

返されるバッファへのポインタ。
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参照 ◆ SQLDescribeCol (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」
)
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SQLDisconnect 関数

Ultra Light ODBC の場合、データベースからアプリケーションを切断

します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLDisconnect (
 SQLHDBC    ConnectionHandle );

パラメータ • ConnectionHandle 閉じる接続のハンドル。

説明 SQLDisconnect がいったん呼び出されると、新しい接続を開かないか

ぎり、データベースに対して操作は実行されません。

参照 ◆ 「SQLConnect 関数」 484 ページ

◆ SQLDisconnect (Microsoft の『ODBC Programmer's Reference』)
488



     第 16 章   Ultra Light ODBC API リファレンス
SQLEndTran 関数

Ultra Light ODBC の場合、トランザクションをコミットまたはロール

バックします。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLEndTran (
 SQLSMALLINT    HandleType,
 SQLHANDLE    Handle,
 SQLSMALLINT    CompletionType );

パラメータ • HandleType 割り当てるハンドルのタイプ。Ultra Light では次

のハンドル・タイプがサポートされます。

◆ SQL_HANDLE_ENV
◆ SQL_HANDLE_DBC
◆ SQL_HANDLE_STMT

• Handle トランザクションのスコープを示す接続ハンドル。

• CompletionType 以下の 2 つの値のいずれかを表します。

◆ SQL_COMMIT
◆ SQL_ROLLBACK

参照 ◆ SQLEndTran (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLExecDirect 関数

Ultra Light ODBC の場合、SQL 文を実行します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLExecDirect (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLTCHAR *    StatementText,
 SQLINTEGER    TextLength );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• StatementText SQL 文のテキスト。

• TextLength * StatementText の長さ。

説明 SQLExecute とは違って、SQLExecDirect の場合は、実行前にステート

メントを準備する必要はありません。

SQLExecDirect ではステートメントが繰り返し実行されるため、

SQLExecute に比べてパフォーマンスは低下します。

参照 ◆ SQLExecDirect (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLExecute 関数

Ultra Light ODBC の場合、準備された SQL 文を実行します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLExecute (
 SQLHSTMT    StatementHandle );

パラメータ • StatementHandle 実行するステートメントのハンドル。

説明 SQLPrepare を使用してステートメントを準備してから、実行してく

ださい。ステートメントにパラメータ・マーカがある場合は、
SQLBindParameter を使用して変数にバインドしてから実行します。

SQLExecDirect を使用すると、ステートメントを最初に準備せずに実

行できます。SQLExecDirect では文が繰り返し実行されるため、

SQLExecute に比べてパフォーマンスは低下します。

参照 ◆ 「SQLBindParameter 関数」 482 ページ

◆ 「SQLPrepare 関数」 501 ページ

◆ SQLExecute (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLFetch 関数

Ultra Light の場合、結果セットの次のローをフェッチし、バインドさ

れているすべてのカラムのデータを返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLFetch (
 SQLHSTMT    StatementHandle );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

説明 SQLBindCol を使用して結果セット内のカラムをバッファにバインド

してから、ローをフェッチしてください。結果セット内の次のロー以
外のローをフェッチするには、SQLFetchScroll を使用します。

参照 ◆ 「SQLFetchScroll 関数」 493 ページ

◆ 「SQLBindCol 関数」 481 ページ

◆ SQLFetch (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLFetchScroll 関数

結果セットから指定したローをフェッチし、バインドされているすべ
てのカラムのデータを返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLFetchScroll (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLSMALLINT    FetchOrientation,
 SQLLEN    FetchOffset );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• FetchOrientation フェッチのタイプ。

• FetchOffset フェッチするローの番号。解釈の仕方は、

FetchOrientation の値に依存します。

説明 SQLBindCol を使用して結果セット内のカラムをバッファにバインド

してから、ローをフェッチしてください。SQLFetchScroll は、より簡

単な SQLFetch が適切でない場合に使用します。

参照 ◆ 「SQLFetch 関数」 492 ページ

◆ 「SQLBindCol 関数」 481 ページ

◆ SQLFetchScroll (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLFreeHandle 関数

Ultra Light ODBC 用に割り当てられているハンドルを解放します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLFreeHandle (
 SQLSMALLINT    HandleType,
 SQLHANDLE    Handle );

パラメータ • HandleType 割り当てるハンドルのタイプ。Ultra Light では次

のハンドル・タイプがサポートされます。

◆ SQL_HANDLE_ENV
◆ SQL_HANDLE_DBC
◆ SQL_HANDLE_STMT

• Handle 解放するハンドル。

説明 SQLFreeHandle は、SQLAllocHandle を使用して割り当てたすべてのハ

ンドルに対して、そのハンドルが不要になった場合に呼び出してくだ
さい。

参照 ◆ 「SQLAllocHandle 関数」 480 ページ

◆ SQLFreeHandle (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLGetCursorName 関数

Ultra Light ODBC の場合、指定のステートメントのカーソルに関連付

けられている名前を返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLGetCursorName (
     SQLHSTMT            StatementHandle,
     SQLTCHAR *            CursorName,
     SQLSMALLINT            BufferLength,
     SQLSMALLINT *        NameLength );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• CursorName StatementHandle に関連付けられているカーソル

の名前が返されるバッファへのポインタ。

• BufferLength *CursorName の長さ。

• NameLength *CursorName に返される有効なバイト (NULL 終
了文字を除く ) の総数が返される、メモリへのポインタ。

参照 ◆ 「SQLSetCursorName 関数」 503 ページ

◆ SQLGetCursorName (Microsoft の「ODBC Programmer's 
Reference」)
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SQLGetData 関数

結果セット内の 1 つのカラムのデータを取得します。SQLGetData は、

通常、一部が可変長なデータを取得するときに使用します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLGetData (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLUSMALLINT    ColumnNumber,
 SQLSMALLINT    TargetType,
 SQLPOINTER    TargetValue,
 SQLLEN    BufferLength,
 SQLLEN *    StrLen_or_Ind );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• ColumnNumber バインドする結果セット内のカラムの番号。

• TargetType 出力ハンドル。

• TargetValue カラムにバインドするデータ・バッファへのポイ

ンタ。

• BufferLength TargetValue バッファのバイト単位の長さ。

• StrLen_or_Ind カラムにバインドする長さバッファまたはイ

ンジケータ・バッファへのポインタ。

参照 ◆ SQLGetData (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLGetDiagRec 関数

Ultra Light ODBC の場合、診断ステータス・レコードの複数のフィー

ルドの現在値を返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLGetDiagRec (
 SQLSMALLINT    HandleType,
 SQLHANDLE    Handle,
 SQLSMALLINT    RecNumber,
 SQLTCHAR *    Sqlstate,
 SQLINTEGER *    NativeError,
 SQLTCHAR *    MessageText,
 SQLSMALLINT    BufferLength,
 SQLSMALLINT *    TextLength );

パラメータ • HandleType 割り当てるハンドルのタイプ。Ultra Light では次

のハンドル・タイプがサポートされます。

◆ SQL_HANDLE_ENV
◆ SQL_HANDLE_DBC
◆ SQL_HANDLE_STMT

• Handle 入力ハンドル。

• RecNumber 出力ハンドル。

• Sqlstate エラーの ANSI/ISO SQLSTATE 値。エラー・コードの

リストについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 
「SQLSTATE 順にリストしたエラー・メッセージ」を参照して

ください。

• NativeError エラーの SQLCODE 値。エラー・コードのリス

トについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 「Adaptive 
Server Anywhere SQLCODE 順にリストしたエラー・メッセー

ジ」を参照してください。

• MessageText エラー・メッセージまたはステータス・メッ

セージのテキスト。

• BufferLength MessageText バッファのバイト単位の長さ。
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SQLGetDiagRec 関数
• TextLength *MessageText に返される有効なバイト (NULL 終
了バイトを除く ) の総数が返される、バッファへのポインタ。

参照 ◆ SQLGetDiagRec (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」
)
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SQLGetInfo 関数

Ultra Light ODBC の場合、現在の ODBC ドライバとデータ・ソースに

関する一般的な情報を返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLGetInfo (
 SQLHDBC    ConnectionHandle,
 SQLUSMALLINT    InfoType,
 SQLPOINTER    InfoValue,
 SQLSMALLINT    BufferLength,
 SQLSMALLINT    ODBCFAR *    StringLength );

パラメータ • ConnectionHandle 接続ハンドル。

• InfoType 返される情報のタイプ。SQL_DBMS_VER だけがサ

ポートされます。返される情報は、ソフトウェアの現在のリ
リースを識別する文字列です。

• InfoValue 情報が返されるバッファへのポインタ。

• BufferLength InfoValue バッファのバイト単位の長さ。

• StringLength *InfoValue に返される有効なバイト ( 文字データ

の NULL 終了文字を除く ) の総数が返される、バッファへの

ポインタ。

参照 ◆ SQLGetInfo (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」
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SQLNumResultCols 関数

Ultra Light ODBC の場合、結果セットのカラム数を返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLNumResultCols (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLSMALLINT *    ColumnCount );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• ColumnCount 結果セットのカラムの総数が返されるバッファ

へのポインタ。

参照 ◆ SQLNumResultCols (Microsoft の「ODBC Programmer's 
Reference」)
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SQLPrepare 関数

Ultra Light ODBC の場合、実行する SQL 文を準備します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLPrepare (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLTCHAR *    StatementText,
 SQLINTEGER    TextLength );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• StatementText SQL 文のテキストを保持しているバッファへの

ポインタ。

• TextLength *StatementText の長さ。

参照 ◆ 「SQLExecute 関数」 491 ページ

◆ SQLPrepare (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLRowCount 関数

Ultra Light ODBC の場合、挿入、更新、または削除操作の影響を受け

るローの数を返します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLRowCount (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLLEN *    RowCount );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• RowCount ローの数が返されるバッファへのポインタ。

参照 ◆ SQLRowCount (Microsoft の「ODBC Programmer's Reference」)
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SQLSetCursorName 関数

Ultra Light ODBC の場合、SQL 文に関連付けられているカーソルの名

前を設定します。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLSetCursorName (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLTCHAR *    CursorName,
 SQLSMALLINT    NameLength );

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• CursorName カーソル名を保持しているバッファへのポイン

タ。

• NameLength *CursorName の長さ。

参照 ◆ 「SQLGetCursorName 関数」 495 ページ

◆ SQLSetCursorName (Microsoft の「ODBC Programmer's 
Reference」)
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SQLSetConnectionName 関数

Ultra Light ODBC の場合、サスペンドと復帰の操作の接続名を設定し

ます。この関数は Ultra Light 固有の関数であり、ODBC 規格には含ま

れません。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLSetConnectionName (
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLTCHAR *    ConnectionName,
 SQLSMALLINT    NameLength );
 

パラメータ • StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• ConnectionName 接続名を保持しているバッファへのポイン

タ。

• NameLength *ConnectionName の長さ。

説明 SQLSetConnectionName は、SQLSetSuspend と一緒に、サスペンドと

復帰の操作に使用する接続名を提供するために使用します。接続名を
設定してから、接続を開き、アプリケーションの状態を復帰します。

参照 ◆ 「Ultra Light Palm アプリケーションの状態の保存」 147 ページ

◆ 「SQLSetSuspend 関数」 505 ページ
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SQLSetSuspend 関数

Ultra Light ODBC の場合、アプリケーションを閉じるときに、開いて

いるカーソルの状態を保存するかどうかを示します。この関数は 
Ultra Light 固有の関数であり、ODBC 規格には含まれません。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLSetSuspend (
 SQLSMALLINT    HandleType,
 SQLHSTMT    StatementHandle,
 SQLSMALLINT    TrueFalse );

パラメータ • HandleType 割り当てるハンドルのタイプ。Ultra Light では次

のハンドル・タイプがサポートされます。

◆ SQL_HANDLE_ENV
◆ SQL_HANDLE_DBC
◆ SQL_HANDLE_STMT

• StatementHandle ステートメント・ハンドル。

• TrueFalse 出力ハンドル。

参照 「Ultra Light Palm アプリケーションの状態の保存」 147 ページ
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SQLSynchronize 関数
SQLSynchronize 関数

Ultra Light ODBC の場合、Mobile Link 同期を使用してデータベース内

のデータを同期します。この関数は Ultra Light 固有の関数であり、

ODBC 規格には含まれません。

プロトタイプ UL_FN_SPEC SQLRETURN UL_FN_MOD SQLSynchronize (
 SQLHDBC    ConnectionHandle,
 ul_synch_info *    SynchInfo );

パラメータ • ConnectionHandle ハンドル。

• SynchInfo 同期情報を保持している構造体。「同期パラメー

タ・リファレンス」 507 ページを参照してください。

説明 SQLSynchronize は ODBC の拡張機能です。Mobile Link 同期操作を開

始します。

参照 ◆ 「同期パラメータ・リファレンス」 507 ページ .
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link 管理ガイド」
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第 17 章 

同期パラメータ・リファレンス

この章の内容 この章では、同期パラメータのリファレンス情報を提供します。
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同期パラメータ
同期パラメータ

同期パラメータは、同期の呼び出しで引数として供給する構造体のメ
ンバです。同期パラメータを格納する ul_synch_info 構造体は、次の

ように ulglobal.h で定義します。

struct ul_synch_info {
     ul_char *             user_name;
     ul_char *             password;
     ul_char *             new_password;
     ul_char *             version;
     p_ul_stream_defn      stream;
     ul_char *             stream_parms;
     p_ul_stream_defn      security;
     ul_char *             security_parms;
     ul_synch_observer_fn  observer;
     ul_void *             user_data;
     ul_publication_mask   publication;
     ul_bool               upload_only;
     ul_bool               download_only;
     ul_bool               send_download_ack;
     ul_bool               send_column_names;
     ul_bool               ping;
     ul_bool               checkpoint_store;
     ul_bool               disable_concurrency;
     ul_byte               num_auth_params;
     ul_char * *           auth_parms;
     ul_bool               keep_partial_download;
     ul_bool               resume_partial_download;
 
     // fields set on output
     ul_stream_error       stream_error;
     ul_bool               upload_ok;
     ul_bool               ignored_rows;
     ul_auth_status        auth_status;
     ul_s_long             auth_value;
     ul_bool               partial_download_retained;
 
     p_ul_synch_info       init_verify;
 };

init_verify フィールドは内部用に予約されています。
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UL_TEXT マクロを使用して定数文字列を囲む

UL_TEXT マクロでは、定数文字列をシングルバイト文字列としても

ワイド文字列としてもコンパイルできます。このマクロを使用して、
ul_synch_info 構造体のメンバとして提供されている定数文字列をす

べて囲み、コンパイラがこれらのパラメータを正しく処理できるよう
にします。

各同期パラメータの役割については、『Mobile Link クライアント』 > 
「同期パラメータ」を参照してください。
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auth_parms パラメータ
auth_parms パラメータ

機能 カスタム・ユーザ認証スクリプトにパラメータを供給します。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_char * Params[ 3 ] = { UL_TEXT( "parm1" ), 
                           UL_TEXT( "parm2" ), 
                           UL_TEXT( "parm3" ) };
 // ...
 info.num_auth_parms = 3;
 info.auth_parms = Params;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Authentication Parameters 同期

パラメータ」
◆ 「num_auth_parms パラメータ」 519 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_parameters 接続イベ

ント」
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続イベント」
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auth_status パラメータ

機能 Mobile Link のユーザ認証のステータスをレポートします。

使用法 このパラメータにアクセスするには、次のように入力します。

ul_synch_info info;
 // ...
 returncode = info.auth_status;

指定可能な値 同期後は、パラメータには次の値の 1 つが入ります。統合データベー

スでカスタム authenticate_user 同期スクリプトが異なる値を返す場合

は、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続イベント」で

指定されているルールに従って値が解釈されます。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Authentication Status 同期パラ

メータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」.

定数 値 説明

UL_AUTH_STATUS_UNKNOWN 0 認証ステータスが不明です。
接続がまだ同期していない可
能性があります。

UL_AUTH_STATUS_VALID 1000 ユーザ ID とパスワードは、同

期時には有効でした。

UL_AUTH_STATUS_VALID_BUT_
EXPIRES_SOON

2000 ユーザ ID とパスワードは、同

期時には有効でしたが、まも
なく有効期限が切れます。

UL_AUTH_STATUS_EXPIRED 3000 認証に失敗しました。ユーザ 
ID またはパスワードの有効期

限が切れています。

UL_AUTH_STATUS_INVALID 4000 認証に失敗しました。不正な
ユーザ ID またはパスワードで

す。

UL_AUTH_STATUS_IN_USE 5000 認証に失敗しました。ユーザ 
ID はすでに使用されています。
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auth_value 同期パラメータ
auth_value 同期パラメータ

機能 カスタム・ユーザ認証同期スクリプトからの戻り値をレポートしま
す。

デフォルト デフォルトの Mobile Link ユーザ認証メカニズムによって設定される

値については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続イ

ベント」で説明します。

使用法 このパラメータは読み込み専用です。

このパラメータにアクセスするには、次のように入力します。

ul_synch_info info;
 // ...
 returncode = info.auth_value;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Authentication Value 同期パラ

メータ」
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続イベント」

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user_hashed 接続イ

ベント」
◆ 「auth_status パラメータ」 511 ページ
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checkpoint_store 同期パラメータ

機能 同期中にデータベースのチェックポイントを追加して、同期プロセス
中のデータベースの拡張を制限します。

デフォルト デフォルトでは、制限されたチェックポイントが実行されます。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.checkpoint_store = ul_true ;

参照 『Mobile Link クライアント』 > 「Checkpoint Store 同期パラメータ」
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disable_concurrency 同期パラメータ
disable_concurrency 同期パラメータ

機能 この同期中は他のスレッドからデータベースへのアクセスを禁止しま
す。

デフォルト デフォルトで、データ・アクセスは可能です。ダウンロード時のデー
タ・アクセスは読み込み、書き込みともに可能です。それ以外は読み
込み専用です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.checkpoint_store = ul_false ;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Disable Concurrency 同期パラ

メータ」
◆ 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra 

Light での同時実行性について」
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download_only 同期パラメータ

機能 この同期中は、Ultra Light データベースから変更をアップロードしま

せん。

デフォルト このパラメータはオプションのブール値であり、デフォルトは false 
です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.download_only = ul_true;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Download Only 同期パラメー

タ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light データベースへの

読み込み専用テーブルの組み込み」
◆ 「upload_only 同期パラメータ」 540 ページ
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keep_partial_download 同期パラメータ
keep_partial_download 同期パラメータ

機能 ダウンロード・エラーが発生した場合、すべての変更をロールバック
するのではなく、部分的に行われたダウンロードを保持します。

デフォルト このパラメータはオプションのブール値であり、デフォルトは false 
です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.keep_partial_download = ul_true;

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Keep Partial Download 同期パ

ラメータ」
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ignored_rows 同期パラメータ

機能 同期中にスクリプトがないため、Mobile Link 同期サーバによって

ローが無視された場合、レポートを行います。

このパラメータは読み込み専用です。
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new_password 同期パラメータ
new_password 同期パラメータ

機能 ユーザ名に対する新しい Mobile Link パスワードを設定します。

デフォルト デフォルト値はありません。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.password = UL_TEXT( "myoldpassword" );
 info.new_password = UL_TEXT( "mynewpassword" );

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「New Password 同期パラメー

タ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」.
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num_auth_parms パラメータ

機能 カスタム認証スクリプトに渡される認証パラメータ文字列の数。

デフォルト カスタム認証スクリプトに渡されるパラメータはありません。

使用法 auth_parms とともにパラメータを使用して、カスタム認証スクリプト

に情報を提供します。

詳細については、「auth_parms パラメータ」 510 ページを参照してくだ

さい。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Number of Authentication 
Parameters パラメータ」

◆ 「auth_parms パラメータ」 510 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_parameters 接続イベ

ント」
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続イベント」
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observer 同期パラメータ

機能 同期をモニタするコールバック関数へのポインタです。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Observer 同期パラメータ」

◆ 「同期のモニタとキャンセル」 65 ページ

◆ 「user_data 同期パラメータ」 541 ページ
520



     第 17 章   同期パラメータ・リファレンス
partial_download_retained 同期パラメータ

機能 同期のダウンロード時の失敗の結果として、部分的なダウンロードが
保持されたことを示します。

デフォルト ダウンロード・エラーが発生して部分的なダウンロードが保持された
場合、同期時にパラメータが設定されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Partial Download Retained 同期

パラメータ」
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password 同期パラメータ
password 同期パラメータ

機能 user_name に対する Mobile Link パスワードを指定する文字列です。

このユーザ名とパスワードは他のデータベース・ユーザ ID やパス

ワードとは別のもので、アプリケーションを Mobile Link 同期サーバ

に対して識別し、認証するために使用されます。

デフォルト デフォルト値はありません。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.password = UL_TEXT( "mypassword" );

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Password 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」.
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ping 同期パラメータ

機能 Ultra Light クライアントと Mobile Link 同期サーバ間の通信を確認しま

す。このパラメータが true に設定されている場合は、同期は行われま

せん。

Mobile Link 同期サーバは、ping 要求を受信すると、統合データベー

スに接続し、ユーザを認証し、ユーザ認証ステータスと値をクライア
ントに送信します。

ping に成功した場合、Mobile Link サーバは情報メッセージを発行し

ます。ping に失敗した場合は、エラー・メッセージを発行します。

Mobile Link サーバがコマンド・ライン・オプション -zu+ を指定して

実行されていると、Mobile Link ユーザ名が ml_user システム・テーブ

ルに見つからない場合は Mobile Link サーバがユーザを ml_user に追加

します。

Mobile Link 同期サーバに次のスクリプトが存在する場合、ping 要求

に対してこれらのスクリプトを実行できます。

•    begin_connection

•    authenticate_user

•    authenticate_user_hashed

•    end_connection

デフォルト このパラメータはオプションのブール値であり、デフォルトは false 
です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.ping = ul_true;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Ping 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「-pi オプション」
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publication 同期パラメータ

機能 同期させるパブリケーションを指定します。

デフォルト パブリケーションを指定しない場合、すべてのデータが同期されま
す。

使用法 ulgen -v コマンド・ライン・オプションで指定したパブリケーション

が Ultra Light ジェネレータによって UL_PUB_pubname という名前の

大文字の定数として識別されます。pubname は、-v オプションに指定

する名前です。

たとえば、次のコマンド・ラインは、定数 UL_PUB_SALES で識別さ

れるパブリケーションを生成します。

ulgen -v sales ...

同期時には、publication パラメータを「パブリケーション・マスク」、

つまり、パブリケーション定数を OR で結合したリストに設定しま

す。次に例を示します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.publication = UL_PUB_MYPUB1 | UL_PUB_MYPUB2 ;

特殊なパブリケーション・マスク UL_SYNC_ALL は、パブリケーショ

ンに含まれるかどうかに関係なく、データベース内のすべてのテーブ
ルを表します。マスク UL_SYNC_ALL_PUBS は、データベース内のパ

ブリケーションに含まれるすべてのテーブルを表します。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「publication 同期パラメータ」

◆ 『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra 
Light ジェネレータ」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「別々に同期するためのデー

タ・セットの設計」
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resume_partial_download 同期パラメータ

機能 ダウンロード時に通信障害によって中断された同期を再開します。

デフォルト このパラメータはブール値であり、デフォルトは false です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.resume_partial_download = ul_true;

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Resume Partial Download 同期

パラメータ」
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security 同期パラメータ
security 同期パラメータ

機能 Mobile Link 同期サーバとのメッセージ交換に Certicom 暗号化テクノ

ロジを使用するように、Ultra Light クライアントを設定します。

別途ライセンスを取得できるオプションが必要
Certicom テクノロジを使用するには、別途ライセンスを取得できる 
SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプションを入手する必要があ

ります。このセキュリティ・オプションは、輸出規制対象品目です。
このオプションの詳細については、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 

「SQL Anywhere Studio へようこそ」を参照してください。

デフォルト security パラメータは、デフォルトでトランスポート・レイヤ・セ

キュリティなしに対応する null に設定されます。

使用法 同期ストリームに加えてセキュリティ・ストリームを指定します。指
定可能な値は次のとおりです。

•    ULSecureCerticomTLSStream()   Certicom によって提供される楕

円曲線暗号化トランスポート・レイヤ・セキュリティ。

•    ULSecureRSATLSStream()   Certicom によって提供される RSA 
トランスポート・レイヤ・セキュリティ。

リンクする必要があるライブラリなどの詳細については、『Mobile 
Link クライアント』 > 「Security 同期パラメータ」を参照してくださ

い。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Security 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link トランスポート・レ

イヤ・セキュリティ」.
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security_parms 同期パラメータ

機能 トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する場合に必要なパラ
メータを設定します。このパラメータは、security パラメータととも

に使用してください。

詳細については、「security 同期パラメータ」 526 ページを参照してく

ださい。

使用法 ULSecureCerticomTLSStream() と ULSecureRSATLSStream() セキュリ

ティ・パラメータは、次のオプションのパラメータで構成される文字
列を使用します。オプションのパラメータは、セミコロンで区切られ
た文字列で指定します。

•    certificate_company   証明書に記されている組織フィールドがこ

の値と一致する場合にだけ、Ultra Light アプリケーションはサー

バ証明書を受け入れます。デフォルトでは、このフィールドは
チェックされていません。

•    certificate_unit   証明書に記されている部署フィールドがこの値

と一致する場合にだけ、Ultra Light アプリケーションはサーバ証

明書を受け入れます。デフォルトでは、このフィールドは
チェックされていません。

•    certificate_name   証明書に記されている共通名フィールドがこ

の値と一致する場合にだけ、Ultra Light アプリケーションはサー

バ証明書を受け入れます。デフォルトでは、このフィールドは
チェックされていません。

次に例を示します。

ul_synch_info info;
 ...
 info.stream = ULSocketStream();
 info.security = ULSecureCerticomTLSStream();
 info.security_parms =
      UL_TEXT( "certificate_company=Sybase" )
      UL_TEXT( ";" )
      UL_TEXT( "certificate_unit=Sales" );

security_parms パラメータは文字列です。デフォルトは null です。
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security_parms 同期パラメータ
セキュリティ機能のある同期を実行する場合は、Ultra Light ジェネ

レータの -r コマンド・ライン・オプションも使用してください。詳

細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light ジェネレータ」を参照してください。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Security Parameters 同期パラ

メータ」
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send_column_names 同期パラメータ

機能 send_column_names を ul_true に設定すると、Ultra Light は各カラム

名を Mobile Link 同期サーバに送信します。デフォルトでは、Ultra 
Light はカラム名を送信しません。

このパラメータは、通常は同期スクリプトを自動的に生成するために 
Mobile Link 同期サーバで -za または -ze スイッチとともに使用されま

す。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Send Column Names 同期パラ

メータ」
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-za オプション」
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send_download_ack 同期パラメータ

機能 このブール・パラメータを true に設定すると、Mobile Link 同期サー

バに対して、クライアントからダウンロード確認が提供されることを
通知します。

クライアントがダウンロード確認を送信する場合、Mobile Link 同期

サーバのワーカ・スレッドは、クライアントがダウンロードを適用す
るまで待機します。クライアントがダウンロード確認を送信しない場
合、Mobile Link 同期サーバは、次の同期のため、まもなく解放され

ます。

デフォルト デフォルト設定は false です。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Send Download 
Acknowledgement 同期パラメータ」
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stream 同期パラメータ

機能 同期に使用するように Mobile Link 同期ストリームを設定します。

詳細については、「stream_parms 同期パラメータ」 538 ページを参照し

てください。

デフォルト パラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してくださ
い。

使用法 //Embedded SQL
 ul_synch_info info;
 ...
 info.stream = ULSocketStream();

//Static C++ API
 Connection conn;
 auto ul_synch_info info;
 ...
 conn.InitSynchInfo( &info );
 info.stream = ULSocketStream();

ストリームのタイプでパラメータが必要な場合は、stream_parms パ
ラメータを使用してパラメータを渡します。パラメータが不要なとき
は、stream_parms パラメータを null に設定します。

stream 関数には以下の種類がありますが、すべてのターゲット・プ

ラットフォームですべての関数を使用できるわけではありません。

ストリーム 説明

ULActiveSyncStream()
   

ActiveSync 同期 (Windows CE のみ )
   
ストリーム・パラメータのリストについては、

『Mobile Link クライアント』 > 「ActiveSync プロ

トコル・オプション」を参照してください。
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stream 同期パラメータ
ULHTTPStream()
   

HTTP を介して同期
   
HTTP ストリームは基本となるトランスポートと

して TCP/IP を使用します。Ultra Light アプリ

ケーションは Web ブラウザとして機能し、

Mobile Link 同期サーバは Web サーバとして機能

します。Ultra Light アプリケーションは、サーバ

へのデータ送信のために POST 要求を送り、

サーバからのデータの読み込みのために GET 要
求を送ります。
   
ストリーム・パラメータのリストについては、

『Mobile Link クライアント』 > 「HTTP プロトコ

ル・オプション」を参照してください。

ULHTTPSStream()
   

HTTPS 同期ストリームを介して同期
   
HTTPS ストリームは、基本のプロトコルとして 
SSL または TLS を使用します。これは、イン

ターネット・プロトコル (HTTP と TCP/IP) 上で

動作します。
   
HTTPS ストリームでは、Certicom が提供するテ

クノロジを使用する必要があります。Certicom 
テクノロジを使用するには、別途ライセンスを
取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・

オプションを入手する必要があります。このセ
キュリティ・オプションは、輸出規制対象品目
です。このオプションの詳細については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「SQL Anywhere Studio 
へようこそ」を参照してください。
   
ストリーム・パラメータのリストについては、

『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロトコ

ル・オプション」を参照してください。

ULSocketStream()
   

TCP/IP を介して同期
   
ストリーム・パラメータのリストについては、

『Mobile Link クライアント』 > 「TCP/IP プロトコ

ル・オプション」を参照してください。

ストリーム 説明
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参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Stream Type 同期パラメータ」
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stream_error 同期パラメータ

機能 通信エラー・レポート情報を保持する構造体を設定します。

アクセス・メソッド この機能は Java アプリケーションには使用できません。

デフォルト パラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してくださ
い。

説明 stream_error フィールドは ul_stream_error 型の構造体です。

typedef struct ss_error {
     ss_stream_id         stream_id;
     ss_stream_context    stream_context;
     ss_error_code        stream_error_code;
     asa_uint32           system_error_code;
     rp_char              *error_string;
     asa_uint32           error_string_length;
 } ss_error, *p_ss_error;

この構造体は、SQL Anywhere ディレクトリの h サブディレクトリに

ある sserror.h 内で定義されています。

ul_stream_error のフィールドは、次のとおりです。

•    stream_id   エラーをレポートするネットワーク・レイヤ。この

列挙は sserror.h にリストされています。有効な定数を次に示し

ます。

定数 値

 STREAM_ID_TCPIP 0

STREAM_ID_PALM_CONDUIT 3

STREAM_ID_PALM_SS 4

STREAM_ID_HTTP 7

STREAM_ID_HTTPS 8

STREAM_ID_SECURE 10

STREAM_ID_CERTICOM 12
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•    stream_context   開く、読み込み、または書き込みなど、実行さ

れる基本的なネットワーク・オペレーション。詳細については、
sserror.h を参照してください。

•    stream_error_code   ストリーム自体によってレポートされるエ

ラー。stream_error_code は、ss_error_code 型です。ストリー

ム・エラー・コードは、いずれもプレフィクス 
STREAM_ERROR_ で始まります。たとえば、書き込みエラーの

場合は STREAM_ERROR_WRITE です。

エラー番号のリストについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 
「Mobile Link 通信エラー・メッセージ」を参照してください。エ

ラー・コードのサフィックスについては、sserror.h を参照してく

ださい。

このバージョンでは、各番号に関連した定数を探すには、
sserror.h 内でプレフィックス DO_STREAM_Error が付いている

行の番号を数えます。たとえば、エラー番号 10 の定数を探すに

は、次のように sserror.h 内で 10 番目の DO_STREAM_ERROR エ
ントリを探します。

DO_STREAM_ERROR( WRITE )

したがって、このエラーに関連した定数は 
STREAM_ERROR_WRITE です。

STREAM_ID_JAVA_CERTICOM 13

STREAM_ID_CERTICOM_SSL 14

STREAM_ID_CERTICOM_TLS 15

STREAM_ID_WIRESTRM 16

STREAM_ID_ACTIVESYNC 23

STREAM_ID_RSA_TLS 24

STREAM_ID_JAVA_RSA 25

定数 値
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•    system_error_code   システム固有のエラー・コード。エラー・

コードの詳細については、プラットフォームのマニュアルを参
照してください。Windows プラットフォームの場合は、

Microsoft Developer Network (MSDN) マニュアルを参照してくだ

さい。

Windows における一般的なシステム・エラーを次に示します。

• 10048 (WSAADDRINUSE) アドレスがすでに使用されて

います。

• 10053 (WSAECONNABORTED) ソフトウェアが接続の

アボートを引き起こしました。

• 10054 (WSAECONNRESET) 通信の他方の側がソケット

を閉じました。

• 10060 (WSAETIMEDOUT) 接続がタイムアウトしまし

た。

• 10061 (WSAECONNREFUSED) 接続が拒否されました。

通常、Mobile Link サーバが稼動していないか、指定さ

れたポートで受信していません。

完全なリストについては、Microsoft Developer Network Web サイ

トを参照してください。

•    error_string   アプリケーションが提供するエラー・メッセージ。

文字列は空の場合もあれば、空でない場合もあります。空でな
い error_string は、stream_error_code とともに情報を提供します。

たとえば、書き込みエラー ( エラー・コード 9) の場合、エラー

文字列は、書き込もうとしたバイト数を示します。

使用法 次のように SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR をチェックします。

Connection conn;
 auto ul_synch_info info;
 ...
 conn.InitSynchInfo( &info );
 info.stream_error.error_string = error_buff;
 info.stream_error.error_string_length =
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                    sizeof( error_buff );
 if( !conn.Synchronize( &synch_info ) ){
     if( SQLCODE == SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR ){
         printf( error_buff );
     // more error handline here

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Stream Error 同期パラメータ」
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stream_parms 同期パラメータ

機能 同期ストリームを設定するネットワーク・プロトコルのオプションを
設定します。

オプションの割り当てのリストで、セミコロンで区切られます。各割
り当ては keyword=value の形式で、許可されるキーワード・セットは

同期ストリームよって異なります。

各ストリームに使用できるオプションのリストについては、次の各項
を参照してください。

•    『Mobile Link クライアント』 > 「ActiveSync プロトコル・オプ

ション」

•    『Mobile Link クライアント』 > 「HotSync プロトコル・オプショ

ン」

•    『Mobile Link クライアント』 > 「HTTP プロトコル・オプショ

ン」

•    『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロトコル・オプショ

ン」

•    『Mobile Link クライアント』 > 「TCP/IP プロトコル・オプショ

ン」

デフォルト これはオプションの文字列パラメータです。デフォルトは null です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.stream_parms= UL_TEXT( "host=myserver;port=2439" 
);

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Stream Parameters 同期パラ

メータ」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light 同期クライアント

のネットワーク・プロトコルのオプション」.
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upload_ok 同期パラメータ

機能 Mobile Link アップロードのステータスをレポートします。Mobile 
Link 同期サーバが、この情報をクライアントに提供します。

このパラメータは読み込み専用です。

使用法 同期後、upload_ok パラメータには、アップロードが成功した場合は 
true が入ります。それ以外の場合は false が入ります。

このパラメータにアクセスするには、次のように入力します。

ul_synch_info info;
 // ...
 returncode = info.upload_ok;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Upload OK 同期パラメータ」
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upload_only 同期パラメータ

機能 現在の同期中にダウンロードは発生しないことを示します。これによ
り、特に低速の通信リンクでは、通信時間を節約できます。true に設

定すると、クライアントは Mobile Link 同期サーバからのアップロー

ド確認を待ってから、同期セッションを正常終了します。

デフォルト このパラメータはオプションのブール値であり、デフォルトは false 
です。

使用法 次のように true に設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.upload_only = ul_true;

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Upload Only 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「優先度の高い変更の同期」

◆ 「download_only 同期パラメータ」 515 ページ
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user_data 同期パラメータ

機能 アプリケーション固有の情報を同期 observer で使用できるようにしま

す。

使用法 アプリケーション固有の情報を使用できるようにするには、同期 
observer コールバック関数 observer を実装する際に、user_data を使

用して情報を提供します。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「User Data 同期パラメータ」

◆ 「observer 同期パラメータ」 520 ページ
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user_name 同期パラメータ

機能 ユーザ名を指定する文字列であり、Mobile Link 同期サーバが Mobile 
Link クライアントをユニークに識別するために使用します。Mobile 
Link では、この値を使用して、ダウンロードする内容の決定、同期ス

テータスの記録、同期中の割り込みからの復帰を行います。

デフォルト これは必須の文字列パラメータです。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.user_name= UL_TEXT( "mluser" );

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「User Name 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」.
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザ」.
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version 同期パラメータ

機能 統合データベースの同期スクリプトは、それぞれバージョン文字列で
マーク付けされます。たとえば、異なる文字列バージョンによって特
定される 2 種類の download_cursor スクリプトがあります。Ultra 
Light アプリケーションは、バージョン文字列により、同期スクリプ

トのセットから選択できます。

デフォルト これは文字列パラメータです。デフォルトでは、Mobile Link のデ

フォルト・バージョン文字列です。

使用法 次のようにパラメータを設定します。

ul_synch_info info;
 // ...
 info.version = UL_TEXT( "default" );

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Version 同期パラメータ」

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「スクリプト・バージョン」.
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